









































ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　赤翼の天使フアルラツサ教経典【ファルレ・ディ・マグナス】第八章より

『赤翼の天使フアルラツサは死の化身レイヴァを、光の矢を以もって退けた。その骸むくろは四散した──中略──赤翼の天使フアルラツサは、砕くだけ散りしその骸を探さがし出し、自らの羽根を以って封ふう印いんした。そして、後世まで禍わざわいを蘇よみがえらせぬよう教会を建てた……』




　軍の極ごく秘ひ調査報告資料【ファイルＸ】三〇五ページより

『──怪物ガルムを使用した犯罪の抑よく止し力りよくとして、一定の効果は期待できるだろうが、その方法に犯罪性がないとも言い切れず……』




　自然保護団体『ネイチャリング』機関紙・『自然大好き』より

『──彼らの使用した怪物ガルムが自然を破は壊かいする可能性と、同時に彼らの使用する機械による自然破壊も問題視するべきだ──』




　ホライザンの首都・ホリズムに住むアイラちゃん（一〇歳さい）の証言

『カッコイイと思うわ』




　郊こう外がいに住むロンチャックさん（四五歳・農業）の証言

『あれは、オラが畑から帰るときだっただ。東の空に緑色に光る物体が……』




　飛行器ウインギイレース場、ファルラッサスタジアムの予想屋バンジャルさんの予想

『最終レースは、ビルボーズのテージから流しとけば間ま違ちがいなし。鉄板中の鉄板だよ！』




　超ちよう巨きよ大だい蒸じよう気き工こう学がく企き業ぎよう・グンダバファの社内報『蒸気魂スチームホリツク』編集後記より

『──近ちか頃ごろ、巷ちまたの妖あやしげな企業でも凄すごいメカ使ってますからね（笑）』




　ホリズムの三流大学、『パルピー大学』考古学者クレボン助教授の四限目の講義より

『現在のような蒸気万ばん能のう時代からは想像もつかないが、太古の昔人間は、良く燃える油を燃料に機械を動かしていたらしい。それにより月へも行っていたという話だが、こういった眉まゆ唾つばものの伝説というのは……こらそこ！　寝ねるな！　単位をやらんぞ！』




　ホリズム銀行侵しん入にゆう計けい画かく書しよより、計画の概がい要よう

『金庫室前の廊ろう下かは、長さが五〇メートル。蒸気傀儡スチームノイドが五体設置されている。注意すべきなのは、廊下に何者かが侵入するとガストラップが作動すること。このトラップは外部から無効化することか不可能（注：トラップ作動時、防犯ベルが鳴るよ～ん）。三分以内に金庫のハッチを開けないと毒ガスが噴ふん出しゆつする……』




　ホリズムで一番売れてるスポーツ紙『ホリズムスポーツ』三行広告欄らんより

『貴方あなたのオウチ、防ぼう御ぎよは万全？　どこでも即そく侵入！

　成功しなけりゃお代は頂きません！

　Ｗｅ　ａｒｅ────トレスパス!!』







　プロローグ







　深夜一時。ホリズム銀行。

　マナ・ファランドールは、壁に手足を突っ張るようにして、天てん井じよう付近に張り付いていた。

　彼女の下を、ロングソードを腰こしに帯びた見張りの兵士が辺りに気を配りながら歩いていく。少しでも注意が上に向けば見つかってしまうだろう。マナはじっと息を殺し高鳴る心臓に「静まれっ」と命じて兵士が通り過ぎるのを待った。

　兵士は、マナの真下で、ピタリと止まった。

　バレた──一いつ瞬しゆん、そう思った。

　しかし、兵士は胸ポケットから、手のひらに収まるほどの大きさの籠ケージを取り出すと、中で羽を震ふるわせている昆こん虫ちゆう型がた怪物ガルムメディパックに向かって「異常ありません」と報告をした。

　一瞬遅おくれて、籠から、ひどくかすれたような声が響ひびく。

《了りよう解かい、引き続き巡じゆん回かいに当たれ》

　メディパックは、遠く離はなれた個体に向けて周囲の音を発信することができる。籠ケージは、その能力を用いた通信装置なのだ。

　兵士は、籠をしまうと、再び巡回を始めた。規則的な足音が遠ざかっていく。

　マナは兵士が廊ろう下かを曲がったことを足音によって確かく認にんすると、音もなく床ゆかに飛び降りた。

　鮮あざやかな青と白とを基調とした制服のスカートがふわりと風をはらんで広がり、ショートカットの髪かみが揺ゆれた。

　辺りに注意を払はらいながら、マナは金属製のドアに鍵かぎを差し込んだ。この鍵はマナの仲間が事前に複製したものである。

　ゆっくりと鍵を回す。カチリという開かい錠じようの音が、やけに大きく聞こえた。ホルスターから蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬき、周囲を見回す。幸い、誰だれにも気づかれなかったようだ。

　拳銃を構えながらドアを開け、滑すべり込むように中に入る。そこは、空調システムや窓の開閉装置などがずらりと並んだ機械室だった。

　マナは所ところ狭せましと並んでいる機械類に、一瞬目を走らせただけで目的のマシンを見つけた。警報システムだ。

　腰につけたバッグからトカゲのような怪物ガルムコルダニスを取り出す。眠ねむっていたのか、コルダニスは目をしばしばさせていた。

「言うこと聞いてよ～」

　マナは小声でそう言うと、コルダニスの背中を撫なでた。コルダニスは一つ大きなあくびをした後、青白い舌を震わせながら冷気を吐はき出す。警報装置がたちまち凍こおりついた。蒸気機械は冷気に弱い。これでしばらくの間、警報は作動しないはずだ。




　マナは廊下を出て窓まど際ぎわに寄ると、音が出ないように慎しん重ちように窓を開けた。警報装置を殺しているから、開けてもベルが鳴り響くことはない。

　窓の外に向けて、小さく口笛を吹ふく。

　隠かくれていたマナの仲間たちが、銀行の中に入ってきた。

　始めに入ってきたのは、長身で筋肉質の身体からだを持つ男性、ジャックス・ホイススタッド。立てた髪を入れたら二メートル近い長身を窮きゆう屈くつに縮め、腰こしに下げた巨きよ大だいな剣けんを窓まど枠わくにぶつけないようにしながら、彼は銀行の中に忍しのび込んだ。

「マナ、無事で良かった」

　ジャックスはマナに笑いかけた。きりっとした眉まゆの下の眼まな差ざしは鋭するどく、鼻筋は通っていて、顔立ちは精せい悍かんだ。だが、その微笑ほほえみはとても優やさしげである。

「当然でしょ」

　マナは親指を立ててみせる。

　二人は特とく殊しゆな声音『シーフヴォイス』を使って喋しやべっている。喉のどの訓練によって、四方一メートル以上には絶対に響ひびかない声を出す、密談用の喋り方だ。

　ジャックスはマナに大きな荷物を渡わたした。金属製の大きな箱にも見えるそれを、マナは彼に手伝ってもらいながら背中に装着する。

　そうしている間に、キール・ゼーベックとミンク・ターネットが銀行内に入ってきた。

　キールは百人男性がいたら、百人ともが振ふり返るような美女だ。スカートからすんなりと伸のびた足も、制服のボタンがはち切れてしまうんじゃないかと思うぐらいグラマーな身体も、それを助長させている。

「遅おそいのよ、マナっ。ったく、ノロマなんだからっ」

　キールは細い眉を吊つり上げながら言った。この性格の悪ささえなければ、貴族連中から引く手あまただっただろう。褐かつ色しよくの肌が示しめすように隣りん国ごくネクロミスの出身であることを差し引いたとしても。神さまフアルラツサは公平だと、マナはつくづく思った。

「きゃあ」

　小さな悲鳴が聞こえた。ミンクが、窓枠から床ゆかに落ちたのだ。丸い大きな眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを涙なみだに潤うるませながら、ぺたんと座すわり込んでいる。彼女は大人の色気むんむんなキールとは正反対。小こ柄がらでその面おも差ざしには幼さが残っていた。

　マナの腰のバッグからコルダニスが、のそりと抜ぬけ出し、ミンクに這はい寄った。トカゲ型の怪物ガルムは、シッポをふりふりミンクの肩かたへと登り、柔やわらかい曲線を描えがく頰ほおを舐なめた。

「なぐさめて、くれるんですの？　ありがとう[image: ハート]」

　優やさしい笑みを浮うかべてミンクはコルダニスの頭を撫なでた。その頭に描かれた文字と、ミンクの手の甲こうに刻まれた文字は同じ──それは主従関係を表すものである。

「ねぇっ。助けてよぉ」

　窓の外から、男の子の声が聞こえた。ファン・クラックロックだ。窓にあがれなくて、助けを求めているのだろう。ジャックスが、窓の外に身を乗り出しファンを軽々と抱だきかかえ、銀行の床にそっとおろした。

「あ、ありがと」

　ファンは、おどおどとしたようすでジャックスに頭を下げる。年ねん齢れいはミンクと同じ一六歳さいであるが、二人とも年齢よりもずっと幼く見えた。

　そして、これがファンの大きな特とく徴ちようでもあるのだが、男の子にしておくのが勿もつ体たいないくらい、彼の容よう姿しは可愛かわいらしい。

　まれに男性に間ま違ちがわれることのあるマナからしてみたら、ファンのすべすべの肌や、さらさらの栗くり色いろの髪かみ、いつも潤うるんでいるような大きな瞳などが羨うらやましくもある。

　マナ自身、自分の茶色の目はくりっとしていて可愛らしい部類に入ると思うのだが、若じやつ干かん発育の悪い胸や、伸のばすとくりんとそっくり返ってしまうから短くしている赤毛、高い身長などからボーイッシュな印象を与あたえてしまうことが多いのである。

（いやいや～。あたしだって、ミンクがいつも着てるようなフリフリな服を着れば、それなりに見み栄ばえも……）

　なんて思うこともあるけれど、蒸気工学のエンジニアなんていう、男ばかりの業界に長くいるせいか、オシャレをしようという意欲に乏とぼしいのも事実だったりする。

「なにボーっとしてんの？　行くわよ」

　いろいろな思いが去きよ来らいしまくっていたマナの肩を、キールが叩たたいた。

　マナたちは、銀行の廊ろう下かを、金庫室目指して走った。もちろん、足音は一つも聞こえない。

　彼らは、侵しん入にゆうのプロなのだ。




　金庫室へ通じる扉とびらの前に、マナたちは辿たどり着いた。ここから中に入り、五〇メートルある廊下を駆かけ抜ぬけて、三分以内に金庫の扉を開かなくてはならない。さもなくば、仕し掛かけられたトラップが作動。毒ガスが噴ふん出しゆつし、廊下はガス室へと変へん貌ぼうする。

　鍵穴の前にしゃがみ込み、ファンがピッキングガンという特とく殊しゆな鍵かぎ開あけ工具を使って、開かい錠じようした。彼は錠前師ロツクマスターと呼ばれる特殊能力者なのである。普ふ段だんはへなちょこだが、いざ鍵を前にすると、目つきは鋭するどくなる。

「開いたよ」

　ファンは、誇ほこらしげにも聞こえる口調でそう言った。

　キールは蒸気時計を取り出し、

「準備はいい？」

　全員が、大きく頷うなずいた。

　ジャックスがドアノブに手を掛ける。マナたちは、扉から少し離はなれた。トラップというのは扉と連動して仕掛けられている場合が多い。警けい戒かいするにこしたことはない。

　一気に扉を開く！　途と端たんに矢の雨が降り注いだ。ありがちなアロートラップだ。矢が完全に途切れたことを確かく認にんし、キールが叫さけんだ。

「──ＧＯ！」

　防犯ベルがファンファーレのように鳴り響ひびいている。

　マナは背負った金属製の箱についている紐ひもを、勢いよく引いた。箱が蒸気と共ともに展開。

　ものの数秒で、マナの身体からだは鋼鉄製の板によって覆おおわれた。さながら騎き士しの甲かつ冑ちゆうを身に着けたように見える。だが、これはただの鎧よろいではない。マナ特製の蒸気鎧スチームギア。組み込んだ蒸気エンジンによって、マナの力を増ぞう幅ふくすることができる。

　マナは手でバイザーを降ろすと、廊ろう下かへ躍おどり込んだ。

　廊下は、何一つ調度品は置かれていなかった。盗とう賊ぞくに隠かくれ場所を与あたえないためだ。壁かべも床ゆかも天てん井じようも、曇くもりのない白色。それは真っ白なトンネルのようでもあった。

　純白の視界のなかにある物と言えば、巨きよ大だいな鋼鉄製の金庫のハッチ、そして……蒸気によって動く機械仕じ掛かけの兵士、蒸気傀儡スチームノイド！

　十数体の機械の兵士が、一いつ糸しも乱れない揃そろった動きで振ふり向いた。鉄骨を組んで作られた身体を軋きしませながらマナたちの方に迫せまってくる。

「おい、これ事前の情報より多くねえか？」

　言いながら、ジャックスが大たい剣けんを構える。

「よくある話！」

　マナも金属製の槍ランスを抜ぬいた。回転させるように振ると、それは甲かん高だかい音を立てて伸のびる。

　蒸気傀儡スチームノイドは、一いつ斉せいに右腕うでを突つき出した。二の腕には、クロスボウがついている。

「下がってろ！」

　ジャックスが叫さけんだのと、矢が放たれたのが同時。彼は大剣を凄すさまじい速度で振るい、矢を全すべてたたき落した。

「あと二分三〇！」

　時計を手にしたキールが叫ぶ。

　矢の雨が途と切ぎれた瞬しゆん間かんを狙ねらって、マナは跳ちよう躍やく。蒸気傀儡スチームノイドの群の真ん中に着地した。

「ハァァ──ッ！」

　気合いとともに槍ランスを振るって、マナは蒸気傀儡スチームノイドを叩たたき伏ふせる。

　ジャックスも大剣を翳かざして突とつ進しんし、鋼鉄の兵士に向け斬きりかかった。傀儡ノイドは左腕に装着された刃やいばを振るって攻こう撃げきしてくる。しかし、剣の達人であるジャックスは、斬ざん撃げきを最低限の動きで捌さばき、返す刀で鋼鉄の腕を切り落とした。

　キールは、身体からだに巻きつけていた鞭むちを使って、ロングレンジで二人をサポートする。彼女の手元の時計が蒸気を噴ふき出した。

「あと二分！」

　キールの声を聞き、マナは焦あせった。

　時間がない。蒸気傀儡スチームノイドはさして強くないが、人間の兵士と違ちがい、多少キズを負わせても、ひるむことなく向かってくる。しかも、数が多かった。全すべて倒たおしていたら間に合わなくなる。

「ファン！　先に金庫に向かって！　援えん護ごする！」

　マナの言葉に、ファンが泣きそうな声で返事をした。

「どうやって!?」

「男でしょ!?　気合いでなんとかして！」

「無理だってばぁっ！」

　二人のやり取りを聞いていたキールが、

「ミンク！　なんか空飛ぶ怪物ガルム持ってきてない？」

「……？　持ってきてますっ！」

　ミンクはショルダーポーチから繭カプセルを取り出した。子供の握にぎり拳こぶしより小さいくらいの、その白い塊かたまりにも、ミンクの手の甲こうに刻まれたものと同じ、古代マルセル文字が記しるされている。彼女は、繭カプセルに裂さけ目を作ると床に向かって放った。

「お願い。力を貸して……」

　ミンクの声に呼応するように、繭カプセルの中から小さな翼よく竜りゆう型がたの怪物ガルム・マイトアネラが現れ、みるみる間に大きくなる。

　ファンは、さらに泣きそうな声で呟つぶやいた。

「まさか、これにつかまって……」

　キールは時計に目を落しながら、

「あと一分三〇！　その通とおり！　機械の兵士を飛び越こえて、金庫まで行って！」

「落ちたらどうするの!?」

　ファンの問いかけに、今度はミンクが、

「このコは、落としたりしませんわっ」

　翼竜は、返事をするようにふぎゃあと鳴く。

「それに、落ちても死なないわよ」

　キールが、後を継つぐ。

「ホントに……？」

　ファンが涙なみだ目めで尋たずねると、キールとミンクは大きく頷うなずき、二人同時に答えた。

『たぶん！』

「たぶんって！」

　機械兵の頭を思い切り槍ランスでしばきながら、マナは叫さけんだ。

「漫まん才ざいやってる場合じゃなーいっ！　急いで！」

「残り一分一〇秒！　行って！　ファン」

　ファンは、渋しぶ々しぶといったようすで翼竜に近づく。マイトアネラは、かぎ爪づめでファンの制服の襟えり首くびをつかむと、翼つばさをはためかせ飛び立った。

「うわぁあわぁ」

　ファンの悲鳴が廊ろう下かに響ひびく。

　頭上を、滑かつ空くうするようにマイトアネラは進んでいく。気づいた蒸気傀儡スチームノイドが、クロスボウを向けた。マナは飛び上がって槍ランスを回転、蒸気傀儡スチームノイドの腕うでを弾はじき、矢の狙ねらいを全すべて逸そらす。

　放たれた矢のうち一本が、ファンの頰ほおをかすめたものの、彼は無事金庫の扉とびらの前に降り立つことができた。

「残り四〇秒！」

　キールの声を聞き、慌あわててファンは金庫の前にしゃがみ込むと、神経を研とぎ澄すまし、巨きよ大だいなダイヤルを回し始める。

　蒸気傀儡スチームノイドのうち数体が、ファンの方に向きを変えた。ジャックスは、軽かろやかに跳ちよう躍やくして傀儡ノイドの前に躍おどり出た。気合いと共に剣けんを一いつ閃せんし、一度に三体の兵士を両断する。

「あと三〇！　急いで！」

　キールの声を合図とするかのように、天てん井じようや壁かべに変化が起こった。振しん動どうと共に、無数の小さな穴が開いたのだ。ガスの噴ふん出しゆつ口こうである。

　ファンの手の動きが、さらに早くなる。

　立っていた蒸気傀儡スチームノイドの、最後の一体をマナは槍ランスですくうようにして投げ飛ばす。壁にぶつかった兵士は、大量の蒸気を噴ふき出して動かなくなった。

「あと二〇秒！」

　マナとジャックスが、壊こわれた兵士たちを飛び越こえるようにしてファンのもとへ駆かけた。ミンクとキールも後に続く。

　ジャックスは額の汗あせを拭ぬぐうのも忘れて叫さけんだ。

「まだか!?」

「あとちょっと！」

　ファンの指は目にも留まらぬ速度で、精密な動きを繰くり返している。

「あと一〇秒……八、七……」

　キールのカウントダウンに合わせ、マナが、

「息を大きく吸い込んで……」

　ミンクはマイトアネラの口を小さな手で覆おおい、自らも丸い頰をさらに膨ふくらませて息を吸い込んだ。

　時計を見ながらキールがカウントを続ける。

「五、四、三、二……一……！」

　そのときピン──軽かろやかな音が響ひびいた。

「開いたよ」

　金庫室のハッチがゆっくりと開き始めた。同時に、壁や天井に開いたガスの噴出口が閉じていく。

「お見事」

　ジャックスがファンの肩かたに手を置いた。照れくさそうに錠前師ロツクマスターの少年は微笑ほほえむ。

「久しぶりの勝ちね」

　キールは金庫室の重い扉とびらに手を掛かけ、ゆっくりと開いた。その向こうに、今回のターゲットである金きん塊かいの山があるはず。そこにマナたち『トレスパス』のロゴカード──白い翼つばさを持つ猫ねこ型がたの怪物ガルム・トレスパスが描えがかれている──を貼はれば勝ちとなる。

　しかし、そこにあった……いや、いたのは金塊ではなかった。

　マナは『それ』と、目が合った。

　大きな真ん丸の目。緑色の目ま蓋ぶたが、ゆっくりと下から閉じた。友愛の印にウインクしたのではなさそうだ。鼻息は荒あらく、瞳ひとみは明確な殺意に燃えている。

『それ』は見るからに危険そうな、蛇へび型がたの怪物ガルムだった。

　マナは、とっさにミンクを背中に庇かばう。

　蛇の額には、ミンクのものとは違ちがうマルセル文字の契約印テスタメントコードがある。契約印は怪物使いエンハンサーに固有の物で、誰だれかに使し役えきされている怪物ガルムである印だ。

　マナの後ろでミンクが、怯おびえたように唇くちびるをわななかせる。

「パイロカクタキスですわ」

　生なま唾つばを飲みながら、ミンクはゆっくりと後あと退じさっている。マナは彼女の態度で、この怪物ガルムの危険さがわかった気がした。

「強いのか？　コイツ……」

　ジャックスが近づこうとするのを、ミンクが小声で制した。

「刺し激げきしてはいけませんっ。そーっと、そーっと逃にげるのですっ。このコの必ひつ殺さつ技わざは……」

　パイロカクタキスの鼻の穴から、小さく炎ほのおが噴ふき出した。続いて大きく口を開く。びっしりと細かい歯の並んだ口は、ジャックスが腰こしを曲げなくても入れそうなほど巨大だ。

「うわぁ！　いけませんっ！　これは必殺技の合図っ！」

　ミンクは、小さな炎を指さした。

　恐おそる恐るマナが尋たずねる。

「必殺技って……何？」

　だが、ミンクは素す早ばやく回れ右をして、駆かけ出した。

「お逃げくださいませっっ！　早くぅっ！」

　全員が彼女の後に続く。

　蒸気傀儡スチームノイドの残ざん骸がいにつまずきそうになりながら、白い廊ろう下かを駆け抜ぬけた。

　マナたちの背後で、パイロカクタキスは、口から霧きりのようなものを噴ふん射しやした。ガスは、鼻から出ていた炎に引火。

　空気が、後ろに向かって流れ──直後──爆ばく音おんが轟とどろいた。

　振ふり返ったキールが目を剝むく。

「マジーっ!?」

　爆ばく炎えんが、凄すさまじい勢いで襲おそってきた。

「走れェ！」

　ジャックスが声を上げた。深しん紅くの壁かべがマナたちを押おしつぶそうと迫せまる！

　マナの前を走るミンクの背中が赤く照らされている。

「パイロカクタキスの必殺技は、引火性のガスをぉぉぉ」

「もうわかってるっ！」
















　マナは、速度の落ち始めたミンクとキールを左右に抱かかえた。蒸気鎧スチームギアによって強化されているからできる芸当だ。

　直後、熱気がマナの背中を撫なでた。

　炎が近い──！

「急げ！」

　一番後ろを走っていたジャックスは、足がもつれそうになったファンを横よこ抱だきに抱かかえ、走っていた。入り口のドアまでもうすぐ。マナは、跳ちよう躍やくし跳とび蹴げりするように、扉とびらを開く。

「あちいっ！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ファンとジャックスが扉から転がり出た。二人を追うように、爆炎が扉から噴ふき出してくる！

　マナはすぐさま鋼鉄製の扉を閉めた。

　爆風に飛ばされた蒸気傀儡スチームノイドがドアに激げき突とつし、凄すさまじい音を立てる。

「危なかったですわね……」

　床ゆかにぺたんと座すわり込んだミンクが、天てん井じようを仰あおぎ見ながら呟つぶやく。

　と、そこへ、仕立ての良いスーツを着た男が現れた。

　ジャックスはとっさに身構えるが、キールが手で制す。

「ホリズム銀行の頭取……今回の依い頼らい主ぬしよ」

　頭取と呼ばれた男は、心底嬉うれしそうな顔で笑った。

「ふふふん。私たちの警備が、あなた方、侵しん入にゆう屋やの力に勝ったということで、よろしいですな？」

「あんなとんでもない怪物ガルム用意してるなんて、聞いてなかった！」

　マナが文句を言うと、頭取は心外だとでも言わんばかりに肩かたをすくめた。

「金庫室前にカワイイ怪物ガルムを飼ってますって伝えたハズですが？」

「どーこーがーカワイイのよ、アレのっ！」

「夜な夜な甘あまえてくるんですよ、あのコ」

　頭取は頰ほおを染めながら、視線を逸そらす。

（そのうち死んじゃうぞ、アンタっ）

　思い切りツッコもうとしたマナの胸むな元もとに、クロスボウが突つきつけられる。

　気が付けば、囲まれていた。敵兵士たちは手に手に武器を持ち、抜ぬけ目なく構えている。

　マナたち『トレスパス』の『負け』は揺ゆるぎないようだ──。







　chapter1　究きゆう極きよく貧びん乏ぼう→犯罪スレスレ？







　世の中にはいろいろな職業が存在する。

　赤翼の天使フアルラツサ教の使徒パスル、道具屋や武器屋に怪物ガルム屋などの小売業者、詐さ欺ぎ師しや警察や泥どろ棒ぼうや軍人、ちょっと脱ぬいじゃったりするお姉さんや、ちょっと身ぐるみ剝はいじゃったりするお兄さん、怪物ガルムを操あやつるエンハンサー……などなど。世界には本当にたくさんの職業がある。

　だが、マナが携たずさわっている職種は、かなり珍めずらしい部類に入るだろう。

　彼女が勤めているのは、『トレスパス』という名の『侵しん入にゆう屋や』なのだ。

　侵入屋というと犯罪っぽい響ひびきがあるが、一応たぶんきっと犯罪ではない──と、マナは信じていたい気持ちで胸が張り裂さけそうだ。

　この珍しい職種を、あえて分類するなら『防衛コンサルタント』となるだろう。

　最近、彼女の住む国ホライザンでも組織的な強ごう盗とう団だんやテロリストなどが横おう行こうするようになった。チンケなこそ泥ではなく、怪物ガルムや大型のマシンで武装した危険極きわまりない連中だ。

　当然、標的になりやすい大金持ちは、防衛システムを構築して対応しようとした。しかし、防ぼう御ぎよ体制が実際に役に立つかどうかは、やってみなくてはわからない。

　そこで侵入屋の出番となるわけだ。

　侵入屋は、依い頼らいを受けた建物に実際に侵入を試みる。依頼者側はそれを防ごうと、防衛システムを発動させる。その侵入戦の中で、防衛システムの不備を見つけ出して、依頼主にアドバイスをするのが業務なのだ。

　金持ちたちには、自分の家の防衛システムがいかにすごいかで競きそっている風ふう潮ちようがある。侵入の依頼は意外なほど多い。侵入屋は、うまくすれば、それなりに儲もうかる仕事なのである。マナの知る限り、ホライザンには同業者が五社ほど存在するはずだが、そのうちの一社『ダイバーズ』は首都ホリズムに馬ば鹿かデカい自社ビルを持っているほどである。

　ちなみに、この『ダイバーズ』の女社長のコリスはマナと同じ一七歳さいなのに、偉えらそうなイヤなヤツで、いつもトレスパスのことを「貧びん乏ぼう所じよ帯たい」だの「ヘナチョコ軍団」だのとバカに……って、その話は長くなるので別の機会に譲ゆずろう。

　トレスパスは、五社ある侵入屋の中で、規模的には最も小さく、フトコロ具合も最も貧ひん弱じやくだ。しかし、それはトレスパスの経営方針に因よるところも大きい。

　荒あらくれ者用の防御システムが実際に使われるのだから、侵入作戦は命いのち懸がけだ。しかもその遂すい行こうにはかなり経費がかかる。だが、トレスパスのモットーは『侵入に成功しない限り、お代は頂きません！』なのである。本気で挑いどまなければ、マナたちは食いっぱぐれてしまうのだ。だから、装備の整備にも余念がないし、普ふ段だんの訓練も真ま面じ目めにこなしていた──。




　トレスパスの社しや屋おくは、広大な緑色の布地にオレンジ色のピンでも刺さしたかのように、草原の真ん中にポツンと建っていた。ここは緑豊かで大地も肥ひ沃よく、農業が盛さかんで子供の養育にも適した──超ちよう弩ど級きゆうの田舎いなかだ。イナカ自じ慢まんチャンピオンシップが開かれたら、好成績をおさめるに違ちがいないと、マナは常々思っている。

　オレンジ色のとんがり屋根には、赤い羽根を持つ天使──赤翼の天使フアルラツサ像が掲かかげられていた。これは『赤翼の天使フアルラツサ教』の教会のしるしである。

　教会の礼れい拝はい堂どうにキールの高笑いが響ひびいた。

「……これで動けないわねぇ。おーっほっほっほ！」

　ミンクに後ろ手に手て錠じようを掛かけると、キールは楽しそうな笑い声をあげる。彼女は長い黒くろ髪かみを束ねており、身体からだにフィットした黒い短めのシャツに同色のホットパンツ。長い手足を惜おしげもなくさらしていた。

　一方、キールに「ていっ」とばかりに軽く蹴け飛とばされ床ゆかに転がったミンクの服装は、薄うす紅べに色いろのエプロンドレス。その構図は、高こう慢まんちきなお姉様に、イジメられるメイドさんといった風ふ情ぜいである。

「ああっ。何をするのですっ。キールっ。ご無む体たいはおやめください」

「身動きできない娘むすめを見ると、なんか血が騒さわぐわッ」

「ンなもの、騒がすなっ」

　マナも後ろ手に手錠をされていたので、足を振ふり上げツッコミを入れる。

「痛ッ！　カカト落としでツッコまないでよ！　冗じよう談だんなのにっ」と、キール。

「キールが言うと冗談に聞こえないな」

　これまた同じく手錠を掛けられたジャックスが、真面目な顔で呟つぶやく。

「早く始めようよ……」

　礼拝堂のベンチに腰こし掛かけていたファンが、呆あきれたように肩かたをすくめた。彼の細い腕うでには、五つの手錠が掛けられていて、少し動くたびに鎖くさりがジャラジャラと音を立てる。

「わかってるわよ」

　キールは手を後ろに回すと、器用に自分の手に手錠を掛け、続ける。

「これで、準備よしっと」

「両手が自由になれば、ＯＫなんだよね？」

　マナがルールを確かく認にんする。

「そ。鎖を切ってもいいわ。手錠を外はずすのが一番遅おそかった人が今週の食事当番よ」

「絶対負けねぇからな」

　と、言ったのはジャックス。

「みなさん、これは訓練なんですからね。真ま面じ目めにやってくださいましっ」

　ミンクのたしなめに、ジャックスは「わかってるって」と答えるが、根が熱血だからか、その目には、妙みようなやる気を漲みなぎらせていた。

「それじゃ、始めるわよ」

　キールがメンバーを見回し、

「レディ……ＧＯ！」

　トレスパスのメンバーは、それぞれの方法で手て錠じようを外し始めた。

「終わったよ」

　真っ先にそう言ったのは、ファンだ。その手には、身につけていたジャンプスーツに忍しのばせておいたのだろう、鍵かぎ開あけ用の工具、ピッキングロッドがあった。腕につけられていた五つの手錠は、ことごとく外され、床ゆかに落ちている。

「やっぱり早いな」

　ジャックスが感かん嘆たんの声をあげた。

「本職だからね」

　照れたように、ファンが頭を搔かいた。彼はどんな鍵でも開けてしまう、錠前師ロツクマスターだ。そもそもこんな勝負に参加しようって方が間ま違ちがってる。

「それじゃ、俺おれも本気を出すかな」

　そう言うと、ジャックスは「ふんっ」と軽い気合いとともに、両腕うでに力を入れる。着ている麻あさのシャツが、発達した筋肉によって盛もり上がったように見えた。

　次の瞬しゆん間かん、手錠の鎖くさりが弾はじけ飛ぶ。

「ま、ざっとこんなモンだ」

「筋肉バカはイイわよね」

　キールが後ろに回した手をモゾモゾさせながらジト目をする。

「バカは余計だ。早くしないと食事当番だぜ？」

「わかってるわよっ」

　キールが、そう言ったとき、

「外れましたわっ」

　ミンクの声がした。見ると、彼女の手錠に小さなイモムシのような怪物ガルムがへばりついていた。きっと金属を食べる怪物ガルムを使って鎖を切ったのだろう。彼女は、怪物ガルムを意のままに操あやつることができる能力者、エンハンサーなのだ。人は見かけによらないとは、このことだとマナは思った。

（って、感心してる場合じゃない）

　マナは、着ているツナギのお尻しりのポケットから、長細い箱形の機械を取り出した。手て探さぐりでスイッチを入れると、回転式のノコギリの刃はが箱の先せん端たんから飛び出してくる。

「手ぇ切るなよ」

　そう言ったジャックスに、マナはウインクして答える。

「だいじょぶ」

　慎しん重ちように刃先を鎖に当てる。鎖を伝わって振しん動どうが、鎖から手首へと伝わってきた。ゆっくりと鎖が切断されていくのが、感覚でわかる。

　勝った──マナは、確信した。

　しかし、カシャリと音がした。キールが掛かけていた手て錠じようが、床ゆかに落ちたのだ。

「私わたしの勝ちねっ！　今週の料理当番はマナに決定」

「どうやって外したのッ？」

　マナが驚おどろいて尋たずねると、

「さぁ？　私の魅み力りよくに手錠が参っちゃったんじゃない？」

「って、ンなワケあるかいっ」

　キールに少し遅おくれて手錠を切断し終えたマナは、自由になった手で力強いツッコミ──裏うら拳けんとも言う──を入れようとした。だが、キールはひらりと躱かわす。

　恐おそらく、キールは自分で手錠を掛けるときに何かズルをしたのだろう。

　トレスパスのメンバーには、マナが蒸気工学のエンジニアであったり、ジャックスが剣けんの達人だったりするように、それぞれ特とく殊しゆな能力があるが、このずる賢がしこさが、キールの特殊能力であると言えた。侵しん入にゆう作さく戦せんの立案や、企き業ぎようとしての経営方針などの決定を、キールはほぼ一手に引き受けている。

『単純と天然と熱血とヘナチョコの寄り集まりのトレスパスがやっていけるのは、私のおかげよ』とは、キールの弁だ。単純呼ばわりされたのは腹が立つけれど、マナは事実だと思った。

「天然？　ああ、養よう殖しよくより天然物の方が美お味いしいってコトですわねっ♪」

　とか言ってるミンクや、

「熱血というのは、誉ほめ言葉だな！　明日のためのその一！」

　と、腕うで立たて伏ふせをはじめるジャックス。そして、柱の陰かげに思い切り隠かくれながら、消え入りそうな小さな声で「ぼぼぼ、ボクはヘナチョコじゃないやい」とか言ってるファン。

　みんな一いつ般ぱん常識というモノに欠けていると思う。マナも含ふくめ。

「それじゃ、マナ。早さつ速そく、晩ご飯作って」

　キールは、勝ち誇ほこったように高笑いをした。

「イヤだって！　ズルしたでしょ？」

「あらぁ？　どこにそんな証しよう拠こがあるのかしらぁ？」

　白しら々じらしくそんなことを言うからには、もう証拠はなくなっているのだろう。悔くやしいが、諦あきらめるほかない。

「まぁまぁ、手伝ってあげますわ。マナ」

　手て錠じようを食べ終えた怪物ガルムを撫なでながら、ミンクが慰なぐさめてくれた。

「マナの作ったメシ、好きだぜ。なんというか、ワイルドで」

　ジャックスは、褒ほめてるのか貶けなしてるのかわからないような言葉をかける。

「ぼ、ボクはミンクが作ったご飯の方が……」

　素す直なおなファン君にチョップを入れ、マナは渋しぶ々しぶキッチンへと向かった。教会の奥おくは、普ふ通つうの家のように居間やダイニングなどが設しつらえられているのだ。ここでマナは、一ひと癖くせも二癖もあるが、愛すべき仲間たちと共に暮らしているのである。




「赤翼の天使フアルラツサのお導きがありますように……」

　ミンクの声に続き、マナたちは手を組みながら食事の前のお祈いのりをした。赤翼の天使フアルラツサ教があまねく行き渡わたっているホライザンでは、どこの家庭でも見られる風景である。しかし、ミンク以外の者の祈りには、あまり真しん剣けん味みが感じられない。

　彼らは教会育ちであったが、敬けい虔けんというにはほど遠かった。それは育ての親でもあるトレスパスの社長、ガリオロに問題があったからだろう。

　ガリオロは、ミンクの父で、赤翼の天使フアルラツサ教の使徒パスルをしている。使徒パスルとは、天使教の教えを説き、広める役目を担になった職業だ。と、言うと厳格な人物を思い浮うかべそうだが、実際は、いつも酒を飲んで顔を赤くしてるなまぐさレベル一〇〇、『ダメ人間』にクラスチェンジ直前の男なのである。

　彼は使徒パスルであるにも拘かかわらず「信じる信じないは好きにすればいいんじゃな～い？」なんて言いながら、身寄りのないマナたちを育てた。

　おかげでこの国の人間なら、多かれ少なかれ持っているはずの信しん仰こう心しんが、ほとんど培つちかわれなかったのだ。マナも一応、習慣だからという理由で食事のお祈りをする。しかし、祈りの言葉を口にするたび（このお祈り好きじゃないなあ）と思う。

（このお祈り『天使様、なんとかしてください』って意味だけど、『自分でなんとかするから、見守っててね天使様』って祈る方が好みだなぁ）なんて、熱心な信者が聞いたらひっくり返ってしまうようなことを、マナは平気で考えたりするのだった。

　祈りを終え、いざ食事となったとき──

「なんだこれ……」

　顔が映りそうなほどの透とう明めい度どを誇ほこる、具ぐのないスープをスプーンでかき回しながら、ジャックスは呟つぶやいた。ダイニングの大きな古ぼけた樫かしのテーブルには、人数分のスープの皿と、真ん中にちょこんとサラダが載のっているだけ。ほかには潔いさぎよいくらいにな～んにもない。

「今が旬しゆんのバウバンを使ったスープだよ。美お味いしいんだからぁ」

　と、言いつつ、マナもどこにバウバンが入っているのか探さがした。バウバンは、マナの小指程の大きさの魚型の食用怪物ガルムだ。確か、お鍋なべに一匹ぴきだけ入れたような……。

「あ、いた！」

　ファンがスプーンで、バウバンをすくいあげた。が、スプーンを持った手をキールがつかみ、ひょいぱくっとバウバンを食べてしまった。

「ひどいっ」

「うだんすーほーが……もぐもぐ……わぅいのよ」

　涙なみだ目めで抗こう議ぎするファンに、キールが口をもごもごいわせながら答える。

「『油断する方が悪いのよ』って言ったって……うぅぅ」

　ファンは、具のないスープを寂さびしそうに見つめる。

「でも、味は美味しいですわよ。マナ」

　スープを一口すすったミンクは、優やさしげな笑えみを浮うかべた。

「今日の晩飯、なんでこんななんだ？」

　と、ジャックスに問われたマナは、肩かたをすくめる。

「それは、あたしが聞きたいぐらいだって。ねぇ、キール。冷蔵庫の中、なぁんにも入ってなかったんだけど？」

「必要最低限のものしか買ってないから」

　平気な顔して言ってのけるキールに、マナは、「最低限って、少なすぎでしょ～？」と言って、冷蔵庫を開けて見せた。中には冷気を吐はき出す怪物ガルムが、寝ねそべってあくびしているだけ。食材は何一つ入っていない。

「これじゃ、ロクなモン作れないって」

「マナの腕うでじゃ、タルバンが入ってたってロクなモン作りゃしないでしょ？」

　キールがニコニコ笑いながら言う。

「あ～っはっは！　確かにね～！……って、ウルサイっ！」

　タルバンは、高級魚の代名詞のような怪物ガルムだ。白身がぷりぷりとしていて、とても美お味いしい、お刺さし身みで頂くのが格別で……って、そんな想像をしている場合じゃなくて！

「食べ物ぐらいは買ってよ！　ケチにも程ほどがあるっ！　この守しゆ銭せん奴どッ」

　マナは、キールに詰つめ寄った。サイフの紐ひもを握にぎっているのはキールなのだ。

「誰だれが守銭奴だって!?　ケチってるワケじゃないわ！」

「じゃ、どうして？」

「お金がないのよ！」

　全員が、キールの言葉に凍こおり付いた。

「ウチって貧びん乏ぼうだ、貧乏だとは思ってたけど……」

　ファンの言葉を、ジャックスが継ついだ。

「日々のメシにも困るほどだったのか……？」

　盛せい大だいなため息いきをついた後、キールは答えた。

「この間の、銀行の依い頼らいに失敗したせいで、今月赤字なのよ」

「その前も、そのまた前の依頼も、失敗してしまいましたものね」

　ミンクも、キールにつられたようにため息をつく。

　トレスパスは、依頼に成功しなければ報ほう酬しゆうは受け取らないという方針を掲かかげている。零れい細さい企き業ぎようであるトレスパスがお仕事を得るためには、これぐらいの思い切った他社との差別化が必要なんだとキールが言っていた。だが、その方針は、侵しん入にゆうに失敗すれば即そく座ざにフトコロを圧あつ迫ぱくすることを意味している。

「みんな！　クヨクヨするな！　次勝てばいいことじゃないか！」

　ジャックスの元気な言葉に、ファンは泣きそうな声をあげた。

「もう、五連敗中だよぉ？　なんだかボク、勝てる気がしなくって」

「確かにねぇ」

　マナは、最近の仕事内容を思い返す。

　前回はパイロカクタキスとかいう、爆ばく炎えんを噴ふくバケモノにやられた。前々回は、目から強力な光線を発する怪物ガルムに負けてしまったし、その前は辺りの酸素を一いつ斉せいに吸い尽つくすヤツに敗北を喫きつしていた。近ちか頃ごろ、お金持ち連中は金にあかして、超ちよう強力怪物ガルムを配備するようになったのだ。その圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力りよくの前に、あえなく敗れてしまっていた。

「やっぱり怪物ガルム武装を強化しなきゃ、ダメなんじゃない？」

　マナの言葉に、キールは、

「どこにそんなお金があるのよ？」

　こちらも怪物ガルム武装を拡かく充じゆうしたい。だが、簡単にはできない。そのためには莫ばく大だいな資金が必要なのだ。そこには怪物ガルムを手なずけるためのシステムに関係してくる。

　怪物ガルムは、動物アニマル──そのほとんどが絶ぜつ滅めつしている、イヌとかネコなどの神話の時代からいる種──と同じように、普ふ段だんは野性化しており、人間の手には負えない。

　でも、『キュアライズ』という技術を使うと、怪物ガルムを大人おとなしくさせることができる。これは『野性』がリセットされた状態とでも言えばわかり易やすいだろう。

　その後、契約テスタメントを行って、使し役えきすることになる。しかし、誰だれでも使役できるわけではない。まだ解明されていないが、特定の人しか契約をすることができないのだ。その契約ができる人間を『エンハンサー』と呼ぶ。トレスパスでは、ミンクがエンハンサーだ。

　契約が成立すると、怪物ガルムの身体からだに古代マルセル文字で契約印が刻まれる。それで初はじめて怪物ガルムを手なずけることができるのだ。

　ところで、このキュアライズという技術についてだが、国家上層部しかその方法を知らない。完全な国家機密だ。ミンクは怪物ガルム工学のスペシャリストだが、そんな彼女すらやり方を知らなかった。国は、キュアライズを独どく占せんし怪物ガルムを流通ベースに乗せることで、莫ばく大だいな利益を得ている。もちろん強力な怪物ガルムはお値段の方も超強力だ。

「いっそ、裏怪物ガルムとかに手を出しちゃおうか？」

「キール！」

　ミンクが「めっ！」と言って、キールをたしなめた。

　誰がどうやってキュアライズをしているのかわからないが、正規ルートを通らない怪物ガルムも、実は裏で流通していた。しかし裏怪物ガルムに手を出すのは、立派な犯罪だ。裏怪物ガルムを使って強ごう盗とうをする集団もいる。そういう輩やからに対しては軍隊が出動することもあった。

「どうするべきか？」

　腕うで組みをしながらジャックスは、天てん井じようを仰あおぎ見た。食堂が静まり返る。

　はっきり言って、これは死活問題だった。

　マナたちが貧びん乏ぼうで苦しむだけだったら良いが──いや良くないけれど──トレスパスの売り上げの一部は、首都ホリズムにある孤こ児じ院いんへと寄付されているのだ。これはなにも聖せい人じん君くん子しになりたくて行っているわけではない。孤児院を運営しているのが教会だからという理由に加え、マナたちも身寄りがなかったから同じ境きよう遇ぐうの子供たちを助けてあげたいという気持ちが当然に沸わき上がったのだ。

　トレスパスの業績が悪化することで、子供たちが苦しむようでは困る。

　それに、侵しん入にゆうに失敗してしまうと、依い頼らい者しや側は、もはやトレスパスの意見に耳を傾かたむけなくなってしまう。防衛システムの見直しを決して図はかろうとはしなくなるだろう。

　その結果、いざ本当に攻せめ込まれたとき、超ちよう強力怪物ガルムを突とつ破ぱされたら、それで終わりという事態が発生する。防衛システムはバランスが大事──一点豪ごう華か主義は危険なのだ。防衛に関するアドバイスを聞き入れてもらうためにも、怪物ガルム武装で引けを取りたくない。

「どっかに超強力な、キュアライズ済ずみの怪物ガルム落ちてないかな～？」

　マナは、冷蔵庫の前からテーブルに戻もどると、スープを啜すすった。具のないスープは実にわびしい。

　キールも椅い子すに座すわると、マナにならってスープを啜る。

「あのね、落ちてたら苦労しないわよ……。怪物ガルムみたいのなら、私の目の前でスープ飲んでるけどさ」

　マナは、スプーンを突つきつけながら声を荒あらげる。

「あたしの、どーこーが怪物ガルムみたいなのよっ。こんな可愛かわいい女の子つかまえてっ！」

「見た目と、凶きよう暴ぼうさ。食い意地の悪さと、頭の程度。──褒ほめ言葉よ」

「え[image: ハート]　褒めてくれたの[image: ハート]　嬉うれし……って、ふざけるな！　あたしがホントに怪物ガルムだったら、今すぐアンタを丸かじりにしてるトコよ!?」

　と、そのとき、今にも跳とびかかりそうなマナを制して、ミンクが言った。

「……強い怪物ガルムが手に入ればいいのですわよね……。私わたくしに考えがあります」

　彼女は礼れい拝はい堂どう側の扉を開けて、部屋を出ていった。程ほどなく埃ほこりにまみれた小こ瓶びんを持って戻ってきた。

　その瓶はコルク栓せんの上から、厳重に封ふうがされている。曇くもっていて中は見えづらいが、黒っぽい塊かたまりと、赤い羽根とが入っていた。

　ミンクが小瓶を顔の高さまで掲かかげ、ふうっと息を吹ふきかけた。埃が舞まう。

「つい先日、父が見せてくれたのです」

「社長が？」

　ファンが、おっかなびっくり瓶の中を覗のぞき込む。

「はい。これは、ある怪物ガルムの一部なのですが……これを培ばい養ようして怪物ガルムを作り出してはどうでしょうか？」

　ジャックスは、スープをすくいながら尋たずねる。

「ある怪物ガルムって、なんなんだ？」

　ミンクは、ニコッと微笑ほほえんで言った。

「吸きゆう血けつ鬼きの牙きばです」

　ミンク以外の全員が、スープを吹ふき出した。




　　　　◇◇◇




『吸血鬼』

　それは赤翼の天使フアルラツサ教を信しん仰こうしている者に対し、あまねく恐きよう怖ふを与あたえる存在である。

　赤翼の天使フアルラツサ教は、ホライザンを中心にローラシア大陸全土に広く信じられている宗教だ。その名の通り、赤い翼つばさを持つ天使を信仰の対象としている。この宗教を国教としていない国は、大陸において隣りん国ごくネクロミスを含ふくめ数国しかない。これは裏を返せば、吸血鬼に対する恐怖も、大陸中に広がっていることを意味している。

　人々を恐おそれさせる理由は、吸血鬼が宗教上の『悪』だからではない。吸血鬼は怪物ガルムの王として実在し、その痕こん跡せきが今も残っている事実が、人々を震ふるえ上がらせるのだ。

　吸血鬼は、元々人間であった。しかし、究きゆう極きよくの力を手に入れ、世界を蹂じゆう躙りんするために魔ま王おうと契けい約やくをし、怪物ガルムとなったと言われている。

　吸血鬼は、その魔力で多くの人々を殺した。現在、赤翼の天使フアルラツサ教の教典とされており、元もと々もとは歴史書であったとされる書物、【ファルレ・ディ・マグナス】によれば、三つの国が滅ほろぼされたそうだ。

　そして、吸血鬼を滅ぼすために天より遣わされた者──それが、赤翼の天使フアルラツサなのである。

　赤翼の天使フアルラツサと吸血鬼は、聖魔大戦と呼ばれる、一〇年にも及およぶ戦いを繰くり広げた。そして凄せい絶ぜつな戦闘の果てに天使は勝利し、吸血鬼の身体からだは引き裂さかれ、封ふう印いんされたのである。

　封印された吸血鬼の肉体の破は片へんは、散さん逸いつしてしまって存在が確かく認にんされていないらしい。しかし、吸血鬼の精神は、身体を捜さがして彷徨さまよっているといわれている。




　ホライザンが赤翼の天使フアルラツサ教の発はつ祥しようの地とされている理由。それは、赤翼の天使フアルラツサが降こう臨りんした地が、ホライザンの首都ホリズムであったからだと伝えられている。

　赤翼の天使フアルラツサが降り立った聖地には、赤翼の天使大聖堂フアルラツサカテドラルが建てられていた。絢けん爛らん精せい緻ちを極きわめたステンドグラスや、巨きよ大だいな赤翼の天使フアルラツサ像などに埋め尽つくされた宗教美術の結けつ晶しようとも呼べる建造物である。

　赤翼の天使フアルラツサ教の使徒パスルであり、トレスパスの社長でもあるガリオロ・ターネットは、大聖堂の一室、聖歌隊準備室にいた。

　そこは大きなテーブルが一つと、頑がん丈じようさだけが取とり柄えの椅い子すが数すう脚きやくあるのみの簡素な部屋だ。大きな宗教儀ぎ式しき──赤翼の天使誕生祭フアルラツサブエストレ等が行われる日には、朱しゆ色いろの服を着た歌い手たちでごった返すのだろう。

　しかし、今はガリオロともう一人、グアンティ・ホルスローグしかいなかった。

　ガリオロは膝ひざを折おり、深く頭を下げる。

「お久しぶりです。グアンティ様」

　グアンティは、小さく頷うなずくとガリオロを立たせた。

　ガリオロは、赤い聖衣フアロスを着ていた。この美しいひだをつけた着衣が、赤翼の天使フアルラツサ教の使徒パスルのフォーマルである。普ふ段だんは、顔色がこの服と同じ色になるほど、彼は酒を飲んでいるのだが、今は素面しらふだ。

　一方、グアンティは、グレーの長衣トーガを着ていた。長い鬚ひげと禿とく頭とうとがあいまって、猛もう禽きん類るいのようなイメージが、彼にはあった。

　これは『議長団ラウンダーズ』の制服である。

　彼らの国ホライザンは議会政治を行っている。議会は、議長団ラウンダーズと呼ばれる一〇名によって運営され、彼らの決定が即そつ刻こく、国の意志となった。その力は絶大だ。

「そのように、畏かしこまらぬとも良い。お前と私は同志なのだから」

　グアンティは、灰色の瞳ひとみでガリオロを見た。

「身に余るお言葉、光栄です」

「約束の刻ジヤツジメントデイが近づいておる──死は蘇よみがえるであろう」

「いよいよですな……」

　グアンティは大きく頷くと、相そう好ごうを崩くずし、世間話をするかのような口調で聞いた。

「時に、トレスパスの輩やからは元気かね？」

「ええ、元気でやっております……いささか元気すぎるほどで。先日、ついに彼らに【牙きば】を見せました」

「歯車は回り出したか」

「はい」

「彼らは、吸きゆう血けつ鬼きを蘇らせると思うかね……？」

「そのために必要な技術は、全すべて身につけておりますゆえ」

　ガリオロは頷きながら答える。

「しかも、吸血鬼を蘇らせねばならないほど、切せつ迫ぱくした状じよう況きようにある……と」

　グアンティの口調は、何な故ぜか楽しそうなものだった。ガリオロは苦く笑しようする。

「貧びん乏ぼうなのは、私めがお膳ぜん立だてせずとも……」

「そうか。元々貧しかったな。おぬしらは」

　グアンティは咳せき込むような笑い声をあげてひとしきり笑った後、

「大事な『器うつわ』じゃ。頑がん張ばって貰もらわねばの……近ちか頃ごろは物ぶつ騒そうな空くう賊ぞくも出しゆつ没ぼつしておるそうだから、トレスパスの出番も多かろうて」

　訝いぶかしげな顔で、ガリオロは聞き返した。

「空賊ですと？」

「『ガイラス』とかいう賊じゃ。隣りん国ごくで、富ふ豪ごうどもの家を荒あらして回っていたらしいが、近頃、辺境付近にも出没したらしい。国境警備隊より連れん絡らくがあった」

　ガリオロは『ガイラス』の名を聞いたことがあった。

　蒸気飛空戦艦ゲート・グンマート『ヴァイス』を用いて強ごう奪だつを続ける、空飛ぶ強ごう盗とう団だん『ガイラス』。強固な防ぼう御ぎよ体制を敷いていても、彼らの前には無力なのだという。どのような攻こう撃げきをするのか等、詳くわしいことはまったく伝えられていない。しかし、一〇年前までホライザンと敵対関係にあった隣国・ネクロミスの軍隊も、彼らには手を焼いているという話を耳にしたこともある。

　ネクロミスは、その王政のもとに、強大な軍事力を誇ほこっている強国だ。ネクロミス軍がてこずるほどの空賊──危険度は高いだろう。

『ガイラス』が、もしホライザンに入ったとなれば、富豪連中は慌あわてふためいて、防衛システムを整えるに違ちがいない。

「『ガイラス』首領の、デラパインとかいう男。伝え聞くところによれば、相当に危険な人物らしい……。手段のためには、目的を選ばぬ男だそうだ」

　グアンティの言葉に、ガリオロは不思議そうな顔をする。

「手段のために、目的を選ばない？」

「左さ様よう。賊であるから、金品を奪うばうことが目的なのだが……それが手に入るかどうかは問題とせず、強奪すること自体が楽しみなのだそうだ。新しい玩具おもちやを使ってみたくて堪たまらない幼児のようなものだな」

「しかし、その玩具は……」

「ああ。玩具と呼ぶにはあまりにも危険な代しろ物ものだ」

　頷うなずきながら、ガリオロは、トレスパスの出番が増えることに間違いはなさそうだと思った。

「吸きゆう血けつ鬼き──レイヴァが復活するのも近いだろう。注意を怠おこたるな。ガリオロ」

　深く頭こうべを垂れるガリオロを見下ろし、グアンティは、長い鬚ひげをしごいた。
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　満月に照らされた雲は、青と藍あい色いろと灰色──冷たく、美しいコントラストを描えがいている。風が強い。雲は刻一刻と、表情を変えていった。

　それは、夜の海に似ていた。

『雲うん海かい』の水面が、突とつ然ぜんさざめきたった。雲の中から、ゆっくりと『何か』が浮ふ上じようしてくる。

　まず、雲を引ひき千ち切ぎりながら、大きなプロペラが姿を現した。続いて、にわかに芽め吹ぶくように小さなローターが顔を出し、やがては船せん首しゆ楼ろう部分にあるドーム型の司し令れい塔とうが、雲間から出現する。

　船──プロペラによって浮ふ上じようする戦せん艦かんだ。

　黒光りする鉄板にコーティングされた船体。通常の船の甲かん板ぱんに当たる部分には、六三基ものプロペラが林立しており、側そく舷げんには、数十門もの副ふく砲ほうの砲扉が、舷げん窓そうのように設しつらえられている。有事には、その砲扉が開き、無数の砲ほう弾だんの嵐あらしを吹かせるのだ。

　船尾では、黒地に赤い蛇へびの描かかれた旗が風を受け、激しく鳴っていた。旗印に見覚えのある者は、恐きよう怖ふとともに、それを記き憶おくしているだろう。そのマークは空くう賊ぞくガイラスのトレードマーク──船はガイラスの戦艦蒸気飛空戦艦ゲート・グンマートヴァイスである。

『ヴァイス』は、プロペラを旋せん回かいさせ、悠ゆう然ぜんと北上していた。

「ネクロミス国境を突とつ破ぱ！　本艦はこれより、ホライザン領空へ突入します」

　司令室のコンソールに座すわる、若い兵士が報告した。

　そこは教会の礼れい拝はい堂どうを思わせるほど広かった。飛空戦艦独特の小刻みな揺ゆれがなければ、とても船の中とは思えないだろう。

　前方の超ちよう強化ガラス製の窓を望む形で、ヴァイスの操作用のコンソールが扇おうぎ形がたを描えがくように設えられていた。銀色のコンソールには、蒸気メーターや高度計、速度計などが、びっしりと配置されている。腰こしにサーベルを差した船員は、少しの変化も見み逃のがさないという気き迫はくのようなものを漂ただよわせながら、計器に目を配っていた。

　船員の後ろ、扇の要かなめの部分が一段高くなった場所に、艦長のブースがあった。

「機関微び速そく。ホリズムに向け、速度一〇ノット」

　革張りの椅い子すに浅く腰こし掛かけ、執しつ務む机づくえに足をかけた男が命令を出した。彼こそが、戦艦ヴァイス艦長であり、空賊ガイラスの首領、デラパイン・アーヴサーベイだ。

「機関微速！　ホリズムに向け、速度一〇ノットで航行！」

　歳とし若わかい船員は、その命令を繰くり返すとともに、通音管に向け、各所に伝達する。

　きっかり一〇秒後、船の速度が下がった。

　流れていく雲のスピードが緩ゆるやかとなる。

「自動航行オートパイロツトに切り替かえ。各所兵員は次の襲しゆう撃げきに向け休息を取れ」

　命令は瞬またたく間に、艦内に伝えられた。

　船員はコンソールを操作し、オートパイロットをオンにする。

　デラパイン自身も、被かぶっていたテンガロンハットを顔に載のせ、身体からだの上で手を組み合わせた。机の上の足を組み替えた。衝しよう撃げきで、机の上のコーヒーカップの中身が少しこぼれる。ウエスタンブーツの拍はく車しやに削けずられ、木製の机はボロボロだ。

　彼のもとに、足かせをつけられた少女が恐おそる恐るといったようすで近づいてきた。彼女が身に纏まとっているものは、服と呼ぶにはあまりにも薄うす汚よごれており、ただボロ切れを巻き付けただけのようにも見える。彼女は金品と共に強ごう奪だつされ、この船で働かされている奴ど隷れいだ。

　ガイラスは、盗とう賊ぞく団だんではあったが、ただの無法者の集まりではない。厳しい内部規律が存在し、分け前などもルールに則のつとって公平に分けられる。奴隷への陵りよう辱じよくは、規律維い持じの観点から──デラパインの許可なくば──行われることはなかった。

　しかし、決して待たい遇ぐうが良いわけではない。最低限の食料しか与あたえられず、彼女は酷ひどくやせ細っていた。奴隷の少女は、足かせの鎖くさりを鳴らしながら、デラパインへと近づいていく。彼女の手にはブランケットがあった。デラパインが眠ねむろうとしているのを知ったので、近くにいた兵士に頼たのみ、用意してもらったのだ。それは良家の娘むすめであった彼女が持つ、純じゆん粋すいな良心からの行動であった。

　ブランケットを掛かけようとしたとき、デラパインが、ふいに手を動かした。

　驚おどろいた彼女は、体勢を崩くずし机にぶつかった。ショックでコーヒーカップが倒たおれる。冷めたコーヒーがデラパインのブーツを濡ぬらしてしまう。彼女は慌あわてて、服でブーツを拭ふこうとした。

　だが、その手が摑つかまれた。デラパインは帽ぼう子しを上げ、手負いの獣けものような鋭するどい目で、彼女を睨ねめつけた。

「ひっ」

　彼女は小さく悲鳴をあげる。デラパインは足を机から下ろし、少女の前に立った。

「名前は？」

「し、シャリオといいます。ごめんなさいっ。ごめんなさいっ」

　彼女はぺこぺこと、何度も頭を下げた。ちょっと訛なまった口調だった。その訛りはネクロミス辺境地帯特有のものである。彼女の顔は、ネクロミス人らしく浅黒かった。

　シャリオは、小刻みに震ふるえていた。大きな瞳ひとみに涙なみだが浮ういている。

「あのっ、ごめんなさい。ケットを掛けて差しあげようと……」

　デラパインは、じっと彼女を見つめていた。だが、頰ほおを緩ゆるませ、微笑ほほえんだ。

「そうか、ありがとう。優やさしいのだな……お前に別の仕事をやろう」

「別の……おシゴト？」

「この船の弾だん薬やく庫こには卵があってな。そいつの面めん倒どうを見てもらいたい。楽な仕事だ。そして……次に船が降りたとき、お前を解放してやろう」

「本当ですかっ！」

　少女は目を輝かがやかせた。

「その卵は、特別なものだ。そいつを使えばどんな鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよも無効化できるっていうシロモノだ。大切に扱あつかうんだぞ──おい！」

　首領の呼びかけに、後ろの部屋から数人の兵士が出てきた。

「案内してやれ」

　顎あごをしゃくるようにして、デラパインは兵士に指示した。

　揃そろいの鎧よろいを着た男たちに両りよう脇わきを抱かかえられるように連れられて、シャリオは部屋を出ていく。

　しばらくして──弾薬庫の方から細い悲鳴が響ひびいてきた。司令室にいた全すべての人間が、その悲痛な叫さけびから少女の死を感じ取った。

　一人の兵士がたまらず立ち上がる。

「どうかしたか？」

　デラパインが、歳若い兵士を睨めつけながら聞く。

「い、いえ……。な、なにも殺すことは……ないと……」
















「俺おれは、あの娘むすめに解放してやると言った。約束通り、死体は街に捨ててやる。問題あるまい……？　それから──」

　震える兵士に向け、デラパインは手を水平に挙げた。手首を反した瞬しゆん間かん、鋭するどい金属音と共に袖そで口ぐちから蒸気拳銃スチームシヨツトが飛び出す。

　銃声じゆうせい──！

　兵士は眉み間けんを撃うち抜ぬかれ、倒たおれ伏ふした。

「俺に意見をするな。……ふん……聞いてはいないか。誰だれか、それを片づけろ」

　死体の始末を命じると、デラパインは席に戻もどった。机に足を投げ出す。拍はく車しやがコーヒーに浸つかった。
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「どーりょく伝達率にゃんパーセント？」

　マナはドライバーを口にくわえ、コックをひねりながら言った。

　目の前には金属性の身体からだ──右胸の一部とそれに続く肩かた、右腕うで、そして腹部から両足にかけて──が作業台の上に寝ねかされている。コックを開いて蒸気を通すと金属製の手のひらが強く握にぎられた。

　左腕の傍かたわらにつけられたメーターを、じっとのぞき込んでいたミンクは困った顔をした。針は目盛りと目盛りの間の、微び妙みような地点で止まっている。

「えーっとぉ……九七・二五八……ぐらいでしょうか？」

「って、ミンク。そんな細かくなくてもいいから。九七％ね。ＯＫっ」

　マナはコックを元に戻した。金属義体メタルボデイの肩口から、蒸気が噴ふき出す。鋼鉄の握り拳こぶしが、ゆっくりと解ほどかれた。

「成功ですのね」

　白く霞かすむ蒸気の向こうで、ミンクはにっこりと微笑ほほえんだ。その笑え顔がおは、同性のマナですら、抱だきしめたくなるくらい可愛かわいらしかった。

　昔、鏡の前でミンクみたいな微笑ほほえみができないものかと、マナは試ためしたことがあった。その姿を見た酔よっぱらったガリオロは、「ぎゃっ」と悲鳴を上げて逃にげ出した。そっと封ふう印いんしたい過去の一ページである。

「さんきゅ。助かったよ」

　オイルに汚よごれた軍手を外してテーブルに投げると、マナは礼を言った。そして、作業台の脇わきにあるスツールを足で蹴けり寄せ、腰こしをおろす。

「やっと、完成した……」

　マナは安あん堵どの息を漏もらした。

　ここはマナの自室兼けん作業室。もはや何の部品なのか判別のつかないギアやボルト、それに危険な工具が、床ゆか一面に散乱している。しかも、メイドさんの一個小隊が徹てつ夜やで突とつ撃げきを繰くり返しても綺き麗れいになるかどうかというほど、部屋中がオイルや塗と料りようで汚れていた。掃そう除じするぐらいなら、部屋ごと作り替かえた方が早い。

　彼女は、ここで蒸気砲スチームキヤノンから肩かた揉もみ器まで、ありとあらゆるマシンを作り出していた。

　そして今、目の前にある金属義体メタルボデイは、間ま違ちがいなく最高傑けつ作さくだった。

「お疲つかれサマですわ」

　ミンクは作業台を回って、マナの方へやってきた。

「ミンクの方はどうなの？」

　マナは、ツナギの上半身を脱ぬぎ、袖そで口ぐちを腰に巻き付けた。下に着ているＴシャツはすっかり汗あせに濡ぬれていた。肌はだにくっつくと冷たい。

「順調ですとも。予定範はん囲いの大部分の復ふく元げんに成功致いたしましたわ」

　彼女は、そう言って胸を張る。「見に行きます？」と聞かれたので、マナは頷うなずく。

　二人で部屋を出た──。




　伝説の怪物ガルムの王・吸きゆう血けつ鬼きを蘇よみがえらせ、一いつ緒しよに侵しん入にゆう作さく戦せんを行う。

　口で言うのは簡単だが、クリアしなくてはならない難問は売るほどあった。誰だれも買ってはくれないだろうけど。

　まず、吸血鬼なんて物ぶつ騒そうな怪物ガルムを、そもそも復活させてしまっていいのか？　という問題がある。

　マナは信心深い方ではないが、一応はホライザンの国教ともなっている赤翼の天使フアルラツサ教の、教会に住む身だ。吸血鬼がどんな存在かは知っている。伝説の吸血鬼を復活させたことが政府に知れれば、マナたちはお尋たずね者になる……どころか、宗教的敵対者とされてしまうだろう。

　もし仮に、それが聖書フアルレ・デイ・マグナスに出て来る吸血鬼ではなく、単なる人型の怪物ガルムとして扱あつかわれたとしても、問題はクリアにならない。契けい約やく──怪物使いエンハンサーと怪物ガルムとの間の使し役えき関係の成立──を行っていない怪物ガルムを、従わせてはならないという法律があるのだ。

　みなさまに、笑え顔がおとマゴコロをお届けする──か、どうかはわからないけれど、真っ当な企き業ぎようとしてこれからも運営していきたいトレスパスとしては、宗教的弾だん劾がいや法律違い反はんは避さけたいところである。

　そして、吸血鬼を復活させたところで、マナたちに従わせることができるのか？　という大問題があった。

　復元させました。大暴れしました。街を破は壊かいしました。大だい惨さん事じですね。めでたしめでたし──では困るのだ。ちぃーっともめでたくない。

　ミンクは、「伝説によれば、吸血鬼には高い知性があるそうです。そこで、お願いするのです。力を貸してくださいって[image: ハート]」なんて、白馬の王子様は絶対やってくると信じている女の子のような──いや、ミンクなら本気で信じているだろう──夢見る瞳ひとみで語った。

『伝説』のとまで言われているほどの怪物ガルムだ。もし、力を貸してくれるなら、これほど心強い味方はいないだろう。

　しかしこれらの問題がクリアにならない限り、復活させるわけにはいかない。

　恐こわがりのファンはもとより、「そんな怪物ガルムに頼たよるぐらいなら気合いでなんとかするべきだ！　今から特訓だ！」と言って、腹ふつ筋きんをはじめてしまうジャックスは、吸血鬼の復活に断固反対した。

　ところが、キールは吸血鬼の復活に大賛成だった。

　なにせ、究きゆう極きよくの怪物ガルムがタダで手に入るのだ。もしも、その力が手に入れば、侵しん入にゆう作さく戦せん成功しまくり！　お金入りまくり！　首都の一等地にビルが建つ！　キールの目は、野や獣じゆうと化していた。そして、彼女は自じ称しよう・トレスパスが誇ほこる最高の頭脳を駆く使しし、全すべての問題を解決する策を考え出したのである。

　そのプランとは、マナとミンクの技術の融ゆう合ごうであった。

　吸血鬼の身体からだを、半分だけ培ばい養ようによって再生し、もう半分は蒸気機械によって補ってはどうか？　生身の吸血鬼を、人間の意のままに操あやつることは難しいだろう。しかし、機械の方ならば制せい御ぎよができるのではないか？

　──キールはそう言い出したのだ。

「相手に弱みがないなら、作ってやればイイのよ。この場合、機械って弱みをね」

　良くも悪くも彼女らしい考えである。

　その後、キールは、法律書やら聖書フアルレ・デイ・マグナスを片っ端ぱしから当たって、蒸気機械化した吸血鬼が、全ての問題をクリアすることを、論理的に証明してくれた……が、キールの話は詭き弁べんのオンパレードで、その大たい半はんは、マナにとってチンプンカンプンだった。

　説明の間、ミンクはひたすらニコニコ笑って座すわっていたし、ジャックスは口を半開きにして呆ぼう然ぜんとしていた。ファンに至ってはグッスリ眠ねむっていたので、みんなマナと同程度の理解しかしていないだろう。

　マナとミンク、それにファンは復活に同意した。だが、ジャックスは「気合いでなんとかすべきだ！」という案を固こ持じした。

　しかし、お金と時間さえくれれば、石像だって説得してみせると豪ごう語ごするキールの言葉に、ジャックスがあらがえるはずはなかった。最後には全員が復活を了りよう承しようしたのである。




　マナは、ミンクの後について板張りの廊ろう下かを歩いていた。

　石造りの壁かべは、掃そう除じ好きのミンクがいくら磨みがいてもぬぐい去れないほど煤すすけている。それが、教会の古さを物語っていた。

　壁に吊つられたカゴの中で光を放っている鳥型怪物ガルム・アリパネラが小さな声でキィと鳴いた。ミンクは立ち止まり、ポケットから木の実を出して、アリパネラに与あたえる。マナたちに明かりを提供してくれる怪物ガルムは、ミンクの指に愛いとおしそうに頰ほおずりをしたあと、木の実を口にした。

「この分なら、明日には接合ができますわね」

　カゴの蓋ふたを閉じながら、ミンクがマナを振ふり返った。

「社長が帰る前に、完成したね」

「あら？　何か浮うかない顔ですわね」

「ちょっとだけね」

　自室のドアを開きながら、ミンクは小さく首を傾かしげる。

　そのとき、上から声が降ってきた。

「ご飯だぞーっ！」

　キールの声だ。

「今週の食事当番、キールでしたっけ？」

「ほら、あたしたちは作業があったでしょ？　だから代わってもらったんだ」

「そうでしたの。それじゃ先に、食事にしましょう」

「キール、今日はマトモなモノ作ったかな？」

　笑いながらマナは言った。美お味いしそうな匂においが、一応漂ただよっている。

　開け放たれたドアの向こうに、ちらっと復元中のヴァンパイアが見えた。

　青年の肩かたから上辺りが、薄うすいブルーの溶よう液えきの中に浮かんでいる。

「彼が、新しい仲間になるんだよね」

　マナの問いに、ミンクは微笑ほほえんだ。

「六人目のトレスパスですわ」

　ふと、キールの言葉を思い出す。

　──弱みを握にぎって従わせればいいのよ。

　何な故ぜかキールと思いきりケンカしたい気分になった。




　　　　◇◇◇




　トレスパスの社しや屋おくともなっている教会の礼れい拝はい堂どうには、赤翼の天使フアルラツサを描えがいた大きなステンドグラスがはまっている。赤色に輝かがやく翼つばさの部分は、赤いガラス片によって、羽根が一枚一枚作られている。

　現在の時刻は午前六時前。

　朝日が昇のぼりつつあり、徐じよ々じよにステンドグラスが明るくなり始めている。昼頃ごろには、透とう過かした陽光によって、床ゆかには赤い影かげが横たわることだろう。

　マナたちは協力しあって──キールは指図するだけで動こうとしなかったが──礼拝堂の長なが椅い子すを動かしてスペースを作り、そこにベッドをすえた。

　今、そのベッドには、復元された吸血鬼が横たわっている。

　マナは、自分の力によって半分蘇よみがえらせた伝説の怪物ガルムの姿を、じっと見つめた。

　透すき通るような肌はだ、高い鼻と白く薄い唇くちびる、そして長いまつげ──高貴な印象と、華きや奢しやなナイフのような危あやうさを秘ひめた美しさであった。長い銀ぎん髪ぱつは豪ごう奢しやで、まるで銀色の冠かんむりを被かぶっているようだ。

　吸きゆう血けつ鬼きの生身の身体からだは、左胸と肩、それに続く左腕うで、そして首から上の部分しかない。服の襟えりの部分から、左腕を出して片肌脱ぬぎ、左肩と左胸が大きく露ろ出しゆつした状態を思い浮うかべて欲ほしい。そのとき現れた肌の部分が、吸血鬼の生身部分。それ以外の服に覆おおわれた部分が機械だと思ってくれれば、わかりやすいかもしれない。

　ちなみに、背中側から見た場合、大半が機械に覆われているように見える。身体は内部で斜ななめに接合されているのだ。

　左手の甲こうには、ミンクの手の甲に刻まれているものと同じ、契約印テスタメントコードがインクで書いてある。もし、政府の人間に「この怪物ガルムはちゃんと契約をしているのかね？」と聞かれたとき、誤ご魔ま化かすためである。

　身体の接合部は機械と肉体とがはっきり分かれておらず、意外と滑なめらかだ。金属を食べる怪物ガルムの皮下組織を触しよく媒ばいにしてミンクが接合したのだが、すごい技術だと、ただただ感心してしまった。培ばい養よう液えきから吸血鬼を出し、その身体を拭ふくとき「恥はずかしいですわ。この方ハダカなんですものっ。やんやんっ」といって、頰ほおを染めていた人物の手によるものとは、マナには到とう底てい思えなかった。

　ベッドサイドに立っているマナとミンクから少し離はなれた場所で、ジャックスとファンが見守ってくれていた。ジャックスはちょっと腰こしを浮うかせた、なにかあったらいつでも駆かけつけられるような姿勢だった。

（それにひきかえ）

　マナは小さなため息いきと共に、キールの方を見やった。彼女は遥はるか彼方かなたで、長なが椅い子すの陰かげに隠かくれ、白いハンカチを振ふっていた。なにかあったらいつでも逃にげられる体勢だった。

　スパナでぶん殴なぐって、お花畑の見物でもさせてやろうかと思ったが、ぐっとこらえる。

「準備はよろしいですか？」

　ミンクは眼鏡めがねを上げながら言った。緊きん張ちようしてるらしくピンク色の唇くちびるが乾かわいていた。

　マナは、計器類の最終チェックをする。左腕につけた腕輪『バングル』の動作確かく認にんもした。鈍にび色いろに輝かがやく手てつ甲こうのようなこの腕輪バングルが、今回の計画の要かなめである。

　マナはバングルについた緑色の石ラヂオストーンを、指で軽く押おした。カチっという手て応ごたえ。直後、金属義体メタルボデイから蒸気が噴ふき出した。正常に機能している。素す早ばやくメーターの類たぐいに目を走らせたが、計器にも異常はなかった。

　機器類のスイッチを全すべてオンにしていく。バルブからゆっくりと蒸気が立ち昇のぼる。

「よし。じゃ、手順再確認。私がレバーを倒たおすのと同時に、ミンクが蘇そ生せい装置のスイッチを入れて──吸血鬼の生身と金属義体メタルボデイの活性を同時に高める、と。ＯＫ？」

　ミンクは頷うなずき返した。

　マナの咽の喉どがこくんと動いた。レバーを持つ手に力がこもる。

　ミンクが、スイッチに指をかけた──。

「３・２・１・どうぞ！」

　マナはレバーを倒した。同時に、ミンクもスイッチを入れる。

　そのときだ──。

　明るくなっていたはずのステンドグラスが、突とつ如じよ暗くなった。

　次の瞬しゆん間かん、雷らい光こうが輝いた。赤翼の天使フアルラツサを目ま映ばゆく光らせる。爆ばく音おんのごとき雷鳴が教会を揺ゆらした。

　ステンドグラスが割れて飛んだ。赤いガラス片が、空中に飛び散る。

　だが、ガラスの破は片へんは床ゆかに落ちてこなかった。弾はじけ飛んだ状態のまま、時間が止まったように空中に浮うかんでいる──と、思った半瞬後、ガラス片は巨きよ大だいな熱にさらされたように、蒸発して消えた。

　外から白くて大きな『何か』が飛びこんできた。それは巨大な顔のようにも、蝙こう蝠もりのようにも見えた。

　と、同時に、屋内だというのに、突風が吹ふき始めた。吸血鬼の身体からだを中心に、白い霧きりをはらんだ風が回りはじめる。鋼鉄製の機器類が得え体たいの知れない強い力によってねじ切られ、鉄てつ塊かいとなって風に吹かれて礼れい拝はい堂どうを飛び回った。

　ジャックスが飛来する鉄塊を避さけ、風に飛ばされそうになりながらも駆かけてきてくれた。その大きな身体で庇かばうように、マナとミンクの上に覆おおい被かぶさる。

　床ゆかに組み伏ふせられながらも、マナは白い『何か』から目を離はなすことができなかった。

　それはゆっくりと移動して、吸きゆう血けつ鬼きの身体に吸いこまれて消える──直後、耳をつんざくほどの絶ぜつ叫きように似た騒そう音おんが、礼拝堂を揺るがした。

　吸血鬼の身体が大きくしなる。ボディの関節部分から、爆発的に蒸気が吐はき出された。

　そして、風が止やんだ。

　床に、元は機械だった鉄塊が落ちた。ふいに静せい寂じやくが訪おとずれる。

　ゆっくりと──吸血鬼が目を開いた。

　瞳ひとみは紫むらさき色いろに輝かがやいていた。彼は上半身を起こし、右腕うでを上げた。不思議そうに、顔の前で手を開いたり閉じたりする。

　右手は金属義体メタルボデイである。彼の動きに合わせ、機械音と共に、指関節から蒸気が排はい出しゆつされた。

「やった！」

　マナは思わず叫さけんでいた。

　吸血鬼の意志によって、金属義体メタルボデイが動いたのだ！

「待て！　危ないぞ、マナ！」

　ジャックスの制止を聞かず、マナは吸血鬼に駆け寄った。

　吸血鬼の身体が揺ゆらいだように見えた。気づいたときにはマナは吸血鬼によって、後ろから抱だきすくめるように持ち上げられていた。

　圧あつ縮しゆく蒸気が身体を回っているから、彼の身体は仄ほのかに温かい。しかし、首筋に感じた吐と息いきは凍こおるように冷たかった。

「我わが名はレイヴァ」

「は、初めまして、あたしマナって……」

　ジャックスが剣けんを抜ぬいて、走り寄って来た。だが、突とつ然ぜん弾はじき飛ばされたように、彼の身体は宙を舞まった。

「何者かは知らないが……私の肉体を復活させたこと、礼を言う」

　レイヴァと名乗った吸血鬼は、妙みように時代がかった口調で続けた。

「褒ほう美びとして……、貴様らだけは殺さないでおいてやろう」

　吸血鬼はマナの身体を、投げ捨てた。

　床に叩たたきつけられ、息が詰つまる。

「マナっ！　大だい丈じよう夫ぶですのっ？」

　ミンクが危険を顧かえりみず駆かけ寄ってきた。

「くっくっく……」

　吸きゆう血けつ鬼き──レイヴァは紫色の瞳を不気味に輝かがやかせながら、小さく含ふくみ笑いを始めた。やがてそれは、哄こう笑しようへと変わる。

「感じるぞ。憎にくき人間どもの鼓こ動どうを……」

　レイヴァは左手を真横に伸のばした。手のひらが緑色に輝く。その手を振ふるうと、同色に輝く衝しよう撃げき波はが礼れい拝はい堂どうの壁かべに向かって飛んだ。強大な力が、壁にマナの背せ丈たけよりもずっと大きい穴をうがった。

「愚おろかな者どもを……再び恐きよう怖ふの底へと……突つき落としてやろう……」

　目を閉じ、念を込こめると、足元に風が巻き起こり、吸血鬼の身体からだが宙に浮ういた。

「まさか……待って！　ちょっと！」

　キールが声をあげたときには、吸血鬼は壁の穴から空へと飛び立った後であった。

「どどど、どうしよぉ？　吸血鬼、街に向かったんじゃ……？」

　隠かくれていたファンが、情けない声をあげる。

「決まってるでしょ!?」

　弾かれたように立ち上がったマナは、格納庫へと走った。

「追いかけて、止めてくる！」




　　　　◇◇◇




「見つけたっ！」

　飛行器ウインギイ──蒸気エンジンによって翼つばさをはためかせて飛行するマシン──を操作しながら、マナは叫さけんだ。

　レイヴァは、教会から西へ三キロほど行ったところにある、ピアストの森に突とつ入にゆうするところであった。ピアストの森には、主に杉が群生しているのだが、樹木の全すべてが一〇〇メートルを超こす巨きよ木ぼくだ。その威い容ようは首都ホリズムの摩ま天てん楼ろうにも例えられるほどである。

　吸きゆう血けつ鬼きは、『力』によって自らの身体からだを浮ふ揚ようさせ、空を飛んでいるようだ。

　時折、吸血鬼の身体が傾かしぐように揺ゆらめいた。ひょっとしたら、金属義体メタルボデイの重さに慣れていないから、飛行に際し違い和わ感かんがあるのかもしれない。

　機械の身体が単なる足あし枷かせになってしまっては申し訳ない。マナは持てる技術の全てを使って金属義体メタルボデイの軽量化を図はかった。それでも一〇〇キロを切るのが精せい一いつ杯ぱいだったことを、悔くやんでもいた。

（吸血鬼には悪いけど、今だけはラッキーかも！）

　最高速度を保ったまま、マナは森の中に突入した。

　マナが現在装着している飛行器ウインギイは、戦せん闘とう用ようだ。耐たい久きゆう性せいはあっても、スピードはあまり出ない。高速飛行に適したレース用の機体と違ちがって、翼のついているバックパック、そこから前に突つき出た二本のハンドルバー、足を保持する足部マニピュレーター──全てが重く頑がん丈じように作られている。

　この機体では、逃にげられてしまうかもしれないと、マナははじめは焦あせっていた。

　だが、この分なら、もう少しで追いつく！

　翼が湿しめり気を含ふくんだ森林の空気を切り裂さく。シャワーのように射さし込んでいる朝日が、巨木の隙すき間まを縫ぬうように飛ぶマナの姿を煌きらめかせた。

　右に左にとハンドルバーを倒たおし、木々をすれすれで躱かわしながらの飛行。激げき突とつすれば、大おお怪け我がではすまないが、ためらっている場合ではない。限界までスロットルを開く。

　吸血鬼に追いついたのは、ちょうど森を抜ぬけた地点にある農場だった。有ゆう刺し鉄線を巡めぐらした柵さくの中には、パラミスという家か畜ちくとして飼われることの多い怪物ガルムが放牧されている。

　上空で、レイヴァはホバリングするように宙に浮ういていた。

　彼の足あし元もとで、農場主らしい白い髭ひげを生やしたオジサンが声を張り上げていた。

「コラー！　貴様だなー！　最近、ウチのパラミスたちを襲おそってる怪物ガルムは！　このロンチャックの目の黒いうちは、そんなことは絶対に許さんぞー！」

　オジサンは、レイヴァのことを野生種の人型怪物ガルムだと勘かん違ちがいしているようだ。

　冷たい目でオジサンを見下ろしていたレイヴァは、おもむろに左手を掲かかげた。緑色に輝かがやき始める。それは教会の壁かべに穴を開けた光と同じもの──。

「ダメっ！」

　マナはとっさにレイヴァに体当たりをした。攻こう撃げきの狙ねらいは逸それ、オジサンの真横の大地に巨きよ大だいなクレーターを作り上げた。

「女……追ってきたのか……。折せつ角かく、貴様らの命だけは助けてやろうと思ったのだが」

　レイヴァは再び、左手に『力』を宿らせ、マナに向け放った。飛行器ウインギイを操作し、間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひする。

「なんという力じゃ……こ、こうしてはいられん！」

　オジサンは背負っていたリュックを下ろし、何かを取り出し始めた。それは一ひと抱かかえもある繭カプセルであった。繭カプセルは、大きな怪物ガルムを小型化して閉じこめ、携けい帯たい可能にしたものである。野生の怪物ガルムから家畜パラミスを守るため、用意していたのだろう。

「頼むぞぉ！　ヤツを倒してくれ！」

　オジサンは繭カプセルを地面に叩たたきつけた。繭カプセルの表面にヒビが入り、そこから白はく煙えんが立ち昇のぼる。

　マナは現れ出た怪物ガルムを見て、驚おどろきの声をあげた。

　巨大な顎あご、生気のない丸い目、緑色の硬そうな鱗うろこ、巨木の幹のように太い胴どう体たい──ホリズム銀行侵しん入にゆう作さく戦せんに失敗した元げん凶きようとなった蛇へび型がたの怪物ガルム、パイロカクタキスであった。

　パイロカクタキスは、びっしりと細かい歯の並んだ口を開いた。ファイアブレスを放つ合図だ。

「なんだ、この世界は……？　このような魔ま物ものがうようよしているのか？」

　レイヴァはまったく動じるようすもなく、蛇型の怪物ガルムを眺ながめている。

　危ない！　マナがそう叫さけぶよりも一いつ瞬しゆん早く、パイロカクタキスは爆ばく炎えんを放射した。

　吸きゆう血けつ鬼きは炎ほのおに飲み込まれた──かに見えた。だが、彼の周囲に透とう明めいなベールが引かれたように、炎は断絶されていた。なんらかの力で空気を動かし、炎を遮さえぎったのかもしれない。

「な、なぜじゃ！」

　退たい避ひしていたオジサンは、驚きの声をあげる。

　レイヴァは、有ゆう刺し鉄線のついた柵さくの近くへと降下した。

「ふん……っ」

　小さく気合いを込めると、地中深くまで打ち込まれていた杭くいが、周囲の土を巻き上げながら音を立てて抜ぬける。吸血鬼には近くにあるものを動かす能力があるようだ。

　レイヴァはにやりと嗤わらうと、杭をパイロカクタキスに向けて飛ばした。幾いく本ほんもの鋭するどく尖とがった杭が、怪物ガルムを刺さし貫つらぬこうと迫せまる。

　パイロカクタキスは、ファイアブレスで応戦した。空中で、木製の杭を全すべて焼き払はらう。

　しかし──

「所しよ詮せんは獣けものの浅あさ知ぢ恵えだな」

　パイロカクタキスが、杭に気を取られた瞬間、レイヴァは怪物ガルムの懐ふところへと飛び込んでいた。

　蛇型怪物パイロカクタキスは首を巡めぐらし、炎を放とうとする。

　彼は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべ、緑色に輝かがやく左手を、怪物ガルムの胴に当てた。

「死ね」

『力』を放出する。濃青の体液を撒まき散らして、パイロカクタキスの胴体が吹ふき飛んだ。尻尾しつぽと頭とが永遠に分断される。

　断末魔の悲鳴をあげ、パイロカクタキスは絶命した。

「ウソでし……？」

　マナには目の前の光景が信じられなかった。ミンクの話によれば、一いつ般ぱんに流通している防衛用怪物ガルムの中では、パイロカクタキスは最強の部類に入る怪物ガルムなのだ。それをものの数秒で倒たおしてしまうとは──。

　怪物ガルムの青い血をかぶり、その腕うでを濃のう紺こんに染めたレイヴァは、ゆっくりと怪物ガルムを放った農場主へと視線を向ける。

「ヒィィィィ……ッ！」

　オジサンはあまりの恐きよう怖ふに腰こしを抜かし、尻しり餅もちをついたまま後ずさったが、やがて気絶してしまった。

　レイヴァは音もなく宙を舞まい、農場主を持ち上げた。白しら髪がの混じる髪かみをつかんで頭を傾かたむけ、首筋を露あらわにする。

　大きく開いたその口には、鋭い牙きばが輝いている。吸きゆう血けつ鬼きは、首筋に牙を突つき立てようとした。

「やめなさいっ！」

　マナは左腕につけた腕輪バングルの『緑色の石ラヂオストーン』に向けて、合い言葉を発した。




「《ファルラッサに、光、あれ》」




　牙の鋭い先せん端たんは、農場主の皮ひ膚ふを傷つける直前で止まった。拘こう束そくしていた腕の力が抜け、オジサンの身体からだが地面へと滑すべり落ちる。
















「ぐぅおおおお……？」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、レイヴァは片かた膝ひざをついていた。金属の身体から断続的に蒸気が噴ふき出している。

　マナは慌あわててボタンにもなっている、バングルの石ラヂオストーンを押おした。

「今のは……何だ？」

　レイヴァはマナを睨にらみつけた。鋭く光る紫むらさき色いろの瞳ひとみは抜き身の刃やいばのような迫はく力りよくがあった。

　根元的な強い恐怖を感じたが、マナは懸けん命めいに堪こらえて、彼の目の前に飛行器ウインギイを降ろした。ゆっくりと彼に歩み寄ると、左腕に着けているバングルを掲かかげて見せた。

「アンタの身体には、赤翼の天使フアルラツサの羽根が内蔵されてるの。で、あたしが、この腕輪バングルに向かって合い言葉を言うと、心臓に羽根が押し当てられるってワケ」

　封ふう印いんするために使われていた天使の羽根を、吸血鬼の制せい御ぎよに利用する──これはキールが考えたプランの要かなめとも言える点であった。

　赤翼の天使フアルラツサという単語に、レイヴァは反応した。目付きがさらに鋭くなる。

「それからね、バングルから一定距きよ離り以上離はなれると、その金属義体メタルボデイは動かなくなるよ」

　緑色の石ラヂオストーン──怪物ガルムの固化した脳内組織の一部──には、分ぶん割かつした組織の切片同士が共鳴し合うという性質がある。マナはそれを利用して、遠えん隔かく制御装置を作ったのだ。

「逆らえない。そう言いたいわけか？　だが、貴様を殺せば……」

「それも……ダメだよ。つけてる腕輪バングルが外れたり……、あたしが死んだりすれば、その機械の身体は自じ爆ばくするようになってるから」

　マナは言葉を選ぶように、慎しん重ちように話した。

　実はこれはウソであった。腕輪バングルを外しても、金属義体メタルボデイに変化はない。

　キールは、腕輪バングルをつけているマナに手出しをさせないため、その機能をつけるようマナに提案した。だが、マナはその言葉に背そむき、自爆装置をつけなかった。

　レイヴァはマナの言葉を信じたらしく、苛いら立だたしげに小さく舌打ちをする。

「実に……忌いま々いましいな……何が望みだ」

　マナはトレスパスの業務内容と現在の窮きゆう状じようを簡単に伝えた。

　そして、恐きよう怖ふに震ふるえそうになる足を動かして、一歩踏ふみ出した。彼の目を真まっ直すぐに見み据すえて、真しん摯しな口調でお願いをする。

「あたしたちに、力を貸して」

　レイヴァは目を逸そらし、マナの左腕うで──バングルを見た。そして、自らの金属義体メタルボデイに視線を移す。小さな歯は軋ぎしりの音が聞こえた。

　しばらくの間、重たい沈ちん黙もくが続いた。

「仕方があるまい……」

　彼はゆっくりと立ち上がった。

「暫しばらくは従っていてやろう……しかし女」

　レイヴァは、長い爪つめが光る左手で、マナを指差す。

「いつの日か必ず……貴様の血をすすってやる」







　chapter2　吸きゆう血けつ鬼きとの日常→仲間になれる？







　レイヴァが復活した日の夕刻。ガリオロ社長は帰ってきた。

　昼間っから酒を吞のんだらしく、出来上がり切っていた。夕焼けに照らされた顔は、病気なんじゃないかと疑うぐらい赤い。その口から怪物ガルムの毒ガスブレスにも負けない凶きよう悪あくな臭においを漂ただよわせており、聖職者の威い厳げんはまったく漂ただよっていない。

「ただいまぁっ！　社長様のお帰りだよ～ん！　ギャハハハハハ」

　テンションが高いとか、そういう次元を通り越こし、やっぱり病気なんじゃないかと疑うぐらいの陽気さで、社長は食堂のドアを蹴けり開け入ってきた。

　テーブルには、レイヴァも含ふくめた六人が座すわって、夕食をとっていた。レイヴァは、マナたちと行動することを嫌いやがったが、バングルを一いち瞥べつすると仕方なく従ってくれた。

　レイヴァは冷たい目で、社長を見ている。彼はゆっくりとグラスを傾かたむけ、赤ワインのトマトジュース割りを飲み干した。人間の生き血が飲みたいと彼は言ったが、それを許すわけにはいかない。そこで苦肉の策として、色と喉のど越ごしが血液に似ていそうな、この飲み物を与あたえたのだ。

「はて？　どなたさんでしたかの？」

　赤い顔で、前後に揺ゆれているガリオロは、顔に笑いを貼はりつかせたまま尋たずねた。

「レイヴァだ」

「ああ！　レイヴァさんっ！」

　ガリオロは、合が点てんがいったぜコン畜ちく生しようめっ！　というポーズを取ったが直後に「知らないっ！　ぷぷぷぷぷっー」と笑った。

　本人は大だい爆ばく笑しようのつもりだったようだが、部屋の温度がいくらか下がる程度に終わった。もしガリオロが、納のう涼りようキャンペーンを実じつ施し中ちゆうなら大成功だ。そのジョークは寒い。

　そのとき彼の目がレイヴァの牙きばに釘くぎ付づけとなった。

「……ホヒュ？」

　彼の口から得え体たいの知れない声が漏もれ、咽の喉どがごくりと動く。凍こおりついたように、社長の身体からだが固まった。

『赤翼の天使フアルラツサと闘たたかいし、レイヴァという吸きゆう血けつ鬼き』なんていう、聖書フアルレ・デイ・マグナスの一節が脳のう裏りでリフレインしたのだろう。ヒョゲラビヴァァ～っという、文字で表現するのは難しい悲鳴をあげ、礼れい拝はい堂どうに飛び込んだ。

　全員で後を追うと、赤翼の天使フアルラツサ像の前で、社長はお祈いのりを始めていた。

「お父様、お気を確かに」

　涙なみだ目めになっている社長の背をさすりながらミンクは、レイヴァを復活させた理由を説明した。しかし、ガリオロはイヤイヤをする幼児のように首を振ふり、「だって早すぎるモン」と言った。

「早すぎる？」

　ジャックスが問うたが、社長は「ああおうえいえ」と涙声で、謎なぞの言葉を発し続けるだけになってしまった。

「でも、怪物ガルム武装はゼッタイ必要でしょ？」

　マナがそう言ったとき、レイヴァがガリオロの前に立ち、金属の手を翳かざして見せた。

「今まで私を封ふう印いんしていたのは、お前だな？」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみで睨にらまれ、酸欠になったようにガリオロは口をパクパクさせた。レイヴァは、何かを握にぎり潰すように、手のひらを閉じた。

「こいつらを殺したら、次は……貴様の番だ」

「ダメだよレイヴァ！　こんなのでも社長なんだからっ」

　マナがたしなめると、殺意に満ちた視線をレイヴァは彼女に向けた。

「私には関係ない」

　その冷たい瞳に、マナは氷の刃やいばを突つきつけられているかのような寒気を感じた。だが、怖こわさを押おし殺し、

「でも、殺すなんて言っちゃダメ！　せめてぶっ飛ばすとか、シバキ倒たおす程度に……」

「そ……それも大差ないやいっ」

　社長は顔中を涙やよだれで濡ぬらしながら、マナにツッコミを入れると、赤翼の天使フアルラツサ像にすがったまま気を失った。
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　翌日──。

　ピィ──ッという、甲かん高だかい笛の音がマナの部屋に響ひびき渡わたった。しっちゃかめっちゃかになっている髪かみの毛を、ぐわしぐわしとかき回しながら、ベッドの上に身体からだを起こした。

　目をこすりながら手て探さぐりで、笛吹ふき目覚ましのスイッチを切った。蒸気の噴ふん出しゆつが停止し、笛の音も止やむ。

「明かりつけて」

　マナの声に反はん応のうして明かり取り用の怪物ガルム、アリパネラも目を覚ました。程ほどなく明かりが地下にあるマナの部屋を照らす。

　マナはベッドから降り……ようと思ったが、身体は勝手に布ふ団とんに戻もどろうとする。

（眠ねむい。眠すぎる）

　マナは朝が苦手だった。

　元気の塊かたまりが服を着て歩いていると褒まめられることもある──悪口かもしれないが──マナだったが、起き抜ぬけだけはその元気は微み塵じんもない。

　しかも、昨夜は吸きゆう血けつ鬼きを復活させた最初の夜ということで、メンバー全員が警けい戒かいのために遅おそくまで起きていたのだ。

　明け方近くになって、どうやらレイヴァは大人おとなしくしていそうだと判断し、各自部屋へ戻ったのだが、おかげで普ふ段だんより睡すい眠みん時間は猛もう烈れつに短い。

　必死で眠気に抗あらがい、落ちているボルトやなにかに注意しながらベッドから這はい出た。作業台のわきに設しつらえた台の上に置かれている、小さなオルゴールのところまで、虫型の怪物ガルムのようにモゾモゾと移動する。

「おはよ～」

　オルゴールについている人形を、一ひと撫なでしてマナは朝の挨あい拶さつをした。それが日課なのだ。

　その後、彼女はのろくさと立ち上がり、服を着き替がえ始めた。と、言っても、いつも通りのツナギに着替えるだけなのだが。

　ツナギに腕うでを通すとき、左腕につけたバングルが引っかかった。銀製の平べったい腕輪バングルに、緑色の石ラヂオストーンがついているだけの簡素なものであるが、普段アクセサリーをつけないマナには多少の違い和わ感かんがあった。

　このバングルが壊こわれたら、マナとその仲間たち──いや、ことと次し第だいによっては全人類が吸血鬼によって滅ほろぼされてしまうかもしれない。そう考えて、自分たちの行った行こう為いの重大さを、改めて認にん識しきした。気合いを入れるために、頰ほおをぺしぺしと叩たたく。

　そして、それと同時に、マナは誓ちかった。

　バングルは、できるだけ使わないようにしよう、と。

（……無理矢理従わせて、どうこうするなんて、あたし嫌きらいなんだよね）

　吸血鬼・レイヴァも、トレスパスの一員になるからには、力によって従わせるのではなく、仲間として仕事をしたい。これから一いつ緒しよに仕事をするんだから、仕事以外の場所でも一緒に笑ったり泣いたりしたい。

　マナは心の底から、そう思っていた。

『バングルが外れたり、マナが死んだりしたら金属義体メタルボデイが自じ爆ばくする』そのシステムを組み込まなかった理由は、これである。

　いつの日か彼を信じて、バンクルを外したい、そう思ったから、マナは自爆装置を組み込まなかったのだ。

　相手は、国三つ滅ぼしたと言われる伝説の吸きゆう血けつ鬼き、そう簡単に仲間になってくれるとは思わないが……、心ある相手を道具のように扱あつかうというのはマナの心情に反した。

「よっしゃっ。いっちょ行きますかっ」

　マナは勢いよく、部屋を飛び出していった。
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　マナは朝食の後あと、レイヴァに金属義体メタルボデイの説明を本格的に行いたいと申し出た。二人で教会を出ようとすると、そこへ、ミンクが駆かけ寄ってきた。

「ダメですぅ！」

　彼女は大きな黒い傘かさを取り出してレイヴァに持たせると、彼の顔にまるで盗とう賊ぞくの頭ず巾きんのように黒い布を巻く。

「レイヴァさんっ。日の光に当たっては、死んでしまいますっ」

「そうなの？」

　マナがレイヴァに尋たずねると億おつ劫くうそうに、

「そんなことはない。私は平気だ」

「えええええ～～っ!!」

　これでもかというくらい大げさに驚おどろいたミンクは、とてとてッと走って礼れい拝はい堂どうの方へ消えた。と、思ったら、大きな聖書フアルレ・デイ・マグナスをえっちらおっちら担かついでくる。

　テーブルの上にそれを置くと、

「え～っとぉ……」

　と、言いながら、ページを繰くり始める。その間、五分。レイヴァとマナは、猛もう烈れつに手持ちぶさたな時間を過ごした。

「あった！　ありましたっ！」

　ミンクは聖書フアルレ・デイ・マグナスを「よいしょぉっ」と担ぎ上げ、その一節を指さす。

　ミンクには申し訳ないけれど、マナには古語で書かれた、その一節が読めなかった。でもたぶん『吸血鬼は日の光に弱いんだよぉ♪　あは☆』みたいなことが書かれているんだろう。読めないから表現はこの上なくテキトーである。

　レイヴァはそれが読めるらしく、一いち瞥べつした後、「その記述は間ま違ちがいだ」と言った。

　ミンクは「聖書フアルレ・デイ・マグナスにも間違いがあるんですのね」と妙みように感心したように呟つぶやいた後、「それじゃ、ニンニクは平気ですの？　はわっ！　嫌きらいだったら、お料理に使わないようにしなくてはっ！」

（そういう問題じゃーねぇだろ）と心の中でマナはツッコむ。

「大蒜ニンニクも平気だが……、食するのは嫌いだ」

　レイヴァは億劫そうに答える。

　吸血鬼は食事をすることができる。人の血しか吸わないと思っていたマナは、その事実に少なからず驚いた。しかし、人間の血液以外のものでは、あまり栄養をとることはできないらしい。食事は、味覚を楽しませる娯ご楽らくの意味合いが強いようである。

「書かれている私の特とく徴ちようの中で正しいのは……。花に触ふれると枯からしてしまうというものだけ。ふん……貴様らが有あり難がたがっている書物は、虚きよ偽ぎにまみれているな」

　レイヴァは、首に巻かれた黒い布を、ミンクの上に投げた。重い本のせいでただでさえフラフラしているのに、さらに視界を遮さえぎられた彼女は「ふにゃああ」と変な悲鳴をあげながら倒たおれた。




　マナたちは空を飛んで──マナは飛行器ウインギイを装着してだが──ピアストの森の近くまで移動した。広い場所の方が、レイヴァの金属義体メタルボデイの説明をしやすかったからだ。

　金属義体メタルボデイは、現在の通常モードのほかに、飛行形態と戦せん闘とう形態に移ることができる。それはレイヴァ自身の意志で移行できる。

「背中に意識を集中してみて」

　マナの言葉に従うのが忌いま々いましいといった表情だったが、やがてレイヴァは目を閉じ、顔をうつむかせた。

　すると、シャツを破って鋼はがねの翼つばさが生えてきた。

「それが飛行形態。かなりの速度が出ると思うよ……理論値では」

　マナは微笑ほほえんでみせたが、レイヴァは無表情だった。

「次にね、右腕うでに意識を集中して」

　レイヴァは腕を上げた。肩かたから小さく出ているバルブから蒸気が噴ふき出す。

　次の瞬しゆん間かん、右腕が太くなり、袖そでを引き裂いて側面にカーブを描えがく刃やいばが出現した。

「その刃やいばは特とく殊しゆな加工がしてあって、かなり硬いものでも切断可能だよ。例えば──」

　マナは、手近にあった石をつかんで投げた。

　レイヴァは無造作に腕を振ふるう。

　石は、顔が映りそうなくらい綺き麗れいな断面を残し、両断された。

「ほう……」

　これにはレイヴァは感心したように声をあげた。

　その反応に、マナも気分を良くした。全身全ぜん霊れいを込こめて作り土けた機体だ、気に入ってもらいたい。

　マナは、レイヴァの背中側に回った。翼をしまってもらい、破れたシャツを脱ぬがせる。マナは、背中についている円形の取っ手に手を掛かけ反転させた。キューンという機械音と共に、背中の盤ばん面めんが箱型にせり出した。マナはその箱──蒸気ポッドから、白い円えん筒とう形けいの缶かんのようなものを取り出す。

「それは？」

「エナジャイザーっていうの。これがアンタの動力源。金属義体メタルボデイには常に、圧あつ縮しゆく蒸気が循じゆん環かんしてるんだけど、それを作り出してるのが、このエナジャイザーなの」

「どのくらいの期間、動く？」

「ごめん。いいとこ三日ぐらい。これが外れたままだと、一時間ぐらいしか動けないよ」

　エナジャイザーをレイヴァの背中に戻もどした。

「扱あつかいには注意してね。蒸気ポッド──背中に入ってるときはともかく、外に出してるときに強い力をかけると爆ばく発はつしちゃうから」

　マナはレイヴァの背中を撫なでた。身体からだの前側よりも、背中側の方が金属の範はん囲いが広い。接合部は金属と皮ひ膚ふとが混ざり合っており、癒ゆ着ちやくした傷きず跡あとのように見える。

「接合面が痛かったり……しない？」

　マナが聞いたとたん、背中を撫でていた手を、レイヴァが捕とらえた。

「何な故ぜ、気き遣づかう？　貴様にとって、私は使し役えきする道具なのだろう？」

「レイヴァのこと、仲間だと思ってるからさ」

「ふん……この私が人間に与くみするとでも思っているのか？」

「だけど、これから一いつ緒しよにミッションをやるんだから……」

「バングルがあるから従うだけだ。それがなければ……今すぐにでも貴様を引き裂さいて……いや……」

　レイヴァは、牙きばを見せるようにマナに顔を近づけた。

「すぐには殺さない……。殺してくれと泣いて懇こん願がんするまで嬲なぶり続けた後、ゆっくりと血をすすってやる……」

　剝むき出しの敵意と憎ぞう悪おを、吸きゆう血けつ鬼きはマナにぶつけてくる。その禍まが々まがしい雰ふん囲い気きに怯おびえたのか、近くの木から鳥型怪物ガルムが一いつ斉せいに飛び立っていった。

　マナも逃にげ出したいほどの恐きよう怖ふに駆かられた。だが、とびきりの笑え顔がおを浮うかべて答えた。

「凄すごんで見せたって、あたし、ちっとも怖こわくないからね！」

　懸けん命めいにウソをついて、怖こわさを押おし殺す。どんなに恐おそろしい目にあっても、それを表には出さないようにしようと、マナは決めていた。

　想像してみて欲ほしい。無理矢理復活させられて、目を覚ました途と端たん、目の前にいたヤツが「キャー怖いー」って叫さけんで気絶したら？

　マナだったら、ものすごくヘコむと思う。そんな思いはさせたくなかった。

　しかし、その言葉はレイヴァには『挑ちよう戦せん』ととられてしまったようだ。

　マナを突つき飛ばすと、レイヴァは宙に浮いた。彼の銀ぎん髪ぱつが、力によって発生した風に波打った。

「よかろう。恐怖を与あたえてやる。死の恐怖を……」

　レイヴァは、戦せん闘とう形態を解除した。

　マナは唇くちびるを嚙かみ、思わずバングルをつけた手を上げかけた。が、思い直して、飛行器ウインギイまで走った。レイヴァとケンカしてやろうと思ったのだ。

　……勘かん違ちがいしないで欲しいのだが、マナはケンカ大好き！　というワケではない。むしろとぉっても平和主義者なのだ……と、自分では思っている（文句のあるヤツぁかかってこい）。

　ただ、レイヴァとも、キールとするようにケンカをしたら、仲良くなれるかもしれないと、ふと思ったのだ。

　飛行器ウインギイの足部マニピュレーターに足を入れ、素す早ばやく装着する。翼つばさに繫つながるバックパックの紐ひもを引く。蒸気が一いつ斉せいに放出され、甲かん高だかい金属音と共に、身体からだの胸むな元もとや腹部などを装そう甲こう板ばんが滑すべるように拡張して覆おおっていく。この飛行器ウインギイは簡かん易いな蒸気鎧スチームギアに変形することができるのだ。

　蒸気鎧スチームギアとは、その名の通り蒸気によって駆く動どうする強化装甲を兼かねた鎧よろい型がた機動ユニットだ。装着した者の力を圧あつ縮しゆく蒸気で増ぞう幅ふくする。ほぼ全身を金属板で覆う構造なので通常はかなり無骨なマシンであるが、マナはデザインにも気を配っていた。現在の彼女のシルエットは、細身の槍やり騎き士しのようになっている。

「小こ賢ざかしいな」

　それを見下ろしていたレイヴァは、『力』を飛ばした。緑色の光が地面に突つき立つ。マナの目の前で土ぼこりが弾はじけた。

「こっちからも行くよっ！」

　飛行器ウインギイは普ふ段だんは前ぜん傾けい姿勢を保って飛行するようにできているが、装甲板を出している間は直立した姿勢で飛ぶことになる。

　マナは手てつ甲こうに覆われた左手を動かし、ハンドルを倒たおして翼を操作した。思い切り地面を蹴けって離り陸りくする。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてマナのいた位置に『力』が飛んだ。

　攻こう撃げきを避よけながら、翼を格納するためのバックパックからランスを抜ぬいた。回しながら振ふるとスライドして伸のびる。

　左手はハンドルを握にぎっているので自由が利きかない。棒を操あやつるのは、右手一本となってしまう。しかし、圧縮蒸気で腕わん力りよくも増幅されているので、支障はない。

　五メートルほど先の空中に浮うかんでいるレイヴァへ向け、マナは突っ込もうとした。

　レイヴァは表情を変えず左手を上げ、力を次々と飛ばした。

　マナは、移動しながら攻撃を避けた。

　そのとき、背後でなにか音がした。慌あわてて急制動をかけ、反転──。

「ウソぉっ！」

　大きな石が幾いくつも迫せまってくる。

　レイヴァが力で飛ばしたのだ。レイヴァは闇やみ雲くもに攻撃したのではない。岩のある場所までマナを誘さそったのだ。

（避けきれない！）

　マナは右腕うでを身体からだの前に翳かざした。装そう甲こう板ばんに石が当たり鈍にぶい音がした。身体中に強い衝しよう撃げきを感じる。羽根にも一つ当たった。バランスを崩くずし失速する。

　急速に地面が迫る。マナは羽根を動かそうとしたが、右羽根が制せい御ぎよ不能になっていた。

「はあっ!!」

　マナは気合いと共に、大地に向かって槍ランスを突き立てた。その槍ランスを支点にして身体を回転させ着地──。

　顔を上げた瞬間には、目の前にレイヴァが迫っていた。

（早っ！）

　右みぎ肩かたに強い衝撃を受け、マナは空中へ飛ばされ、地面に叩たたき付けられた。したたかに背中を打ちつけ一瞬息が止まる。

　レイヴァが、ゆっくりと近づいてきてマナの胸の辺りの装甲板に足をかけた。紫むらさき色いろの瞳ひとみが光る。

　ヴンという音とともに、マナの周りの土ぼこりが舞まった。身体に強い重力が加わったかのように、飛行器ウインギイごとマナの身体は地面に押おしつけられる。

（息が、できない……）

　レイヴァは唇くちびるを曲げて嗤わらった。

「生命の危機だ。怖こわいか？　無様に恐おそれおののいて見せろ……。それとも……バングルを使うか？」

　彼の表情は何な故ぜか自じ嘲ちよう気味に見えた。

　マナはバングルを操作しなかった。身体にかかる強きよう烈れつな重圧が、さらに増した。

「ぐ……ぁ……」

　身体中の骨が悲鳴をあげる。唇を嚙かんで、プレッシャーに耐たえた。

　が、しばらくして、『力』がやんだ。

「……？　わからんな」

　マナは身体を起こそうとした。だが、地面にめり込んだ身体はなかなか持ち上げることができない。仕方なく蒸気鎧スチームギアを解除し、脱だつ出しゆつした。

「う……腰こしいたいっ」

　マナは老ろう婆ばのように腰を曲げて、さすった。目の前に降おり立ったレイヴァに、マナは溜ため息いき混じりに言った。

「答えろ……。何な故ぜだ？　何故、貴様はバングルを使おうとしない？」

「なんでって、対等にケンカしたかったからさ。ほい、仲直りの握あく手しゆっ」

　手を差し出すが、レイヴァはその手を握にぎらなかった。冷たい目でマナを一ひと睨にらみすると、教会の方へ向けて飛んでいく。

　マナは、行き場をなくした手で、頭を搔かいた。

「まぁ、初めからうまくは行かないか……」




　　　　◇◇◇




　乗合蒸気バスが、八本の足を交こう互ごに波打たすようにしながら、金属音を立てて停車した。

　マナとミンクとキール、そしてレイヴァが、ホライザンの首都ホリズムの街に降り立つ。

　降りるなり、石炭と鉄の匂においや、魚類系怪物ガルムを焼く美お味いしそうな香かおり、それに蒸気で濡ぬれた石いし畳だたみの匂いや人いきれが混じり合った複雑な空気が、マナを包み込んだ。オイルのしみこんだツナギの胸を反り返らせ、思い切り背せ伸のびをする。ついでに大きく深呼吸をしたら、むせた。

　首都ホリズムに来ると、いろいろな種類の蒸気機械がぷしゅーっと蒸気を吐はきながら動き回っている姿が見られる。それだけでマナは胸が躍おどった。小型の歩行器ウオーキイ──二本足で歩く椅い子すのような形の機械──を見て、マナは瞳ひとみを[image: ハート]型にし、

「はうー[image: ハート]　ラブリーすぎるっ[image: ハート]　あんなにちっちゃいのに五馬力なんて[image: ハート]」

　上空を見上げれば、色とりどりの飛行機エアプレインが飛び交かっている。バサバサという音と共に、そのうちの一機、緑色に塗ぬられたホリズム郵便局の飛行器ウインギイが降りてきた。お店の軒のき先さきを掠かすめるように飛んで、郵便物を窓から投げ込んでいく。

「わっ。キール見てみて！　あの飛行器ウインギイのエンジン新型だよっ！　新型！　四蒸気筒とうだよぉ！　うっとり[image: ハート]」

「わかったから、早く歩きなさいよっ！　このメカフェチ！」

「ちょっと。メカフェチって言い方やめてよ！　なんか変な人みたいじゃない！　あたしは、機械がちょっぴり好きで、見てるとドキドキして、かわいい機会コがいたらさらって帰って分解したいなぁ～って思ってるだけなんだから！」

　キールはマナの肩かたに手を置くと、ニッコリ笑って、

「おめでとう。十分、変な人よ。変人検定があったら、一級合格間ま違ちがいなしね」

「ちっとも嬉うれしくないっ！」

「二人ともっ。今日は遊びに来たんではないんですっ」

　ゲシゲシとどつき合いを始めた二人を、ミンクが真ま面じ目めな顔で制した。

　今日は見物に来たわけではない。ミンクは食料の買い出し。キールはホリズムスポーツに三行広告を出すなどの営業活動を行うために。そしてマナは、レイヴァの服を買うために、ここへ来た。

　今レイヴァは白いシャツを着ているのだが、それはジャックスのものだ。人間型怪物ガルムは裸はだかで歩き回らせてはならない法律があるし、ミンクが恥はずかしがってしまうから、応急処置的にジャックスの服を借りている。しかし、それにも限界があるので、こうして買いに来たというわけである。

　ファンは、レイヴァと行動するのが怖こわいと言って、留守番を選んだ。ジャックスは教会に残って社長の看かん病びようをしている。レイヴァに脅おどされて気絶した社長は、すぐに目を覚ました。だが腰こしは抜ぬけたままだったのだ。

　ホリズムの中心へ近付くにつれ、街並みは一層賑にぎわいを増していった。石いし畳だたみの道の両側を埋うめ尽つくすように店が並んでいる。

「お買い物も、営業活動も、とぉーっても大切なことなんですっ！　それなのに二人とも、ケンカしてばかりっ。それではいけませんっ」

　ミンクが母親が子供に諭さとすような口調で、説教を始めたとき、目の前を人を乗せて移動する尾おの短いトカゲ型の怪物ガルムカラブニスが横切った。

「真面目にやらなくてはダメ、あー[image: ハート]　カラブニスー[image: ハート]　可愛かわいいですわーっ[image: ハート]」

　エプロンドレスのスカートの裾すそをたくし上げ、カラブニスのもとへ駆かけ出そうとした。

　キールが、ミンクの袖そでをつかんで止める。

「ミンク……アンタ人のこと言えないわよ？」

「ほへ？　はわっ！　私わたくしとしたことが、我を忘れてしまいましたわっ。嗚あ呼あ……カラブニスの可愛らしさが、私をおかしくしてしまったのね、きっと。あうう」

　なおもうっとりと、ミンクはカラブニスを見つめる。緑色のウロコに覆おおわれた太い足を持つ、トカゲ型の怪物ガルム……。

「か、可愛いか？」

　マナは思い切り首を傾かしげた。

「アンタが機械を可愛いって言うのと同じよ。……でもまぁ、ミンクの言うことも確かね。さっさと用事、済ませちゃいましょう。あまり外にいたら日に焼けちゃうし」

　キールは白い手て袋ぶくろをつけた手で、日差しを遮さえぎった。彼女はネクロミス人の証あかしである浅黒い肌はだを気にしていて、ホリズムに来るときは化け粧しようを濃こい目にする。

　ネクロミスは一〇年前まで、ホライザンと戦争状態にあった国だ。現在は和平の条約が結ばれ、表向きは平へい和わ裡りに人や物資の交流が行われている。

　しかし、ネクロミス人に対する差別が存在しているのも事実であった。キールは、自分がネクロミス人であることにコンプレックスを抱いだいているようだ。マナは彼女の過去をあまり知らない。喋しやべりたがらないのだ。彼女は「私はネクロミスの王女だったのよ」という冗じよう談だんをたまに口にするが、それを言えるようになるまで紆う余よ曲きよく折せつがあったのだろう。

「いつも通り、あそこに一時間後に集合ということで、よろしいですか？」

　ミンクが指差したのは、ファルラッサスタジアム──飛行器ウインギイレース場──の前の広場にある噴ふん水すいだった。大きな飛行器ウインギイレーサーの像が立っていて、若者たちの待ち合わせスポットの定番中の定番である。

「ＯＫ。じゃ、行ってくるわね」

　キールは新聞社へと向かって歩き出した。ミンクも彼女の後を追うように、雑ざつ踏とうに消える。

「さ、あたしたちも行こう……か？　あれ？」

　マナはレイヴァに声を掛かけた。が、いると思ったはずの場所に、彼の姿はなかった。

「レイヴァ!?」

　大おお慌あわてで姿を探さがす。なんといっても、伝説の吸きゆう血けつ鬼きを街に連れ出しているのだ。一つ間ま違ちがえば大だい惨さん事じになりかねない。根は楽天家のマナだが、今日ばかりは緊きん張ちようしていた。

　幸い、レイヴァはすぐに見つかった。彼はホリズム名物の、『路面蒸気機関車ホリズム・プロヴイデンス』を怒おこったような顔で眺ながめていた。

　機関車はゆっくりと乗り場へと滑すべり込んできた。速度が遅おそくなったのを見計らって、子供たちが客車に飛び乗る。

　この汽車は、乗降の際に完全に止まらない。運転手は、乗り降りする客がいないことを確かく認にんし、汽き笛てきを鳴らした。再び速度が上がる。

「ど、どうかした？　怖こわい顔して……」

　恐おそる恐る声をかけると、レイヴァは突とつ然ぜん声をあげた。

「おい！　貴様！」

「うっひゃ！　なによ！　突然大声あげて！」

「凄すごいな！　この世界は！」

「はぁ？」

「さっき乗った『のりあいばす』とか言うのも、凄すさまじいと思ったが」

「ひょっとして、ビックリしてたの？　怒ってたんじゃなく？」

「ああ。驚おどろきの表情を浮うかべていただろう？」

（どこがだよっ！）

　マナは心の中でツッコんだ。さっきのレイヴァの顔は、機関車を転てん覆ぷくさせようと企くわだてているような表情だったのだ。

「驚くならもっとソレっぽい顔してよ」

「どのような表情を取ろうと私の勝手だ。おおっ！」

　レイヴァは再び無表情のまま、驚きの声をあげる。視線の先には、自動ドアがあった。

「独りでに扉とびらが開くぞ！」

　レイヴァは足を出したり引っ込めたりして、ドアを開閉させ始めた。そこは蒸気活写スチームキネマのホールだった。受うけ付つけに座すわっているお姉さんが「何事か」とこちらを見ている。

「どうやって開閉しているのだ？　人が動かしているのか？」

　何度も扉を開いては、その度たびに歓かん声せいをあげる。マナはニンマリと笑いながら、

「違ちがうよ～。これはねぇ、機械で動かしてるの。ほら、上のところに小さなエンジンついてるでしょ？」

　マナの指差した先に、拳こぶし大だいの蒸気エンジンがついている。扉の前のフットパネルと連動して、扉を開くのだ。

「あたしも初めて自動ドアを見たときは、何度も開いたり閉じたりして遊んだもんだよ。遊びすぎて、何度も壊こわしちゃったけど」

「ここは特別な建物だから、こんな機構が取り付けられているのか？」

　レイヴァの声には、ほんの少しだけ興奮が滲にじんでいた。

「違うって。ここはただの蒸気活写スチームキネマのホール。そんな特別じゃないよ。ホリズムの表通りのお店だったら、半分ぐらいは設置されてるんじゃない？」

「ほぉ……。蒸気活写スチームキネマとはなんだ？」
















「怪物活写ガルムキネマって、なんだかわかる？」

　怪物活写ガルムキネマは画像を記き憶おくし投とう影えいすることができる怪物ガルムを使った、映像を楽しむ娯ご楽らくだ。だがこの方法は、映像の精度が低いため最近は蒸気活写スチームキネマが主流となっている。蒸気活写スチームキネマは、怪物を使って焼き付けたフィルムを蒸気機械で動かし、映像をスクリーンに投影するのだ。

「わからない。教えろ」

　レイヴァは真ま面じ目めな顔で聞いてきた。一通り説明すると、

「なるほど。観みていってもいいぞ」

　偉えらそうな感じでそう言ったので、マナは思わず笑ってしまった。

「なぜ笑う？」

「素す直なおに『観てみたい』って言えばいいのに！　しかも……」

　マナはホールの看板を見た。現在上映中の活写キネマは『トリシカル』だった。『兎』のような長い耳を持つ人型怪物ガルムトリシカルの少女と、エンハンサーの恋こい物語で、ホライザンの人なら誰だれでも知っている童話である。ホールの中にいるお客は小さな子供ばかりだった。

　そんな子供たちに混じって、吸きゆう血けつ鬼きが真しん剣けんに活写キネマを観ている図なんて、想像するだに面おも白しろい。

「笑うな。なんだか腹立たしい」

「ごめんごめん。今日はダメだけど、今度観に行こ」

「必ずだ」

　レイヴァは脅おどすような口調で言った。だが、マナはなんだか嬉うれしかった。レイヴァと会話らしい会話をできたのは初めてだったからだ。

　その後も、レイヴァは蒸気機械を見る度たびに声をあげた。

「機械がそんなに珍めずらしい？」

　マナの問いに、レイヴァは頷うなずく。

「まったく別世界だ。信じられん」

「まさか、レイヴァのいた世界って、こういうの一つもなかったの？」

「ない」

「その方が、信じられないって！」

　マナは大声をあげた。蒸気機械のない世界なんて、機械いじりの好きなマナにとって、空気がないのと同じだ。想像するだけで、ゾッとしてしまう。

「そ、それじゃ、ああいう大きな建物を造るときはどうしてたの？」

　マナは工事中のビルを指差した。大きな工作機械が蒸気を噴ふき出しながら、石を積んでいる。

「全すべて人力で行っていた。王城を造るときは、数千人規模の人足を使っていたと聞く」

　工作機械の動きを視線で追いながら、レイヴァは答えてくれた。ここで言う王城とは、レイヴァが過去に住んでいたお城のことだろう。ふと、気になってマナは尋たずねた。

「昔の記き憶おくってあるの？」

「人間だった頃ころの記憶と……吸血鬼になってしばらくのことは覚えているが、それ以降はあまり覚えていない」

「へぇ……それじゃファ……」

　そこまで言って、マナは慌あわてて口を閉じた。「赤翼の天使フアルラツサと戦ったコトは覚えてないんだ？」と聞きそうになってしまったのだ。いちいちご機き嫌げんを取りながら話したいとも思わないけれど、あえて機嫌を損そこねたくもない。

　レイヴァは気づかなかったらしい。

「王宮の科学者が遠とお眼鏡めがねを見せてくれたときは、科学は随ずい分ぶん発達したと思ったものだが……ここまで進歩するとはな……ふぅむ」

　腕うで組ぐみをしながら、唸うなっている。レイヴァに対して、『何があっても動じず。我関せず』というようなイメージを、マナは抱いだいていたが、間ま違ちがっていたようだ。実は、好こう奇き心しんがかなり旺おう盛せいらしい。それを知ることができたのは、大きな収しゆう穫かくである。

　マナが「そんなに好きなら、工こう房ぼう街がいに行ってみる？」と言おうと思ったとき、突とつ然ぜん、大きな声が聞こえてきた。

「寄付が出せないとは何事だ！　赤翼の天使フアルラツサのお導きが受けられぬぞ！」

　赤い聖衣フアロスを着た男が、肩かたに載のせた鳥型怪物ガルムメディパネラに向かって話しかけている。

　その赤い聖衣は、ガリオロと同じように赤翼の天使フアルラツサ教の使徒パスルをしている者の証あかしだ。使徒パスルは──それがどんな偉えらそうな嫌いやなヤツでも──人々に敬うやまわれるので、往来の人々は頭を下げて道を開けた。

　彼の肩に乗ったメディパネラが、口を開いた。

《申し訳ございません。すぐに用意して寄進しますので》

「急ぎたまえ」

　使徒パスルは、そういうとメディパネラのくちばしを突つっついた。「ギョエ」という鳴き声と共に、通信が終わる。

「なんだあの鳥は？　オウムか？」

　レイヴァが口にしたのは、『動物アニマル』の名前だった。『動物アニマル』は滅ほろんだと言われている。書物の中でしか、その姿は見られない。ただあまりに多様化の進む怪物ガルム種の分類には、聖書フアルレ・デイ・マグナスに登場する動物アニマルの名前が用いられていた。

「『オウム』じゃなくて、あれはメディパネラっていうんだよ。あのコを使えば、離はなれた場所にいる人とも話ができる。ウチの会社にも一羽わいるよ」

　マナの言葉に、レイヴァは切れ長の目を少し見開いた。きっとこれが彼にできる、最高の驚おどろきの表情なのだろう。

「科学だけでなく、動物も進化したのか……」

　進化と言ってしまって良いのか、マナにはわからなかった。『動物アニマルが滅ほろび、怪物ガルム種ばかりになったのは、レイヴァが使し役えきした魔ま物ものたちとの交配が原因だ。その証しよう拠こに植物は聖書フアルレ・デイ・マグナスの時代から今まで、変化していない』と、初等学校フアルレゲートの授業で習ったような気がする。蒸気工作の授業以外は真ま面じ目めに聞いていなかったので、よく覚えていないけれど。

「しかし、人間どもは進歩していないな」

　往来を我わが物顔で歩いていく使徒パスルのオッサンを見ながら、レイヴァは吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「あれは天使を奉ほうずる宗教家であろう？　あんな輩やからが幅はばを利きかせているとは……それだけじゃない……」

　彼は辺りを見回す。店の軒のき先さきには赤翼の天使フアルラツサを模したパネルがはめ込まれ、天使の羽根を意味する赤い薔ば薇らが飾かざられている。「天使のご加か護ごを」という挨あい拶さつを交かわす人々は、色とりどりの服を着ているように見えて、実は誰だれ一人として赤色の服を着ていない。赤い色を神聖視しているのである。

　ホリズムの街には、レイヴァを滅ほろぼした『宿敵』を信奉する宗教──赤翼の天使フアルラツサ教が、奥おく深くまで浸しん透とうしているのだ。

「実に忌いま々いましいな……」

　吸きゆう血けつ鬼きは、小さく歯は軋ぎしりをした。その顔には、酷こく薄はくで残ざん忍にんと言い伝えられているのが頷うなずけるような、恐おそろしい憎ぞう悪おの色が浮うかんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、レイヴァは宙を舞まった。買い物カゴを提さげた女性の背後に着地すると、彼女を抱だき寄せた。突とつ然ぜんの事に何が起きたのかわからなかったようだが、本能的に死の危険を感じ取ったのか、女性の表情は恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。手からカゴが落ち、果くだ物ものが転がり出る。

「イヤァァッ！」

　女性の悲鳴に、街中の人が反はん応のうした。あちこちから動どう揺ようの声があがる。

「やめなさい！」

　鋭するどく制したマナを、レイヴァは睨にらみつけながら、女性の首筋に牙きばを突つき立てようとした。

　仕方なく、マナはバングルに向け声を発した。

「……《ファルラッサに光あれ》」

　緑色の石ラヂオストーンが光を放つ。金属義体メタルボデイはすぐさま反応した。レイヴァは叫さけび声をあげる。女性が腕うでから滑すべり落ちた。マナはバングルを操作し、レイヴァを苦痛から解放した。散らばった果物を搔かき集めた。腰こしを抜ぬかしたようにへたり込んでいる女性の傍かたわらにそれを置く。

「ごめんなさい……、こ、コイツ……」

　レイヴァの左手をつかむと、手の甲こうを街の人にも見えるように掲かかげた。そこにはインクで書かれた契約印テスタメントコードがある。

「蝙こう蝠もり型がたの怪物ガルムなんですっ。とんだ暴れん坊ぼうで、あはは」

　必死で誤ご魔ま化かし、頭を深々と下げて謝あやまると、息を荒あらくしているレイヴァの腕をつかんで駆かけ出した。とても辛つらかった。レイヴァが人を襲おそおうとしたことも、自分がバングルを使ったことも──。

　その後、レイヴァの服を買った。黒いマントと同色のシャツ。そして黒い皮のスラックス──これは全すべてレイヴァ自身が希望したものである。買い物の最中、マナとレイヴァの間には必要最低限の会話以外交わされなかった。それはマナにとって辛い沈ちん黙もくであった。
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　レイヴァが復活してからの二か月は、「うわっ」という間に過ぎていった。そのぐらいいろいろなコトがあった。全すべてを書き記しるしたら、きっと聖書フアルレ・デイ・マグナスよりも長くなってしまうだろう。

　始めのうちは、レイヴァは冷れい淡たんで、自分の興味のあること以外、返事もしてくれなかったが、ひと月が経過した頃ころには、雑談ぐらいには応じてくれるようになった。

　そしてマナは、思い知るのである。

　この吸きゆう血けつ鬼きの性格の悪さを。

　……このレイヴァという吸血鬼、ひっじょ～にひねくれ者だったのだ。

　どのようにレイヴァがひねくれているかというと、例えば、何かを頼たのんだとすると、必ず最初の答えは「断る」なのだ。

「ねぇ、レイヴァっ。身体からだの整備させてよ」

　とマナが言うと、レイヴァは冷たい声で、

「断る」




「侵しん入にゆうの訓練に付き合って」

　と、言っても、

「断る」




「血ぃ吸わせるわけにはいかないから、普ふ通つうのゴハン食べて」

「断る」




「コラ、レイヴァ。ピーマンも食べなさいよ。アンタ子供かっ」

「断る」




「おはよう、今日もイイ天気だねっ」

「断る」




　誰だれでもキレると思う。「いい加減にしなさぁい！」と、ツッコミを入れてしまうマナを責められないはずだ。




　それから、この吸血鬼、人間嫌ぎらいのくせして、人をからかって遊ぶのが好きだった。

　怖こわがりのファンにくわっと牙きばを剝むいて脅おどかすのは日常茶さ飯はん事じ。

　レイヴァに対してまったく気を許しておらず、吸血鬼が仲間たちや街の人々を襲おそったりしないかと、常に行動に目を光らせているジャックスに対しては、あえて挑ちよう発はつ的てきな行動をとって激げつ昂こうさせた。それを鎮しずめようとするマナやミンクの姿を見て、「くくっ」と小声で嗤わらうのである。

（ああもう、本当に性格悪っ）と、悶もだえたことは一度や二度ではない。

　マナに対しても、先日、レイヴァは許し難がたいことをした。

　レイヴァを自室の作業台に寝ねかせ、金属義体メタルボデイを整備しているときのこと。マナの油にまみれた手を取り、瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめて、こう言ったのだ。

「……良く見ると、お前は美しいな」

　ぶっちゃけた話、レイヴァはとても綺き麗れいで、カッコイイとマナは思う。豪ごう奢しやな銀ぎん髪ぱつ、切れ長の瞳、通った鼻筋──年ねん齢れいがいくつなのかわからないが、麗れい人じんという表現がぴったりの美び男なん子しだ。ジャックスもモテるけれど、彼とは違ちがう層の女の子に人気がありそうな気がする。

　しかもこのとき、レイヴァは整備中──ハダカなのだ。身体からだの半分以上は機械だが、細い肩かたや、左鎖さ骨こつなんかは剝き出しである。

　しかもしかも、マナの部屋で二人っきり……。

　マナとて一七歳さいの乙おと女め。ドキッとするなって方が、無理ってもんだ。

「あ、あの……。やだ、突とつ然ぜん、そんなこと言われても……あうあう」

　自分の頰ほおが赤くなっているのが、マナにもわかった。レイヴァは、真っ直ぐにマナを見つめた後、唇くちびるを曲げて嗤わらった。

「くっくっく。冗じよう談だんに決まっているだろう」

「じょ、冗談？」

「当たり前だ。鏡とは何に使うものか、お前は知っているか？　知らないなら教えてやっても良いぞ」

　レイヴァは鼻を鳴らした。それだけで、十分ムカツクのに、

「だいたい、お前のように貧ひん弱じやくな身体の娘むすめなど、女のうちに入らん」

「ぬゎんだって……？」

　マナは頰が引きつるのを感じた。自じ慢まんじゃないが、マナは発育が悪い。

　牛型怪物ガルムの血を引いてるんじゃないかと思うほど出るトコが出てるキールに、バカにされるたび、

「べっつに～！　気にしてないしっ！」

　と答えるのだが、内心、ビックリするほど気にしている。

　去年の夏、トレスパスの慰い安あん旅行で海に行ったとき、マナは、ミンクの水着姿を見て、いつの間にか追い越こされていたことを知った。ショックのあまり（このまま海の藻も屑くずとなって消えちゃおうかな……ふふふ……）と思ったほどだ。

　レイヴァは、マナが傷ついたような表情をしているのを見て、さらに嫌いや味みを重ねた。

「私に敵対する者でなかったなら、血を吸われずに済んだものを……愚おろかな」

　このあと大げんかをしたのだけど、その間もバングルを使わずに耐たえた自分を、マナは偉い大だいだと思う。表ひよう彰しようして欲ほしいぐらいだ。




　また、伝説の怪物ガルムの王で、性格もすこぶる悪いレイヴァだが、妙みようなクセがあった。

　彼は、蒸気機械に対して強い興味を持っていた。マナも自じ他た共ともに認めるメカ好きなので、そういった機械を見るのが好きだ。同じもので喜んでくれるのは、とても嬉うれしい。

　でも、目を離はなした隙すきに、蒸気機械のパーツをもぎ取ってしまうのは、やめて頂きたい！

　先日、レイヴァとの約束を守って、蒸気活写スチームキネマを観に行った帰りにも、ちょっと目を離した隙にやってしまった。

「土産みやげ代わりに、もぎ取って来た。どうだ？　羨うらやましかろう」

「なに持ってきたの？　って、どわ～っ！」

　彼の手にあったのは、蒸気機関車のブレーキレバー。飛行器ウインギイの蒸気エンジンのボルトなどなど……。

「持ってきては、まずかったか？」

　レイヴァの後ろの方から、ドカーンとかボゲボーンとか、ドンガラガッシャンガラガッシャンとか、とんでもない音が聞こえてくる。そお～と見てみると、たくさんの貨物車を引いた機関車が猛もうスピードで駆かけ抜ぬけていくところだった。機関士のおじさんの必死の形相が、残像となって見えたような気がする。

　いやー、気のせいだろう。きっとそうだ。そうに違ちがいない。

「面おも白しろい街だな。ここは」

　レイヴァは無表情なまま、手の中のキラキラ光る部品を見つめる。目がほんの少しだけ優やさしくなったので、それが嬉しい表情なのだと、マナにはわかった。しかし、蒸気機械を見て喜ぶのは結構だけど、部品をもぎ取っちゃいけないと、子供に言い含ふくめるように伝説の吸きゆう血けつ鬼き相手に小こ言ごとを言うはめになったのだった──。




　そんな風ふうにして、嵐あらしのように初めの二か月は過ぎていった。

　この間、侵しん入にゆう作さく戦せんを一いつ緒しよに行ってはいない。レイヴァを無理矢理従わせるというかたちをできるだけ取りたくなかった。そのためもっと仲良くなってから作戦に参加させたいと他のメンバーに希望していたのだ。

　しかし、（最近、お喋しやべりもよくするようになったし。ツッコミ入れてもさほど怒おこらなくなったし……そろそろイイかな？）と、マナは考え始めてもいた。

（一緒に仕事するようになれば、もっと仲良くなれるよね、きっと）

　楽天家のマナは、そう信じて疑わなかった……。







　chapter3　侵しん入にゆう作さく戦せん→コレって恋こい？







　侵入屋の業務における、専門的なことを少しだけ書いておこう。

　ミッション──侵入作戦には、レベルが存在する。

　一番簡単なものがレベルＥで、完全情報戦と呼ばれている。

　その名の通り、全すべての情報（侵入先の見取り図。トラップなどの設備。人員の配置とその陣じん容よう。怪物ガルムの配置とその陣容）が与あたえられてる作戦だ。

　以下、Ｄ、Ｃ、Ｂ、と続いて、それぞれ──

Ｄ──前述のうち三つがわかっている

Ｃ──前述のうち二つがわかっている

Ｂ──前述のうち一つがわかっている

　というように、与えられている情報量によって、レベルが異なっていく。

　一番難しいのがレベルＡ。相手の情報がまったくわからない侵入作戦である。

　またミッションレベルに加え『トピック』と呼ばれる付ふ帯たい状じよう況きようが加えられ、難度が補足的に示される──例えば、『非ひ破は壊かい』『模も擬ぎ』『実戦』などさまざまだ。ちなみに、非破壊は建物を壊こわしてはならない、模擬は人員を傷つけてはならないという意味だ。トピック違い反はんは、罰ばつ金きん事じ項こうになるため侵入作戦中でもかなり気を遣つかう。

　レイヴァが参加する最初の依い頼らい『ジョーガイル邸てい侵入作戦』は『レベルＡ』であった。

　レベルＡ──つまり、なにも情報をもらえない侵入作戦である。この場合、マナたちは自分でターゲットの情報を得なくてはならない。

　普ふ段だんなら、長期間の監かん視しを行ったり、使用人にちょっとお願いして内部の情報を聞き出したりするのだが、今回は別の方法を選ぶことにした。

　ジョーガイル家で今夜、貴族連中を集めてちょっとしたパーティをするらしい。そのために臨時でメイドを雇やとうことになった。キールは、それに目をつけたのだ。メイドとして館やかたに潜もぐり込み、情報を得ることにしたのである。

　そんなワケで、社長の自室でもある、作戦司令室には、メイドさんに扮ふんしたマナ、ミンク、ファンの三人がいた。

「なんでボクまで……」

　ヒラヒラしたスカートとエプロンを恨うらめしげに見つめて、ファンは呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。似合ってるから」

　マナの言葉はからかいではなく、事実だ。「嬉うれしくないってば」と、本人は渋しぶい顔をしているが、女装をしたファンはビックリするほどに、かわゆい。アブナイ趣しゆ味みを持つオジサンでなくとも、さらって逃にげたくなるぐらいだ。

　ファンに化け粧しようを施ほどこしたキールは、満足げに胸を張った。

「でしょ？　マナの百万倍はかわ……」

「うるさいっ！」

　事実だけに腹が立つっ。マナは聞き終わらないうちに、キールに回し蹴げりを入れた。キールは「ふぎゃ」という悲鳴をあげて、壁かべまで吹ふっ飛ぶ。

「そうだな。血を吸うならこちらの少年の方を選ぶ」

　とか言ってるレイヴァにも、厳きびしめにツッコミを入れる。

　すると、ミンクが袖そでを引っ張った。

「マナっ。スカートなんですから、キックとかはダメですっ」

「え？　ふぉあっ」

　慌あわてて裾すそを押おさえるが、遅おそかった。ジャックスが頰ほおを染めたまま、石像と化している。カッコイイくせに死ぬほど奥おく手てなジャックスらしい反応だ。

　吹っ飛んだにも拘かかわらず、いつの間にか復活していたキールは深刻な顔をして、ジャックスの肩かたに手を置いた。

「ンな反応するほどのモノ？　毛糸よ？」

「モノとはなんだっ？　モノとはっ！」

　マナはキールの首を思い切りしめあげて、首回りのダイエットに協力してあげる。

「死ぬっ。死んでしまうっ」

「逝いってらっしやい[image: ハート]」

　ケンカしているマナたちを、レイヴァは珍ちん獣じゆうでも見るような目で見ていた。
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　ジョーガイル邸ていのメイド頭がしらは、短いホウキを手に、細い目をさらに細めてほくそ笑えんでいた。

　彼女の指揮のもと、大ホールの掃そう除じが一いち分ぶの隙すきもなく行われた。その後、壁かべ際ぎわには純白のクロスが掛かけられた小テーブルが並べられ、その上に色とりどりの花が飾かざられていく。壁に掛かった絵は宗教画から、華はなやかに舞まう貴婦人を描えがいたものに掛け替かえられた。

　──パーティの準備は滞とどこおりなく進んでいる。

　彼女は、ジョーガイル邸に勤めて二〇年になる超ちようベテランである。幾いく度どもパーティの準備を経験していた。抜ぬかりはない。

　彼女がほくそ笑んでいる理由は、準備が順調だからではない。メイド頭には、隠かくれた楽しみがあったのだ。

　それは、新人メイドをいびることだった。粗そ相そうをしたメイドを見つけては、手にしたホウキで叩たたくことを、ほぼ唯ゆい一いつの娯ご楽らくとしていたのである。

　ところが、最近、メイドたちが仕事に慣れてきたのか失敗らしい失敗をしなくなっていて、欲求不満が溜たまっていた。

　そんな折り、臨時雇やといのメイドが派は遣けんされてくることになった。大喜びしたのは言うまでもない。

　派遣されてきたメイドは、気の弱そうな箱入り娘むすめタイプが一人と、眼鏡めがねを掛けたおっとりしたのが一人。もう一人は、気の強そうなショートカットの娘だった。

　メイド頭は、わざと粗相をしやすそうな仕事をそれぞれに与あたえた。

　気の弱そうなコには、屈くつ強きような衛兵たちがいる詰め所の掃除を。おどおどしたあの娘は、野や卑ひな男どもに近寄ることもできないだろう。

　おっとりしたのには、怪物ガルム小屋の掃除を命じた。警備に使われる獰どう猛もうな怪物ガルムを見れば、ああいうおっとりしたタイプは、泣き出すに違ちがいない。

　ショートカットのコみたいな気が強そうなタイプの娘を泣かすには、粗相をした事実を突つきつけてやる必要がある。だから、掃そう除じ機き──蒸気エンジンを回しチリを吸い込むという機械──を使って各部屋の掃除をするように命じた。実は彼女に託たくしたものは屋や敷しきにある掃除機の中で最も型が古く、普ふ段だんなら誰だれも使わないものなのだ。古ぼけたその掃除機は、エンジンのかかりも悪く、しかもスイッチを『強』に入れると煙けむりを噴ふいて止まってしまう。もはや粗大ゴミ同然の代しろ物ものだった。

　しかし、掃除機が壊こわれやすいことを、ショートカットのメイドは知らない。

　ぶっ壊れた掃除機を指差し「これはアンタが壊したのよ」とかネチネチ責めながら、気の強そうな娘をビシバシ。

　うわあ。楽しそうだ。

　メイド頭がしらはどす黒い妄もう想そうをかき立てて、ニシシシっと笑った。

　と、そこへ常じよう駐ちゆうのメイドの一人が駆かけ寄ってきた。そばかすの目立つ彼女は勤続一年目、メイドがすぐに辞やめてしまうジョーガイル家にしては長く続いている方だ。なかなかに見所があると思っていた。

「ご報告しますっ。臨時雇いのメイドについてなんですが……」

　しめたっ。メイド頭は小こ躍おどりしたい気持ちをぐっと堪こらえて、

「どうしました？　何か粗そ相そうでもあったの？」と聞いた。

「それがその……。あの眼鏡のコなんですけど……」

「怪物ガルム小屋の掃除を命じたコね？　まさか泣き出した？　だったら打ってやらなきゃ」

「それがその……」

　メイドは口ごもる。しめたしめたっ。これはとんでもない失敗をやらかしたに違いない。

「わかりました。私が見に行きます」

　メイド頭はスキップしてしまいそうになる足を必死に抑おさえながら、地下にある怪物ガルムの檻おりを目指した。

　彼女の想像では、怪物ガルムの檻の前で、眼鏡のメイドがエサの桶おけなんかをひっくり返して頭からひっかぶり、ひんひん泣きじゃくっているはずだった。

　ところがである。

「なによこれ……」

　数年間、開いたことのない細い目を最大限に見開くほど驚おどろいた。眼鏡を掛かけた娘むすめは、怖こわがるどころか獰どう猛もうな怪物ガルムの檻の中に入って鼻歌混じりに掃除をしているではないか。しかも、「あら？　チリトリはどこかしら？」と言った途と端たんに、炎ほのおを吐はく双そう頭とうの犬型怪物ガルム・ギャムリィンがチリトリをくわえて駆け寄ってきた。「ありがとう」とメイドが撫なでると、舌をだらんと垂らしてお腹なかを見せ、嬉うれしそうにシッポを振ふるのだ、それだけじゃない。檻の全すべての怪物ガルムがシッポやら手やらを使って床ゆかを清め始め、掃除が終わったものからメイドの袖そでを甘あま嚙がみして引っ張り「遊ぼう」とねだっているのである。

「ねぇ？　ビックリでしょう？　あのコが入ったとたん、ここ『楽しい怪物ガルム王国』みたいになっちゃって……。一年になるのに、こんなの初めて見ました」

　メイド頭は二〇年ここにいるのに、なつかれたことは一度もない。嚙まれたことなら何度もあるが。

「怪物ガルムがなつきやすいコっているんですねぇ」

　ため息いきをもらすソバカスのメイドをホウキで小こ突づく。なつくとか言う次元を超えている。

「つまらないわっ」

　思わず、ホンネが漏もれてしまう。それに気づかず、ソバカスのメイドは、

「あ、そうだっ。あの、衛兵たちの詰つめ所の掃そう除じを頼たのんだコなんですけど……」

　そら来たっ。今度こそ何かやらかしたに違いないっ！　メイド頭は、メイドの言葉を聞き終わる前に駆かけ出していた。

　兵士の詰め所は、一階の北の端はしにある。普ふ段だんならピリピリした殺気のようなものに満ちている。だが、今は何な故ぜか和なごやかだった。

「そっかー、キミはファンちゃんっていうのか～。男の子みたいな名前だね～」

「かわいい～」

　兵士たちが猫ねこなで声を出している。そっと扉とびらを開いて中を覗のぞき込むと、筋肉質の上半身を露あらわにした兵士たちが鼻の下をでれ～んと伸のばして、メイドの周りを取り囲んでいた。

　だが、メイドはそんなハダカの男たちを見ても、叫さけび声一つあげていない。

「ごめんなさいっ。ボク、ココの掃除しなくちゃ……わぁっ」

　メイドが脱ぬぎ捨てられた鎧よろいのショルダーガードにつまずいて転んだ。とたんに「大だい丈じよう夫ぶかいッ!?」とか言いながら、兵士たちはメイドを助け起こす。ショルダーガードをそこに脱ぎ散らかした兵士は、すぐさま呼び出され鉄てつ拳けん制せい裁さいが加えられた。

　その後、衛兵の小隊長が、「貴様らッ。キチンと整理整せい頓とんせんかぁっ」と叱しつ責せきし、全員でロッカーの片付けをはじめる。そして、メイドに問われるまま、自分たちの有能さやら、装備品の充じゆう実じつぶりやら、鍵かぎ束たばの位置やら言わなくて良いことまでをベラベラ話してしまうのであった。

「いやぁ、糸目のメイド頭がしらなんかより、ファンちゃんにずっといて欲ほしいなあ」

　小隊長の言葉に、全員が真しん剣けんに頷うなずいた。

（うるせえよ！）

　メイド頭は、思いつく限りの呪じゆ詛その言葉を、心の中で並べ立てる。

　と、そこへ──

「この掃そう除じ機き……うまく動かないなぁ」

　よし来たぁ！　メイド頭は快かい哉さいを叫んだ。気の強そうな娘むすめに託たくした掃除機は、うまく動かなくて当然なのである。なんせメイド頭がジョーガイル家に勤めはじめた直後に購こう入にゆうされたものなのだ。しかも、スイッチを『強』に入れたら止まっちゃう[image: ハート]　さあ、ぶん殴なぐるぞぉっとメイド頭は、ホウキを握にぎりしめて声のした方へ走った。

　が！　メイド頭はそこに広がる光景を見て、思い切りスライディングするようにコケた。

　勤続二〇年の掃除機は壊こわれるどころか、原型をとどめないほど改造され、絨じゆう毯たんのチリを吸い込み、窓まど拭ふきをし、壁かべを磨みがいて、自走していたのだ。廊ろう下かの掃除があっと言う間に完かん了りようしていく。もはや古ぼけた掃除機の面おも影かげはない。

「あたしの予想じゃ、もっと速く動くハズだったんだけど……」

　気の強そうなメイドが、首をひねっている。

　それを見た、メイド頭は、「コイツら何者？」と首をひねった。
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　メイドの仕事は夕刻には終わった。

　これからもウチで働かないかっ？　というジョーガイル家の誘さそいを丁てい寧ねいに断って、マナたち三人は、ジョーガイル邸ていを後にした。ホリズムの中心部へと続く、綺き麗れいに石で舗ほ装そうされた道を歩いていく。ジョーガイル邸は、ホリズムの西側の高級住宅地にあるのだ。

　ミンクは怪物ガルムの配置と陣じん容ようを、マナは掃除機に仕し掛かけたマッピング装置を使って内部の図面を得ていた。ファンは兵士の配置とトラップの有う無むを聞き出し、そして隙すきを見て鍵かぎの複製を作りあげている。首しゆ尾びは上々だ。

　去り際ぎわ、見張りの兵士たちがファンに向かってブンブン手を振ふった。ファンがぺこっと小さく頭を下げると「かわいい～[image: ハート]」と野太い歓かん声せいがあがっていた。

「まぁ、モテモテですわね。ファンったら」

　ミンクの言葉にファンは「嬉うれしくないよぉ。お尻撫なでられちゃったし」とため息いきをつく。

「ってか、大だい丈じよう夫ぶか？　あの人たち」

　ファンを名残なごり惜おしそうに見つめていた兵士を思い返して、マナは顔をしかめる。「ファンは本当は男なんだぞぉ！　そっちに行ったらアブナイよぉ！」と言ってあげたい気持ちにかられてしまう。

　いや、男だとわかっても、「それでもヨシ！　むしろ、その方がヨシ！」と言うヤツもいるかもしれない。男ばっかりの戦場じゃ、そういうこともあるらしいし。

　マナはイヤぁな想像をしてしまって、おおうっと身み震ぶるいする。

「マナっ。アブナイですわよ」

　ミンクの声がした。

　一いつ瞬しゆん、自分の想像を見み抜ぬかれたかと思ったが、違ちがった。マナの前に、歩行器ウオーキイが迫せまっていたのだ。慌あわてて道の端はしに寄る。

　歩行器ウオーキイは、蒸気によって太い足を動かして移動する乗り物だ。移動速度は遅おそいけれど、その分安全性が高いため、貴族や会社の重役などが好んで用いた。その権勢を誇ほこるかのように、黒くろ塗ぬりの歩行器ウオーキイで文字通り街を練り歩くのだ。

　マナはゆっくりと歩いて行く歩行器ウオーキイをぽーっと見つめていた。威い張ばったオッサンたちは大だい嫌きらいだが、歩行器ウオーキイのずんぐりしたフォルムはたまらなく好きだ。

　無む駄だが多いデザインともいえる。だが、無駄の部分にこそ、職人の心意気みたいなものがあるとマナは思っていた。

　と、そのとき、奇き妙みような音が聞こえてきた。……いや、奇妙だと思ったのは、マナだけだったろう。マナは、歩行器ウオーキイの蒸気エンジンから、微かすかな異音を感じ取ったのだ。

「ごめん、ちょっと待ってて！」

　歩行器ウオーキイに向かって、駆かけ出そうとした。すると、ファンに腕うでをつかんで止められた。

「危ないよ。あれは貴族の歩行器ウオーキイだよ？　傷つけでもしたら、警備の兵にやられちゃう」

　歩行器ウオーキイの客室の後ろに、家いえ柄がらを示す小さな旗がついている。家か紋もんはよく見えなかったが、金の房ふさがついているところから貴族のものだとわかる。

「でも、ほっとけないから」

「なにかあったんですの？」

　ミンクの問いに、マナは頷うなずく。

「あの歩行器ウオーキイ、どっかオカシイみたい」

「決してムチャはしないでくださいましね」

　ミンクはそう言って、マナの腕をつかんでいたファンの手をとった。ファンは不安そうな顔をしたが「こうなっては、マナは止まりませんわ」とミンクは、困ったように微笑ほほえんだ。

「じゃ、先に帰ってて」

　二人が頷くのを横目で見ながら、マナは歩行器ウオーキイに向けて駆けていった。

　歩行器ウオーキイに追いつくと、黒塗りのドアを、併へい走そうしながらガンガン殴なぐる。

「ちょっと！　乗ってる人！　停とまって！」

　街の人のざわめきが聞こえる。当然だろう。貴族が乗る歩行器ウオーキイをそんな風ふうに停めることなど、通常では考えられない。

　別の歩行器ウオーキイから、護衛についていた兵士が殺さつ到とうし、マナは取り囲まれてしまった。剣けんが喉のど元もとに突つきつけられる。青いフェイスガードをつけたリーダーらしい男が大声で尋たずねた。

「何者だ！」

　だが、マナは手をヒラヒラ振ふりながら、

「用があるのは、この歩行器ウオーキイで、アンタたちじゃないから～。お構いなく～」

「あ、そうなんですか。すいませ……って、構うに決まってるだろう！」

「怪あやしい者じゃありませんから」

「ふんっ……怪しいことをするヤツは、大たい抵ていそう言うのだ！」

（じゃ、どう言えばいいんだよっ）

　歩行器ウオーキイがゆっくりと停まった。だが、エンジンを切ったわけではない。機関室から、嫌いやな音が聞こえてくる。マナには機械が泣いているように聞こえた。

　客室のドアが開き、中から若い男が顔を出した。恐おそらく、貴族のおぼっちゃんなのだろう。仕立ての良い服を着ていた。綺き麗れいな栗くり色いろの髪かみ。鼻が高くて眉まゆがきりりとしてて、瞳ひとみは明るいブラウン──結構ハンサムだ。

「何事だい？」

　少し低めの優やさしい声で言った。

「セイムさま！　いえ、なんでもありません。物売りの少年が……」

「誰だれが少年だ！　誰が！　メイド服着てるのが見えないのッ!?」

「似合わない女装はやめ……」

　言い終わる前に、マナは宙を舞まっていた。青いフェイスガードの男の顔面に、思い切り跳とび蹴げりを入れる。

「どわっ！」

「あ、やばっ！」

　気付いたときには遅おそかった。マナが蹴とばした男は、吹ふっ飛んで倒たおれた。手足があり得ない方向に曲がってるのは……まあ、気のせいだろう。

「貴様ァ！」

　いきり立った別の兵士が、剣を振り下ろそうとした。

「待って！　それどころじゃないの！」

　マナは鋭するどく制す。そして貴族のぼっちゃんに言った。

「その歩行器ウオーキイ、おかしいわ。エンジンが火を噴くかも」

「なんだって？」

　セイムと呼ばれた貴族の青年は、眉まゆを顰ひそめた。

「そんなことはありません」

　不意に兵士の後ろから声が掛かかった。妙みようにカラフルなツナギを着た男──恐らくマナと同じく蒸気工学のエンジニアなのだろう。兵士たちのように、別の歩行器ウオーキイに乗って、この貴族に随ずい伴はんしていたようだ。

　エンジニアは、鼻に掛かったような声で続ける。

「この私が整備しているのです。間ま違ちがいはありません」

「でも、変な音するでしょ!?　あたしもエンジニアだからわかるの」

　マナが言うと、エンジニアは笑った。

「そんなことを言って……恩を売って金をせしめようって、魂こん胆たんだろう？」

「ちーがーうっ！」

　マナは貴族のぼっちゃんを指差し、続ける。

「それに、この人が、どうなろうとあたしは気にしないし！」

　兵士たちが「無礼だ」なんだと騒さわぐのが聞こえたが、無視を決め込む。

「ろくな整備もしてないのに、動かしたらこのコが可哀かわい想そうでしょう」

　マナは歩行器ウオーキイの側面を撫なでた。手のひらに伝わる振しん動どうから整備の状じよう況きようが、さらに細かくわかった。

「ろくな整備もしてないだって？　私は国立技術院ホライザン・コンストレイトリイのＡ級エンジニアだぞ？　かのグンダバファにも勤めていたんだ」

　男は胸を張った。国立技術院ホライザン・コンストレイトリイとは、機械技術の発展のために、国が設立した機関で、エンジニアたちの育成にも努めている。また、所属する技術者を能力に応じたランク別に登録し、仕事の斡あつ旋せんと上納金の搾さく取しゆをするのだ。

　ちなみに、Ａ級はＳ級に次ぐ二番目のランクである。Ａ級取得者は、二〇名ほど。Ｓ級に至っては、現在三人しか認められていなかった。

「お前、登録証を見せてみろ。Ｄ級か？　Ｅ級かね？」

「……登録してないよ」

　小声でマナが答えると、男は勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。

「なんだ、モグリのエンジニアか。セイムさま！　このような娘むすめの言うことなどに、耳を貸す必要はありません」

　エンジンから、いまだに異音が続いている。

　マナは小さく息を吐はくとスカートを、少したくしあげた。両方の太ももに着けていたホルスターから、蒸気拳銃スチームシヨツトを二丁抜ぬく。両手を伸のばして、一丁をセイムと呼ばれていた青年貴族に、もう一丁を兵士に向け構える。

「動かないで」

　兵士たちに緊きん張ちようが走る。マナは兵士を睨ねめつけながら、貴族のぼっちゃんに向けていた銃じゆうを歩行器ウオーキイに向けた。

「ごめんね」

　マナは歩行器ウオーキイに謝あやまって、引き金を引いた。エンジンルームのカバーの留め金が弾はじけ飛んだ。カバーが音を立てて落ちる。すると、蒸気エンジンが剝むき出しになった。

「これ見ればわかるでしょ」

　人々はエンジンルームの中を見て、悲鳴にも似た驚おどろきの声をあげた。石炭を燃やしている燃焼室が真まっ赤かに灼しやく熱ねつしていたのだ。このままでは水蒸気爆ばく発はつを起こす可能性もある。

「これはどういうことだ!?」

　雇やとい主であるセイムの声に、エンジニアは身体からだを硬くした。

　マナはエンジンに近付づく。凄すさまじい熱気が伝わってきた。

「給水バルブの比率がおかしいよ……これ」

「なに!?」

　蒸気エンジンは、簡単に言うと、燃焼室で発生した熱によって、蒸発室で水蒸気を発生させ、ピストンを動かす。給水バルブは蒸発室へ送り込む水の量を調整するバルブだ。バルブの調整が間ま違ちがっていたため、燃焼室の一つが空だき状態になっていた。

「そんなハズはない！　ちゃんと部下に……」

「自分で確かく認にんしてないんじゃない！……早く温度下げてあげないと」

「待て！　勝手に触さわるな！」

「ウルサイっ」

　マナは、拳けん銃じゆうをホルスターに戻もどすと、エンジニアのポケットから、スパナを引き抜いた。

「まさか、給水するつもりか？　温度が一気に下がったら燃焼室が圧あつ壊かいするぞ！」

　そこで、エンジニアは気がついた。

「そうか、オウルマン法を試ためすつもりだな？　待つんだ！　私がやる！」

　エンジニアは温度計と手帳を取り出した。手帳を一生懸けん命めい繰くりながら、マナに向かって叫さけんだ。

「いい加減な注水量では確実に爆発するぞ！　今換かん算ざん表ひようを出すから！」
















　エンジニアは、手帳の中から、細かい数字の並んだ注水基準値の書かれた換算表を見つけようとしている。

　大きく息を吐はくと、マナはエンジニアを振ふり返り、一気に喋しやべった。

「ついた水すい滴てきが蒸発する前に弾はじかれてるから、燃焼室の温度は九〇〇度。エンジンの大きさから見て、最初の注水で一リットル。以降、一分ごとにバルブ一メモリずつ」

　エンジニアはあっけにとられたようすでマナを見つめていた。

「アンタが言ってたなんとか法で行くと、このペースで注水でしょ？」

　セイムの方をちらっと見た後で、エンジニアは頷うなずいた。

「私だって換算表など見ずとも……。今はど忘れしていただけで」

「ど忘れしてるウチに、このコたちは壊こわれるの……ちょっと黙だまってて」

　マナは、エンジニアの手を振り払はらうと、エンジンを見つめた。バルブも灼しやく熱ねつし、赤くなっている。マナはエプロンを外し、手に巻きつけた。そして、大きく息を吐くと、バルブにスパナを当てる。

「くぅ……ッ」

　熱気が手に伝わってくる。焦こげてしまいそうなほどだ。しかし、歯を食いしばって耐たえると、バルブを慎しん重ちようにゆるめる。

　蒸発室に水が入った。小さな爆ばく発はつ音おんに似た音を立てて、内部で水が蒸発していく。マナは熱さに顔をしかめながら、内部につけられたメーターを見て、注水量を合わせる。

　その作業は、数分間続いた──。先ほどまで剣けんを突つきつけていた兵士たちも、固かた唾ずを吞のんで作業を見守る。

　しばらくすると、灼熱していた燃焼室の温度も平常となった。

「これでよしっと」

　マナは立ち上がった。手がヒリヒリする。焦こげたエプロンを外してみると、小さな水ぶくれがいくつもできていた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　耳元で声がした。振り向くとすぐそこに、セイムと呼ばれた青年貴族の顔があった。彼は、マナの作業を間近で見守っていたらしい。

「え？　平気です……あの、さっきは失礼なこと言ってごめんなさい」

「いや、いいよ。キミのおかげで助かった……。キミは何者なんだい？」

　マナは一いつ瞬しゆん迷ったが、

「侵しん入にゆう屋やのトレスパスの者です。トレスパスです。トレスパスをヨロシク。それじゃ！」

　と、会社名だけ強調して、去ることにした。キールから、宣伝につとめるように言われているのだ。イイコトしたんだから、ちょっとぐらい宣伝したって、バチは当たらないだろう。
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　教会に戻もどったマナは、キールに掃そう除じ機きを利用してマッピングしたジョーガイル邸ていの見取り図を渡わたすと、一度自室に戻ってヤケドした右手の手当てをした。

　危なっかしい機械をたくさん作っている彼女にとって、これぐらいの傷は日常茶さ飯はん事じだった。応急処置ぐらいなら慣れたものである。

　手当てを終えて部屋から出ると、外にジャックスが立っていた。きりっと太い眉まゆを寄せ、彫ほりの深い端たん正せいな顔を心配そうに歪ゆがめている。

「手、どうしたんだよ？」

「うん、ちょっとヤケド」

「また、なんかムチャしたのか？」

　ジャックスはため息いき混じりに尋たずねる。

「『また』って……、あたしそんないつもムチャしているように見える？」

「見える」

「信用ないな～」

「それぐらい心配だってことだ」

　ジャックスはそう言うと、マナの髪かみをかき混ぜるように撫なでた。マナには兄弟がいないけれど、もしお兄さんがいたならきっとこんな感じだろうと、撫でられる度たびに思う。

「あんまりムチャすんなよ。……って言っても無む駄だだろうけど」

「わかってるじゃん」

「ムチャすんなら、俺おれの目の届くところでやってくれ。なんかあったら助けるから」

「ありがと」

　司令室に入ると、キールたちが待っていた。レイヴァも、壁かべに背をもたれさせ、目を閉じて立っている。

　部屋の中央に置かれた樫かし材ざいの机の、入り口に一番近い席についた。そこが彼女の定位置だ。作戦について話し合うときは、いつもここに座すわるのだ。

　この部屋は、普ふ段だんは社長が自室に使っている。壁かべ際ぎわにはベッドがあって、そこにガリオロが今も寝ねている。

　社長は、レイヴァ復活のショックからは回復したものの、今度は『そういう大事なコトを、ナンで相談してくれないんだよう。僕、すねちゃう』とふて寝しているのだ。

「ボクぅ？　いくちゅでちゅか？」とマナがツッコんだら、「五〇と……ふたちゅ!!」と、元気良く答えてくれた。とてもイイ子だ。

「遅おそかったわね。あんまりノロマだから、老いちゃうかと思った」

　キールの言葉に、マナは、

「え？　キールって、とっくにいい歳としでしょ？　社長と同おない年だっけ？」

「マナ……。後で折り入って話があるわ」

「ボディーランゲージならお断り」

「暴力は使わないわ。ちょっとした身み振ぶり手振りは混じるけど」

「おんなじでしょっ、それ！」

　二人の舌ぜつ戦せんをミンクが制す。

「真ま面じ目めにやってくださいましっ」

『すみません』

　マナとキールはハモるように謝あやまった。キールは気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、マナたちの調査の結果をまとめて説明する。

　ジョーガイル家の屋や敷しきは、部屋の数が三十幾いくつもある、広大なものだった。ベッドルームだけでも、十部屋もある。兵士の数は総勢五〇名の三交代制。臨時雇やといの傭よう兵へいなどではなく、全員がジョーガイル家専属の私兵で訓練も行き届いている。

　怪物ガルムの配備は、庭にギャムリィン（双そう頭とうの炎ほのおを吐はく犬型の怪物ガルム）が十数頭。

「これだけでも十分難なん攻こう不落なんだけど……、この屋敷にはもっと厄やつ介かいな特とく徴ちようがあるわ」

　そう言うと、キールはジョーガイル家とかわした契けい約やく書しよを見せてくれた。そこには、侵しん入にゆうを行う日時、方法、禁きん則そく事じ項こうなどが事細かに書かれている。その中の一文を見て、ジャックスが声をあげた。

「破は壊かい許きよ諾だくトピック？　珍めずらしいな」

　侵入作戦にはいくつかの『トピック』と呼ばれる付ふ帯たい状じよう況きようが付く場合がある。破壊許諾は『ちょっとだけなら建物が壊こわれてもＯＫ、やれるもんならやってみろ』という意味だ。

「でも、破壊許諾ってのも、頷うなずけるよ。これ見て」

　マナは見取り図の壁かべを指差した。数十センチの厚さがある。

　我わが意を得たりという表情で、キールは頷いた。

「この館やかたの一番の特徴はそれね。ガードがやたらと固いわ。トラップはないんだけど、そんなもの要いらないぐらい守備力があるの。しかも、窓も含ふくめて出入り口が正面玄げん関かん一箇か所しよしかない。はっきり言って要よう塞さいよ」

「ドアの強度は？」と、マナ。

「厚さ五〇センチの鋼鉄製よ。あなたの胸より少し厚いくらい」

「そっか、キールの面つらの皮より少し薄うすいくらいだね」

　マナは、視し認にんできないほどの速度で拳こぶしを飛ばし、キールの頰ほおをつねった。

　だがキールは、ザッという音と共にクロスカウンターぎみに腕うでを伸のばし、マナの頰をつねり返した。

「やるわね」

　マナが微笑ほほえむと、キールも笑った。

「お互たがいにね」

「真ま面じ目めにやってくださいましぃっ」

『すみません』

　またハモるようにミンクに謝あやまって、二人は頰をつねる手を離はなした。

「扉とびらは合い鍵かぎ作ったからいいけど……」

　ファンは頭に叩たたき込むために、真しん剣けんな目で見取り図を見つめていたが、ため息いき混じりに続けた。

「今回も難しそうだね……失敗したらどうしよ……」

　彼の耳を、キールが引っ張る。

「痛いぃ！」

「痛いじゃないっ！　トレスパスが誇ほこる頭脳である、このキールさんが、とびっきりの作戦を考えてあげたから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「キールのとびっきりの作戦……なんか不安なんだけど」と、マナは顔をしかめる。

「お黙だまりっ！　この館の構造を逆さか手てに取ったグッドな侵しん入にゆう作戦を聞けば、マナもひれ伏ふして、靴くつをなめたくなるわよ？」

「それはない。あり得ない」

　首を横に振ふるマナをナチュラルに無視し、キールは作戦の説明を始めた。自じ慢まんするだけあって、その作戦は、なかなかの名案と言えた。

　それぞれ持ち場を決めて、段取りを確かく認にんする。

「アンタにも今回参加してもらうからね」

　マナはレイヴァの肩かたを叩たたいた。彼は目を開け、マナを冷たい瞳ひとみで見下ろした。

　キールが一同を見回した。

「いい？　今回は絶対に成功させるわよ？　これ見て」

　見取り図を指さす。屋や敷しきの隣となりに、別べつ棟むねで大きな建物が新たに書き込まれていた。

「これは？」と、マナが聞くと、

「私が別のルートで調べたの。飛行器ウインギイの格納庫よ。この家には、今年で二〇はたちになるセイムさんって、ご子し息そくがいらっしゃって、個人参加の飛行器ウインギイレーサーなんだってさ」

　唇くちびるを尖とがらせながら、キールは答えた。ああもう、金持ちってイヤねぇとでも言いたそうな顔だ。

（ん？　セイム？　はて？　どっかで聞いたような……）

　マナは首をひねった。

　ちなみに、飛行器ウインギイレースとは、マナたちもよく使う飛行器具を用いた、レースのことだ。空中に浮うかべたブイを周回して競争をする。観客は、空中に浮かぶレース場・ファルラッサスタジアムのスタンドに詰つめかけ、誰だれが一着になるかに賭かけて、熱ねつ狂きようするのだ。

　マナは行ったことはないが、年に一回、チャンピオンシップレースが開かい催さいされるらしい。それはもうお祭りみたいなもので、市民総出の一大イベントだそうだ。

「チャンピオンシップって、来月開催されるんだよな？」

　ジャックスの言葉にミンクが「そうらしいですわね」と答えた。

　飛行器ウインギイレーサーは、優勝すれば巨きよ額がくの賞金が貰もらえる──しかしその飛行器ウインギイに掛かける金も半はん端ぱではない。

　マナ自身同じような機体を作るから良くわかるのだが、飛行器ウインギイ作製には高度な技術力が必要となる。航空力学と蒸気工学、両方の知識を持っていなくては、宙に浮かぶことすらできない。そんな飛行器ウインギイのレース用機体を作製するということは、そこに掛かる技術力、時間と労力＝金額は莫ばく大だいであろうことは容易に想像できる。しかも、最近では小型の蒸気演算機を積んで姿勢制せい御ぎよをさせるなど、とんでもないハイテクも使われてるらしい。開発費は増加する一方だった。

　レーサーは、複数の企き業ぎようにスポンサーをしてもらったり、富ふ豪ごうにパトロンになってもらったりしてレースに参加するのが基本のようだ。つまり、個人の家のご子し息そくが、単独で飛行器ウインギイレーサーとして出場するというのは、お金がうなっている証しよう拠こなのである。

「侵しん入にゆう作戦に成功すれば、たんまりとお金が貰もらえるわっ。絶対に勝つわよ！　もし誰かしくじったら……凄すごい目にあわすから」

　キールの言葉を聞き、ミンクがこわごわと尋たずねる。

「なにをする……つもりですの？」

「私わたしにもわかんない」

　キールは真顔で首を横に振ふった。

「わ、わからないから……余計怖こわいな」

　ジャックスが、額の汗あせを拭ぬぐった。

　と、そこでマナは、『セイム』という名前を思い出した。先刻、飛行器ウインギイ絡がらみで一ひと悶もん着ちやくあったおぼっちゃんだ。

（マズイ……。トレスパスの名前、出しちゃった……）

　マナの背中を冷や汗が伝う。飛行器ウインギイに随ずい伴はんしていた衛兵などに、侵入屋が内部に探さぐりを入れたことがバレてしまったら防ぼう御ぎよ体制の変へん更こうが行われてしまうかもしれない。

「あの……キール？」

　そのことをキールに言おうと思ったが、

「気張っていきましょっ！　マナっ!!」

　気合いが入りまくっているキールを見て、何も言えなくなった。

（まぁ……なんとかなるよね……）

　マナは、そう自分に言い聞かせた。




　　　　◇◇◇




　翌日──ジョーガイル家侵入作戦、作戦名『白い要塞ホワイトフオートレス侵入作戦』が開始された。

「今日だろ？　トレスパスとかっていう、賊ぞくが侵入するの」

（賊じゃなーい！）

　マナは物もの陰かげに隠かくれながらツッコミたいのをぐっと堪こらえた。富ふ豪ごうの家らしく、お揃そろいの甲かつ冑ちゆうを装備した見回りの兵士が二人、お喋しやべりをしながら門の外の道路を巡じゆん回かい警けい備びしている。

　まだ朝早い。冷たく澄すんだ空気が漂ただよっている。彼らには、「こんな時間には襲おそってこないだろう」というような余よ裕ゆうが感じられた。

　隣となりに隠れているファンが、小さく震ふるえながら口を開いた。

「そそそそ、そろそろ始めなくちゃ……ダメだよね。やっぱり」

　気弱な彼は作戦が始まる前は、いつもこんな感じだ。

「気合い入れて、頑張ろうっ」

　マナは微笑ほほえみかけながら、蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬいた。ダイヤルを鉄縄弾に合わせた。

　今、彼女が持っている蒸気拳銃スチームシヨツト『ヘルムート３５０改』は、有名なネクロミスの銃じゆう器きメーカー・ヘルムート社の銃を原形をとどめないほど改造したものだ。

　蒸気拳銃スチームシヨツトは、蒸気の圧力で弾だん丸がんを飛ばす武器だ。これを大きくすると蒸気砲スチームキヤノンという兵器となる。小型のボイラーは効率が悪く、扱あつかいが難しいため、あまり普ふ及きゆうしていなかったが、マナはこの武器を好んで使用していた。

『ヘルムート３５０改』は銃じゆう把はを握にぎった際、拳こぶしの上に大きな発射室が覆おおい被かぶさるように配置されているため、鋼鉄のグローブから銃身が伸のびているような形になっている。

　マナは改造を施ほどこし、ダイヤルを合わせることで、弾丸の種類が変えられるようにしていた。装弾数は少ないが、ネットやワイヤー、煙えん幕まく弾だんも撃うつことができる。

　兵士たちは笑いながら、マナたちに近づいてきた。

　マナは彼らの足元に狙ねらいを定め、引き金を引く。

「うわっ！」

　彼らの足に鉄のワイヤーが絡からみついた。マナは、力いっぱいワイヤーを引っ張る。たまらず兵士たちは転てん倒とうした。

「ごめんなさいっ！」

　物陰を飛び出したファンが、兵士たちを棍こん棒ぼうで殴なぐって昏こん倒とうさせる。悲鳴をあげ、二人は気を失った。

　マナはファンと一いつ緒しよに、ワイヤーごとそいつらを物陰に引きずり込み、鎧よろいを剝はぎ取った。

　狙いは、兵士の装備──軽歩兵用の甲かつ冑ちゆうだ。大急ぎで、マナとファンは甲冑を着ける。制服の上から装着するので、ブルーの襟えりが鎧の首回りから出てしまわないか気をつけた。

「ぷぷっ！　ファンってヨロイ似合わないね」

「……マナは似合いすぎだよ」

　ファンは、ぼそっと言った。

「どういう意味？　命懸けで説明してみてくれない？」

　マナは満面の笑えみを浮うかべて、ファンを見つめた。彼は冷や汗あせを流しながら答えた。

「遠えん慮りよしておきます」

（さて。コッチは準備完かん了りよう。次はジャックスたちの番だ）




　　　　◇◇◇




　にわかに屋や敷しきの中が騒さわがしくなった。

「敵てき襲しゆうっ！」

「庭園の北東付近に賊ぞくを確かく認にん！　敵は総勢五〇余名っ！」

「数多くの怪物ガルムも侵しん入にゆうしたようです！」

「総員迎げい撃げきに向かえっ！」

「ギャムリィン隊を早く！」

　報告の声と命令、そして怒ど声せいが、ジョーガイル家の敷しき地ち内に響ひびき渡わたった。

　ジャックスは、『荒あらくれ者ども』の先頭に立ちながら、駆かけつけてくる衛兵を睨にらみ付けた。朝日を受けて輝かがやく彼らの装備は、遠目に見ても立派で、金が掛かかっていた。

「さて、いつまで持つかな？」

　ジャックスは、ヒュンと剣けんを身体からだの前で回した。彼の後ろには、五〇人ほどの武装した傭よう兵へいたちが立っている──ように見える。

　だが実際は、それは映像だった。見た目は本物のようだが、手をかざせば素す通どおりする、単なる立体映像だ。マナが作った蒸気映写機を使って投とう影えいしているだけである。

　この集団の中で実体があるのはジャックスとキールのみ。

　これがキールの立てた作戦の第一段階である。今回は派手な陽動を使って、敵の大半をジャックスたちに引き寄せようとしているのだ。

「ったく！　なんで私わたしが囮おとり役なんかやんなくちゃイケナイのよっ！　頭脳労働専門なのにッ」

　細い眉まゆを吊つり上がらせて怒いかりに震ふるえているキールを見て、ジャックスが肩かたを竦すくめた。

「あのな……自分で立てた作戦だろ？」

「でも、ムカツクじゃない！　マナのヤツが侵しん入にゆう本隊で、この私が陽動隊だなんてっ！　私、ネクロミスじゃやんごとなき血筋の……」

「まあまあ、キールの魅み力りよくがないと、敵を誘さそい出すのは難しいんだよ」

　ジャックスは、今にも暴れ出しそうなキールをなだめる。彼女はその言葉を聞くと、途と端たんに気分が良くなったのか、

「そりゃあそうよね！　さあっ！　掛かってらっしゃい！」

　鞭むちを取り出すと、楽しそうに振ふるった。

　ジャックスは大きく頷うなずきながら、

「その単純さは大きな魅力だと、俺おれは思うぞ」

「どういう意味かしら？　命懸けで説明してみてくれない？」

　キールは満面の笑えみをジャックスに向ける。

「遠えん慮りよしておきます」

「……映像だってバレちゃいけないんですからね。頑がん張ばるのよ」

　ジャックスは、剣を握にぎり直す。

「言わずもがなだぜ」

　一番乗りの兵士が、ロングソードで『映像の傭よう兵へい』に斬きりかかってきた。ジャックスは横からロングソードを撥はね上げると、すかさずその兵士をみねうちで斬り伏ふせる。

　すぐさま次の衛兵が飛び込んできた。ジャックスは、そいつの足を払はらい、よろけたところを柄つか頭がしらで一いち撃げき。

　キールは鞭をロングレンジで振り回し、兵士たちを近寄らせないようにしていた。鞭は生き物のように芝しば生ふの上を滑すべり、鎧よろいの隙すき間まを打ち据すえた。

　その攻こう撃げきを搔かい潜くぐり、数人の兵士がロングソードを突つき出してくる。だが、刃は先さきがキールの皮ひ膚ふに達する直前、ジャックスは全すべて払い落とした。

　ジャックスとキールは背中合わせに立った。

「こいつは結構手て応ごたえあるな」

「私はこういうの好きよ。ヒロイックファンタジィみたいで」

　キールは真ま面じ目めな顔で、兵士を睨にらみつけている。

「同感だぜ。これぞ漢おとこの戦いだ」

　息を吐はき呼吸を整えると、ジャックスは彼らに突っ込んだ。

　ほぼ同時に、上空から赤い影かげが一いつ斉せいに舞まい降りてくる。赤い鳥型の怪物ガルムカリオネラだ。翼つばさを広げた長さは二メートルはあるだろう。それが、まるで深しん紅くの雲が降りてきたかのような大部隊で急降下してきた。

　兵士たちは恐おそれおののいて、大地に伏せる。兵士の中の一人が兜かぶとを持ち去られ、ある者は剣けんを奪うばわれた。兵士たちの悲痛な叫さけびが裏庭に響ひびき渡わたった。

　だが、実際には怪け我がを負った兵士は一人もいない。カリオネラはピカピカ光るものが大好きなので、金属製品を奪っていく習性がある。しかし、物理的な攻撃は一いつ切さいしないのだ。

　そして、この怪物ガルムにはもう一つ特とく殊しゆな能力があった。

　それは分身能力だ。空を赤く覆おおうほど大量の怪物ガルムがいるように見えるが、実際には数羽わしかいない。だが、足止めには有効である。

　カリオネラを操あやつるエンハンサー──ミンクは蒸気映写機の操作も担当しながら、二人を心配そうな面おも持もちで見つめている。

「急いでくださいまし……マナ」

　ミンクは、祈いのるように呟つぶやいた。




　　　　◇◇◇




　鎧よろいを着けたマナとファンは玄げん関かん扉とびらの前にいた。鉄製のドアはマナの身長の倍はある巨きよ大だいなものだ。

　屋や敷しきの外がい壁へきは、よくある白い石せつ灰かい岩がん張り。その壁面や屋根の上には、さらにありがちな赤翼の天使フアルラツサ像や怪物ガルムの彫ちよう像ぞうが置かれていた。

　彼らの後ろをギャムリィンを連れた兵士たちが駆かけ抜ぬけていく。二つの頭でそれぞれ、グルルル……と唸うなっているギャムリィンは、その口から小さな炎ほのおを吐はき出しており、見るからに獰どう猛もうそうだ。

　兵士はマナたちに気づかず通り過ぎていってくれた。衛兵の正規の鎧を着けてるおかげだ。

「ふう、ひやひやモンね……」と、マナ。

　ファンは辺りに気を配りながら、扉に合い鍵かぎを差し込んだ。しかし──、

「あれ？　開かない……」

「ウソ？　どうして？」

「鍵が付け替かえられてる」

　そこでマナは、セイムたちの前でトレスパスの名前を出してしまったことを、ファンに打ち明けた。

「なんで黙だまってたのぉ？　もぉ、そういう危ないことはちゃんと言ってよね」

「ごめん。キール見てたら言えなくなっちゃって……」

「まぁねぇ、キールにそんなこと言ったら、スゴイことになるだろうけど……」

　言いながら、ファンは鍵開け用の道具を取り出した。自力で鍵を開けるつもりなのだ。扉の前にしゃがみ込むと、鍵穴を調べる。

「うわぁ！　パズルロックだ」

「なにそれ？　開かないの!?」

「そうじゃないよ。ただ面めん倒どうなんだ。シリンダーピンが複雑に並んでて正規の鍵を使っても開けるのに時間が掛かかるんだよ」

　ファンが鍵穴にピックを差し込み慎しん重ちように中を引っ搔かき始めたとき──

「貴様ら！　そこで何をしている！」

　後ろから声を掛けられた。ゆっくりと振ふり向く。明らかに古参とわかる、顔に深い皺しわの刻まれた兵士がマナを睨にらみつけていた。

　屋敷の裏手から怒ど声せいが響ひびいてくる。キールたち陽動部隊はもう戦せん闘とうを始めている。

　マナは小さく舌打した。手のひらに汗あせが滲にじんだ。




　　　　◇◇◇




　兵士たちがざわめき始めた。

　実際に戦っているのは前にいる二人だけで、後ろにいる傭よう兵へいたちは、声をあげたり武器を振り上げたりするものの、まるで攻こう撃げきをしてこないのだ。

　ギャムリィンの火か炎えん放射を遠くから浴びせかけても、傭兵たちは動じることなく、「うおぉー！　突とつ撃げきだぁ！　いてこませぇ！」と叫さけび続けている。

　そのとき、傭兵たちの姿が、突然ブレた。彼らの身体からだが歪ゆがみ、ねじれている。叫び声も「うをー！　激突だぁ！　いててててぇ！」と、心なしか……いや、ゼンゼン違ちがう。

　奥おくの植え込みから「きゃあ、コレどうしたんですの？　壊こわれないでくださいませっ！　だめだめっ！」という焦あせったような少女の悲鳴が聞こえてきた。

　ボムっ！

　小さな爆ばく発はつ音おんとともに、男たちの姿は消えた。

　ジャックスは、手の甲こうについた傷をペロリと舐なめた。

「ここらが限界だな」

「マナったら、ポンコツしか作りゃしないんだから」

　キールは、怒おこったように顔をしかめた。

「こいつは罠わなだっ！」

「屋や敷しきの入り口へ急げっ！」

　衛兵のリーダーが、すかさず命令を出した。

　十数名の兵士が即そく座ざに駆かけ出した。ギャムリィン隊は、そのほとんどが入り口へ向かう。

「マナ……頑がん張ばってくれよ」

　ジャックスは、心配そうな顔で言った。

「大だい丈じよう夫ぶでしょ。レイヴァもいるし。バングルがあれば従ってくれるわ」

　キールが楽観的に言ったが、ジャックスは首を横に振ふった。

「……俺おれは、まだ奴やつが信用できない。弱みを握にぎってるとは言え、いざというとき、裏切るかもしれない。俺はそれが心配なんだ」

「……マナを傷つけられたら、ガマンできない？」

「それは、どういう意味だよ？」

　ジャックスは憮ぶ然ぜんとした表情だ。

「別に」

　キールは、にんまりと笑った。ジャックスは照れたように顔を背そむける。

「あのナマイキ娘むすめのどこが良いんだか」

「うるさい」

　ジャックスは、目を怒いからせてキールを見る。

「ヤツらも逃にがすなぁっ！」

　リーダーは、ジャックスの方へ剣けんを突つき出しながら叫んだ。

　相手がたったの二人とわかった今、攻こう撃げきをためらわせるものは、ほとんどなかった。カリオネラも、金属類を奪うばってはいくが、危害を加えてくるようすはないのだ。

「ともかく今は、こいつらを少しでも引きつけとくしかないわ」

　キールはジャックスの肩かたを叩たたいた。

「……確かにな」

　二人は、武器を構えた。




　　　　◇◇◇




「ええ～。あたしはお館やかた様さまの命を受け、この扉とびらの護衛を頼たのまれているのであります！」

　敬礼をしながら、マナは何とか誤ご魔ま化かそうとまくしたてた。

　だが老兵は、眉まゆを顰ひそめて訝いぶかしげにマナを見る。

「怪あやしいな。確かにジョーガイル家の兵士らしい勇ゆう猛もう果か敢かんな顔つきではあるが、お前のようなヤツは見たことがない」

（誰だれが勇猛果敢な顔だぁ！）

　マナは、老兵の兜かぶとに棍こん棒ぼうでフルスイングした。兵士はふにゃ、という声をあげて倒たおれた。

「ねえ、まだ開かないの？」

　痺しびれた手を振ふりながら、マナは尋たずねる。

「もう少し！」

　ファンは鍵かぎ穴あなにピックを突っ込み、意識を集中させている。鎧よろいはすでに外はずしていた。重くて気が散るらしいのだ。

　そのとき、凄すさまじい勢いでギャムリィンが突進してくるのが見えた。その後ろを、兵士が一〇人くらい、芝しば生ふを踏ふみつけて走ってくる。

　マナも甲かつ冑ちゆうのアタッチメントを外し、地面に脱ぬぎ捨てた。彼女はショルダーポーチから、直径八センチくらいの筒つつを取り出した。先せん端たんを引っ張ると、八〇センチほどの長さになる。

　これは空気砲エアバズーカというマナお手製の兵器である。空気の塊かたまりを瞬しゆん間かん的てきに放出することで、人体に損傷を与あたえずに敵を足止めすることができるのだ。

「もう、やるっきゃないか──レイヴァっ！」

　レイヴァはマナの横に降り立った。

「お願い、殺さないように攻こう撃げきして！」

　マナが頼たのむと、レイヴァは舌打ちした。

「それは命令か？」

「命令じゃない！　お願いだよ！　こんなときに何言ってンの!?」

　彼は肩かたをすくめただけで、協力するようすは見せなかった。

　八頭のギャムリィン──頭の数は一六だが──は、マナたちを取り囲み、一いつ斉せいに口を開いた。赤い舌の奥おくに、オレンジ色の炎ほのおが渦うず巻まいている。

「追いつめたぞっ！　んっ!?　お前は！」

　ギャムリィンを連れた兵士が叫さけんだ。手の甲こうにエンハンサーであることを示す、マルセル文字がある。彼は、見覚えのある青いフェイスガードをつけていた。

「え？　あんた！」

　そいつは、昨日マナが跳とび蹴げりを入れて、手足が面おも白しろい方向に曲がってしまった兵士だった。見ると鎧の隙すき間まから、包帯が巻いてあるのが見える。

「くっくっく。ここで会ったが百年目だ！」

　悪役じみたセリフを吐はいて、フェイスガードの男は叫んだ。

「百年も経たったんなら、忘れてくれてもイイじゃない」

　マナの言葉を無視し、兵士はギャムリィンに命じる。

「あの跳び蹴りの怨うらみ、晴らさせてもらうぞ！　死ねぃ！」

「まだ死ぬわけにはいかないっつーの！」

　片かた膝ひざをつき、マナは空気砲エアバズーカを構えた。

　ギャムリィンの口から、炎が放射される。

「ドア、開いたよっ！」

　ファンが叫んだ。扉とびらがゆっくりと開く。

　オレンジ色の炎の壁かべがマナたちの目の前に迫せまった。

「くらえっ！」

　マナは空気砲エアバズーカのスイッチを入れた。砲ほう口こうから空気の塊かたまりが発射される。一いつ瞬しゆん、火か炎えんが押おし戻もどされた。兵士たちが、逆流する炎にたじろいだ。

　その隙をついて、マナはレイヴァの手を引っ張り、屋や敷しきの中へ転がり込んだ。ファンは全体重を掛かけて、大急ぎで扉を閉める。マナも扉に体当たりをするようにして手伝った。

　ゴウンという重い音を立て、扉が閉まる。

　直後、ファンは的確な動作で大きな錠じよう前まえを扉に取り付けた。

　これがキールが提案した作戦だ。

　侵しん入にゆうが困難な建物は、敵にとっても入るのが難しいということだ。これを逆さか手てにとって、敵を外におびき出し、中から鍵かぎを掛けたのである。

「開けろぉっ！」

　ドアが外から叩たたかれているようだが、分厚過ぎる扉はその音さえも遮さえぎり、小さな足音のようにしか聞こえなかった。

　マナはカーペットの上にしゃがみ込み、息をついた。ブーツには、焦こげ跡あとがついている。きな臭くさい臭においが立ち込めていた。

「ファン。怪け我がは？」

「しししし、死ぬかと思ったけど、奇き跡せき的てきに大だい丈じよう夫ぶだよぉ……」

　肩かたで息をしながら、ファンは辺りを見回していた。

　そこはエントランスホールだ。先日、メイドとして潜もぐり込んだときはパーティ用の華はなやかな装そう飾しよくがなされていたが、今はごく普ふ通つうの邸てい宅たくの様相を呈ていしている。

　しかし、一つだけ異様なのは、窓がまるでない点だ。部屋の中は複数の明かり取り用の怪物ガルム・アリパネラによって、明るく照らされていた。

　──ヴォン──

　耳慣れない音がした。

　見ると、レイヴァの左手が光っていた。空中に浮ういた彼は、光る手を翳かざし、鋭するどい目つきでマナを睨にらみつけていた。その視線に弾はじかれるように、マナは立ち上がった。

「おい、お前……その錠じよう前まえが壊こわれたら、さぞ困ろうな……？」

「なに言ってんの？　当たり前でしょ」

　マナはレイヴァの真意がわからず、立ちつくしていた。

「なにを……するつもり……？」

「知りたいか……」

　レイヴァは抑よく揚ようの無い冷たい口調で続けた。

「あの兵士どもの味方をするつもりはないが……その錠前を破は壊かいする」

「やめてよ！　そんなことしたら……っ！」

　ファンが悲痛ともとれる声をあげた。それを聞き、吸きゆう血けつ鬼きは嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがめて嗤わらう。

「あの犬に似たバケモノが、飛び込んで来ような……くっくっく」

「やめて！」

　レイヴァの笑い声を、マナは鋭く制した。

「今は侵しん入にゆう作戦の最中なの！　わかってるでしょ!?　協力してよ！」

「私は……人間などに与くみするつもりは……ないっ！」

　光る左手を──入り口の扉とびらの方へ伸のばす。

　レイヴァは左手から『力』を放った。衝しよう撃げき波はの波が空気を伝わる！

　その攻こう撃げきにより、錠前が吹ふっ飛んだ。扉とびらがゆっくりと開いていく。

「どうして、こんなこと……」

　マナの胸に、その疑問が浮かんだが、それを思い悩なやんでいる時間はなさそうだ。

　薄うすく開いた扉の隙すき間まから、ギャムリィンの黒く濡ぬれた鼻先が見えた。二つの頭が先に中に入りたがってせめぎ合いをしている。

　マナはエントランスホールの奥おくへ視線を走らせた。

（屋や敷しきの奥へ逃にげる？　ダメだ。鍵かぎがかかってたらアウト）

　大きく息を吐はいた。危険だが、もう一度外に出るしかなかった。広い方へ逃げないと炎ほのおを避よけられない。

「やっぱり……吸血鬼は、仲間になんかなってくれないんだよぉ……だからボクは……」

　泣きそうな声で喋しやべり続けるファンの手を、マナは強く握にぎった。

「ファン、外へ逃げるよ！」

「ど、どうやって!?」

　ファンの問いには答えず、マナは扉に向かって空気砲エアバズーカを構えた。ギギギィ……と音を立てて鉄のドアが開いていく。

　ギャムリィンが飛びかかってくる瞬しゆん間かん、マナはスイッチを押おした──！

　空気の塊かたまりがギャムリィンの鼻っ面つらにヒットする。敵の足がほんの一時止まった。

　マナは蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬいて、鉄網弾ネツトバレツトを撃うった。軽い衝撃と共に、目の細かい鉄の網あみが彼らを覆おおう。

　間かん髪はつ入いれず、マナはファンの手を引いて──ネットの上を走った！

　ギャムリィンの頭を踏ふんづけ、続けざまに兵士にキックする。

「ぐわぁ！」

　マナのブーツの下で若い兵士が叫さけんだ。

「ごめんねっ！」

　マナは謝あやまりながら蒸気拳銃スチームシヨツトを上に構え、ワイヤーバレットを発射した。狙ねらいは屋根から突つき出た赤翼の天使フアルラツサ像の翼つばさ！　真まっ直すぐに飛んだワイヤーは、赤翼の天使フアルラツサの翼に絡からまる。

「ＯＫ!!」

　マナはファンの腰こしに手を回し、彼を抱かかえて思い切りジャンプした。

　衛兵は、口をあんぐり開けてマナたちを見ている。しかし、ギャムリィンは違ちがった。呆ぼう然ぜんとしているご主人様を尻しり目めに、マナたちにファイアブレスを飛ばしてきた。

（空中じゃ逃げ場がない！）

　マナはファンを人気のない方へ突き飛ばした。「きゃあっ」と、小さな悲鳴をあげ、彼は着地、というか地面に激げき突とつ。マナは、壁かべを蹴けって反動をつけ、ファイアブレスを躱かわそうとした。ところが、衝しよう撃げきで、赤翼の天使フアルラツサ像の羽根がもげてしまった。

　マナは炎ほのおは躱したものの、ギャムリィンの群の中に落ちてしまう。

　グルルルルルルル…………。

　エサあげてるの？　と疑いたくなるほど、周まわりを取り囲む八尾びのギャムリィンの三二個の目は、飢うえたように貪どん欲よくに光っている。

　マナは、深いため息をつき「降参」と手を上げた。

　だが、エンハンサーの男は、ニヤリと笑うと叫んだ。

「焼き殺せっ！」

「え、ちょっと待ってよ！」

「問答無用！」

「問答じゃないよ！　言葉わかる？　耳じ鼻び科か行く？」

「ファイアっ！」

　ギャムリィンの口からオレンジ色の炎が吐はき出された。全方位からのファイアブレス。

「きゃあああーっ！」

　マナは身体からだの前で、腕うでをクロスした。

　熱い──と一いつ瞬しゆんだけ感じた直後、マナの身体が浮うき上がり、炎を避よけていた。マナの身体は誰だれかに横よこ抱だきにされ、持ち上げられたのだ。

「え？　何？」

　眼下では、マナのいた場所を、炎が占せん領りようしていた。下から熱い上じよう昇しよう気き流りゆうが昇のぼってくる。彼女の身体はそれを受けたように、一気に上昇した。

　広い胸に抱かれたマナは、首を巡らし上を見た。誰が助けてくれたのか知りたかった。しかし、太陽が眩まぶしくて、顔はよく見えなかった。手が金属ではないので、少なくともレイヴァではない。

「お前たち！　レディー相手になんてことしてるんだ！」

　マナを助けてくれた人は、よく通る声でそう言った。

（レディー……その単語、あたしに向けられたコトあったか？　いやない）

「しかし、セイム様……お館やかた様さまより、全力で当たれと……」

　セイムという名前に、聞き覚えがあった。ジョーガイル家の子し息そくだ。

「だからと言って、女性に刃やいばを向けて良いというものではない！」

　兵士たちはへへぇっと畏かしこまった。マナを助けあげてくれた男性──セイムは、飛行器ウインギイをゆっくりと羽ばたかせて地面に降り立った。

　マナは抱き上げられたまま顔を上げる。

「ケガはないかい？」

　彼はマナに顔を寄せ、優やさしく聞いてきた。

「は、ハイ。大だい丈じよう夫ぶです」

「……ん？　キミは……」

「マナっていいます。あ……あの……この間はどうも」

　マナはセイムの腕の中で、間の抜ぬけた返事をした。顔がちょうど彼の胸の辺りにあるため、セイムの鼓こ動どうが聞こえてくる。なんだか、マナの方がドキドキしてしまった。

「そうか、良かった。キミは僕の命の恩人だからね。ケガをさせては申し訳ない」

「そんなこと……ないです」

　なぜだろう、口の中が乾かわいているみたいだった。舌がもつれる。

　セイムはそっと、まるで壊こわれ物を扱あつかうように、マナを地面に降ろしてくれた。

「うちのものが手て荒あらなマネをして済まなかった。後でよく言い聞かせておくから」

　セイムは、白い歯を見せて微笑ほほえんだ。

　マナは強い動どう悸きと、立ち眩くらみに似た感覚を覚えた。どこか怪け我がをしたのかと一いつ瞬しゆん思ったが、どうやらそうではないらしい。

「あの、た、助かりました」

（なんで声がうわずってるんだろう……？）

　セイムは、「どうしたの？」とマナの顔を覗のぞき込んできた。顔が近づく。

「どこかケガでもしたの？」という彼の声が、マナにはどこか遠く聞こえた。真まっ直すぐに彼の顔を見ることができない。先日彼に会ったときは、こんなことはなかったのに。一いつ体たいどうしたというのだろう？

　マナは、首を横に振ふるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「そうか、気をつけるんだよ」

　セイムは、飛行器ウインギイを羽ばたかせると、館やかたに隣りん接せつする格納庫の方へ飛んでいった。

「あ……」

　その後ろ姿を、マナは数歩追ってしまう。

　ワケがわからなかった。作戦に失敗し『負け』が決定してしまったのに、いつものような悔くやしさがなかった。

　きっと、疲つかれてるんだろう。マナは、自分にそう言い聞かせた。







　chapter4　信じる心→やがて通じる？







　レイヴァは、自室としてあてがわれた教会の屋や根ね裏うら部屋にいた。窓まど辺べに腰こし掛かけ、本を読んでいる。ページをめくる音と、彼の身体からだを巡めぐっている微かすかな蒸気の音だけが、部屋に満ちていた。

　彼が読んでいるのは、蒸気機械に関する書物だ。この時代にある機械技術や怪物ガルムなどに、彼は興味があった。それを知ったマナが、簡単そうな本を見み繕つくろって渡わたしてくれたのである。

　レイヴァはいらないと断ったのだが、彼女は「遠えん慮りよしないで！」などと言って、無理矢理部屋に本を置いていった。

　読む気などなかった。だが、血の渇かわきに耐たえ切れず眠ねむれぬ夜、ふとページをめくって以来やみつきとなった。彼にとって、そこに書かれている事こと柄がらは全すべて新しん鮮せんで斬ざん新しんな『未来』そのものであったからだ。

　だが、今夜は活字が頭に入ってこなかった。耳に届く声が、意識の集中を阻そ害がいしている。

「裏切る怪物ガルムなんて、使えないわ……」

「危険が大きすぎる。なにかあってからじゃ遅おそいんだぜ？」

「怖こわいよ。血を吸われたら死んじゃうんだよ？」

　教会の階下から、人間たちの声が聞こえてくる。抑おさえたトーンであったが、鋭えい敏びんな吸血鬼の聴ちよう覚かくをもってすれば、怒ど鳴なり合っているのも同じだった。

　本来なら人間ごときが何を言おうと、彼の意に介かいすところではない。しかし、彼らの会話の内容に感じた軽い既き視し感かんが、レイヴァの心に棘とげのように引っ掛かかった。同様の議論を、過去に聞いたことがある。

　そう、あれは吸血鬼になった直後のことだ──。

「陛へい下かを弑しいするというのか？　悪あく魔まと盟めい約やくしてまで隣りん国ごくを滅ほろぼし、我わが国を救ってくれたのだぞ？」

「だが、それは即すなわち……我が国をも滅ぼす力を陛下がお持ちだということだ……」

「あの冷たい目の色……鋭するどい牙きば……私は怖くて仕方がない……」

「臣しん民みんも、陛下への恐きよう怖ふを口にしている。暴動が起こってもおかしくはない」

「陛下の力はあまりにも強大だ。危険が大きすぎる……」

「殺すのか」

「殺すのか」

「殺そう……全すべては国のために」

　パタン──レイヴァは音をたてて、本を閉じた。それと一いつ緒しよに、くだらない回想もやめる。全てはあのときと同じだ。やはり、人間は愚おろかな生物なのだ。

　再さい封ふう印いん論ろんが出ることがわかっていて、レイヴァは侵しん入にゆう作戦の途と中ちゆうで離り反はんした。人間に使われるという忌いま々いましい状じよう況きようから脱だつするために。

　レイヴァは本を床ゆかに投げ捨てた。

　そのときだ。

「あたしは、レイヴァのこと仲間だと思ってるから！」

　マナの声がした。レイヴァを封印しようとする仲間を、必死に説得しようとしている。

　レイヴァは目を閉じた。あの少女のことが、わからなかった。生意気に軽口を叩たたき、ことあるごとに突つっかかってくる。

　しかし、マナはレイヴァのことを恐おそれていた。脈みやく拍はく、呼吸、発はつ汗かん、その他多くの要因から、吸きゆう血けつ鬼きという存在に恐れを抱いだいていることがわかる。

　それなのにマナは、懸けん命めいにそれを隠かくして、仲間として扱あつかおうとするのだ。

　恐れ戦おののくもの。力を利用しようとするもの。敵てき愾がい心しんを抱いだくもの。レイヴァが吸血鬼と化してから出会った人間の誰だれとも違ちがう。

　レイヴァは目を開いた。力を使って、床に投げ捨てた本──『よい子の蒸気工作』──を宙に浮うかべた。黄ばんだ表紙には、マナの文字で『オススメっ！』と書かれている。

　小さく舌打ちをして、レイヴァは本を棚たなへと飛ばした。

　吸血鬼をこれほどまでに信じようとしたものは、かつて一人も──いや、一人しか存在しなかった。
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　マナはレイヴァの部屋を訪おとずれた。そっと扉とびらを開けると、吸血鬼は窓まど辺べに腰こし掛かけ、満月を見上げながら、赤ワインのトマトジュース割りを飲んでいた。

　月光が彼の銀ぎん髪ぱつを照らし、美しく輝かがやかせている。

　レイヴァの部屋は殺風景だ。ベッドと、マナが持ち込んだスチールの本棚。それに小さなテーブルが一つだけ。テーブルの上には、ピカピカ光る機械の部品が宝物のように置かれている。街に出で掛かけたとき、もぎ取ってしまったものだ。蒸気機械いじりのプロから言わせてもらえば、レイヴァが外してしまったパーツ──飛行器ウインギイの羽根のちょうつがいとか、エンジンのバルブとか──は、どれもその機械にとって致ち命めい傷しようとなるものばかりだ。狙ねらってやっているとしたら、なかなかの眼力と言える。

　レイヴァはマナに気づいていないようだった。何か考え事をしているようだ。

　ふいに、彼は呟つぶやいた。

「アリシア……」

「それ、誰だれなの？」

　マナの声に驚おどろいたようすもなく、レイヴァはゆっくりと振ふり返った。彼はマナの問いには答えず、

「それで、どうなったんだ？　私の処分は」

「とりあえず、保留だよ」

　一いつ緒しよに侵しん入にゆう作さく戦せんを行えば、心を開いてくれるかもしれない──そう思っていたマナにとって、レイヴァの裏切りはショックだった。だが、それを悟られないように、できるだけ明るい口調を心がけた。

「ここまで、怒ど声せいが聞こえてきたぞ」

　マナは彼の隣となりに立った。窓からは教会の前の草原が一望できる。風の動きに合わせて背の高い草が揺ゆれ、美しい風ふう紋もんを作り出していた。

　この窓はマナのお気に入りの場所だ。草原で遊んでいた風が、ベランダにたどり着いた。冷たい風が吹ふき抜ぬけて、マナの髪かみがふわりと搔かき上げられる。火ほ照てった身体からだから、熱が逃にげていく──心ここ地ち良よかった。

「『私は仲間だと思ってる』──そう、聞こえてきた」

「うん。そう思ってるから」

「私は──」

　レイヴァはマナを、冷たい目で睨にらんだ。

「仲間になど、なるつもりはない。これからも裏切り続けるだろう。……だから、私のことで仲なか違たがいするな」

「心配してくれてるの？　へぇ～優やさしいんだ」

「違ちがう。忠告だ。無む駄だなことに労力を使うな」

「なんだ。喜んでソンした。そうやって、乙おと女めの心をもてあそぶのねッ」

　マナはおどけて、傷ついたフリをした。

「乙女？　誰がだ？」

「あたしよ。あーたーしー。あのね、ギャグでもそういうこと言わないでくれる？」

　マナはいつも通り、思い切りツッコもうとしたが、その手を降ろした。

「どうした？」

「ん。今日はさ、おかしなことになっちゃったけど……レイヴァと初めてミッションに出た記念日でしょ？　だから、手て荒あらなことはやめる」

「ほう……。そうした情じよう緒ちよ的てきな判断のできる人間だとは思わなかった」

「るさい。そういうこと言うヤツには、プレゼントをあげようと思ったけど、あげない」

「いらない」

「欲ほしがんなさいよっ！」

　マナはそう言って、背中に隠かくしていたものを取り出す。それは小さな花束だった。だが、花は咲さいておらず小指の先ほどの白いつぼみが六つ揺ゆれていた。

「初めて一いつ緒しよにミッションに出た記念。この部屋に飾かざりなよ」

　笑ってレイヴァに花束を差し出す。しかし、レイヴァはそれを受け取らなかった。

「私は花に触ふれることができない。触れれば枯からしてしまうからな」

「わかってるよ。でも、大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言って、マナはレイヴァの生身の方である左手を取り、花束を握にぎらせた。

　吸きゆう血けつ鬼きに触れられても、枯れることはなかった。その花は鋼鉄によって作られているのだ。磨みがき上げられた金属製の花びらは、レイヴァの髪かみのように白しろ銀がね色いろに輝かがやいている。

「よくできてるでしょ？　あたし、手先だけは器用だからさ。水につけとくとちゃーんと咲くんだよ」

「…………」

「しかも、ミンクに調合してもらって香こう料りようが仕込んであるの。咲いたらいい匂においするよ。レイヴァって、吸血鬼になってから、花に触さわってないでしょ？　だから、喜ぶかなぁと思って……どうかした？」

　レイヴァはしばらくつぼみを見つめたまま、黙だまっていた。

「……なんでもない……。ありがとう」

「を？　なんか素す直なおじゃん。感心感心っ」

　笑いかけたマナの顔に、レイヴァは視線を移した。

「……お前は……どうして……？　私は……」

「ん？　なに？」

　レイヴァは何事か言いかけたが、苦しげに目を細めて、視線を逸そらした。

　おどけた調子で、マナは続ける。

「言いかけて途と中ちゆうでやめないでよっ！　気持ち悪いでしょ」

　仕方がないな……といった感じのため息いきを吐ついた後、レイヴァはからかいの言葉を発した。

「……いや……お前はどうして、そんな醜みにくいのだろうと思っ…」

　言い終わらないうちに、マナはレイヴァに飛び上がるようにして、チョップを入れる。

「あたしのどーこーが、ブサイクなのよ！　これでも近所じゃ可愛かわいいと評判なんだから」

　マナの言葉に、レイヴァは真顔で答えた。

「近所って、この辺に人家はないだろう？」

「うん、だから森の怪物ガルムたちに、モテモテで」

「……。言ってて空むなしくないか？」

「しこたま空しいです」

　マナは盛せい大だいなため息を吐つくと、レイヴァが飲んでいたワインのトマトジュース割りが入ったグラスを手に取り、一気に飲みほした。マナたちが人血を吸うことを禁じている現在、彼はこの飲み物を愛飲している。喉のど越ごしが血液に似ているらしいのだ。だが、あまり美お味いしいものではなかった。

　ふと気になって聞いてみた。

「コップに入れた血は飲めないの……？」

　マナの提案に、レイヴァは首を横に振ふった。

「血液は、空気に触ふれると変質してしまうのだ。飲めた代しろ物ものではなくなる」

「そうなんだ。もし、飲めるなら、血をあげても良かったのに」

「コップではなく私の口へと直接血を注そそぐがいい。それなら飲むことができる」

「口に直接？　どうやって？」

「よし、こうしよう。お前の首筋に私の唇くちびるを押おし当てて、血を注ぐというのはどうだ？　なんなら、傷口を作る作業も手伝ってやっても良い」

「あ、なるほどね！……って、いいわけないでしょ！」

　マナはもう一度、レイヴァに「ていっ」とチョップを入れる。

「やめんか。暴力女め。ふん……まったく、醜くて、乱暴とは……本当に怪物ガルムどもがお似合いだな」

　相変わらずの無表情で、マナをからかった。

　普ふ段だんのマナなら、「うるさいっ！」と叫さけびながら、回し蹴げりの一発でも放っているところであるが、このときは違ちがった。いじけたように、窓のさんをうりうりと指でなぞる。

「あたしって、可愛かわいくないかなぁ？」

　そんなに見てくれが悪すぎるとは思わないけれど、マナは今までモテたためしがなかった。ジャックスは「可愛い」と言ってくれるが、それは慰なぐさめか、身内のひいき目ってヤツだと思う。

「やっぱり、男の人って、可愛い女の子の方が、好き？」

「なぜそのようなことが気になるのだ？　お前が蒸気機械以外のことを気にするとは……天変地異の前触れか？」

「なによそれっ！　それじゃあたし、機械のことばっかり考えてるみたいじゃない！」

「違ったのか？」

「当たり前でしょ!?　ねぇ、質問に答えてよっ。やっぱ見た目って気になるもん？」

「……私に聞いてどうする……」

「だけど、他ほかに聞ける人いないから……。今から言うこと、まだみんなにはナイショだからね！　レイヴァを信用してるから、話すんだよ？」

「…………」

　レイヴァは押し黙だまった。レイヴァが侵しん入にゆう作戦で裏切り、彼を封ふう印いんするかどうかの話し合いをした直後に、何を言っているんだ──そう思っているのだろう。

　しかし、マナは彼を信用している。少なくとも信じようとしている。だから、今の言葉にウソはない。マナは、思い切って続けた。

「あ、あたしさぁ……セイムさんのこと……好きになっちゃったかもしれないのっ！　うをぁ！　言っちゃった！　言っちゃった！」

　なんだか恥はずかしくて、レイヴァの背中をバシバシ叩たたいてしまった。頰ほおが赤らんでいるのが、自分でもわかる。

「セイム……？　なんの機械の名だ？」

「だーかーらー！」

「冗じよう談だんだ。お前を助けた、ジョーガイル家の御おん曹ぞう司しの名前だな」

「笑えない冗談はやめてよっ！　コッチは真しん剣けんなんだからっ！」

　マナはセイムの姿を思い返した。それだけで、胸がドキドキする。初めて逢あったときは、そんなことなかったのに。

（カッコイイ男ヒ性トに、命いのち懸がけで助けてもらって、優やさしく大切に扱あつかわれる──それだけで好きになっちゃうなんて、あたし……）

「ほへは～」っと、胸をしぼませるように、マナは深い溜ため息いきをついた。

「好きになったとは、恋こいをしているということか？」

　レイヴァは、真顔で聞いてきた。

　しばらく考えた後、マナは小さく頷うなずく。

「助けられて嬉うれしくて、なんか勘かん違ちがいしてるだけなのかもしんないけど……でも、セイムさんのこと考えると、ぎうっと締しめつけられるみたいに胸が切な～くなるんだよね……」

「それはきっと、勘違いだろう」

「え？　恋じゃ……ないのかな？」

「いや……恋とは、すべからく勘違いから始まるものだ」

「そういうもんなの？」

「ちょっとした思い込みが、やがて真実となる。恋のきっかけなど、存外、単純だ」

　その口調は、まるで実体験を語っているように、マナには聞こえた。

「レイヴァも、そういう経験あるの？　誰だれかを好きになったり、とか」

　彼は、一いつ瞬しゆん何かを言おうとするかのように、口を動かしたが、

「お前に話す義理はない」

「え～、教えてよっ！　あたしだって、セイムさんのこと話したんだからさぁ！」

　マナはレイヴァに詰つめ寄る。

「レイヴァってさ、人間だった頃ころは、貴族のエライ人だったんでしょ？　やっぱり、庶しよ民みんの娘むすめなんて、相手にしなかった？　可愛かわいい女の子の方が、好きだった？」

　レイヴァは、必死に言い募つのるマナに気け圧おされたかのように、顔をしかめた。

「そうムキになるな。少なくとも、そのようにギャアギャアとうるさい女など、相手にはされまい」

「あうぅぅぅ」

　マナは再び窓にもたれ、盛せい大だいな溜息をつく。

「あたしみたいなのは、相手にされないかなぁ。やっぱ……」

　レイヴァは、そんなマナをしばらく見つめていたが、ぽつりと呟つぶやいた。

「こうしてみると……普ふ通つうの娘なのだがな……やはり、わからない」

　その言葉は、マナには届かなかったのか、「はぁぁ、そーだよなー。ガサツな女の子じゃダメだよなー。エンジニアなんて、問題外だよなぁぁー」と一人ごちていた。

「そんなに気になるなら、会いに行けば良いではないか」

「それができれば、苦労しないよぉ」

　セイムとの関係は、悲しいかな『侵しん入にゆう屋や』と『クライアント』でしかないのだ。待ち伏ぶせするという手もあるが、そんなことしたら嫌きらわれてしまいそうだし……。

　しかし、レイヴァはこともなげに言った。

「会う方法はあるだろう」




　　　　◇◇◇




「何な故ぜ、私も行かねばならんのだ」

　渋しぶい顔をして文句を言うレイヴァの手を引っ張り、マナはホリズムの街を歩いていた。

　目的地であるファルラッサスタジアム前の広場は、今日がレースの開かい催さい日びだからか、多くの人々でごった返していた。長い耳を持つ人型怪物ガルムの少女が玉乗りの大道芸をしていたり、食べ物を売る露ろ店てんが並んでいたり。とても賑にぎやかである。

「いいじゃない。レイヴァが考えたんだし」

「言わねば良かった」

　マナに引っ張られながら、レイヴァは大きく舌打ちをした。

　レイヴァが考えたセイムに会う方法、それは単純にして明快──彼が出場する飛行器ウインギイレースを観に行くというものだった。

『何とかというレースの選手なのであろう？　それを観に行けば良いではないか』

　それは、どうしてすぐに思いつかなかったのか、悔くやしくなるくらいナイスな作戦だった。

（だって、「セイムさん頑がん張ばってー」とか、「カッコイイ！」とか……「大好きっ！」とか、大声張り上げちゃっても、ちっとも変じゃないもんねぇ。きゃああ）

　マナは「なんちゃって、なんちゃって！」と自分の想像に、一人で照れて思わずレイヴァの手をぶんぶんと振ふってしまった。

「やめんか」

　レイヴァは心底嫌いやそうに、マナの手を振り払はらった。

「あ、ごめん。そんなことより……この服どう？　変じゃないかなぁ？」

　マナはスカートの裾すそをつまみ上げて、もう何度聞いたかわからない質問をした。

　チェック柄がらのキルトスカートに、白いブラウス、ボレロっぽいジャケット。同じ年とし頃ごろの女の子なら、どうということはない、ごく普ふ通つうの格好なのかもしれない。しかし、普ふ段だん油にまみれたツナギばかり着ているマナにとって、これは大だい冒ぼう険けんにも等しい服装である。

　この服は、キールとミンクからサイズの合いそうなものを見み繕つくろって借りた物だ。マナは服装には無む頓とん着ちやくなので、可愛かわいい服を持ってないのだ。タンスの中の一番上等な服と言えば、グンダバファ謹きん製せいの耐たい熱ねつツナギ。我ながら情けないと思う。

「相手は、空飛ぶ機械に乗っているのだろう？　お前の服装など見えまい」

「だけどさぁ、チラッと目の端はしに映るかもしれないでしょ？」

　好きな人にほんの少しでも見られる可能性があるなら、可愛い格好をしたい。女の子なら誰だれだってそう思うはずだ。

「ねぇ？　変じゃない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「いつものお前らしくないな。何も考えずに突つっ込んで行くタイプだと思っていたが」

　レイヴァは、マナの服をちらりと一いち瞥べつして、続ける。

「ふん……案ずるな。おかしくはない」

「本当に？　可愛い？」

「……さあな。少なくとも、油に汚よごれた服を着ているよりは、幾いく分ぶんマシだ」

「マシ……マシかぁ」

　マナはまた溜ため息いきをついた。レイヴァの言い方は、仕方ないから答えてやったというような感じだったが、「似合わない」と言われるよりずっといい。

　と、そこでレイヴァは踵きびすを返した。

「それでは私は、帰るぞ」

「ええーっ！　一人じゃ心細いから、一いつ緒しよに来てよ～！」

「断る。他ほかの仲間どもを連れてきたらどうだ？」

「みんな他に用事があるから、ダメなんだってば。そうだ、何か食べ物買ってあげるから、ついてきて。ね？　ね？」

　パラモント──パンにパラミスという怪物ガルムの肉を焼いたものを挟はさんだ食べ物──のお店を指さして、マナはお願いした。トレスパスから出る給料は微々たるもので、おこづかい程度の金額でしかない。余分なものを買ってしまうと苦しいのだが、今はそんなこと言っている場合ではなかった。

「貴様……この私を馬ば鹿かにしているのか？　食べ物ごときで釣つられるわけがないであろう？　子供ではないのだ」

　レイヴァは怒おこったような顔で、鼻を鳴らした。

「それじゃ、アレは？」

　マナが指さした先には、鳥型怪物ガルムのカタチをした笛を売る露ろ店てんがあった。シッポに息を吹ふき込むと羽を羽ばたかせながらピヨピヨと鳴き、くちばしからは蒸気を吐はき出した。物売りのオジサンが吹いてみせる度たびに、子供たちが「うわぁ」と歓かん声せいをあげている。

　レイヴァはこれ以上ないってくらい真ま面じ目めな顔で、そのようすをしばらく見つめていた。

「アレ、買ってあげようか？」

　マナが尋たずねると、レイヴァは目をそらし、まるで興味がない風ふうを装いつつ、頷うなずいた。

「是ぜ非ひ」




　スタジアムは、ホリズムの北地区にあるケティア湖の湖岸に建てられている。観客席スタンドは、全長五〇〇メートル、収容人数五万人を誇ほこる、超ちよう巨きよ大だい建造物だ。しかもこのスタジアムは半分宙に浮ういているのである。

　飛行器ウインギイレースは、もちろん上空で行う。そのためレースを観みやすくするようにと、地上三〇メートルの位置に観客席スタンドを浮かべているのだ。フロートと呼ばれる気球を使ってスタンド全体を持ち上げ、一緒に四本の鉄柱によって下からも支えている。

　この三〇メートルというのは、スタジアムの底辺までの距きよ離りであり、一番上に位置するロイヤルボックスは地上六〇メートルの高さになる。

　マナとレイヴァは、観客席スタンドの一番低い位置にいた。そこが何ランクかある席の中で、最も入場料が安いという理由もあったのだが、もう一つわけがあった。

　観客席スタンドのさらに下に、ピットデッキと呼ばれる飛行器ウインギイの整備をする場所があったのだ。スタンドの一番手前の手すりから身を乗り出すようにすると、ピットデッキのベランダ状に張り出した部分が覗のぞけた。

「みみみ、見てっ！　セイムさんがいるっ！」

　手すりの下は、セイムの飛行器ウインギイチーム『ジョーガイル』のピットデッキだった。お揃そろいのツナギを着たメカニックたちの間に、純白のレーススーツに身を包んだセイムの姿が見えた。飛行器ウインギイの機体を前に、何事か真しん剣けんに話をしている。

　マナはもっとよく見ようと、さらに身体からだを乗り出したところで、後ろから服をつかまれた。

「ピヨピヨ、ピヨピヨピヨ！」

　振ふり返ると、レイヴァが笛を口にしながら喋しやべっていた。
















「なに？」

　マナが問いかけると、口から笛を離はなした。

「落ちるぞ、別に私は構わないが、と言ったのだ。ピヨピヨ」

　再び、レイヴァは真ま面じ目めな顔で鳥型の笛を吹ふき出した。黒マントをつけた銀ぎん髪ぱつの美び男なん子し──しかも、あろうことか吸きゆう血けつ鬼き──が、口から蒸気を吹き出す鳥笛を吹いているさまは、とてもシュールで、なんだか可愛かわいらしい。そのことを指し摘てきすると、

「ピヨ？　私は学術的な見地からピヨ興味があるだけだ。ピヨ」

　と、笛を吹きながら答えてくれた。どの辺が学術的なんだろう、と思う。

　そのとき、レイヴァが湖岸の方を指さした。

「ピヨピヨ」

「なんて言ったの？」

「あの数字はなんだ？」

　指さした先には、オッズの表示板があった。数字のついたパネルを、鎖くさりに繫つながれた猿さる型がたの怪物ガルムがせっせと入れ替かえ、現在の倍率を示している。簡単に説明すると、レイヴァは「なるほどな」と頷うなずいた。

「つまり、お前の応おう援えんするセイムは人気がない。そういうことだな？　ピヨ？」

　飛行器ウインギイレースは、一五名のレーサーによって争われる。セイムのオッズは、二番目に大きな数字がつけられていた。レイヴァは、マナの簡単な説明で、倍率についておおよその部分を理解し、その上で嫌いや味みを言ったのだ。

　マナは怒おこる気にも、ましてやレイヴァの理解力を褒ほめる気にもなれず、セイムの人気の低さを悔くやしがってしまった。

「なんでだろうね。あんなにカッコイイのに！」

「……。遅おそいからだろう」

「そんな身も蓋ふたもない……」

　マナは唇くちびるを尖とがらせ抗こう議ぎしたが、それは事実なのだろう。マナたちの周りには、勝ち飛行器投票券ウインギイチケツトと、ホリズムスポーツを握にぎりしめているオジサンたちがたむろしているが、彼らの口からジョーガイルチームの名前が出ることはなかった。そっと新聞をのぞき見ると、みんな『ビルボーズ』というチームの『テージ・カラサイシュ』という選手にマークをつけていた。一番人気の選手である。

　セイムのチケットを大量に買って、どど～んとオッズを下げたいところだけれど、マナにそんなお金はなかった。

（今度来るときは、いっぱいお金持ってこよう）

　マナは心に誓ちかった。

　程ほどなくして、ホリズム市民楽団によってホライザンの国歌『赤翼の天使の名の下にフアルレローザフアルレ』が演えん奏そうされ始めた。安全を祈き願がんするためメインレースの前には、必ず演奏されるのだそうだ。今は曲だけが奏かなでられているが、本来は赤翼の天使フアルラツサを讃たたえる歌詞がついている。歌詞を聴きいたら、レイヴァはきっと怒おこり出していただろう。音楽だけで良かったと、マナは胸をなで下ろした。

　それからしばらくの後、セイムの出場レースが始まった。

　飛行器ウインギイレースは空中のブイを周回するのだが、一周五キロのコースを一〇周もする──ゴールの平均タイムは二〇分ほどである。レースはもっと短いものだと思っていたマナにとって、それは嬉うれしい誤算だった。その分、セイムが飛ぶ姿を長い間見つめていられる。

　飛行器ウインギイを装着し、青空を切り裂さいて華か麗れいに宙を舞まうセイムの姿を、マナは呼吸をするのも忘れて見つめた。実際にはマナの位置からは、空を飛ぶセイムは小さなビス程度にしか見えなかったのだけど、マナの瞳ひとみにはとても素す敵てきに映った。

　レース終しゆう盤ばん、セイムは善戦し、二着につけていた。前を飛ぶ飛行器ウインギイ──悪者じみた黒いレーススーツを着ている──に肉にく薄はくする。

「セイムさんっ！　がんばれぇっ！」

　マナは手を振ふり上げ、声を限りに叫さけんだ。近くにいたオジサンが「この娘むすめはいくら賭かけたんだ？」と呟つぶやくのが聞こえたが、そんなものは無視。高い空に伸のび上がるように身体からだを乗り出して、必死に声を張り上げた。

　だが、応おう援えん空むなしく二着のままで終わってしまった。黒いレーススーツを着たレーサーが、勝利を誇ほこるように悠ゆう々ゆうと上空を旋せん回かいしている。一番人気の選手、テージ・カラサイシュだ。

　スタジアムは、喧けん噪そうに包まれた。チケットが当たったと喜ぶ者の声や、大金をフイにしたのかガックリと肩かたを落とす者の呟きなど、多くの声がこだましている。

「惜おしかったなぁ……あとちょっとだったのにね」

　マナは、隣となりに立っていたレイヴァに力なく言った。レイヴァはマナの言葉に応こたえず、鳥笛をくわえたまま、セイムの飛行器ウインギイを見つめている。

　セイムは高度を落とし、スタンドにあるピットデッキの方へ向かって飛行していく。

　それを見ていたレイヴァは、おもむろに鳥笛を口から離はなした。

「おい……。あの機械、おかしくないか？」

　言われて、マナは目を凝こらした。そして、思わず息を吞のんだ。セイムの飛行器ウインギイの羽根が動いていなかったのだ。

　次の瞬しゆん間かん、マナは弾はじかれるように駆かけ出していた。飛行器ウインギイの軌き道どうを読み、墜つい落らく地点を予測。その位置へ走る。

「どいて！　どきなさい！」

　人混みをかき分け、階段状のスタンドを駆け上がった。途と中ちゆう、ジュースのカップを持った子供にぶつかり、転ばせてしまった。だが、構っているヒマはなかった。「ごめんね！」と叫び、そのまま駆け抜ぬける。

　セイムの方を見る。飛行器ウインギイのハンドルバーを懸けん命めいに動かして、墜落地点を湖に変えようとしているが無理なようだ。スタンドへの激げき突とつは免まぬがれ得そうにない。

　マナは墜落が予想される場所に辿たどり着いた。観客は突とつ然ぜん現れた少女を、不思議そうな顔で見つめる。

「ここに飛行器ウインギイが突つっ込んでくる！　みんな逃にげて！」

　客たちは、きょとんとしていたが、セイムの飛行器ウインギイが迫せまっているのに気付くと、悲鳴をあげて逃げ出した。

　セイムの飛行器ウインギイと正対した。観客席スタンドにそのまま突っ込めば、セイムは大おお怪け我がを負う──ヘタをしたら死んでしまうだろう。

（なんとかして彼を受け止める方法は？）

　ハッと気づいて、いつもホルスターをつけている太ももに手を伸のばした。蒸気拳銃スチームシヨツトの鉄網弾ネツトバレツトを発射すれば、クッション代わりになると思ったのである。

（……っ！　そうだ、今日は持ってきてなかったっけ）

　見み栄ばえを気にして、置いてきてしまったことを後こう悔かいした。辺りを見回す。クッションになりそうなものはない。

（仕方ない──！）

　マナは大きく息を吐はいた。それで、覚かく悟ごが決まった。

　自分の身体からだで受け止めよう。そう思ったのだ。もちろん、飛行器ウインギイの力全すべてを止めることなどできない。だが、セイムのダメージを軽減させることならできるだろう。

　マナもケガをするだろうが、きっと死ぬこたぁない！　そう、自分に言い聞かせる。

「避よけるんだ！」

　セイムの声が聞こえた。彼の姿は目前に迫っている。マナは足を踏ふん張って目を閉じた。

　コォォォ──

　飛行器ウインギイの風を切る音が、間近に聞こえる。マナはやがて来る衝しよう撃げきに身を硬くした。

「まったく、信じられん……」

　そのとき、レイヴァの声が耳元で聞こえた。

「おい、貴様。死ぬのは勝手だが……私の身体も一いち蓮れん托たく生しようだということを忘れるな」

　目を開けると、顔のすぐ横にレイヴァの左腕うでがあった。後ろからマナの肩かた越ごしに手を伸ばしているのだ。

「レイヴァ！　何を……っ!?」

「動くな」

　半はん瞬しゆん後、セイムの飛行器ウインギイが突つっ込んできた。

「ふん……っ」

　レイヴァは軽い気合いとともに、手のひらから力を放ったらしかった。飛行器ウインギイはマナの目の前で、見えない網あみに絡からめ取られたように、柔やわらかく受け止められる。

　レイヴァが手を引っこめると、セイムが装着した機体は、金属音を立てて観客席スタンドへと落ちる。

「仔犬のように臆おく病びようだったかと思えば、突とつ然ぜん、こんな無茶をする……お前という女はますますわからない」

　レイヴァは言いながら、何な故ぜかマントを外してマナに「持っていろ」と、渡わたした。

「あ、あなたが助けてくれたのか……？」

　飛行器ウインギイごと観客席スタンドに横よこ倒だおしになっていたセイムは、何が起こったのかわからないといった表情でレイヴァを見上げた。

「私は人間風ふ情ぜいがどうなろうと興味はない」

「なに……っ？」

「人間というのは、不便な生き物だな。このような不細工な機械を装着せねば空を飛べない。壊こわれれば、為すすべもなく墜つい落らくして、死を待つのみとは」

　レイヴァは冷たい口調で言い放った。

「レイヴァっ！」

　マナが咎とがめると、レイヴァは肩を竦すくめ、

「貴様を助けたのは、この娘むすめだ。礼なら、こいつに言え」

「キミは……あのときの侵しん入にゆう屋やの……」

　セイムは、マナの方に視線を移した。

「は、はいっ。マナっていいます」

　ぺこっと頭を下げる。と、そのとき、お腹なかの辺りに冷たいものが当たった。ふと見ると、ブラウスにジュースが掛かかって大きな染しみになってしまっている。

（さっき、子供とぶつかったときだ）

　慌あわてて、持っていたマントを胸の辺りに抱かかえるようにして、染みを隠かくした。

（……ん？　これって、そのために？）

　レイヴァは、素そ知しらぬ顔で歩み寄ってきた。

「これ以上くだらない事に巻き込まれる前に、私は去るぞ」

　彼の視線の先には、手に手に消しよう火か剤ざいなどを持って駆かけてくる、スタジアムの警備の人たちや、ジョーガイルチームのスタッフの姿があった。

「マント、ありがと」

　小さな声で礼を言うと、レイヴァは面おも白しろくもなさそうに答えた。

「借りは返す主義でな。こいつの礼だ」

　そして、彼は鳥笛をピヨピヨ鳴らしながら、警備員たちとは逆の方に姿を消した。




　　　　◇◇◇




　数日後の夜──。

　レイヴァは一人、ホリズムの空に浮うかんでいた。眼下にはレンガ造りの家並みが連なり、窓から温かな光が漏もれている。近くを流れるルバス川から、冷たい風が吹ふいて来て、彼の銀ぎん髪ぱつやマントを緩ゆるやかにはためかせた。

　川の対岸の河か川せん敷じきは広場のようになっており、篝かがり火びが焚たかれている。明かりは、河川敷の上空に浮かべられた風船を照らしていた。

　その風船は、先ほどまでセイム・ジョーガイルが飛行器ウインギイの練習に使っていたものである。空中に浮かべた風船をレースのブイに見立て、ジグザグ飛行を繰くり返していたのだ。

　レイヴァはこの飛行器ウインギイという乗り物に、多少の興味があった。封ふう印いんされる前の時代、人間は空を飛ぶ機械など持っていなかった。王宮の科学者が夢見るように語っていた飛行機エアプレインの理論を、レイヴァも興奮しながら聞いていたものである。

　飛行器ウインギイを装着して、空を我わが物顔で飛び回る輩やからを見み掛かけるたびに、人間に対する嫌けん悪お感かんを感じる。だが、飛行器ウインギイという装置そのものには、感かん嘆たんを禁じ得なかった。

「おつかれさまっ」

　風に乗って、マナの声が聞こえてきた。練習を終えたセイムに駆かけ寄り、飛行器ウインギイを外してあげていた。

　川向こうにいるマナたちの姿は、小指の先ほどの大きさにしか見えない。だが、レイヴァの感覚を最大限に発揮すれば、頰ほおを染め嬉うれしそうにしている表情や、マナの高鳴る胸の鼓こ動どうすら窺うかがい知ることができる。

　それは恋こいする少女の姿であった。

「馬ば鹿か馬鹿しい……」

　吐はき捨てるようにレイヴァは呟つぶやいた。

　レース場での一件以来、マナはセイムと知り合うことができ、こうして飛行器ウインギイの練習を見学させてもらえるようになったのだ。

　夜中に出で掛かけるときは、レイヴァも同行するようマナは命じた。これはセイムと会うのが不安だからという理由ではない。レイヴァが吸きゆう血けつ行こう為いや、殺さつ戮りくに走った場合、マナがすぐに制止できるようにするためだ。

「あたしは、レイヴァはそんなことしないって思ってるんだけど……一人にするとジャックスたちが危ないって言うから、ついてきて。ね？　お願いっ！」

　レイヴァは無論断った。しかし、「一いつ緒しよに来てくれないとセイムさんに、会えないからさぁ。お願いだよぉ」と、しつこく言うので仕方なくついてくる羽目に陥おちいっているのである。

　マナは本当にレイヴァのことを信じているらしく、こうして一人で夜の街を飛んでいても咎とがめようとはしなかった。マナはセイムのことで頭が一いつ杯ぱいで、レイヴァのことまで気が回らないだけなのかと思った。

　だが──、

「いつも待たせちゃってゴメンね」

「まったくだ……こちらの身にもなれ」

「ゴメンってば。そうだ、レイヴァにお土産みやげがあるよ。アンタこういうの好きでしょ？」

　そう言って、マナはレース用飛行器ウインギイの特とく殊しゆな部品を差し出すこともあった。セイムと会っていても、レイヴァのことを忘れ去っているわけではなさそうだ。

　そして、仲の良い友達にそうするように、

「聞いてきいてっ！　今日ね、セイムさんがねっ、あたしの飛行器ウインギイの整備具合を褒ほめてくれてねっ！」

「セイムさんってば、飛行器ウインギイレースの、チャンピオンシップに出ることが決まったの！　あたし、自分のことのように嬉うれしくってぇ！」

　などと、楽しそうに報告をするのである。

（敢あえて裏切った私を、何な故ぜそれほどまでに信じようとする？　仲間として扱あつかおうとする──？）

　レイヴァの心の中で、その疑問が日に日に大きくなっていき、ますますマナという存在か不可解なものと感じられるのだった。

　風に乗り、再び声が聞こえてきた。

「寒くないかい？　川風は身体からだに障さわるから」

　セイムはそう言いながら、自分のジャケットをマナに掛かけてあげている。

「わっわっ。そんなっ、ありがとうござますっ。でもセイムさんが寒くないですかっ」

「いや、僕は平気だよ」

「あのっそのっ、温かいですっ。とっても！　押オ忍スっ！」

　マナはしどろもどろに返答をする。そんな彼女に、セイムは優やさしげな笑えみを向けた。マナはその瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめ返すことができず、頰ほおを染めながら盗ぬすみ見るようにしている。

　マナは、そんなセイムの紳しん士し的てきな優しさがとても嬉しいようだった。レイヴァから見れば、それは貴族の嗜たしなみとしての女性レデイーに対する接し方でしかないのであるが。

　そのことをマナに言ってやろうと思ったことがある。だが、彼女がガッカリするかもしれないと思ったので、やめた。なぜ落ち込むマナを見たくなかったのか──レイヴァは自分でもわからなかった。

「今日のマシンの調整、どう思う？」

　セイムはマシンを見ながら問いかけた。

「えっとえっとぉ……、第一と第二蒸気室の圧力バランスがちょっとだけ……悪いと思います。きゃっ恥はずかしっ」

　なにが恥ずかしいのかわからない。だが、マナは本当に照れているらしく、足をジタバタとさせていた。

　セイムはなるほどなぁと頷うなずいている。エンジニアと飛行器ウインギイ乗り──生まれた境きよう遇ぐうは違ちがえど話は合うらしく、セイムもマナが見学に来ることを喜んでいるようだった。それなりに会話は弾はずんでいる。

　レイヴァは小さく舌打ちをした。怒いかりに似た感情が脳のう裏りをかすめる。

　今ならば、マナの目を盗み、焼けつく喉のどの渇かわきを癒いやすことができる──だが生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握にぎられているため、人間風ふ情ぜいの命令を聞いていなくてはならない。そのことが腹立たしさを生んでいるのだと、レイヴァは思った。

　そのとき、小さな悲鳴が彼の耳に届いた。白い服の少女が怯おびえたように駆かけている。彼女の背後には、兵士らしい格好をした男たちの影かげがあった。

　紫むらさき色いろに輝かがやく目をすっと細めると、彼は緩ゆるやかに降下し、少女の前に降り立った。

　少女は驚おどろきのあまり立ちつくす。

　レイヴァは少女をマントで包むように抱だき寄せた。少女は、彼の口元に光る牙きばを見つけ、悲鳴をあげた。




　　　　◇◇◇




　ホリズムで一番売れてるスポーツ紙『ホリズムスポーツ』一面より

『またまた、美少女ミイラ殺人事件!!

　──近ちか頃ごろ、巷ちまたを騒さわがせていたミイラ殺人だが、また新たな犠ぎ牲せい者しやが見つかった。身元は判明していないが、今までに見つかった少女らの死体と同じように、その身体からだからは、血液が全すべて、抜ぬかれていた。

　軍当局や、ホリズム自警団は、ついに重い腰こしを上げ、捜そう査さに乗り出した』







　chapter5　ヴァイス襲しゆう来らい→マナの裏切り？







「おかしいわぁ……」

　キールが食しよく卓たくの上にレシートやらノートやらを広げ、頭を抱かかえていた。朝食を食べているファンは隅すみの方へ追いやられている。

　ペンのお尻しりをカリカリと齧かじりながらしばらく悩なやんでいたキールは、再び蒸気計算機のボタンを押おし始めた。

「おはよ。どうしたの？　キールがおかしいのは、いつものコトじゃない」

　マナは起きぬけのボサボサ髪がみを搔かいた。

「おはよう。なんでマナってそんなに男前なのか不思議なのよね」

　キールはしれっと言った。

「朝からぶっ飛ばされたいの？　あたしが寝ね起おきでなかったら、通信教育で習った猿拳をお見み舞まいしてるところよ……はわわわぁ」

「習わなくても地でいけるわよ。サル並だし」

「むきーっ」

　マナは『猿』の威い嚇かくに似たポーズを取るが、すぐに馬ば鹿か馬鹿しくなって止やめた。むろん、通信教育なんてやってない。彼女は椅い子すを引いて座すわると、食卓に頰ほおをつけて突つっ伏ぷした。

「あらっ！　おはようございますですわ」

　洗せん濯たく物ものを干し終えたらしいミンクが、裏口から洗濯籠かごを抱かかえて入ってきた。扉とびらの向こうには、ジャックスが剣けんの稽けい古こをしているのが見える。

（さすがだなぁ……）

　マナにはとても真ま似ねできない。

「ご飯食べます？」

「いらにゃーい」

「でも、食べなきゃお身体からだに悪いですわよ。じゃ、せめてヨーグルトとフルーツを出しますわね」

　ミンクはテキパキと、ヨーグルトとフルーツの入ったお皿とミルクの入ったグラスをテーブルに並べた。

「ありがとー……」

　マナはいちゃつきたがる上と下の目ま蓋ぶたを、必死で引き剝はがしながらミンクに手を振ふった。

『上まぶたさん！　行かないでっ』

『下マブタ子さんっ！　もちろんさ、キミといつまでも一いつ緒しよだよっ！』

　マナの両目の二組のカップルが、固く抱だきしめ合う。どうやら目蓋の恋れん愛あいはハッピーエンドで終わりそうだ……。

「うわぁ……これオイシイよぉ、ミンク」

　ファンが、ポーチドエッグの入ったコンソメスープをスプーンですくいながら言った。

「あら、本当ですか？　嬉うれしいですわ」

　満面の笑えみを浮うかべ、洗濯籠を抱えたまま踊おどるように回転した。パラシュートが開くようにスカートの裾すそが広がる。

　ミンクは奥おくの部屋へ入って行った。

「やっぱ、おかしいわ」と、キールは繰くり返す。

「だーら、何がおかしいのよ」

　マナは頰ほお杖づえを突つき、ヨーグルトをスプーンで搔かき回す。なかなか口に運ぶ気になれない。

「すっごい赤字なのよ」

　キールは深い溜ため息いきをついた。

「それは、当然じゃにゃいの？　今月まだ一回もミッション成功してないじゃない」

　マナはスプーンについたヨーグルトを舐なめた。甘あま味みと酸味、そして冷たさが口を刺し激げきする。胃がきゅきゅっと小さくなった気がした。

「赤字は赤字。だけど、金額が合わないのよね。あるはずのお金がドドーンと足りないの。きちんと今月の寄付の分は残ってるんだけど」

（ぎぃっくぅぅぅぅっっ!!）

　なんでだろぉ？　と言いながら頭を抱かかえるキールの横で、マナは冷水を浴びせかけられたように身体からだを強こわ張ばらせる。一いち撃げきで目が覚めた。シャワーなんかより遥はるかに強力である。

（やばい……）

　──ゴフゴフッ。

　テーブルの端はしで、ファンがコンソメスープを喉のどに詰つまらせてむせた。

　キールの細い右の眉まゆが、ぐぐっとつり上がる。

「ファン……なにか知ってるの？」

　気弱な錠前師ロツクマスターはブルブルと首を横に振ふった。そして、助けを求めるように、潤うるんだ瞳ひとみをマナの方に向ける。

（バカっ！　バレるって！）

「マぁナぁ……？」

　腕うでを組んだキールが憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで立ち上がった。彼女の後ろに、ごごごごごっと、炎ほのおが立ち上ったように見えた……。

「お・か・ね、使い込んだの？」

　突とつ然ぜん、キールはニコッと微笑ほほえんだ。逆に怖こわい。マナもファンのように、ブルブルと首を振るしかなかった。

「ファン。何があったか話しなさい」

　キールは、ファンに優やさしい口調で語った。しかし優しげなのは言葉だけだ。彼女はファンの胸むな倉ぐらをつかみあげると、目の高さまで持ち上げた。そして、ファンにキスするように顔を寄せると、

「早く喋しやべらないと、お姉さん怒おこるわよ」

　その迫はく力りよくの前にファンは陥かん落らくした。

「……ボクはイヤだって言ったんだけど」

　そう前置きして、マナの使い込みを暴ばく露ろしてしまった。

「マナ、そのお金、何に使ったの？」

「えっとね……飛行器ウインギイレース」

　マナは、両手の人差し指を合わせ、エヘっとできるだけ可愛かわいく笑って見せた。しかし、キールには逆効果らしく、額に浮うき出た血管の数が増えてしまう。

「飛行器ウインギイレースって……ギャンブルに使ったの!?」

「セイムさんを少しでも応おう援えんしてあげたいと思ってさ！　いっぱい賭かけちゃって！　しかも、最近、セイムさん、三着が続いててボロ負けなんだよね～！　調子悪いのかな!?」

　マナは一気にまくしたてた。それで煙に巻こうという高等な作戦だ。これはホライザン車の作戦教則に書かれそうになったと言えばウソになってしまうが、とても高等な戦術であり……結論──効果ゼロ。

　マナの横をファンが匍ほ匐ふく前進で離り脱だつしていった。こちらの方が作戦的には妥だ当とうである。

「調子悪いのは、アンタの脳みそよっっっ！　ああもうっ！　悪いのは顔と性格と体型だけだと思ってたのに、頭まで悪かったなんて信じられないっ！」

「く……ごめんなさい」

　あまりの言い方にキレそうになったが、マナは辛かろうじて堪こらえ頭を下げる。

（悪いとは、思ってたのよ、コレでもぉ）

　そうっと上うわ目め遣づかいにキールを見た。彼女の怒いかりが収まったようすはなく、あんまりムカツクからちょっくら人類滅めつ亡ぼうさせちゃおうかな？　と決めた瞬しゆん間かんのような顔をして、マナを見下ろしていた。

「ゴメンで済みゃ、トレスパスなんていらないのよっ！」

「謝あやまってンじゃない！」

「それが謝ってる態度かぁ！　そもそもあのボンボンとマナなんて、月とクレーター、ダイヤモンドと尿によう道どう結けつ石せき、銀ぎん狐ぎつねと緑のタヌキ！　釣つり合う釣り合わないの問題じゃなく、種族が違ちがうのよ！」

　キールは、ずびしっとマナを指差し、聖書に出てくる動物の名前まで駆く使しした悪口を言い放った。

「……言うてはならんことを言ってしまったね？」

　マナの頭の奥おくの方で、プチンと可愛かわいらしい音がした。

「一〇秒あげる。自分の墓ぼ碑ひ銘めい考えなさーいっ」

　一秒とかからぬうちに、マナはキールに飛びかかっていた。




　　　　◇◇◇




「ちょっとお待ちくださいね。お茶が入りますから」

　ミンクは、ティーポットを保温用のバッグにいれ、蒸むらし始めた。

　紅茶の良い香かおりが、草いきれに混じって漂ただよう。

　ジャックスは、教会の庭にある岩に腰こし掛かけけ、剣けんを陽ひに翳かざした。刃やいばが朝日を撥はね返し、美しく輝かがやく。彼は剣の手入れを始めた。彼の隣となりにはファンが、膝ひざを抱かかえて座すわっている。

　──どっがぁっ

　何かが壊こわれるような大きな音がした。

　ファンはその音に身体からだを震ふるわせたが、ジャックスとミンクは動じることもなかった。

　コポコポコポ……と軽かろやかな音をたて、ミンクはティーカップにお茶を注ついだ。

「はい、どうぞぉ」

　ミンクは、二人にカップを手て渡わたすと、自らも岩に腰掛けた。

　──ぼごぉっ

「良い天気ですわねぇ」

　ミンクは目を細めて、空を眺ながめた。

「こんな日は、ピクニックにでも行きたいんじゃないか？」

「あら、素敵ですわね。お弁当でも作りましょうか？」

　──どがぁん……ぎゃぁぁぁぁー

　破は壊かい音おんと一いつ緒しよに悲鳴が聞こえてきた。

　ゆっくりと、ミンクはお茶をすする。

「んー美お味いしい。ティーポット避ひ難なんさせて良かったですわ」

　──ばごぉーん

　彼らの目の前に、粉々になった教会のベンチが飛んできた。

　ファンは驚おどろいて「うわっ」と声をあげたが、ミンクとジャックスが平然とお茶を飲んでいるので、大人おとなしくティーカップを傾かたむける。

「……オイシイ」

「でしょ？　お茶ちや菓が子しもありますのよ」

　ミンクはクッキーの缶かんを開けた。

　──ぬおぉぉぉぉー！

　ケンカはさらにエスカレートしたらしい、皿や酒さか瓶びんや教会の壁かべが飛んできた。

「お茶が美味しいですわね」

　赤翼の天使フアルラツサ像がキリモミしながら飛んできた。

「お茶がウマい」

　チュンチュン、チチチチ……鳥型怪物ガルムの鳴き声が聞こえる。

「今日は平和だな」

　──うぎゃぁぁぁぁぁ!!

「そうですわね」

　──ぐわぁぁぁぁぁぁ!!

　ミンクは、クッキーに嚙かみついた。

「また、喧けん嘩かをしているのか？」

　ジャックスは驚いたように振ふり返った。後ろに気配もなくレイヴァが立っていた。ジャックスは顔をしかめる。

「おはようございますですわ。レイヴァさん。朝のお散歩は終わりましたの？」

　ミンクはレイヴァにも紅茶のカップを差し出した。レイヴァは素す直なおに受け取る。

「近ちか頃ごろよく一人で出歩くな……何している？」

　ジャックスは、レイヴァに詰きつ問もん口調で問うた。

　だが、レイヴァは目を閉じて紅茶を飲んだだけ。質問には答えなかった。彼の態度が「答える必要はない」という返答を、明確に語っている。

　ジャックスは肩かたを竦すくめた。

　そのとき、ケンカをしていたはずのキールが、教会から飛び出してきた。

「大変！　空くう賊ぞくが現れたって！」




　　　　◇◇◇




「主しゆ砲ほう蒸気充じゆう塡てん率りつを報告せよ」

　船せん橋きようの艦かん長ちよう席せきに座すわったデラパインは、部下に向かって言った。すぐさま「九〇％です！」と答えが返ってくる。

　前方防風ガラスからターゲットが視し認にんできる。窓のない白い館やかた。ジョーガイル邸ていである。

「砲ほう撃げき用ようフィルタ用意。九八％まで最大戦速を保て。九八％到とう達たつ後、降下態勢に移る」

　船橋前面のガラスが薄うす茶ちや色いろに染まった。そこに光るグリーンのラインが引かれていく。その中心に、揺ゆれ動く二重の十字形が表示された。主砲のサイトである。これにより照準を合わせるのだ。

　ジョーガイル邸の姿がさらに大きくなった。

「主砲蒸気充塡率九八％！　降下に移ります！」

　ヴァイスの速度が落ちる。船首がゆっくりと下がった。

「蒸気充塡率一〇〇％に達しました！」

　デラパインは立ちあがった。

「主砲砲門開口！」

　微かすかな振しん動どうがブリッジに届いた。主砲の発射口が開かれたのだ。砲撃用フィルタのラインが緑から赤に変わる。

「ターゲット捕ほ捉そく！　ターゲット・ジョーガイル邸北側防ぼう壁へき！」

　二つの十字形がゆっくりと動く。その二つはガラスの中央で、一つになった。

　デラパインは、怪物ガルムの砲ほう吼こうのような強い声で命じた。

「ヴァイス主砲──発射！」

　彼の命令が通音管を伝わり、主砲砲室へ伝えられた。

　直後、艦に鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。
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　ホリズムへ出向いていたガリオロから、メディパネラ──通信に用いられる怪物ガルム──を使って、連れん絡らくが入った。

《空賊・ガイラスが現れたぞ。ジョーガイル邸を狙ねらっているらしい。一応、侵しん入にゆう依い頼らいを受けた相手だから……》

　最後まで聞く前に、マナは教会を飛び出していた。飛行器ウインギイを装着し、ジョーガイル邸を日指した。不安で胸が潰つぶれそうであった。

　そして──その不安は悲しいことに的中してしまった。

　マナは、恐おそろしい光景を目撃することになったのである。

　セイムの家──ジョーガイル家の屋や敷しきが、ゆっくりと溶けていた。

　絶対に破れないと思っていた北側の防壁は跡あと形かたもなく溶とけ去り、なおも屋敷の中心に向け崩くずれるように溶よう解かいしていく。屋敷の使用人や、衛兵たちが我先にと逃にげ出していた。

「どういうことだ、コレは」

　追いついてきたジャックスも声をあげる。

　眼下では、ギャムリィンの檻おりが溶かされるところだった。あれだけ苦しめられたギャムリィンが逃げることもできず、溶けていくところだった。

　ギャムリィンの悲痛な叫さけびが聞こえる。ミンクは辛そうに目を閉じた。

「なにが起こってるのよ、これ？」

　惨さん状じように眉まゆ根ねを寄せながら、キールが呟つぶやいたとき、轟ごう音おんとともに地面が揺ゆれた。屋敷から一〇〇メートルほど離はなれた位置にヴァイスが投とう錨びようしたのだ。間もなく、右う舷げん側そくのハッチが開き、そこから金色に輝かがやく一団が飛び出してきた。黄おう金ごん色しよくの鎧よろいをつけたガイラスの兵士たちだ。彼らは溶けて剝むき出しとなり、大きな口を開けてしまっている金庫室に入り込んだ。金庫の外周は跡形もなく溶け切っていたが、金庫の中の金きん塊かいは溶けていない。

　黄金色の鎧よろいを着けた男たちは、金塊の運び出し作業を始めていた。

　彼らの身体からだも溶けることはなかった。金だけは溶かさない強酸のようなもので、攻こう撃げきしたのだろう。

　彼らは黄金のケージに金塊を詰つめるとヴァイスへと持ち去って行く。訓練された無む駄だのない動きだった。

　その中に、周りの黄金色の鎧よりも、数倍大きな金色に輝く鎧を着けた男がいた。そいつは作業を行わず、離れた場所で進しん行こう状じよう況きようを見つめていた。コイツがボスなのだろう。

　屋敷からは、こけつまろびつしながら逃げ惑まどう人々の姿が見える。

「キール、あの人たち助けてっ！」

　マナは騒そう音おんに負けない、大きな声でキールに命じた。

「マナはどうするの？」

「あいつら、ぶっ飛ばしてくる」

「無茶するなとは言わないけど……ケガすんじゃないわよ」

　キールの言葉に、マナは黙だまって頷うなずいた。

「俺おれがケガなどさせない」

　ジャックスが飛行器ウインギイを片手で操あやつりながら、大たい剣けんを抜ぬいた。それを見たキールはにやりと笑った後、飛行器ウインギイを急降下させた。ミンクとファンもキールに続き人々の救助に向かった。
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　蒸気時計が小さく蒸気を噴ふく。針が進む。

「あと三分！」

　純金でコーティングした巨きよ大だいな鎧、黄金鎧ゴルデイアスを装着したデラパインが、声をあげた。

　彼の視線の先では、部下が黙もく々もくと金をケージに詰めている。

　まだ、館やかたの一部が酸によって溶け続けていた。高価な調度品や絵画が液体に変わっていく。だが、彼は見向きもしなかった。

「こらぁ！　アンタたち！」

　女の声がした。

　デラパインは億おつ劫くうそうに振ふり向く。

　簡易式の蒸気鎧スチームギアに身を包んだショートカットの少女──マナが、デラパインを睨にらみつけていた。

「強ごう奪だつをやめなさい！　今、すぐ！」

　デラパインは黄金鎧ゴルデイアスを動かして、マナたちの方に身体を向けた。

　片手で飛行器ウインギイ──装そう甲こう板ばんを展開し蒸気鎧スチームギアの形態をとっている──を操作しながら、マナは格納してある槍ランスを引き抜ぬく。回すとランスは金属音を立てて伸のびた。

「さもなくば、ぶっ飛ばす！」

　デラパインは近くで作業をしていた兵士に時計を投げ渡わたした。

「二分以内に作業を終えろ」

　デラパインは、右の眉まゆを上げながら言うと、マナの方へ近付いてきた。デラパインの身体からだは黄金鎧ゴルデイアスの上部に格納されている。鎧よろいの手足はマニピュレーターによって動かしているのだろう。

「時間がないんでな。あまり遊んでやれん」

　マナは敵に向け真まっ直すぐにランスを構える。

「あんま、ナメないでよね！」

　マナは、そう言い放ったが（ナメて掛かかれないのはコッチの方だ）と内心思っていた。デラパインが装着していた蒸気鎧スチームギアは、見たことがないほど大きなものだった。しかも、その巨きよ体たいに似合わず、動きは俊しゆん敏びんだ。

　マナは黄金鎧ゴルデイアスに向けて、飛行した。

「ハァ──ッ！」

　気合いと共に、加速度をつけた攻こう撃げきを黄金鎧ゴルデイアスに向けて放つ。

　だが、渾こん身しんの打撃は黄金鎧ゴルデイアスの大きな手のひらによって、難なく受け止められてしまう。黄金鎧ゴルデイアスのバルブから蒸気が放出され、槍ランスが音を立てて折れた。

　とっさに槍ランスを放ほう棄きし、マナは離り脱だつしようとした。だが、バックパックから生えている翼つばさをつかまれてしまう。

　マナは瞬しゆん時じに判断し、装甲板を格納した。飛行器ウインギイから飛び降りる。

　地面に着地した彼女の上に、飛行器ウインギイが落とされた。地面を蹴けって飛びすさる。

　デラパインは、薄うす笑わらいを浮うかべた。戦いを楽しんでいるようだった。

「──祈いのるべき神がいるなら、祈れ」

　彼はゆっくりと黄金に輝かがやく左腕うでをつき出した。手首辺りの装甲板が音を立てて連続的に撥はね上がる。その下には無数の銃じゆう口こうが光っていた。ガトリング銃だ。

　半瞬後、機き銃じゆう掃そう射しやが始まる。

　マナは、素す早ばやく横へ駆かけた。彼女の後ろの地面が弾はじけ、土つち煙けむりが上がる。

　そのとき──！

「うぉぉ──っっ！」

　ジャックスの声がした。彼は凄すさまじい速度で飛行器ウインギイを飛ばし、デラパインに向け突つっ込んだ。

　デラパインは、ジャックスに銃口を向け、銃じゆう弾だんを放つ。

　その瞬間、ジャックスは飛行器ウインギイの肩かたや足の保持装置を外した。高速度で飛びながら飛行器ウインギイから離脱する！

　銃弾を受けて飛行器ウインギイが火を噴ふきデラパインに突っ込んでいく。

　デラパインは腕を横に薙なぎ、飛行器ウインギイを弾はじき飛ばした。

「ディヤァァッ！」

　直後、飛行器ウインギイから離脱してジャンプしていたジャックスが、大たい剣けんを振ふり下ろした。避よけきれず、デラパインは黄金鎧ゴルデイアスの肩口でそれを受ける。しかし、両断することはできない。

　デラパインはニヤリと嗤わらった。

「黄金鎧ゴルデイアスの力を見せてやろう！」

　そのまま落下、地面に叩たたきつけられたジャックスに向け、デラパインは右腕を突き出した。手のひらが装そう甲こう板ばんに格納され、空くう洞どうができた。内部に切られた螺ら旋せん──ライフリングが見えた。蒸気砲の砲ほう口こうだ。

　甲かん高だかい蒸気充じゆう塡てん音おんが響ひびいた。

　デラパインは笑いながら、蒸気砲の引き金を引く！　黄金の右腕が蒸気に包まれた。

　だが、砲弾が飛び出るよりも一いつ瞬しゆんだけ早く、その腕にワイヤーが絡からまった。狙ねらいは逸それ、砲弾は中空に放たれる。

「こっちも忘れないでよねっ！」

　マナが全身の力を込めて蒸気拳銃スチームシヨツトを引っ張っていた。銃口についたアタッチメントからワイヤーが伸のびている。

　デラパインはワイヤーをつかみ引っ張った。

　生身のマナの力では到とう底てい敵かなわない。抗あらがう間もなく、彼女は引き倒たおされた。

　黄金鎧ゴルデイアスが、巨きよ体たいを宙に躍おどらせた。倒れたマナの傍かたわらに地響きを立てて着地する。

　ゆっくりと、砲口がマナに向けられた。

　無表情のまま、デラパインはマナを見つめる。

　マナに向けられた蒸気鎧スチームギアの右腕うでから、小さく蒸気が噴ふき出された。蒸気充塡が終しゆう了りようした合図だ。

　逃にげるだけの時間はない。背中を汗あせが伝う。

「……死ね」

　マナは真まっ直すぐにデラパインを睨にらみつけた。

　デラパインは、右腕マニピュレーター内の引き金を引いた。一いつ斉せいに蒸気が放出され、砲ほう弾だんが発射される。

　次の瞬しゆん間かん──。

　マナの身体からだが、強い力に弾はじき飛ばされた。五メートルほど吹っ飛んで、植木の中に突つっ込む。

　直後、地響きが聞こえる。砲弾が地面に穴を穿うがった音だ。

「なんだ!?」

　デラパインは首を巡めぐらした。上空に、黒いマントの男──レイヴァが飛んでいた。

「また仲間か……？」

　デラパインの言葉に、レイヴァは鼻を鳴らした。

「手がすべった」

「ジョークのつもりか？」

　デラパインが、蒸気式のガトリング銃じゆうが内蔵されている左手を、レイヴァに向けた。

「邪じや魔ま立だてするつもりはない」

　レイヴァは無表情のまま言った。返事の代わりに、デラパインは銃弾をばらまく。

　素す早ばやく動いて、レイヴァは弾丸を躱かわした。

「楽しませてくれるな……」

　そのとき、遠くから声が掛かかった。

「デラパイン様！　時間です！」

「これからだと言うのに」

　舌打ちをしながらデラパインは、黄金鎧ゴルデイアスを操作した。鎧よろいの背部ハッチが重い金属音を立てて開き、六枚の翼つばさが出現する。羽ばたきに合わせて、背部より蒸気の噴ふん射しやも行われ、巨きよ体たいが宙を舞まった。

「待ちなさいっ！」

　マナは植え込みから立ち上がると、蒸気銃を黄金鎧ゴルデイアスに向け、引き金を引いた。弾だん丸がんは黄金鎧ゴルデイアスに当たり、火花を散らせる。

　だが、デラパインは振ふり返りすらしなかった。

　そのまま飛行器ウインギイの部隊と合流し、そして離はなれた場所に停てい泊はくしていた大きなプロペラのついた船──蒸気飛空戦艦ゲート・グンマートヴァイスに乗り込んでいく。

　マナは、戦せん艦かんのもとまで走った。ジョーガイル家の庭は蒸気鎧スチームギアが踏ふみ込んだため、芝しば生ふに穴が開いていた。悪い足場を懸けん命めいに蹴けって、黄金の鎧よろいを追いかける。

　金色の軍団が乗り込み終わったのと同時に、戦艦は抜ばつ錨びようする。轟ごう音おんと共に、ヴァイスのメインプロペラが回転速度を上げた。

「待ちなさいつーのぉっ！」

　声を張りあげるマナを後しり目めに船は悠然と飛び立った。

　と、同時に、ヴァイスの右う舷げんに、甲かん高だかい音と共に小窓が開いた。そこから黒光りする砲ほう身しんが顔を出す。蒸気砲だ。六〇基はある。

「まずいっ！」

　マナは慌あわてて、庭に立てられていた大理石の像の後ろに隠かくれた。

　全砲門から一いつ斉せいに弾たまが発射される。

　弾だん幕まくがジョーガイル家を襲おそう。半ば溶よう解かいしていた屋や敷しきは、砲弾によって跡あと形かたもなく崩くずれ去った。

「なんてことすんのよ……」

　唇くちびるを嚙かみながらヴァイスを睨にらんだ。

　戦艦は、ガイラスの旗をはためかせながら、雲の彼方かなたを飛んでいた。




　　　　◇◇◇




　嵐あらしのようなヴァイスの襲しゆう撃げきの後、マナたちは、ジョーガイル家の人間と、遅おくれてやってきたホリズム自警団と一いつ緒しよに、壊こわれた家の下した敷じきになった人たちや怪け我がをした人たちの救助に当たった。

　幸い、死者は出なかった。

　しかし、物的被ひ害がいは甚じん大だいだった。屋敷の大半は溶解し、高価な絵画や彫ちよう刻こくはスープのようになっていた。

　そして、一番被害が大きかったのは、飛行器ウインギイだ。

　セイムのレース用の飛行器ウインギイが全ぜん滅めつしてしまったのだ。チャンピオンシップレースが近かったため、全すべてのレース用の飛行器ウインギイを格納庫に集めて整備していたらしい。

　飛行器ウインギイは溶とけた壁かべと見分けがつかないほど、ドロドロになってしまっている。

　セイムは格納庫の前に突つっ伏ぷし、辛つらそうな顔で大地を拳こぶしで何度も殴なぐりつけていた。

　飛行器ウインギイ乗りの夢とも言うべき、チャンピオンシップレース……それに出られなくなってしまったのだ。彼の苦しみは計り知れないだろう。

　マナは堪たまらなくなって声を掛かけた。

「セイムさん……」

「ああ……マナちゃん……ははっ、カッコ悪いとこ見られちゃったな……」

　セイムは立ち上がり笑って見せた。痛々しいほどの笑え顔がおだ。

「他ほかにレース用の機体はないの？」

「予備は、一台もないよ……チャンピオンシップレースが近かったから、格納庫で一いつ斉せいに調整をしてたんだ……」

　──レースは一週間後。

「折せつ角かくのチャンスだったんだけどね」

　彼は唇を嚙んだ。

「新しいのは調達できないの？」

　マナは自分で言ってから、気がついた。セイムは、強ごう盗とうに入られたところなのだ。高価はレース用の飛行器ウインギイなど用意できるはずがない。

「僕は……、僕は次のレース、絶対に勝たなくちゃいけなかったのに……」

　セイムは、血を吐はくような口調で言った。マナは胸が詰つまった。

「絶対に勝たなくちゃいけなかったんだ……ビルボーズのテージに……」

　ビルボーズという単語に聞き覚えがあった。飛行器ウインギイレースに数回行っただけのマナでも、知っているトップチームだ。

　──ジョーガイル？　ダメダメぇ、賭かけるならビルボーズ。ヤツラに賭けておけばまず間ま違ちがいないよ──と予想屋の親おや父じも太たい鼓こ判ばんを押おしていたほどだ。

　ビルボーズと言えば、有名な看板レーサーがいる──黒いツナギのよく似合う長身。中性的で冷たい美び貌ぼうを持つ天才レーサー──テージ・カラサイシュ。その鋭するどいレース展開と、黒いレーススーツに身を包んでいることから『黒い稲いな妻ずま』と呼ばれている──。

　そのとき、足音が聞こえた。

　振ふり返ったマナは思わず目を見張った。

　そこにテージ・カラサイシュ、その人が立っていたのだ。

　セイムは、眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやいた。

「テージ……」

　テージは冷たい瞳ひとみでセイムを見つめていた。

　何か因いん縁ねんめいた感じだ。相当な恨うらみがあるのかもしれない。

「これではレースには出られないな。セイム」

　テージのハスキーな声は、とても冷たく響ひびいた。

「貴方あなたとは戦いたくない。これで諦あきらめがつくだろう……」

　テージの言葉を聞き、セイムは怒いかりの表情を浮うかべた。

「僕は君と戦う。負けるとわかっていても、挑いどむよ」

「どうやって……？　飛行器ウインギイがなければ戦えまい」

　そこでマナが声をあげた。

「あたしが……あたしがセイムさんの飛行器ウインギイ、用意します！」

「マナちゃん……？」

「あなたは？」

　テージは、その眉根を寄せ睨にらむようにマナを見た。美しいテージがそのような顔をすると、とても迫はく力りよくがあった。

「あたしは、セイムさんの新しいメカニックです」

「あまり……飛行器ウインギイレースを甘あまく見ない方がいい。あなたのような若い女性が、どうこうできるものではない」

「やってみなければ……わからないと思います」

　マナは負けずにテージを睨み返した。

　テージはマナからセイムに視線を戻した。その瞳は何な故ぜか悲しげな色を宿しているように思えた。

「どうあっても、私と戦うのか……。なら、それもいいだろう」

　テージは踵きびすを返し、歩き始めた。そしてふと思いついたように、肩越ごしに言った。

「あの日のように、楽しく空を舞まうことはできないのか」

　テージが去った後、悲しげにセイムは、

「ありがとう、マナちゃん……」

「ねぇ、セイムさん。あたしに飛行器ウインギイを用意させてもらえませんか」

「でも……」

　無理だよ──彼の目がそう言っていた。

　レース用の飛行器ウインギイは数か月を掛かけて用意されるものだ。たった一週間で作れるようなものではない。しかも、莫ばく大だいな費用も掛かる。

　だけど──。

「セイムさん、あのテージに勝ちたいんでしょ？」

　テージの名を聞き、セイムは辛つらそうに目を閉じた。

「……勝ちたいよ」

「あたしのこと、信じてもらえませんか？」

　セイムは目を開き、マナを真まっ直すぐに見つめ返した。心の奥おくを見み透すかそうとしているかのように、一いち途ずな瞳ひとみだった。

「……わかった。キミに、賭かけてみるよ」




　　　　◇◇◇




　マナは、セイムのための飛行器ウインギイ作りに掛かりきりとなった。

　以来、レイヴァは一人で夜の街に出掛けることが多くなった……。




　　　　◇◇◇




　ホリズムで一番売れてるスポーツ紙『ホリズムスポーツ』一面より

『美少女ミイラ連続殺人事件は本当に解決したのか!?

　──政府の発表ではミイラ化した死体は見つかっていないという。街は落ちつきを取り戻もどしたようにも見える。

　しかし、この裏で増えている数字がある。行方ゆくえ不明者の数だ。最初のミイラ殺人事件以釆、通常の倍以上の捜そう索さく願ねがいがホリズム自警団に出されているのである。

　十代の少女の行方不明者だけで、二〇名以上を数える。彼女たちはミイラとなってどこかに眠ねむっているのではないか？　謎なぞは深まるばかりだ』




　　　　◇◇◇




　数日後の夜──。

　マナはファルラッサスタジアムの最下層にあるジョーガイルチームのピットデッキで、鉛えん筆ぴつをくわえながら唸うなっていた。彼女の前には製図台があり、そこには翼つばさの描えがかれていない書きかけの設計図があった。床ゆかには丸められて捨てられた紙くずが小山を築いている。

　ピットデッキは、飛行器ウインギイの整備をするベランダ状の作業場と、倉庫のような部屋からなっている。

　本当はレース当日以外は使ってはならない規則なのだが、セイムの家は破は壊かいし尽つくされているし、トレスパスの社しや屋おくでは遠すぎるから、特別に使わせてもらっているのだ。

　幸い、今日以降チャンピオンシップレースの日まで、飛行器ウインギイレースは行われないため使われる予定はない。しかもジョーガイル家は多大な寄付をしているので管理事務局はすんなりと使用許可をくれた。

「うぅぅぅ～～ん……どうしたらいいのかなぁ……？」

　レース用飛行器ウインギイを作るというのは、簡単なことではない。

　ベースは、トレスパスで使ってる戦せん闘とう用ようの飛行器ウインギイを使う。資金が不足しているので有り合わせを流用する以外ない。しかし、戦闘用とレース用とは全く別のマシンと呼べるほど、基本コンセプトが異なっているのだ。

　戦闘用はともかく頑がん丈じようでパワフルというのが第一義となる。どんな状じよう況きようでも飛んでいることこそが大事なのだ。

　一方、レース用はともかく速くが基本──これは設計のベクトルが根本から違ちがっており、例えるなら、マナは鉈なたを研といでカミソリを作ろうとしてるようなものだった。

　そして極きわめつけが、一週間という期間。

　数か月も時間を掛かけて、チャンピオンシップレースのために機体を用意してくる他のチーム──しかも、飛行器ウインギイレースのトップチームであるビルボーズに、たった一週間で勝とうというのだから、無む謀ぼう以外の何ものでもなかった。普ふ通つうの人なら諦あきらめるところである。

　しかし、マナは諦めるという言葉が嫌きらいだった。

　なんとかして、セイムに勝たせてあげたい。そのために、少しでも勝機の見いだせる機体の設計を行っているのだが……。

「だめだぁぁぁぁ」

　マナは、今まで書いていた設計図を、くしゃくしゃと丸めて床ゆかに投げ捨て、製図台に突つっ伏ぷした。どうしても翼つばさのデザインが決まらなかったのだ。真っ向から勝負しても、他のチームには勝てない。だから、翼に際きわ立だった特とく徴ちようを持たせて、一発逆転に賭かけたいのだが、アイディアが出てこなかった。

「苦しんでいるようだな……」

　後ろから声がした。いつのまに来たのか、レイヴァが立っていた。

「うん……ちょっとね……。あ、そだ、この間は、ありがと」

「なんのことだ？」

「助けてくれたでしょ？　ガイラスのボスと戦ったとき」

「……助けたつもりはない。お前は私が殺すと決めているのだ」

「またまたぁ、そんなこと言ってぇ。照れ屋さん[image: ハート]」

「勘かん違ちがいするな。そういうことを言っていると、いつか寝ね首くびを搔かくぞ」

「レイヴァはそんなことしないよ。絶対にしない」

　吸きゆう血けつ鬼きは無言のまま、しばらくマナを見つめていたが、おもむろに口を開いた。

「おい……少し付き合え」

「付き合えって……？」

「ちょっと空まで」

　そう言うと、レイヴァはマナにすっと近づき、身体からだに手を回した。

「え？　え？」

　なにがなにやらわからないうちに、マナは抱だきすくめられ、身体を持ち上げられた。

　──シャキン──

　涼すずやかな金属音が鳴る。レイヴァの背中から鋼鉄製の翼が現れる。飛行モードをとったレイヴァは、力でベランダに通じるシャッターを開けた。戸と惑まどうマナを抱いたまま夜空へと飛び立つ。

　レイヴァは翼をはためかせて、ケティア湖の上空まで飛んだ。スタンドのロイヤルボックスの高さ──およそ地上六〇メートルでホバリングをする。

「ちょ、ちょっとレイヴァ？　どうしたの？」

「あまり根を詰つめ過ぎても詮せん無ないだろう。見ろ、月が綺き麗れいだ」

　見上げると、満月が輝かがやいていた。

「ホントだ……」

　レイヴァに視線を戻もどす。抱きすくめられているから、彼の顔はすぐ目の前にあった。涼やかな光の下で見るレイヴァの姿は、息を吞のむほどに美しかった。

「私には……」

　レイヴァはマナの目を真まっ直すぐに見つめ返しながら、言葉を紡つむぎ始めた。普ふ段だんは冷たい光を宿す紫むらさき色いろの瞳ひとみが、このときはなぜかとても優やさしく見えた。

「婚こん約やく者しやがいた。人間の頃ころの話だ……」

「レイヴァは、王様だったんだよね。相手は貴族の人なの？」

「いや……、平民の娘むすめだ。今こ宵よいのような満月の下で出で逢あい、恋こいに落ちた」

　少しだけ寂さびしく笑って、レイヴァは続けた。

「……少し、お前に似ていた」

「見た目が？」

「違ちがう。外見はお前よりも、ずっと美しかった」

「あ、そう……」

「似ているのは、性格だ。アリシア──その婚約者は、お前のように活発な、すぐに何にでも首を突つっ込みたがる娘だった。そして……」

「そして？」

「吸きゆう血けつ鬼きとなった私を、最後まで信じてくれた」

　ふわりと風が吹ふいた。宙を舞まう二人を柔やわらかく包む。彼はふいに遠い目をした。

「昔話をしてやろう──」

　レイヴァはあまり抑よく揚ようをつけずに言った。

「──昔、ある国に王がいた。だがその王国は隣りん国ごくに攻せめ込まれ、存そん亡ぼうの危機に瀕ひんしていた。そこで王は悪あく魔まと契けい約やくをして、自ら怪物に姿を変えた。そして、単身乗り込んで、隣国の支配者を殺したのだ。存亡の危機は免まぬがれた」

「……ちょっと怖こわいけど、美談じゃない？」

「ところが、怪物となった王は殺されそうになった」

「誰に？　なんで？」

「民衆が、怪物を恐おそれたのだ。王は信じていた国民に裏切られた。人を信じると馬ば鹿かを見るという例だ」

　レイヴァの声は悲しみに満ちていた。この『王』というのは、レイヴァのことなのだろう。聖書フアルレ・デイ・マグナスには記き載さいされていない、吸血鬼側から見た歴史なのかもしれない。

「簡単に人を信じるな──信じれば裏切られるぞ」

「信じてる人を裏切るより、マシだよ。あたし、アンタを裏切らないからさ」

　マナは真しん剣けんな顔で続ける。

「命懸かけてもいいよ」

「命懸けで信じる──か」

　フッと小さな笑い声を立て、レイヴァは続ける。

「アリシアも同じことを言った」

「アリシアさんは……どうなったの？」

　マナの問いに、レイヴァは牙きばを見せつけるように口を開いた後、答えた。

「私が……血を吸った」

「こ……殺したの？」

「そうだな。肉体的な死は訪おとずれたであろう。血を吸った直後、私の血を飲ませ、我わが眷けん属ぞくとしたのだ……」

「吸血鬼に……なっちゃったんだ……」

　レイヴァは冷たい声で言った。

「私を信じるな。いつか仇あだなす存在となる」

　ふいに背筋が寒くなった。愛した人を歯し牙がに掛かけるとは……。

　しかし、マナはふと思い出した。

「ひょっとして……、近ちか頃ごろよく出歩いてるのは、吸血鬼になったアリシアさんを捜さがすためなんじゃない？　どこかにいるんでしょう？」

「…………」

「もし、そうだったら言ってよね。水くさい」

　少しだけ困ったような顔で、レイヴァは溜ため息いきをついた。

「……喋しやべり過ぎた。どうかしている……私は……」

　マナの問いには答えず、レイヴァは緩ゆるやかにピットデッキに向かって降下を始める。ゆっくりと翼つばさをはためかせた。

　そのとき、マナは身体からだに風を感じた。自然に吹ふく風ではなく、恣し意い的てきな空気の流れだ。

「ねぇ、レイヴァこの風……。アンタが起こしているの？」

「……？　ああ。ただ翼を使うよりも、飛びやすいからな」

「風かぁ……」

　ふいにマナの脳のう裏りに、セイムの飛行器ウインギイの翼のアイディアが浮うかんだ。

（特定の風が吹いたとき、ポテンシャルが上がる翼っての……悪くないかもしんない。うんっ、いけるかも！）

「ありがとレイヴァ！」

「なんだ……突とつ然ぜん」

「いいアイディア思いついたの！　早くピットデッキに戻もどって！　設計図書きたい！」

「暴れるな！　落ちるぞ！」

　レイヴァは落ちそうになるマナの身体を、強く抱だき締しめた。




　　　　◇◇◇




「アリシア！」

　レイヴァは叫さけんでいた。奸かん計けいにより幽ゆう閉へいされた魔ま力りよく結界を張り巡めぐらされた牢ろう獄ごく。その結界によって彼の生命力は奪うばわれ、『力』を発することもできなくなっていた。

　さびついた鉄てつ格ごう子しのはまった窓からは、火か刑けい台だいが見える。

「悪魔に荷か担たんし、吸きゆう血けつ鬼きとなった娘むすめに死を！」

　火刑台の前で、かつての腹心であった大臣が叫んだ。刑けい吏りによって、白いドレスを着た恋こい人びと──アリシアが引っ立てられていく。細い手首に杭くいが打たれ、十字形の柱に彼女の身体が磔はりつけにされた。

　人々は口々に祈いのりにも似た言葉を、呟つぶやいていた。魔力によって増ぞう幅ふくされたレイヴァの聴ちよう力りよくは、否いや応おうなしにその言葉を拾う。

「殺せば平和が訪おとずれる」

「吸血鬼は恐おそろしい」

　憎ぞう悪お──恐きよう怖ふ──殺意──渦うず巻まいた負の感情が人々の口から漏もれ、刑場を満たしていく。

「やめろ……」

　レイヴァは鉄格子をつかんで呟いた。

　悪魔と契けい約やくをして、人間であることをやめた。肉体的な死、その地じ獄ごくの苦しみに耐たえ、吸血鬼となった。それも全すべて、国を守るため……人々を助けるために……。

　ゆっくりと松たい明まつを手にした人々が火刑台へと近づく。

「やめろ……」

　彼は父王から託たくされた国を……国民を愛していた。だからこそ、助けたのだ。悪魔に身をやつしても、民たみは自分を信じてくれる。そう思ったからこそ、吸血鬼と化したのだ……。

　なのに。それなのに──。

　レイヴァは暗殺されそうになった。愛する国民たちを相手に手を出せぬまま、幾いく度ども刃やいばで刺さし貫つらぬかれ、死の淵ふちへと追いやられたのだ。人間の血を吸えば体力を回復することもできた。だが、絶望に苛さいなまれていたレイヴァは、死を選んだ。しかし──。

「あたしの血を吸っていいよ。レイヴァのこと信じてるから、好きだから……怖こわくないよ。あたしもあなたの仲間になる……二人で暮らそう」

　アリシアは無む垢くな笑えみを浮うかべて、そう言った。

　逡しゆん巡じゆんの後……、レイヴァは恋人の首筋に牙きばを突つき立てた。

　その後、自らの血を飲ませ、彼女も吸血鬼とした。二人で人知れず暮らすために。

　だが、それすら人間は許さなかった。武装した民が徒党を組んでアリシアをさらい、助けに向かったレイヴァを罠わなにかけたのだ。人々は二人を殺すつもりであった。

　松明の炎ほのおが、積み上げられた薪まきに点つけられた。油と火薬が仕込まれた薪は瞬またたく間に燃え上がる。アリシアの身体からだを、炎が包む──。

「やめろ──ッ！」

　レイヴァは声を限りに叫さけんでいた。その瞬しゆん間かん、彼の中でなにかが壊こわれた。

　身体から閃せん光こうがほとばしり、結界ごと牢ろう獄ごくを吹ふき飛ばす。それが、レイヴァに残る最後の記き憶おくであった。以降のことはなにも覚えていない。ただ、彼の心には人間への憎にくしみと、人間が呼び出した赤翼の天使フアルラツサへの憎ぞう悪おがうずたかく積まれていくのみ──。




「ひゃあ！　起きちゃったっ！」

　小さな悲鳴が聞こえた。目を開くと、そこにファンの顔があった。彼は心底脅おびえたような表情で、ガタガタと震ふるえている。

　レイヴァは自みずからが夢を見ていたことを知った。そこは閉とざされた牢獄ではなく、教会のレイヴァの部屋であった。

「ごごこごご、ごめんなさいっ。あのっボクっ」

　ファンは濡ぬれたように光る黒目がちの瞳ひとみで、レイヴァを上うわ目め遣づかいに見上げていた。少女のように愛らしい顔を歪ゆがめて、なぜか必死に謝あやまっている。王宮に住んでいた頃ころ、裏庭で家臣の一人がこっそりと飼っていた仔こ猫ねこに、どことなく似ていた。

「なにか謝らねばならんことでも、したのか？」

　レイヴァが睨ねめつけるとファンは、さらに小さな身体を硬こう直ちよくさせ、

「そそそっ、そんなこと、ボク、し、してま……あうあうっ」

　緊きん張ちようのあまり喋しやべることができなくなってしまったようだ。かと、思ったら、「はわわわわ……ぁ」と情けない声をあげて、気を失いそうになってしまった。

「こら。気絶するんじゃない」

　倒たおれそうになるファンの襟えり首くびをつかみ、支えてやる。かろうじて、正気を保ったらしいファンは、仔猫のようにつままれていることを知ると、突とつ如じよ観念したようすになった。

「あうあう……ボクはこのまま、血を吸われちゃうんですね。ガブっとやられちゃうんですね。ああ、短い間だったけど、楽しかったよ。さよなら、みんな。それじゃ、レイヴァ……どうせやるなら、痛くしないでください。ボク、怖こわいのはイヤなんですが、痛いのはもっとイヤなので……さあ、どうぞ」

　すっかり勘かん違ちがいしたファンは、首筋を見せながらひざまずいた。しばらくそのようすを呆あきれたように眺ながめていたレイヴァは、ファンの額に手を伸のばし、ピシっと指で弾はじく。

「はうわぁっ！　やられたぁっ！　もーダメだっ」

　すっかり脅おびえ切っているファンは、軽い衝しよう撃げきに驚おどろき大げさな声をあげ、倒れ伏ふした。だが、すぐにむっくりと起き上がり、

「……って、あれ？　ボク、生きてる。あうっ！　さては、じーわじわいたぶって、なぶり殺すつもりなんですねぇっ！」

「落ち着け。貴様の血など吸わん」

「ひどいよひどすぎるよ、まるで吸きゆう血けつ鬼き……ふぇ？　ホントに？」

「ああ。今のところはな」

「今のとこ……って、ことは遠くない未来には、ガブぅっとやるつもりなんですね、ひどいや」

「酷ひどいのはお前の思い込みの激しさだ。何しに来た？　怖がるくらいなら、この部屋へこなければ良いだろう？」

「それは……」

「恐きよう怖ふに耐たえ切れず、私を殺しに来たのか？」

　ファンは音が出そうなほど、大きく首を横に振ふった。

「違いますよぉ。レイヴァなんかうなされてたから……し、心配になって……」

　レイヴァの寝ね汗あせを拭ふいたらしいタオルを、ファンはぎゅっと握にぎりしめている。

「お前、私が恐おそろしいのであろう？　なぜ、そのようなことを」

「で、でも……一人でうなされてるのは、怖いし、いやだし……。ボクがうなされてたら、誰だれかにいて欲ほしいから……。だから……あうあう」

　唇くちびるをわななかせながら、ファンは答えた。

「そんな理由でここへ……？」

　レイヴァがいぶかしげな声をあげたとき、

「人間の心がない、伝説通りの吸血鬼だったら……ファンも来なかっただろうけどな」

　ジャックスが部屋へ入って来ていた。その後ろに、キールとミンクも立っている。

「ジャックスぅー！」

　ファンは半泣きになりながら、ジャックスの腕うでに飛びついた。

「私に心があるとでも？」

　レイヴァの問いに、キールが答えた。

「いなくなった恋こい人びとを捜さがしてること、マナから聞いたわよ」

「確か、伝説によればレイヴァさんと一いつ緒しよに不死となったんですわよね？」

　ミンクの言葉に、ジャックスが腕組みをしながら頷うなずく。彼はデラパインと戦ったとき、レイヴァがマナを助けたのを見て、態度を軟なん化かさせつつあるらしい。

「夜な夜な出で掛かけているのは、良からぬことをしているからかと思っていたが……そういうことなら早く言えば良かったんだ」

「疑いを解く必要はない」

　顔を背そむけたレイヴァにミンクが近寄ってきた。彼女はレイヴァの銀ぎん髪ぱつを優やさしく撫なでた。

「やめろ」

　レイヴァがその手を払はらうと、ミンクは意外そうな顔をする。

「頭を撫でられるの、嫌きらいですか？　ツラいときに撫でてもらえたら、私わたくしは嬉うれしいですわ」

「人間風ふ情ぜいに馴なれ馴れしくされるのが気にくわないのだ」

「あら？　でも、レイヴァさんも元々人間でしょう？　ううん、今も人間だわ」

「今も……？」

「婚こん約やく者しやさんを捜してるなんて、とぉっても人間的だと思います。なにかツラいことがあったら、なんでも言ってくださいましね」

　彼らは部屋を出ていった。レイヴァの恋人を捜すためにはどうすればいいか、算段している声が聞こえる。レイヴァは、小さく溜ため息いきをついた。胸に痛みが宿る。その痛みの理由が、彼にはわかっていた。

　それは──心ここ地ち良さだ。

　誰だれかが自分を信じてくれている。必要としてくれている。心を開いてくれている。軽口を叩たたく相手がいる。遊びに行こうと誘さそってくれる。うなされて目を覚ませば、そこに誰かがいる。

　数世紀の間、彼の味わったことのない心地良さだった。

　だが、裏切りの果てに、絶望の味を知ったレイヴァにとって、心地良さは苦痛だった。このまま信じれば、きっと裏切られる。言いようのない絶望と、この心地良さは表ひよう裏り一体である。

　そのときレイヴァの鼻び孔こうに芳かぐわしい香かわりが届いた。窓辺に飾かざられた鋼鉄製の六輪の花が、小さな花弁を広げていたのだ。

　左手を伸のばし、花か瓶びんから花を引き抜ぬいた。鋼鉄製とはいえ、芳しい花を手にしたのは数世紀ぶりのことだ。

　レイヴァは、まるで愛する人を抱だき締しめるかのように花束を両手で抱くと、そっと顔を寄せた。甘あまい香りを胸一いつ杯ぱいに吸い込む。六輪の花は、それぞれに別の芳ほう香こうを放ち、一つの美しい香りを作り出している。

　レイヴァは再び胸の痛みを感じた。

　──信じなければ、裏切られることはない。胸に宿る心地良さは……まやかし……。

　六輪の花を、レイヴァは左手で握にぎりつぶした。芳しい香りは、彼の手の中で潰ついえる。

　さらに手に力を込めた。鋼鉄の花びらが、手のひらに突つき刺ささる。その痛みは、胸の苦痛を和やわらげた。

　──信じなければ、裏切られることはない。

　嚙かみしめるように、もう一度呟つぶやいた。




　　　　◇◇◇




　翌日──キール、ファン、ミンクの三人はホリズムの街へと出向いていた。

「マナ、無理してないでしょうか？　徹てつ夜やで飛行器ウインギイを作っているという話でしたけど……」

　ミンクが心配げな声をあげた。

「アイツ結構ナマケモノだからねぇ」

　キールの言葉に、隣となりを歩くファンはボソッと、

「キールの方がナマケモ……」

「何か言った？」

「……いえ、何も」

　ファンはブルブルと首を横に振ふる。キールは肩かたを竦すくめてみせた。

「しっかし、アイツも物好きよね。男のタメとはいえ、レース用の飛行器ウインギイ作ろうッてんだから──まあ今はアイツを、せいぜい応おう援えんしてあげるしかないわね。私って優やさしいと思わない？」
















「マナの方が優し……」

「何か言った？」

「……いえ、何も」

　ファンは黙だまり込んだ。前方に、ファルラッサスタジアム前の広場が見えてくる。明後日はチャンピオンシップレースの開かい催さい日びだ。広場では、装そう飾しよくや入場者整理の演習など、開催に向けての準備が着々と進められている。

　二人の後ろを歩いていたミンクが「それじゃ私、アリシアさんのことを調べるために、図書館に……」とそこまで言ったときだ。

　突とつ然ぜん、ミンクは後ろから口を押おさえられ、路地に引きずり込まれた。

　キール！　ファン！　っと、彼女は助けを求めたつもりだったが、声が出なかった。

　キールはファンの頭を小こ突づきながら、歩いて行ってしまう。

　──助けて！

　薄うすれゆく意識の中、ミンクは叫さけぼうとした。だが、それは言葉にならなかった。




　　　　◇◇◇




　徹てつ夜やで飛行器ウインギイ作りをしていたマナのもとに、その恐おそろしい情報がもたらされたのは、夜のことだった。

「ドコにも……、ドコにもいないの！」

　泣きそうな顔で震ふるえながらキールは言った。いつもの高たか飛び車しやな態度はなかった。

　ミンクが消えてしまったというのだ。ミンクは勝手にどこかへ行ってしまって、連れん絡らくもしないような娘むすめではない──なんらかの事件に巻き込まれたに違ちがいなかった。

　はじめキールは、忙いそがしいマナを思ってか、ファンとジャックス、そして事態を知ったセイムの四人で捜さがしてくれていた。だが、夜になっても見つからず……ついにマナにもミンクが行方ゆくえ知れずになっていることを伝えにきたのだ。

「私のせいだわ。私がちゃんと気をつけてれば、ミンクがいなくなるなんてこと」

「捜しにいこうっ！　手伝うよ」

　マナが言うと、キールは大人おとなしく頷うなずいた。

「ごめん。忙しいときに」

「謝あやまんないでってば」

　ピットデッキにジャックスとファンが入ってきた。二人は息を切らしてる。

「見つかった？」

　彼らは首を振ふった。キールは悲しげに目を伏ふせる。

「それよりも……イヤな情報を聞いたんだよ」

　ファンはためらいがちに言った。

「イヤな情報って？」

　マナが問うと、ファンは、

「ミンクが姿を消す直前に……黒マントの男が目もく撃げきされてるんだ」

　ジャックスは壁かべを殴なぐりつけた。

「レイヴァだよ」

「まさか、レイヴァが……」

　キールの言葉は、その場にいた全員に衝しよう撃げきを与あたえた。

「レイヴァはそんなことしないよ……」

　そう言ったマナの脳のう裏りに、レイヴァの声がリフレインする。

『いつか仇あだなす存在となる』

「あたし、レイヴァを信じてるから」

　マナは小声で呟つぶやいた。
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　ミンクは目を覚ました。

　彼女の身体からだは、堅かたい木の床ゆかに横たえられていた。両手首に縄なわが巻かれている。揺ゆれ具合などから、そこが蒸気バスの中だとわかった。

　ミンクは目だけを動かして辺りをうかがった。

　同じぐらいの年ねん齢れいの少女が二人、傍かたわらに横たわっている。その向こうに、サーベルを腰こしに帯びた兵士が椅い子すに座すわっていた。鎧よろいにはガイラスのマークがついている。

　そのとき、ミンクは床が傾かたむくのを感じた。

　金かな網あみの張られた窓の向こうに、金属の巨きよ大だいな内ない壁へきが見える。ガイラス戦せん艦かんヴァイスの中に、バスで乗り入れたのだろう。バスが乗り込んだ直後、ハッチが轟ごう音おんを立て、閉まり始める。

（う～ん。これは困りましたわ。……みんなに心配をかけてしまいますもの……。夕飯までには帰らなくては……はわっ！　今日は私が食事当番でしたわっ！）

　ミンクは、脱だつ出しゆつする手段がないか思案を巡めぐらせる。

　そんな彼女には、ハッチが閉まりきる直前に滑すべり込んできた影かげが、見えなかった。
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「ミンクちゃんは、見つかったかい？」

　セイムの言葉に、マナは力なく首を振ふると、ルバス川に架かかる橋の欄らん干かんに、よろめくようにもたれかかった。

　レイヴァがミンクを襲おそったかもしれない──。

　その疑ぎ惑わくが、マナの心に澱おりのようにわだかまっている。ミンクを目撃した人の話によると、彼女の近くに黒いマントの男を見たという。話を聞けば聞くほど、その人物はレイヴァと酷こく似じしていた。

　そして、もう一つ恐おそろしい情報をセイムから聞かされた。

　ミイラ殺人事件だ。

　少女たちが血を抜ぬかれて死んでいるという。始めはニュースとして大きく報じられていたらしいが、あまりに事件が続発したため、議長団ラウンダーズが情報統制をかけた。事件を解決できない政府への追つい及きゆうを避さけるためだ。

　街の人々は、ミイラ殺人事件は鎮ちん静せい化かに向かっていると思っている。

　しかし、貴族階級の人間には本当のことが知らされていた。セイムの話によると、最近では毎晩のように血を抜かれた死体が見つかっているらしい。

　セイムは「まるで吸きゆう血けつ鬼きにやられたような死体」という言葉を使った。その言葉が、マナの心に鋭するどく突つき刺ささる。

「そんなことが……」

　マナは自らの不明を恥はじた。そんな事件が起こっているなんて、まったく知らなかった。レイヴァは夜半に出で掛かけることが多くなっていた──それは、人を襲うためだったのだろうか……？

　怖こわかった。

　とても……とても怖かった。

　ミンクを失ってしまうかもしれないという怖さ、そしてレイヴァが人を襲ってしまったかもしれないという恐きよう怖ふが、マナを苛さいなむ。

「どうかしたのかい？」

　セイムが優やさしく声を掛けた。マナは、長い逡しゆん巡じゆんの後、思い切ったように話し始めた。

　レイヴァのこと──吸血鬼を復活させてしまったことを──。

　セイムは驚おどろきのあまり言葉をなくし、しばらく立ちつくしていた。

　マナは、まるで許しを乞こうているかのような口調で話を続けた。

「あたしは、はじめレイヴァを復活させるプロジェクト……そんなに乗り気じゃなかったんです。でも……もしかしたら……」

　両親に会えるかもしれないと思ったから──マナはそう続けた。

　彼女は捨て子だった。

　それは空気も凍こおりつくほどに冷え切った冬の朝のこと。まだ幼いマナは、教会の前に置きざりにされていたそうだ。氷みたいに冷たい箱の中で、マナは泣くこともできずに震ふるえてたらしい。

　箱の中にはブランケットすら入っておらず、一いつ緒しよにあった唯ゆい一いつの品は、マナの名前の入った玩おも具ちやだけ。

　それは、オルゴールだった。蓋ふたを開けると、蒸気仕掛けの小さな人形が、華か麗れいにダンスを踊おどるオルゴールだ。

　今はもう鳴らないが、マナは綺き麗れいな音色をいつでも思い出すことができた。

　そして、そのオルゴールは実に高度な技術を使って作られたものだったのだ。

　当時の技術ではまず製作不可能な、マイクロボイラーを使って人形を駆く動どうさせ、石炭の粉と水を一度補給すれば、一か月以上動き続けたのだから。

　それは手作りで、当時の蒸気工学の粋すいを集めたような品だった。今のマナの技術を以もってしても、きちんと直せないだろう──試ためしたことはない。何な故ぜだか、修理をするのはためらわれたから。

　そのオルゴールを作れるのは、最高の技術を持つ蒸気工学者だけ──マナはそれを知ったときから、必死で蒸気工学の勉強を始めるようになった。それだけが家族と自分とを繫つなぐものだと信じて──。

「レイヴァの金属義体メタルボデイは、あたしの最高傑けつ作さくなんです。間ま違ちがいなく」

　マナは寂さびしく微笑ほほえんだ。

「だから……レイヴァが活かつ躍やくしてくれれば、ひょっとしたらあたしの家族が……両親が気がついてくれるかもしれない……心のどこかで、そう思ったんです……。そんな自分勝手な理由で……」

「…………」

「だけど、吸きゆう血けつ鬼きとは言え、こんな腕輪バングルとか使って、従わせるのは嫌いやなんです。あたしにとって、仲間は……家族のようなものだからっ。レイヴァにもそうなって欲ほしかった。仲間として、活躍して欲しかったんです……」

「そうだったのか……」

「吸血鬼とは……わかり合えないんでしょうか？　仲間になるなんて、無理なんでしょうか？」

　最後の言葉は、セイムに向けられて発されたものではなく、マナ自らの心に放たれた問いでもあった。

　トレスパスとしてレイヴァと一いつ緒しよに、苦しみも喜びも分かち合って、次々と侵しん入にゆう作さく戦せんを成功させる……。それがマナの夢であった。

　だが、夢物語にすぎないのかもしれない。

　セイムも、マナの隣となりで欄らん干かんにもたれかかった。小さく息をついた後、彼は口を開く。

「……僕はホリズム自警団ともラウンダーズとも繫がりが深い。だから、本当は君を告発しなくちゃいけない立場にいる」

　それは当然のことだ。マナたちが復活させたのは、伝説の怪物ガルムの王──吸血鬼。その気になればホライザンを滅ほろぼしかねない、究きゆう極きよくの怪物ガルムであり、宗教的敵対者。

　しかし、セイムは一つ一つ言葉を選ぶように言った。

「でも告発はしない。マナちゃんを信じているからね。吸血鬼のことも信じよう」

「ありがとうございます……」

「だけど……」

　セイムは、真しん剣けんな表情をマナに向けた。

「もし吸血鬼が本当に女の子たちを襲おそっているってわかったら。そのときは封ふう印いんするんだ」

「…………」

「ミンクちゃんを捜さがそう」

　セイムはマナの手を引いて、歩き出した。彼の手の温かさが、胸を打った。




　　　　◇◇◇




「いやっ！　やめてっ！」

　ミンクと一緒にさらわれた少女の一人が叫さけんだ。嫌いやがる少女を、無理矢理引きずるように、兵士たちが艦かん内ないを歩かせる。

　船の中は入り組んでいた。細い通路が縦横に走っている。ミンクはつまずいて転ぶふりをして、時間を稼かせぎながら、通った順路を覚えていった。

　方向的には船首方向に連れていかれているようだ。

　大きな鋼鉄製のハッチのついた部屋に入れられた。

「これは……」

　ミンクは思わず声をあげた。

　部屋の奥おくに二基の巨きよ大だいなボイラーがあり、それに挟はさまれるように直径が一〇メートルはある、ヴァイスの主しゆ砲ほうの一部が顔をのぞかせていた。

　テンガロンハットを被かぶった男──デラパインが入ってきた。

「どうだ？　卵の育ち具合は？　レースに間に合いそうか？」

　彼は拍はく車しやを鳴らしながら近づいてきた。

「はい。もう少しで使えるようになります」

　兵士の一人が敬礼をしながら言った。

「急げよ」

　デラパインは、ミンクたちの方をちらりと見た。

「餌えさは惜おしむな」

　ミンクは、兵士の背後にある卵を見て驚おどろいた。部屋の隅すみに鎖くさりによって固定された卵は、彼女の背せ丈たけの何倍も大きく、殻からは薄うすいベージュ色で岩いわ肌はだのようにゴツゴツしている。殻の中がうっすらと透すけていて、黒い瞳ひとみがクルンと動くのが見えた。

「エンダイブの卵？」

　ミンクは思わず呟つぶやいた。

「詳くわしいな。お嬢じようさん」

　テンガロンハットの男が感かん嘆たんの声をあげた。

「どうしてエンダイブの卵がここにあるんです？　エンダイブは飼育も流通も禁止されてる怪物ガルムですのよ！」

　卵の殻には、契約印テスタメントコードがあった。何者かが、卵の中のエンダイブと契約したのだ。エンダイブは成長すると強力な酸を吐はき出す怪物ガルムだ。あまりの強力さに禁止怪物ガルムに指定されていた。その危険な卵が、この部屋には五つも置かれていた。うち一つは大きく成長している。

「エサって、まさか私たちをエンダイブの卵に!?」

「ああ」

「じょ、冗じよう談だんじゃありませんっ」

「その通り。冗談ではない」

　デラパインは生気のない目でミンクを睨ねめつける。爬は虫ちゆう類るい型がたの怪物ガルムの瞳のように見えた。

「先ほど、『レースに間に合うか』って仰おつしやいましたわね？　ひょっとして──」

「コイツをレース場にぶち込む……楽しいだろ」

　デラパインは咳せき込むような笑い声をあげる。

　ミンクは寒気を覚えた。ドロドロに溶とけてしまったジョーガイル邸ていの惨さん状じようを思い出す。あれが人々でごった返すスタジアムで再現されてしまったら──。

「どうして……」

「決まっている。使ってみたいからだ」

「使って……みたい？」

「剣けんを手に入れたら……試ためし斬りをしたくなるだろう？　それと同じだ。ついでにレースの売上金が入るなら、こんなにいいことはない」

「そんなこと許されるわけありません！」

　ミンクがそう言ったのと、少女の悲鳴が響いたのが同時だった。

　兵士が少女の腕うでをつかみ、エンダイブの卵に押おしつけたのだ。エンダイブの殻からから、鋭するどい針が数本飛び出した。少女の身体からだに突つき刺ささる。

「きゃあぁぁぁ！」

　ミンクも悲鳴をあげた。

　エンダイブの針の中を血液が通っていく。殻の中が徐じよ々じよに赤く染まっていく。少女の身体は急激に血や組織液を吸われ、萎しぼむようにシワシワになった。まるでミイラのようになってしまう。

　次の少女が卵の前に連れていかれた。

「いや！　やめて！」

　少女は叫さけび暴れたが、男たちに取り押さえられ、殻に押しつけられる。針は彼女にも穴を開けた。

「やめてぇっ！　ひどいわっ！」

　ミンクは叫んだが、デラパインに細い腕をつかまれた。卵に向かって、ゆっくりと近づけられる。卵から針が飛び出して、ミンクの首筋を掠かすめた。

「いやぁっ！」

　針がミンクを刺し貫つらぬきそうになった瞬しゆん間かん──。

「離はなしてやれ」

　声がした。良く通るバリトンの声。デラパインはミンクを抱かかえたまま振ふり返った。黒いマントに銀ぎん髪ぱつの男がハッチを背にして立っている。

「レイヴァさん！」

　涙なみだ目めのミンクが、その名を呼んだ。

「殺せ」

　デラパインは兵士たちに命じた。兵士らはすぐさまサーベルを抜ぬき放つ。

　しかし、剣けんを振るう間もなく、彼らは後ろに吹ふき飛んだ。

　レイヴァが『力』を放ったのだ。

　兵士の一人はエンダイブの卵に当たり、針に貫かれた。

「ほう、面おも白しろい力を使う」

　テンガロンハットのつばを持ち上げながら、デラパインは嗤わらった。

　彼に向かってレイヴァは緑色の光を飛ばす。ミンクを抱かかえていたデラパインは、一テンポ動作が遅おくれた。攻こう撃げきを躱かわしたが、ミンクをつかむ腕の力が一瞬緩ゆるんだ。

　その隙すきを逃のがさず、ミンクはレイヴァの後ろに走った。

　デラパインはレイヴァに向けて腕を水平に伸のばした。次の瞬間、蒸気拳銃スチームシヨツトが袖そで口ぐちから飛び出す。無造作に照準を合わせ、発はつ砲ぽうした。

　弾だん丸がんは真まっ直すぐにレイヴァの眉み間けんに向けて飛んだが、レイヴァは右腕を上げ、それを受けた。右手には刃やいばが現出していた。戦せん闘とう形態だ。しかし、その動きは鈍にぶい。

　レイヴァはすぐさま、左手から緑色の光を飛ばした。デラパインは素す早ばやい反応を見せ、後ろへ飛び退のく。

　その一瞬をついて、レイヴァとミンクは、ハッチから外に出た。

「侵しん入にゆう警報を鳴らせ」

　デラパインは落ちついた口調で、兵士に命じた。




　小刻みに揺ゆれる廊ろう下かを、隠かくれるようにしながら二人は逃にげていた。

　先ほど追っ手を二人やりすごし、一人倒たおした。

　艦かん内ないに甲かん高だかいサイレンが鳴り響ひびいている。

「どうやってここへ来たのです？」

　ミンクは、床ゆかから三〇センチほどの位置に浮ふ遊ゆうして移動するレイヴァに聞いた。

「やつらの使っていた変な乗り物を追ってきた……この身体からだの動きが鈍っていて難なん儀ぎだったがな」

　バングルから離はなれているため、動きが制限されているのだ。今もほとんど動かない。そのため、彼は力で身体を浮うかせて移動している。

「よくぞ助けてくださいましたわ」

　ミンクは走りながら礼を言った。その頰ほおは、ほんのりと染まっていた。

「アリシアを捜さがすなどという馬ば鹿かなことを考えるな……迷めい惑わくだ」

　レイヴァは、言いながらそっぽを向いた。ミンクはそれを見て、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「ここから逃げる算段はあるか？」

「ええ、一箇か所しよだけ。艦内を連れ回されているとき、排はい気き用ようのダクトを見つけましたの。途と中ちゆう、気圧を調節するための障しよう壁へきがあるかもしれませんが……」

「人は見み掛かけによらんな」

「これでも私、トレスパスですもの」

　ミンクは胸を張った。

「さ、ココですわ！」

　床ゆかについた四角い切れ込みを指差した。手を触ふれると、空気の流れる轟ごう々ごうという振しん動どうが伝わってくる。

「いたぞ！」

　彼らの後ろから声が掛かった。兵士の集団が駆かけ寄ってくる。

「早く入れ！」

　言いながらレイヴァは『力』を放った。先頭の兵士が悲鳴をあげて吹ふき飛ぶ。

　ミンクは、切れ込みについた取っ手に手をかけ、それを持ち上げた。中に滑すべり込む。ダクトは下に向かって伸のびる円えん筒とう形けいのチューブのようになっていた。自由落下の速度で身体が滑っていく。

「きゃあ！」

　奥おくの方からミンクの悲鳴が聞こえた。

　ダクトの一番奥には排気用のプロペラが設置されていたのだ。羽根が凄すさまじい勢いで回転していた。向こうには夜の空が見える。

　ミンクは回転する羽根の直前で、壁かべに手足を突つっ張り耐たえていた。しかし、身体からだは滑り、徐じよ々じよにプロペラに近づいていく。

「た、助けて！」

　レイヴァは、ダクトを滑り降りながらミンクの身体を左手で搔かき抱いだいた。そして、ほとんど動かない右手を力によって持ち上げ、身体の前に出した。右手には刃やいばがついている。

「つかまっていろ」

　そのままプロペラへと突っ込む！

　プロペラは、刃によって切断された。破は片へんが空中にばら撒まかれる。

　レイヴァとミンクは、そのままのスピードを保ったまま、空中へ飛び出した。しばらく重力に身を任せていたが、地面が近づいたところで、力によって浮ふ上じようする。ミンクは助かった安あん堵ど感かんを感じつつ、レイヴァの胸の中で気を失った。
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　マナがレイヴァの姿を見つけたのは、空が白み始めた頃ころであった。

　夜通し走り回ってミンクを捜さがしたが見つからず、途と方ほうに暮れていたジャックスとマナは、スタジアムの広場で所在なく立ちつくしていた。そんな二人の前に、吸きゆう血けつ鬼きは忽こつ然ぜんと姿を現したのだ。

　マナは、レイヴァに駆け寄った。

「レイヴァ……ミンクを……」

　それを聞いていいのか迷った。マナが迷ってる間に、ジャックスがレイヴァにつかみかかる。

「テメェ、ミンクをどうした！」

　レイヴァは答えの代わりに、腕うでに抱だいていたミンクを地面に下ろした。彼女はぐったりとしている。

「ミンク……」

　力なく横たわるミンクの首筋には、何かで突つき刺さしたような跡あとがついていた。

「これは……牙きばの跡……？」

　マナは信じられない気持ちで呟つぶやいた。レイヴァがミンクの首筋に牙を立てる映像が、フラッシュバックのように浮うかんでは消えた。

「レイヴァ、まさかミンクの血を？　ウソだよね？」

　吸血鬼はなにも答えず、ミンクの首筋の傷を一いち瞥べつした後、マナを見み据すえた。

「ねぇ、レイヴァ……冗じよう談だんだって言ってよ！　いつもの、悪い冗談なんでしょ？」

　レイヴァは冷たい、だがどことなく悲しげな表情を向け、黙だまっている。

　マナはなおも言い募つのった。

「ほら、最近、レイヴァ優やさしかったじゃない……昔のこととか、話してくれたり……あたしのこと助けてくれたり……っ」

　顔を上げると涙なみだがこぼれた。幾いく筋すじも熱い雫しずくが頰ほおを伝う。

「あ、あたし……レイヴァとこのまま仲間になれたらって……なのに……」

「…………」

「やだよ。いやだっ。あたし、レイヴァを封ふう印いんなんかしたくないよっ！　ねぇ、レイヴァなんとか言ってよっ！　ミンクを傷つけたりしてないって……っ！　これからも一いつ緒しよにいられるって……」

　後から後から涙があふれ出て、最後の方は声にならなかった。レイヴァはそっと手を伸のばし、その涙を指で優しく拭ぬぐった。

「レイヴァ？」

「言ったはずだ。……私を信じるな、と」

　レイヴァの言葉はマナに衝しよう撃げきを与あたえた。

　否ひ定ていして欲ほしかった。

『私はやっていない』

　その言葉を待っていた。

　やっぱり、吸きゆう血けつ鬼きと人間は、わかり合えないの──？

「マナ……」

　ジャックスの声がした。彼はゆっくりと首を横に振ふった。

　マナは泣きながら、バングルを掲かかげた。

「封印するよ……あたしが……間ま違ちがってた」

　レイヴァは、なにも言わなかった。ひたすら悲しげな瞳ひとみを、マナに向けていたが、ゆっくりと目を閉じた。そして、小さな声で呟つぶやく。

「これでいい……」

　大きく息を吐はくと、マナは、バングルに向け、言葉を発した。




「《ファルラッサに、光、あれ》」




　緑色の石ラヂオストーンが目ま映ばゆく輝かがやいた。

　レイヴァの金属義体メタルボデイから、マントが翻ひるがえるほど凄すさまじい勢いで蒸気が噴ふき出す。彼の心臓に宿敵である赤翼の天使フアルラツサの羽根が押おし当てられる。レイヴァは苦く悶もんの形相のまま、直立していた。

　マナは涙なみだを拭うこともできず、苦しむレイヴァを見ていた。

　ほんの少しの時間だっただろうが、マナには数時間にも感じられた。耐たえ切れなくなって、マナはバングルのボタンを押おし、レイヴァを苦痛から解き放った。

　レイヴァはその場に倒たおれ伏ふし、気を失った。死んではいないだろう。再封印にはもっと複雑な宗教的手順が必要なはずだ。

　だが、マナは自らの手で、レイヴァに、死に匹ひつ敵てきする苦痛を与あたえたのは間違いなかった。

　マナ自身の手で……。

　泣き崩くずれるマナをジャックスが抱だきしめる。

　そのときだ。

　死んでしまったとばかり思っていたミンクが目を開いた。いつも通りにっこりと微笑ほほえむ。レイヴァは……ミンクを傷つけてなどいなかったのだ。







　chapter6　秘密の約束→ヴァイス突とつ入にゆう？







　レイヴァが目を覚ますまで、マナはずっと彼の傍かたわらに付き添そっていた。チャンピオンシップレースまで、残された時間は後わずかだったけれど、とても飛行器ウインギイ作りをする気にはなれなかった。

　しかも、さらなる問題が持ち上がっていた。ミンクが恐おそるべき情報をもたらしたのだ。ガイラスがチャンピオンシップレースを狙ねらっているらしいというのである。

　ミンクがエサにされそうになったエンダイブの卵は、中の胎たい児じが成長すると、殻からの中身が強力な酸で満たされる。

　セイムの住むジョーガイル家の邸てい宅たくは、その卵を弾だん頭とうにつけた主しゆ砲ほうによって攻こう撃げきされ壊かい滅めつ状態に陥おちいったのだ。

　恐おそらく空中で卵が割れるような機構がつけられているのだろう。それにより超ちよう強力な酸が飛散し、標的をドロドロに溶とかす。たとえそれが人間であっても……。

　セイムの家の惨さん状じようを思い出し、マナは身み震ぶるいした。

　キールはレースの実行委員会に中止するよう求めた。

　しかし、委員会側の返答は『ＮＯ』であった。レースは、莫ばく大だいな利り潤じゆんを生む。それを不確定──そう相手は断じた──な情報で、中止するわけにはいかないと言うのだ。

　トレスパスが出した結論は、一つしかなかった。

「私たちが、ガイラスの戦せん艦かん、ヴァイスに侵しん入にゆうして、止めるしかないわ」

　キールの言葉に、トレスパスの全員が黙だまって頷うなずいた。多くの人が傷つくのを、見過ごすわけにはいかない。

　しかし、その侵入作戦を成功させるためには、レイヴァの協力が不可欠なのは間ま違ちがいなかった……。

　レイヴァは死んではいなかったが、ファルラッサの力を強く受け過ぎたため、生命力を失っているらしい。彼の表情に、生気はない。

　ミンクによれば、レイヴァが完全に元に戻もどるにはひと月は掛かかるとのことだった。

「人間の血を飲ませれば、すぐに復活するようですが……それはできませんものね」

　ミンクは寂さびしげにそうつけ加えた──。

「く……っ」

　レイヴァが、目を覚ました。マナはためらいがちに声を掛ける。

「……気分は、どう？」

「…………」

　レイヴァはなにも答えなかった。

「ミンクを助けてくれたのに……あたし酷ひどいことして……ごめんね。ごめんなさい」

「気にするな」

「…………」

「人間など、所しよ詮せんそういうものだ」

　レイヴァの言葉は、マナの胸に鋭するどい痛みと共に突つき刺ささった。

「謝あやまらずとも良い」

「でも……」

「むしろ安心した。お前も、普ふ通つうの人間であったのだ。裏切りと欺ぎ瞞まんに満ちた人という生き物。それで……いい。憎ぞう悪おの対象であってくれねば困る」

　マナはその言葉で、真実を悟さとった。

　レイヴァも、マナが感じていたのと同じように、マナを信しん頼らいし始めていたのだ──仲間として。

　しかし、幾いく度ども人間に裏切られた彼の中には、人間に対する憎悪があった。人への憎にくしみが、レイヴァを生かしていたのかもしれない。そんな彼にとって、心の中に芽生えたマナへの信頼は、忌いむべきものであった。

　だから、マナを試ためした。マナが信じるに足る人間でなければ、胸に宿った温かな気持ちを殺すことができる。信じなければ、裏切られることはない。人間を憎悪していれば、過去に味わったような苦しみを二度と繰くり返すことはない──そう思ったのだろう。

『なにがあっても信じる』マナは、レイヴァにそう言った。

　けれど……マナは彼を信じ切れずに、傷つけた。

　吸きゆう血けつ鬼きとの間に芽生えた、細い細い絆きずなを、自ら断ち切ってしまったのだ。

　あのとき、ぐったりとしたミンクを見て、なおもレイヴァを信じてやれたなら、あるいは……。

　やるせなさと悲しみが募つのる。

「あたしは……どうしたらいい？」

　マナは、本当にどうして良いかわからなかった。レイヴァと仲直りしたい。やり直したい。でも……もう……。

「好きにしろ。私を封ふう印いんしても良いし……その腕輪バングルを使って、今まで通り使し役えきしても良い」

　マナはうつむき、小さく首を横に振ふった。

「もう、バングルは使いたくない」

「勝手にしろ」

　レイヴァは復活直後の頃ころのような、冷たい瞳ひとみをマナに向ける。人間への嫌けん悪おと憎悪の感情が如によ実じつに表れた瞳の色は、開きかけていた彼の心が、完全に閉とざされたことを意味していた。

　長い沈ちん黙もくが続いた後、マナは思い切って言った──。

「……レイヴァ……あたしの血を吸っても……いいよ」

「なにを言っている？」

　訝いぶかしげな表情を浮うかべるレイヴァに、マナは、ガイラスがレースを狙ねらっていることを告げた。

「トレスパスでガイラスを叩たたくことになった。それまであたし、死ぬわけにいかない。けど、それが終わったら……血を吸ってもいいよ。だから、あと一度だけでいい。仲間になって、一いつ緒しよに戦って……お願い」

　顔を上げ、ひたすら真まっ直すぐに吸血鬼を見つめて、マナは言った。

「お前は……死ぬのだぞ？　それでも良いのか？　それに、お前が死ねばこの金属義体メタルボデイは……」

「あたしが死んじゃっても、金属義体メタルボデイは自じ爆ばくしたりなんかしないよ。あれは……ウソ」

「なに……？」

「死ぬのは怖こわいよ。とっても。だけど、あたしはレイヴァを傷つけた。命いのち懸がけで信じるって言ったのに、裏切った……死んじゃうくらい苦しめた……その償つぐないをしたいから」

　レイヴァは暫しばらく黙だまっていたが、

「いいだろう」

　マナは小さくため息を吐つくと、無理に微笑ほほえんでみせた。そして手を出し、握あく手しゆを求める。レイヴァは、手を差し出してきた。

　しかし──。

　その手はマナの手を握にぎり返すことはなかった。レイヴァは手を伸のばし、マナの肩かたをつかむ。そのまま鋭するどい爪つめを、肩に突つき刺さした。

「くぅ……っ」

　痛みに、マナはうめき声をあげる。レイヴァは、マナの血がついた爪の先を舐なめる。

「勘かん違ちがいするな。貴様に従うのは一度。その腕輪バングルがあるから従うだけだ」

　レイヴァは、伝説の怪物ガルムの王に相応ふさわしい、冷れい酷こくな表情を浮かべると、力を放った。

「……きゃっ！」

　直ちよく撃げきを受けたマナは後ろへ吹ふき飛ばされ壁かべに激げき突とつ。したたかに背中を打ちつける。

「ぐ……はぁ……」

「いいか？　よく覚えておけ。ガイラスとやらを叩たたいた後……お前を殺す。血を啜すすってやる」

　マナは小さく頷うなずく。

　とても、痛かった。

　背中や、肩ではなく──心が。とても。




　　　　◇◇◇




　マナは沈ちん鬱うつな面おも持もちで、飛行器ウインギイを作るためのピットデッキへ戻もどっていた。

　ヒンジ──翼つばさのフラップが付くくぼみ──の横に打ち込まれている枕ちん頭とう鋲びようを、特別な工具で抜ぬいた。三つほど取ると、翼が取り外せるようになる。

　それを取り外すと、新しい翼を取り付けた。蒸気エンジンやその他のパーツは、あり合わせのもので間に合わせたが、翼だけは信しん頼らいのおける工こう房ぼうに注文し、新しいものを用意した。もちろん、設計をしたのはマナだ。

　工房の主人は、翼の設計図を見て驚おどろいた。レース用の翼としては、翼前縁や、翼よく端たんの角度が急だったのだ。レイヴァに抱だかれて空を飛んでいるとき、思いついたものである。

　マナが大きくため息いきを吐いたとき、セイムがピットデッキに入ってきた。マナは慌あわてて笑え顔がおを作り、作業を再開するフリをした。

「マナちゃん……大だい丈じよう夫ぶかい？」

「もちろんですッ。ゼッタイにレースに間に合わせてみせますからっ」

「そうじゃないよ……吸きゆう血けつ鬼きのことだ」

　マナはスパナを動かす手を止めた。セイムは彼女を真まっ直すぐに見み据すえて続ける。

「キールさんたちに聞いたよ。キミが必死で吸血鬼を信じようとしていたこと。仲間として扱あつかおうとしたこと」

「…………」

「僕も封ふう印いんすべきだって言って……キミの背中を押おしてしまった……。ジャックス君も謝あやまっていたよ、吸血鬼に」

　セイムは飛行器ウインギイに近寄り、翼を一ひと撫なでした後、

「もし……つらいなら作業をやめてもいいよ」

「え……？」

「僕はテージに勝ちたい。その気持ちに変わりはない。でも、キミを無理に働かせてまで、レースに出たいとは思わないよ」

　マナの隣となりにしゃがみ込むと、セイムは大きな手のひらでマナの頰ほおを撫でた。手の触ふれた部分から、体温と一いつ緒しよに彼の優やさしさが染しみ込んでくるような気がした。

（あたし、やっぱりこの人が好きだ）

　強く、そう感じた。

　その途と端たん、レイヴァと交わした約束が、重くのしかかってきた。

　死──漠ばく然ぜんとし過ぎていて想像もつかなかったけれど、それはもうセイムに逢あえないということなのだ。

　ううん、彼だけじゃなくて、ジャックスやキール、ミンク、ファンやガリオロと、一いつ緒しよにいられなくなるということ……。

　また、涙なみだがあふれてきた。

「あ、ごめんなさい……。あはは、変ですね。あたし、こんなに泣き虫じゃないのに……カッコ悪いですよね……あは、あはは」

　なんとか笑おうと思ったけれど、できなかった。

　セイムはマナの髪かみを撫でるようにして、そっと抱だき寄せてくれる。

　マナはセイムの胸に顔を埋うずめ、声をあげて泣いた。

　泣いて、泣いて、涙が涸かれるほどに泣きじゃくった後──。

「飛行器ウインギイは、ちゃんと作りますから」

　マナは少しだけ吹ふっ切れたような顔で、呟つぶやいた。




　　　　◇◇◇




　ピットデッキの窓から、朝日が差し込んでいた。

　酷こく使しされたマナの瞳ひとみには、朝の光は強すぎた。眩まぶしさのため、目の奥おくに疼とう痛つうが走る。

　彼女は、目をこすりながら、デッキに設しつらえられたベンチに座すわった。背せ伸のびをした手を下ろしながらゆっくりとツナギの上を脱ぬぎ、腰こしに巻きつける。

「やっと、完成したね」

　マナの隣に腰こし掛かけたセイムが、微笑ほほえんだ。彼の目の下にはクマができている。

「セイムさんも手伝ってくれたから」

　マナたちの足元には、完成したばかりの飛行器ウインギイがあった。マナの持てる技術の全すべてを注ぎ込んだ機体だ。

「朝に、なっちゃったね」

　セイムは窓の外を見て呟いた。彼も眩しいのか、手て庇びさしを作った。

「寝ねなくて大だい丈じよう夫ぶだったんですか？　最後まであたしに付き合ってくれて……」

「無理にお願いして作ってもらってるんだ。僕が手伝わないでどうするんだい？」

　マナはセイムの広い背中に向かって、思い切って聞いてみた。

「あの……セイムさん」

「なんだい？」

　セイムは微笑みと共に振ふり返る。朝日が彼の輪りん郭かくを美しく彩いろどった。彼は眩しかった。

「テージってレーサーにどうして勝ちたいんですか？」

　マナの問いに、彼はしばらく黙だまった。そして、重々しい口調で喋しやべり始めた。

「……アイツに勝たなければ、僕の人生は終わりなんだ」

　彼のそのようすに悲ひ愴そうな決意を感じとって、マナは次の言葉を伝えることにためらいを感じた。

「このコに乗ったら一〇〇％勝てるって保証は、できないです──互ご角かくの闘たたかいはできると……思います……でも勝つためには、セイムさんの技術と、運が必要なの」

「運……？」

「この翼つばさは特とく殊しゆなもので、レース中に強力な上じよう昇しよう気き流りゆうが吹ふけば、一気に加速できます。基本性能では勝てないから、賭かけに出ました……。だからもし……風が吹かなかったら……」

　技術では、どのチームにも引けをとるつもりはない。しかし、時間とお金をかけた他チームの飛行器ウインギイに勝つには、賭けに出るしかなかった。

『絶対に勝たなくちゃいけなかったんだ……』

　テージを前に言った、あのときのセイムの言葉がマナの胸の中に響ひびいた。

（もし、これに乗って、セイムさんが負けたら？）

　マナは胸に痛みを感じた。

　そのとき、彼女の両頰ほおにセイムの手が添そえられた。温かくて大きな手が。

　彼は、マナを、そっと上向かせた。

「これに乗って、僕は勝つよ。必ず」

　セイムは力強く言った。

　そして──マナのおでこに、キスしてくれたのだった。

　突とつ然ぜんのことに、マナは何が起こったのかわからなかった。

「イイ天気だ」

　セイムは窓の外を見やった。ケティア湖上空には雲一つなく、抜ぬけるような青空が広がっている。

「飛ぶにはイイ天気だ」

　マナはポーっと彼の顔を見つめていた。

「絶対に、テージに勝ってみせる。応おう援えんしててくれ、マナちゃん」

　マナはコクコク頷うなずいた。

「……風が吹くように祈いのっててくれ」

　マナは、ただもうぶっ壊こわれた首くび振ふり人形みたいにコクコク頷いていた。




　　　　◇◇◇




　ガイラスの駆かる蒸気飛空戦艦ゲート・グンマートヴァイスは首都ホリズムから南に八〇キロ、カライン山の麓ふもとに停てい泊はくしていた。そこは窪くぼ地ちのようになっていて、周囲から発見されにくい場所であった。

「浮ふ上じよう準備に入れ」

　プロペラの回転する音が聞こえた。艦かんが小刻みに揺ゆれ始める。

　デラパインは通音管を引き寄せた。

「本艦はこれより、ファルラッサスタジアムを襲しゆう撃げきする。軍の出動も予想される。これまでで最も困難な仕事となるだろう。気を引き締しめてコトに当たれ。失敗は許さん……だが、功労者には、一生かかっても使い切れないだけの金きん塊かいをやろう」
















　艦内の兵士たちが沸わいた。

　デラパインは、目を閉じた。鼓こ動どうのようなメインローターの回転音の響ひびきに合わせ、指揮をするように手を動かした。気分が高こう揚ようしていく。ローターの音が最さい高こう潮ちように達したとき、カッと目を見開いた。

「ヴァイス！　浮上!!」




　　　　◇◇◇




　飛行器ウインギイを完成させたマナは、教会へ戻もどっていた。

　テーブルの上には、ミンクの情報と予測によって描えがかれたヴァイスの見取り図があった。思ったよりも大きい。全高三〇メートル弱、全ぜん幅ぷく四〇メートル、全長七五メートル──ホライザン軍の主力戦艦にも匹ひつ敵てきする、巨きよ大だい戦艦だ。

　マナが部屋に入ったとき、ファンとジャックスは鋭するどい眼まな差ざしでヴァイスの見取り図を見つめていた。

「飛行器ウインギイ、完成したみたいね」

　キールの言葉に、マナは大きく頷うなずく。

「おめでと」

　キールは手を出した。

　その手をマナはパン！　と叩たたく。

「痛いわね、バカ力」

　キールはニヤリと笑った。

　他のメンバーも心から完成を祝しゆく福ふくしてくれた。マナは嬉うれしかったが、同時に辛つらくもあった。レイヴァに血を吸われてしまったら、彼らとこうして笑い合うこともできなくなってしまう。自分は間ま違ちがったことをしているのではないか──そんな思いが強くなる。

　だが、今も失った生命力を回復させるために、治ち療りようを続けているレイヴァを考えると、マナはなにも言えなくなってしまう。

（ともかく、今は作戦に集中しよう）

　マナもヴァイス見取り図を見み据すえた。

　キールが作戦の全容を説明してくれた。

　対ヴァイス侵しん入にゆう作さく戦せんは、ランクでは『レベルＣ──破は壊かい許きよ諾だく実戦』と言えるだろう。だが、その内容は、作戦と呼ぶのをためらうほど簡単なものだった。

　ガイラスが攻せめて来たら、こっちから飛行器ウインギイで飛んでいって、ヴァイス艦かん内ないに侵入し、主しゆ砲ほうを沈ちん黙もくさせ、司令室を乗っ取る。基本は、それだけだ。

「──撃うたれる前に、討うつってことね」

　マナはその潔いさぎよい作戦に、思わず笑えみを漏もらした。ジャックスが、「最高だろ？」と笑い返す。だが、ファンは、深刻な表情で、

「でも、敵のボスって、とっても強いんでしょ？　なんか対策が必要じゃないの？」

　マナは黄金の蒸気鎧スチームギアを装着した、ヴァイスのボスの姿を思い浮うかべた。ジャックスの身の丈たけの二倍を超こえる大きさの鎧よろいが、凄すさまじい速度とパワーを発揮していた。脅きよう威い以外の何ものでもない。

　だが、キールは首を横に振ふった。

「マナには蒸気鎧スチームギアを装備してもらうけど、それ以外に具体的な策を立ててはいないわ」

　それを聞き、ジャックスは満足げに頷うなずく。

「真っ向から勝負してこそ、意味があるんだ。特に悪人を相手にするときはな」

「っとに……熱血なんだから」と、キールは呆あきれたような顔をする。

　何気ない風ふうを装よそおいながら、マナはみんなに告げた。

「レイヴァも手伝ってくれるって言ってたから……きっと互ご角かく以上の戦いができるよ」

「どうやって……頼たのんだの？」

　ファンの質問に、マナは「色いろ仕じ掛かけ」と誤ご魔ま化かして答えた。余計な心配をかけたくない。

「それはない。あり得ない」

　手を横に振りながら、キールは力一いつ杯ぱい否定する。

「あり得ないって、それどういう意味よ？」

　突っかかるマナに、ミンクは真しん剣けんな顔で、

「きっと、マナのお色気っぷりが足りないという意味ですわっ」

「いちいち説明しないで。余よ計けい傷つくから」

「はわっ。ごめんなさい」

　ミンクはペコペコと頭を下げる。

（いや、謝あやまられても傷つくんだけどな……）

「しかし、本当によく承しよう諾だくしたな……。もう絶対に力を貸してはくれないと思ってたぜ」

　ジャックスが感心したようにマナを見る。胸がキリリと痛んだ。

　そこで、ファンがもっともな疑問を述べた。

「だけどさ、レイヴァって戦えるの？」

　ミンクがとても辛つらそうに答える。

「本来ですと……、絶対安静にすべきなんです。人間さんの血を吸わせてあげられたら、あっという間に回復するみたいなんですけど……」

「それはできないわね」

　キールがミンクの言葉を継ついだ。

「生身の肉体は傷ついてるけど、金属義体メタルボデイは無事だから……そっちに頼たよることになるね」

　レイヴァの身体からだのメンテナンスを、決戦前にしなくてはならないなと、マナは思った。

「ところで、マナ。主しゆ砲ほうの射程がどれくらいかわかるか？　射程に入る前に主砲の発射室へ乗り込んで砲ほう撃げきを止めたい」

　ジャックスの言葉を聞き、マナは考えを巡めぐらす。

「ねえミンク、主砲についてたボイラーはどのぐらいの大きさだった？」

　マナが尋たずねると、ミンクは考えた後で、

「……この司令室ぐらいの大きさのが二基でした」

「成長した卵の重さは？」

「モノにもよりますが、約一〇〇キロ前後ですわ」

　そちらの質問には彼女は即そく答とうした。頭の中で計算し、マナは答えを導き出した。

「それじゃ、射程距きよ離りは最大で二キロぐらいかな？」

「流石さすがねぇ」

　キールはため息いきを吐いた。

「じゃリミットは二キロってコトだね」

　ファンはホリズム市街の地図に、スタジアムを中心にコンパスで半径二キロの円を書いた。そのラインは、市街地南側のルバス川に重なる。

「私の考えでは、ヴァイスはスタジアムの南側から攻せめてくるから、ルバス川がデッドラインってことね」

　キールは川をなぞった。

「なんで？」

　マナの問いに、彼女は地図の北側を指した。そこにケティア湖があり、湖岸にスタジアムは建っている。南側は市街地だ。

「市街地を飛んだ方が、撃げき墜ついへの抑よく止し力りよくになるでしょ？」

「確かに」と、マナ。

「侵しん入にゆう経けい路ろはミンクが脱だつ出しゆつしたルートを逆に辿たどるんだ」

　そう言って、ジャックスは見取り図をマナに見せた。赤いラインが引かれている。ラインの横に、『排はい気き孔こう』の文字があった。

「途と中ちゆういくつか扉とびらがあるらしい、それはファン、頼たのむぜ」

「……ＯＫ」

「相手が売上金を狙ねらうことから考えて──襲しゆう撃げきはレースのスタート前後の時間だと思う。それまでに準備をして、スタジアムで待機する。ＯＫ？」

　マナたちは頷うなずいた。それまで黙だまって見ていた、ガリオロ社長がゆっくりと立ち上がった。珍めずらしく今日は飲んでなかった。

　彼は一人一人、見回した。

「落ちついてコトにあたるんだぞ」

「はいっ」

　全員が返事をする。

「くれぐれも落ちついてな……あ、そうだ、お前たちハンカチは持ったか!?　今のウチにトイレは行っておいた方がいいぞ！　あんまりご飯は食べすぎるなよ軽くだ軽く！　それから飛行器ウインギイの最終点検もキチンとやって！　それと……」

「アンタが一番落ちついてないじゃん！」

　マナが持っていたスパナでツッコむ。

「痛ッ！　それでツッコムのは反則じゃないかな!?」

　みんな二人を見て声をあげて笑った。ガリオロは、笑え顔がおを見やるとうんうんと頷いた。

「そうだ。そんな感じで行くんだ。あんまり緊きん張ちようするなよ」

　そして、社長らしい威い厳げんを持った口調で続けた──。

「ケガするなよ。ともかく、無事に戻もどって来い。あ、それから一応、言っておくが……赤翼の天使フアルラツサのご加か護ごがあらんことを！」

　アホなことばかりやっている社長だが、単なるアホじゃないのだ。キチンとマナたちのことを考えてくれている。

「行くぜ！」

　ジャックスの言葉で、全員立ち上がった。

　マナは部屋を出るとき、ガリオロに呼び止められた。彼はズボンの中に手をつっこむと、なにやら取り出した。

「信しん号ごう弾だんだ」

「って、どっから出してんのよ！」

「気にするな」

　社長は、ぎゅっと信号弾をマナの手に握にぎらせた。

「気にするって！　なんか生温かいし！」

「主しゆ砲ほうを沈ちん黙もくさせたら空に向けてこれを撃うつのだ！」

　ガリオロは真ま面じ目めな顔で命じた。

　前言撤てつ回かい。この人ただのアホかもしれない。




　　　　◇◇◇




　マナは自分の部屋で、レイヴァの最終メンテナンスをしていた。各種のチェックを行って、稼か動どう箇か所しよにはオイルを注さす。

「ねえ、ちょっと髪かみかきあげてて」

　銀ぎん髪ぱつを上げてもらい、マナは背中の取っ手を回して、蒸気ポッドを浮うき上がらせた。髪を上げておかないと、ギアに挟はさんでしまいそうで怖こわかったのだ。ポッドから古いエナジャイザーを取り出し、新しいものに交こう換かんした。

「あたしがこうやってメンテナンスするのも……これで最後なのかな？」

「…………」

　マナはレイヴァの生身の肌はだに触ふれた。ただでさえ白い肌が、生気を失い青白くなっている。小さな声で、「ごめんね」と呟つぶやいた。

「あたしがもし敵にやられちゃったり……」

　ドアの方を見た。固く閉とざされており、人の気配はないことを確かく認にんした上で、マナは続ける。

「あたしの血を吸った後のメンテナンスなんだけど……たぶん、普ふ通つうのメカニックじゃできないと思う。変な技術いっぱい使ってるし」

　レイヴァはなにも言わず、目を閉じていた。

「だから、グンダバファか技術院の偉えらい人に頼たのんでね」

　マナは蒸気ポッドを元に戻もどしながら言った。

「レイヴァ──」

　背中をぱしっと叩たたく。

「ヴァイス攻こう略りやく戦せん。頑がん張ばろうねっ」

　マナの口調は、あくまでトレスパスの仲間に対するようなものだった。

　レイヴァは返事をしなかった。




　　　　◇◇◇




　スタジアムのスタンドには収容人数の六万人を優に超こえる人数の観客が詰つめ掛かけていた。その大観衆を前に、朱しゆ色いろの服に身を包んだ聖歌隊が『赤翼の天使の名の下にフアルレローザフアルレ』を合唱した。荘そう厳ごんな歌が終わった直後、花火が立て続けに上がる。スタンドからは、盛せい大だいな歓かん声せいがあがった。その歓声のあまりの大きさに、ケティア湖の水面が震ふるえたほどだ。

　いよいよチャンピオンシップレースが始まる。

『出場選手のみなさんはスタートデッキに集まってください』

　ピットデッキにいたマナの耳にアナウンスが届いた。セイムは立ち上がると、マナの方に手を伸のばす。マナはその手を取り、強く握にぎり返した。

「頑張るよ。必ず優勝してみせる」

「ゼッタイ一番でゴールしてください」

「約束する」

　そのとき、ミンクがピットデッキに飛び込んできた。

「ホリズムの南三〇キロの地点にヴァイスが確かく認にんされましたわ！　出しゆつ撃げきですわよ！」

　マナは頷うなずくと、セイムに拳こぶしを突つき出してみせた。

「ガイラスを倒たおしてきます」

　マナの拳に、セイムは自らの拳を合わせる。

「無事でね。マナちゃん」

「はいっ。お互たがいに」




　　　　◇◇◇




「ＧＯ！」

　マナは、飛行器ウインギイのハンドルバーを握り、ブースターのボタンを押おした。羽根がマナを包むように丸まる。蒸気が放出され、一気に空へと上じよう昇しようした。

　ジャックス、キール、ミンク、ファンの順番で、みんな上昇してきた。レイヴァは最初から飛行形態で空を飛んでいる。マナたちは、南に向け加速した。

　眼下に広がるレンガ造りの町並みが、後ろへ吹ふき飛んでいくように見える。

　風は向かい風──マナは顔を前に向け、風上を見み据すえた。

　青空の遥はるか彼方かなたに、黒い点が見える。それは徐じよ々じよに、巨きよ大だいなプロペラを回転させながら進む船の形を取り始めた。

　蒸気飛空戦艦ゲート・グンマートヴァイスの艦かん影えいだ。

　こちらの速度と、ヴァイスの巡じゆん航こう速度から計算したところによると、接せつ触しよくまで三分強ぐらい──位置で言うとホリズムの市街の南なん端たんぐらいでヴァイスにぶつかる。そこからスタジアムまでは、一〇キロだ。

　向こうが着陸を計算して速度を落とすとしても、マナたちに与あたえられた時間は少ない。

　マナはハンドルバーを倒たおし、さらに加速した。しばらく飛ぶと、街を横切るように走るルバス川が見えた。これが最終防衛線。この川を越こえるまでに主しゆ砲ほうの発射を食い止めなければ、スタジアムにいる大勢の人間が死ぬ。

（ゼッタイに阻そ止ししてみせるっ！）

　飛行器ウインギイを操作しながら、マナは小さく身み震ぶるいした。さらに大きくなっていく敵艦かん艇ていを睨にらみつける。




　作戦名『蒸気飛空戦艦侵入作戦アタツクザヴアイス』の開始──！




　　　　◇◇◇




　マナの作った飛行器ウインギイを装着したセイムは、スターティンググリッドに入っていた。彼の眼前にはブイによって作られたレース場がある。

　幾いく度ども思い描えがいた舞ぶ台たいだ。

　数万の観客が、自分たちを見ている。

　彼の飛行器ウインギイから数台離はなれた位置に、黒い飛行器ウインギイを着けたレーサーの姿がある。

　テージ・カラサイシュだ。百年に一度の天才と呼ばれるレーサー。オッズも一・〇二倍という驚きよう異い的てきな数字になっているという。セイムのオッズは一〇〇〇倍という、これまた恐おそろしい数字だった。

　スタートの時間が近づく。

　ボイラーの音が静かに響ひびく。

　ゆっくりと羽根が動かされる。蒸気が漂ただよう。

　セイムは、大きく息を吐はいて、止めた。

　観客の声せい援えんが静まる。

　永遠にも似た静せい寂じやくが、スターティンググリッドを包む。

　直後──！

　スタートランプが赤から──緑に変わった！

　その瞬しゆん間かん、全すべての飛行器ウインギイが蒸気を噴ふき出した。

　チャンピオンシップレースがスタートした──。




　　　　◇◇◇




　ホリズムから東へ一五キロほど行った地点にある軍港パリティで、グンダバファ製の戦せん艦かんマーヤーが出しゆつ撃げき準備を完かん了りようしていた。

　マーヤーの艦長、シンカー准じゆん将しようは艦長室の執しつ務む机づくえに着き、目を閉じていた。その部へ屋やは、およそ戦争に関係のない、華か美びな装そう飾しよくやら絵画やらが飾かざられている。目を閉じなければ、戦いくさをするに相応ふさわしい景け色しきを手に入れることはできなかった。

　トレスパスからもたらされた、ガイラス襲しゆう来らいの情報は、ホライザンの最高機関である議長団ラウンダーズにも届いていた。

　討とう議ぎの結果、軍を統とう轄かつする議長団ラウンダーズの議長から、ある命令がシンカー准将には与あたえられた。

『飛空戦艦ヴァイスを撃げき墜ついせよ』

　撃墜地点は、ホリズム市上空でも構わない。ともかく売上金を死守せよというのが、命令の内容だった。




　　　　◇◇◇




　マナは飛行器ウインギイのスロットルをゆるめた。

　ヴァイスとの距きよ離りが、五〇メートルほどになった。空中では五〇メートルなんて、目の前にいるのと同じだ。

　飛行器ウインギイを操作し、ヴァイスとの併へい走そうコースをとる。

　間近で見るヴァイスの偉い容ように、マナは圧あつ倒とうされた。陽光に鈍にび色いろに光る流線型の船体は、あまりにも巨きよ大だいだった。

　船体の表面は滑なめらかではなく、まるで巨きよ竜りゆうの卵の外がい殻かくのようにゴツゴツとしていた。恐おそらく、特とく殊しゆな金属を塗と布ふして、船体強度を増しているのだろう。

　艦体の上部をびっしりと覆おおうようにプロペラが設置されている。小さなプロペラが揚よう力りよくを発生させ、中心辺りに設置された一番大きなメインローターが推すい進しん力りよくを生んでいるのだ。

　マナたちは左さ舷げん側そくから擦すり寄るように近付いた。

　断続的な金属音が響ひびき発射口が開いた。副ふく砲ほうが顔を出す。

　マナたちは打ち合わせ通り、艦かん艇ていの下へと潜もぐり込んだ。

　ヴァイスの真下、船の背骨とも言える竜骨キールの直下であれば、物理的に副砲の攻こう撃げきを受けることはない。

　マナたちはそう考えたのだ。

　しかし、ヴァイスは突とつ然ぜん、船体を傾かたむけた。

「うそっ!?」

　無理に砲口を下に向けて、副砲を撃ってきた。

「うわぁ」

　マナはヴァイスの動きに合わせて、飛行器ウインギイを操作し、弾たまをやり過ごす。鉄てつ鋼こう弾だんがマナの飛行器ウインギイの翼つばさをかすめて飛んでいく。

「大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　ジャックスが、傍かたわらに飛んできた。

　マナは親指を立てる。だが、安心してはいられなかった。ヴァイスのハッチが開き、中から飛行器ウインギイに乗った十数人の兵士が射出されたのだ。

　兵士たちは訓練された動きで散開し、トレスパスを包囲しようとした。彼らは手にしたサーベルを振ふりかぶって殺さつ到とうしてくる。戦艦のプロペラ音に飛行器ウインギイの羽音が重なり、空気が痛いほど振しん動どうしている。

　高速度で飛行しながらの戦せん闘とうには慣れていない。マナは慎しん重ちように、敵の動きを読んだ。そして、巧たくみにハンドルバーを操作して攻撃を搔かい潜くぐりつつ、敵の後こう背はいに回る。飛行器ウインギイは背後に死角ができやすいのだ。

　案の定兵士は、慌あわてたように反転しようとする。だが、もはや反転しようとしている時点でマナの勝ちだ。

　マナは兵士の飛行器ウインギイの羽根を蒸気拳銃スチームシヨツトで撃うち抜ぬいた。付け根を狙ねらえば、弾だん丸がん一発でも飛行器ウインギイは落とせる。

　撃うたれた兵士は、空中を漂ただようように降下していった。すぐさま別の兵士が斬きりかかってくる。

　マナは素す早ばやく下降した。

　兵士は、マナが突とつ然ぜん消えたように見えたのか、辺りを見回した。直後、その兵士は横合いから現れたジャックスに飛行器ウインギイのパイプを切断され、墜つい落らくした。

　しかし、剣けんを振り下ろした直後にできる隙すきを狙って、別の兵士がジャックスに迫った。

　ジャックスの反応が、一いつ瞬しゆん遅おくれる。

「死ねぃ！」

　兵士は、槍ランスをジャックスに突つき立てようとした。だが、その槍ランスに鞭むちが絡からまる。

　キールだ。空中で器用に鞭を操あやつり、敵の得物を叩たたき落とした。

　突然のことに驚いた兵士は、その背後にファンが近づいていることに気づかなかった。ファンはその能力を使って、兵士の飛行器ウインギイの装そう甲こうを開けた。エンジンルームが剝むき出しとなる。

「ごめんなさいっ」

　ファンは謝あやまりながら、エンジンルーム内部の細いパイプをナイフで切断した。

「うぉっ!?　な、なにが？」

　羽ばたきを止めた飛行器ウインギイは、戸と惑まどう兵士とともに滑かつ空くうしながら落ちていった。

　次から次へと、兵士は襲おそってくる。

　ミンクは、制服につけていたポーチから小さな袋ふくろを取り出した。

「お前たち、お願いね」

　そう言うと袋を開けた。中から、小さな紫むらさき色いろの甲こう虫ちゆう型がたの怪物ガルムが飛び出し、兵士たちに襲いかかる。

　パニックに陥おちいった兵士たちに、レイヴァが飛ばした空気の『力』がぶつかる。彼らは短い悲鳴をあげながら、落ちていった。

　そのとき──！

　いつの間にか位置を変えていたヴァイスが、副ふく砲ほうを一いつ斉せいに発射した。

「散開して！」

　マナの叫さけびに応じ、トレスパスのメンバーは真下に向けて飛んだ。下への移動が、最も速度が速い。トレスパスは、副砲の攻こう撃げきを避さけ得た。

　しかし、ガイラスの兵士たちは、動きが一瞬遅れた。まさか仲間が撃うってくるとは思わなかったのだ。彼らは鉄てつ鋼こう弾だんを身体からだにめり込ませながら吹ふっ飛んでいった。マナは思わず目を伏ふせる。

「ひどい──」

　仲間を仲間とも思わず、殺すようなヤツラを許すわけにはいかない。

「急ごう！」

　風に負けないよう、マナが声を張り上げたときだ。

　──ゴォォォォ……

　鈍にぶい音と共に、艦かん全体が振しん動どうし始めた。プロペラの起こす揺ゆれとは違ちがう。

　この揺れは──主砲がスチームチャージを開始した音だ。

　マナたちは作戦通り、ヴァイスの下部にある、排はい気き孔こうへと飛んだ。そこから侵しん入にゆうし、主砲を沈ちん黙もくさせなくてはならない。

　ヴァイスに近付くと、乱気流が発生しており、操作は難しかった。まるで巨きよ人じんの手につかまれてぶんぶん振ふられているように、右へ左へと身体が揺さぶられる。

　真まっ直すぐに飛行しているのはレイヴァだけだった。

　にじり寄るように、マナはヴァイスの船体に近寄った。

　ここに排気孔があるはず──が、マナはそこにあるものを見て叫んだ。

「ウソでしょっ！」

　艦の下にある排気孔が塞ふさがれていた。強化コンクリートで隙すき間ま無く埋うめられている。

　予測していなかった事態に動どう揺ようするマナに、さらに追い打ちを掛かけるような音が聞こえた。

　──ガシュゥゥゥゥ

　吹きすさぶ風の音に混じって聞こえる機械音。

「主砲発射口が開いた……」

　マナは前を見た。スタジアムが近付いていた。ルバス川が迫せまっている──射程距きよ離りに入るのは時間の問題。

　このままでは主砲が撃うたれてしまう。

　しかも、焦あせるマナの前方に、さらなる脅きよう威いが迫せまっていた。

　ホライザン軍の戦艦の姿が見えたのだ。艦首の主砲門が開いている。

　それは間ま違ちがいなく、ヴァイスを撃げき墜ついするための攻こう撃げき準備であった。




　　　　◇◇◇




　ホライザン軍の主力戦艦マーヤーの司令室で、シンカー准じゆん将しようはスクリーンの前に立っていた。マーヤーは、敵艦ヴァイスに照準を合わせたまま、一定の距離を保ち続けている。

「艦長！　敵艦が危険空域に入りました！」

　下士官が敬礼をしながら報告した。

「そうか」

　シンカーは覇は気きなく答えた。眼下にはホリズムの街が広がっている。撃墜した際の被ひ害がいを想像しそうになったが、すぐに止やめた。それは、彼の権限の外だ。

「主砲発射用意！」




　　　　◇◇◇




　ホライザンの最高決定機関『議長団ラウンダーズ』の議長の一人グアンティは、長い顎あご鬚ひげをしごきながら、円えん卓たくについた議長達を眺ながめやった。

　どの議長も、彼が招集権限を発動して緊きん急きゆう議会を開いたことに対し、不満を持っているようだ。昼食時に呼び出されたことが気にくわないのか、みな一いち様ように不ふ機き嫌げんな表情をしている。

「ガイラスの戦せん艦かんは撃墜することに決定したのだ。一度採さい択たくされた議題をとやかく言うのは、赤翼の天使フアルラツサへの冒ぼう瀆とくに当たるぞ？」

　議長の一人が不平の色を隠かくさずに言い放った。だが、グアンティは静かに、

「撃墜まで数分の時があろう……？　その数分間を借りたい。そう申しておるのだ」

　声をあげた議長が、グアンティになおも言い募つのろうとしたとき、ソクラティスが姿を現した。彼こそが議長団ラウンダーズの最高権力者。議長長ラウンド・オブ・ラウンズである。

「民間人の発言許可を求めたそうだが？」

「その通りです。お願い致します」

　グアンティは頭を下げた。

　議長団ラウンダーズはざわめいた。だが、ソクラティスは彼らを手で制した。

「三分間だけ発言を許可する」

「ありがとうございます」

　グアンティは衛兵に命じ、議場の大おお扉とびらを開けさせる。そこには赤い聖衣フアロスを着た使徒パスル──ガリオロが立っていた。

「発言をお許しいただき感謝します。議長様」

　ガリオロは、膝ひざをつき頭こうべを垂れた。そして、顔を上げると、おもむろに言った。

「単刀直入に申します。金かね儲もうけの話を致いたしましょう」

「何を言っておる？」

　口では文句を言いながらも、議長らは興味を引かれたように体を乗り出した。

　ガリオロはトレスパスの作成した、ヴァイスの内部予想図を出した。そこに装着されているエンダイブの卵を指し示す。そして、成長すると卵が強酸に満たされること、羽う化かしたあとのエンダイブは禁止怪物ガルムに指定されていることを説明した。

「この卵は貴重なもので、非常に高価であります」

　金貨、数万枚はくだらないでしょう、この卵が複数あることが確かく認にんされております──ガリオロが言うと、女性議長が生なま唾つばを飲み込んだ。

「しかも、これを使用した弾だん頭とうを用いれば、隣りん国ごくネクロミスと事を構えることになったとき有利に働くのは間ま違ちがいありません。撃うち落とせばこの卵は壊こわれてしまいます。ですが、巧うまく回収できれば、メリットは計り知れないほど大きいのです」

　ラウンダーズは言葉を失った。ガリオロは微笑ほほえんで続ける。

「ぜひ、手に入れたい。そうお思いでしょう」

　議長たちは顔を見合わせ、頷うなずき合った。

　ガリオロは、しばらく黙った。そして、効果的なタイミングを計はかって続ける。

「策があります」

「策とは!?」

「私めが率ひきいる侵しん入にゆう屋や・トレスパスが、回収のために侵入作戦を行っております。彼らならば卵を手に入れることができる」

　ガリオロは全員をゆっくりと見回した。

「そして、彼らしか卵を手に入れることが、できない！」

　彼は頭を下げた。そして、強い口調で進言する。

「軍による攻こう撃げきを、待っていただきたい」

「待てとは、いつまでだ？」

　厳おごそかな口調で問うたソクラティスに向け、ガリオロは気合いを入れるように息を吐はいた後、手を広げてみせた。

「五分で結構」




　　　　◇◇◇




　戦せん艦かんマーヤーの通信室にいるメディパネラが「ギョエっ」と鳴いた。通信が入ったのだ。

　鳥かごの中で、極ごく彩さい色しきの羽を震ふるわせて、メディパネラが声を発し始めた。

「コウゲキヲマテ！」

　命令の追加であった。内容は、次の通り。

　五分の間、攻撃を待て。その間に、敵艦主しゆ砲ほうを沈ちん黙もくさせるための工作を行う。主砲が沈黙すれば、信しん号ごう弾だんが発射される──と。

　もし、五分が経過しても信号弾が発射されない場合は、予定通り撃墜せよ。

　シンカーは部下に向かって、待機命令を出しながら一人ごちる。

「どんなことが起これば主砲が沈黙するというのか」

　彼には想像がつかなかった。生きつ粋すいのホライザン軍軍人である彼には、市し井せいの一企き業ぎようが、空くう賊ぞくの戦艦に侵しん入にゆうを試みているなど、理解の範はん疇ちゆうではなかったのだ。




　　　　◇◇◇




　ヴァイスの速度が落ちた。主砲の発射準備に入っていることは間ま違ちがいなかった。

　今や主砲砲門は完全に開ききっている。スタジアムへ照準を合わせる作業も終わっていることだろう。

　残された、時間はあまりにも少ない──。

　マナは何とか内部に入る方法を考えた。

　艦内に侵入可能なルートはないか、内部の予想図を頭の中で検けん索さくする。

　ハッチをファンに開けてもらってはどうか？　そう考えたが、すぐに却きやつ下か。彼の能力をもってすれば開けることは可能だろう。しかし、空中の作業では時間が掛かかりすぎる。

　レイヴァの金属義体メタルボデイについている刃やいばで、外がい壁へきを斬きる？　それも不可能だ。戦艦の強化装そう甲こうは斬れない。

　唯ゆい一いつの侵入口を塞ふさがれた今、この船は難なん攻こう不落の要よう塞さいと同じ──。

（そうだ……っ！）

　難攻不落の要塞という単語が引き金となって、マナの脳のう裏りにあるプランが閃ひらめいた。

　かなり無茶だったが、賭かけるほかない。

「ねえ、レイヴァ！」

　マナは吹ふきすさぶ風の中、声を張り上げるようにして、レイヴァに呼びかけた。策を伝える。

「それは……命令か」

「お願い、だよ」

　レイヴァは心底忌いま々いましげに、

「……羽根をしまえ」

　マナはレイヴァの手につかまりながら、空中で飛行器ウインギイを操作し、翼つばさをバックパックへと格納した。レイヴァは、マナを抱だき締しめるように前から抱かかえる。

「つかまっていろ」

「うんっ……！」

　レイヴァはマナを抱えたまま、超ちよう高速度で飛行した。ヴァイスの船体が後ろへ吹き飛んでいくように感じる。突とつ風ぷうが身体からだを襲おそう。息ができない。マナは歯を食いしばった。

　レイヴァはヴァイスを追い越こし、艦かん船せんの前へ飛び出す。マナの真下にルバス川が見えた。

　主しゆ砲ほうの巨きよ大だいな砲口が開いている。

　空気が発射口に向かって吸い込まれていた。発射直前だ。時間がない。

「突つっ込むぞ！」

　レイヴァは、そう叫さけぶと──マナを抱えたままヴァイス主砲門の中へと突とつ入にゆうした！

　暗い鋼鉄の管の内側にはライフリングが切られている。渦うず巻まくように鋼鉄の溝みぞが流れていく。ずっと奥おくで、蒸気が小さく噴き出してる。エンダイブの卵がちらっと見えた。

　マナは高速度で飛んだまま、蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬき、構えた。

「行っけぇぇ──っ！」

　続けざまに引き金を引く。卵の殻からに弾だん丸がんが当たる。一発目はヒビを入れ、二発目、三発目が外がい殻かくを撃うち破った。卵が弾はじけ、強酸が飛び散る。主砲発射室が瞬またたく間に溶け出す。

　マナは、思わずガッツポーズをした。

　──主砲発射を防ぎきった！

　レイヴァは力を使い、飛び散る強酸を避よけながら、主砲の砲室へ侵しん入にゆうすると、マナを降ろした。

「し、侵入警報を鳴らせ！」

　ガイラスの兵士が、叫んだ。別の一人が壁かべに設置された赤いボタンに飛びつく。

　艦内に警報のブザーが鳴り響ひびいた。

「ありがと」

　突とつ然ぜんマナに礼を言われ、警報を鳴らした兵士は訝いぶかしげな表情を浮うかべた。マナはウインクして見せた。

「あたしたちにとって、侵入警報なんてファンファーレみたいなもんだからさっ！」




　　　　◇◇◇




「まもなく五分経過します」

　兵士の一人がシンカー准じゆん将しように伝えた。

「仕方があるまい……」

　彼は部下に聞こえないようにそう呟つぶやくと、戦せん艦かんマーヤーの主しゆ砲ほうを撃とうとした。

　そのとき──。

「敵主砲より何かが発射されました！」

　悲鳴のような報告が聞こえた。慌あわてて戦艦のスクリーンを見る。

　それは信しん号こう弾だんだった。赤い煙けむりと、目ま映ばゆい光球がヴァイス主砲砲門から発射されていた。

　シンカーは嬉うれしそうに叫さけんだ。

「攻こう撃げき中止！」







　chapter7　危機つぐ危機→大団円？







　トレスパスのメンバー全員が侵しん入にゆうを終えた。

「アンタ、無茶するわねぇ」

　強酸に触ふれないように宙を飛びながら、開いた穴からキールが顔を出した。

　酸は戦せん艦かんの床ゆかを溶とかし、底部にまで達そうとしている。

「レイヴァが手伝ってくれたから」

　マナは嬉うれしそうに言った。だが、レイヴァは腹立たしげにそっぽを向いた。

　マナ以外の四人は、飛行器ウインギイをその場に捨てる。マナは飛行器ウインギイを蒸気鎧スチームギアの形態に変形させ、戦せん闘とうの準備をする。しかしマナが手を出すまでもなく、ジャックスは大たい剣けんを振ふるい、最後の兵士を吹ふっ飛ばした。

「遅おそいぜ！　マナ！」

　ジャックスは一人で、主しゆ砲ほう砲室にいた兵士を全すべて倒たおしてしまった。彼は剣を司令室の方へと向け、叫さけんだ。

「このまま、一気にヴァイス攻こう略りやくしようぜ！」

「ＧＯ！」

　キールの声とほぼ同時に、マナは艦内へと続く扉とびらを蹴けり飛ばして開けた。続けざまに、扉の向こうで待ち構えていた敵を、ランスを振り回してなぎ倒す。

　ジャックスも廊ろう下かへ躍おどり込む。狭せまい廊下では彼の長い剣は不利かと思ったが、そんなものはハンデにはならなかった。彼と二合ごう以上斬きり結んだ者は一人としていない。

　鍵かぎの掛かかった扉は、ファンが片かたっ端ぱしから開けていく。

　挟きよう撃げきを防ぐため、キールの指示する位置に、ミンクは怪物ガルムを配置していった。

「誰だれも通してはダメよ？」

　ミンクの言葉に怪物ガルムは忠実に従ったらしく、廊下の後方から、怪物ガルムの咆ほう吼こうと兵士の悲鳴が響ひびいてくる。追ってくる者は誰もいない。

　彼らは、司し令れい室しつに向かってほとんど遠回りせずに突つき進んでいた。

「……ミンク、すごいよ」

　ファンは扉を開けながら感かん嘆たんした。

「廊下の構造、全部言った通りだね」

「うふふ。照れますわ……」

　ミンクは頰ほおを染める。

　扉を開けると、そこには鎧よろいに身を包んだ完全武装の兵士の一団がいた。レイヴァは左手から『力』を飛ばし、一度に数人の敵を薙なぎ払はらう。

　木製のデッキを駆かけ抜ぬけながら、マナはレイヴァを気き遣づかった。

「力使いすぎてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　レイヴァの生身の身体からだの方は傷ついて、生命力を失っている。『力』を使うことによって、さらに具合が悪くなったりしないか心配だったのだ。

　レイヴァは手を伸のばし、緑色の光を飛ばした。それは空気を切り裂さいて飛び、兵士の鎧の上で弾はじける。兵士は壁かべまで吹ふき飛んで、くずおれるように倒たおれた。

「平気だ。私には構うな」

「無理しないで……ねっ！」

　声をかけながら、マナは兵士の足をランスで払った。転てん倒とうしたところを、さらに一撃し戦せん闘とう不能にする。

　しばらく廊下を進むと、突とつ如じよ視界が開けた。船の中とは思えないほど広大な空間が広がっていた。テンガロンハットを被かぶった男が、一段高くなった席にふんぞり返って座すわっている。

「貴様らか……。俺おれの邪じや魔まをしたのは」

「アンタがガイラスのボスね」

　マナは壇だん上じようの男を指さした。

「ほう……久しぶりだな……女」

　デラパインは、椅子に浅く腰こし掛かけたまま、テンガロンハットを取ってみせた。

「何者だ？」

「あたしたちはトレスパス──侵しん入にゆう屋やよ！」

「侵入屋……？　軍の者ではないのか？　よくたどり着けたものだ」

「私わたくしたちに侵入できない場所なんてありませんのよ」

　ミンクは胸を張っていった。

「……それが炎ほのおの中でも、水の中でもね」

　ファンがデラパインを睨にらみつける。

「どんな障害でも、俺たちの敵じゃない！」

　ジャックスは、剣けんを身体の前で回した。

「なめてかかると怪け我がするわよ──」

　キールが鞭むちを振ふるう。

　レイヴァは黙だまって立っていた。マナが肘ひじで突つっつく。

「…………右に同じだ」

　レイヴァは嫌いやそうに肩かたを竦すくめた。

　だが、その言葉はマナには心ここ地ち良よく聞こえた。今だけ、そしてこれが最後だとわかっていても、仲間として行動できるのが嬉うれしかった。

　キールは、最高にカッコイイ笑えみを浮うかべて、トレスパスのロゴカードをデラパインに向けて飛ばす。

　デラパインは顔の前で、カードを受け取った。しばらくカードを見つめていたが、ゆっくりと握にぎり潰つぶす。

「殺せ」

　椅い子すから身体を起こすと執しつ務む机づくえのボタンに手を伸のばした。司令室奥おくの扉とびらが開く。中から抜ばつ剣けんした兵士が出てきた。ざっと三〇人ほど。良く訓練された統一の取れた動きである。兵士は一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

「ハァッ！」

　ジャックスは大剣を目に見えないほどの速さで閃ひらめかせた。

　ある者は得物を弾はじき飛ばされ、またある者はみねうちの攻こう撃げきを食らい昏こん倒とうした。彼の剣の届く範はん囲いに立っている敵は皆かい無むだった。

「肉体労働は、嫌きらいなのよね」

　キールは鞭を振るった。『蛇へび』のように動いた鞭は、兵士の足を這はい上がり、露ろ出しゆつした皮ひ膚ふを引き裂さいた。鞭はキールのもとに戻もどり、彼女の身体に装そう飾しよく的てきに絡からまる。

「お願い。力を貸して」

　ミンクは、ショルダーポーチから繭カプセルを取り出し、ひねるようにして裂け目を作った。小さな球体から湧わき出るように火を噴ふく双そう頭とうの怪物ガルム──ギャムリィンの巨きよ体たいが現出する。

　ひるんだ兵士たちに向け、ギャムリィンはファイアブレスを放った。ミンクは、ジョーガイル卿きようから譲ゆずり受けたその怪物ガルムを華か麗れいに操あやつり、兵士たちを近づかせない。

「アンタたち、絶対に許さないからねっ！」

　蒸気鎧スチームギアによって力が増ぞう幅ふくされているマナは、人間離ばなれした跳ちよう躍やくを見せた。圧あつ倒とうされて立ちすくむ敵を槍ランスによる打撃で失神させる。

「くだらぬな……」

　レイヴァは、戦せん闘とうモードになり、鋭えい利りな刃やいばで敵を切り裂いた。離れた兵士には緑色の光を飛ばして攻撃する。彼がマントを翻ひるがえすたびに、鮮せん血けつと悲鳴が生まれた。

「たーすけてー」

　ファンはとりあえず逃にげ惑まどっていた。

　トレスパスのメンバーが背中合わせに立った。彼らの周りでは動けなくなった兵士たちが呻うめき声をあげている。

「言ったでしょ？　甘あまく見てると、怪け我がするのは、そっちよ」

　キールは誇ほこらしげな笑えみを浮うかべる。

　残った兵士らは、サーベルを構えたまま震ふるえていた。

「こ、この人数で押おされるなんて……こいつら化け物か……」

「とてもじゃないが……かなわな……ッ」

　言葉の途と中ちゆうで兵士が倒たおれた。側頭部が弾はじけ飛んでいる。

　デラパインが蒸気拳銃スチームシヨツトの銃じゆう口こうを吹ふいた。

「ザコは所しよ詮せん……ザコか……」

　彼は億おつ劫くうそうに椅い子すに深く腰こし掛かけ直した。手すりについた鉄製のカバーを開け、中のボタンを押す。

　すると、椅子ごと彼の身体からだが持ち上がった。床ゆかから黄金色の装そう甲こう板ばんが撥はね上がり、彼の身体を覆おおっていく。ものの数秒で彼は巨きよ大だいな蒸気鎧スチームギアを纏まとった。マナの三倍はあろうかという巨大な黄金の蒸気鎧スチームギアは、ジョーガイル家で見たものと同じ機体である。

　デラパインの顔は面めん体たいで覆おおわれ、巨大な手足は精せい巧こうなマニピュレーターによって制せい御ぎよされているらしく滑なめらかに動いている。

　デラパインは右手を突つき出す。右腕うでの周囲に仕掛けられたガトリング銃が顔を出した。

　とっさにマナは、蒸気鎧スチームギアの装甲板を楯たてにして、ミンクとファンを庇かばう姿勢をとった。

　直後、乱射が始まる。ガイラスの兵士だろうと構わず、デラパインは銃じゆう弾だんを無差別にばら撒まいた。兵士たちは身体中に弾丸を受け、倒れる。

　ジャックスはそばにいたキールを抱だき、横っ飛びした。弾丸が彼らを掠かすめて飛ぶ。コンソールの後ろに転がり込んだ。

　マナは装甲板に弾丸が当たるのを感じた。金属音が耳に痛い。関節部が弾はじけて、蒸気が噴ふき出る。装甲板が薄うすい大だい腿たい部ぶは弾丸が貫かん通つうした。右脚あしに鋭するどい痛みが走る。

「ぐぅ……」

　しかし、マナは唇くちびるを嚙かんで耐たえた。彼女の後ろにはミンクとファンがいるのだ。

　ギャムリィンも二人を庇かばって矢や面おもてに立った。主人のために立ったまま絶命する。

　レイヴァの金属義体メタルボデイにも弾丸が当たり火花が飛んだ。肉体の方にも弾丸が当たったようだが、彼は呻うめき声一つもあげない。光を飛ばし、デラパインの右腕を逸そらした。天てん井じように数発の弾丸を放って、右腕は咆ほう哮こうを止めた。

「貴様には借りがあったな」

　レイヴァは淡たん々たんと言うと、右腕の刃やいばを突き出し、デラパインに斬きりつけた。

　しかし、黄金の鎧よろいは傷つきながらも、斬ざん撃げきを弾く。激しく火花が散った。

　デラパインは、蒸気銃を乱射して応戦するが、その全すべての弾丸をレイヴァは刃で弾いた。

　やがて、ガトリング銃の連射速度を、レイヴァの攻こう撃げき回数が上回る。

　レイヴァは表情一つ変えず、華か麗れいに舞まうように斬撃を続ける。

　刃の閃ひらめく速度はいや増しに上がり、やがて視し認にんできないほどとなった。金属義体メタルボデイのポテンシャル全てを攻撃に注いでいるのだ。

　刃が幾いく度ども黄金鎧ゴルデイアスを斬りつけた。火花と鋭するどい金属音がレイヴァの身体を包む。

「ぬああぁ！」

　耐たえ切れなくなったデラパインが、バックステップをして攻撃を避よけた。

　その刹せつ那な、バサッと音がした。レイヴァのつけていたマントが宙に広がっていた──。

「なにっ？」

　マントによって視界が閉ざされたデラパインは、巨きよ大だいな腕を横よこ薙なぎにする。マントを払はらいのけた。

「どこだ!?　どこにいる！」

　デラパインはレイヴァを見失った。

　レイヴァは飛んでいた。左手が、目ま映ばゆい緑色の光に包まれていた。

「食らえ」

　大きく手を振ふるい、『力』を放つ！

　デラパインは笑ったように見えた。黄金鎧ゴルデイアスの左ひだり拳こぶしが腕に格納され、砲ほう口こうが現れる。

　緑光の衝しよう撃げき波はに向け、砲ほう弾だんを叩たたきつけた。デラパインは、レイヴァが発した『力』に、鉄てつ鋼こう弾だんをぶつけて相そう殺さいしたのだ。

　もう一撃加えるため、レイヴァは再び左手に『力』を宿そうとした。しかし、緑色の輝かがやきは、すぐに失われてしまう。レイヴァは苦しそうに顔を顰しかめていた。

「くそっ……力が……」

　レイヴァの身体からだが傾かしぐ。生命力の低下した彼の身体が、魔ま力りよくの連続使用に耐たえられなかったのだ。

「どうした？　元気がないな？」

　デラパインは右手でレイヴァをつかみ、左腕の砲口をレイヴァの頭に向けた。至し近きん距きよ離りで鉄鋼弾を受ければ、レイヴァとて無事では済まない。

「お前は人間ではないのか……」

　レイヴァは黙だまったままデラパインを睨にらみつけた。

「何色の血を流す？　見せてみろ！」

　デラパインは鉄鋼弾を発射しようとした。

「レイヴァっ！」

　気がついたときには、マナは跳ちよう躍やくしていた。

　撃うたれた足がうまく動かない。槍ランスを床ゆかに突つき立て、その反動を使い、高く舞まい上がる。レイヴァと砲口の間に、身体を滑すべり込ませた。

　直後、凄すさまじい衝しよう撃げきが彼女の全身に走った。砲弾を胸の装そう甲こう板ばんで受け止めたのだ。肋ろつ骨こつが折れる音を聞いたような気がした。

　だが、痛みを堪こらえ、気合いと共に、槍ランスを装甲の弱そうな首関節部に突き込もうとした。だが、デラパインは右の拳こぶしを突き出すと、槍ランスをつかんだ。

　マナはそのまま落下した。床にうつぶせに叩たたきつけられる。

「邪じや魔まだてするな……」

　落下したマナに向け、鉄鋼弾が飛ぶ。装着していたバックパックに弾丸がめり込む。

　凄まじい衝撃がマナの身体を襲おそった。装甲板で防ぼう御ぎよしているといえど、ダメージは避さけられない。

　彼女は砲ほう弾だんの推すい進しん力りよくで床に押おさえつけられた。木製の床がすり鉢ばち状に凹くぼむ。

　咳せき込んだ。一いつ緒しよに血を吐はいた。鋭するどい痛みが全身に走る。

　マナは、蒸気鎧スチームギアの形態となっている飛行器ウインギイから、うめきながら這はい出た。

　そこへデラパインは砲撃を加えようとする。

　レイヴァが彼女の身体に覆おおい被かぶさった。砲弾は運悪く脆ぜい弱じやくな脚あしの関節部に当たった。レイヴァの右脚が吹ふき飛ぶ。

　レイヴァは腕うでの中のマナに、小声で聞いた。

「何な故ぜ庇かばった？」

　マナは口こう角かくから垂れる血を拭ぬぐい、痛みを堪えて笑えみを浮うかべた。

「仲間でしょ？　今──だけでも！」

　親指を立てて見せる。

　デラパインは、とどめを刺さすために、ゆっくりと二人に近づいてきた。

「させるかぁっ！」

　ジャックスが、デラパインに斬きりかかった。だが、いつもの切れ味はない。大たい剣けんを左手一本で扱あつかっていた。右腕は弾丸を受け、力なく垂れ下がっている。

　デラパインはわけもなくジャックスを弾はじき飛ばす。ジャックスは、オペレーションルームの風防ガラスまで吹き飛ばされ、叩きつけられた。強化ガラスにヒビが入り、破片がぐったりとしたジャックスに降り注いだ。

「……お前から、殺してやろう」

　咳き込むような嗤わらい声をあげながら、デラパインは砲口をジャックスに向けた。

　だが──！

「あのね、いい女がココにいるんだから、無視しないでもらえるかしら？」

　キールが鞭むちを飛ばし、黄金鎧ゴルデイアスの腕に絡からめた。強く引っ張り、砲の狙ねらいを逸そらす。

「ふん……」

　鞭を振ふり払はらおうと、デラパインがキールに気を取られた。

　ジャックスは、その機を逃のがさず跳はね起きた。残された力の全すべてを使ってジャンプし、黄金鎧ゴルデイアスの膝ひざ関節へ大剣を叩たたき込む。

　剣は足部マニピュレーターの主要な蒸気パイプを切断したらしかった。強きよう烈れつな蒸気が噴ふん出しゆつする。

「なに……？」

　黄金鎧ゴルデイアスの右足は、力を失い勝手に折れ曲がる。バランスを崩くずし、片膝をついた。

「おのれェェェッ！」

　デラパインがジャックスに拳こぶしを振り上げようとした。

　その瞬しゆん間かん、デラパインの顔前で爆ばく発はつ的てきな光が生まれた。光を放つ怪物ガルムアリパネラが凄すさまじい光を発しながら、跳とびかかっていた。

　繭カプセルからそれを誕たん生じようさせたミンクは、肩かたで息をしながらひび割れた眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみでデラパインを睨にらみつけている。

「ぐぉぉっ？」

　視界を失ったデラパインは、マニピュレーターから手を離はなし、顔を覆おおった。

　レイヴァが翼つばさを大きく広げ、デラパインの眼前に飛んだ。左腕うでは、緑色の光を帯びている。

「ハァァァ──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に手から『力』が放たれた。異変を察知したデラパインは、視界が戻もどらないながらも、避よけようと身をよじった。

　レイヴァの放った『力』は黄金鎧ゴルデイアスの胸部で弾はじけた。面めん体たいが吹ふき飛び、胸部装そう甲こうにもヒビが入る──その途と端たん、強烈な蒸気が裂さけ目から噴ふき出した。

　熱せられた蒸気が、デラパインに噴き掛かかる。悲鳴が司令室に響ひびき渡わたった。彼は腕を振ふり回して暴れた。

　勝った──マナはそう思った。

　だが、一瞬の隙すきをデラパインは見逃さなかった。熱さに耐たえながら、黄金鎧ゴルデイアスのマニピュレーターを操作し、巨きよ大だいな右手でミンクの身体からだをつかんだのだ。

「いやっ！　お止やめくださいっ！　ああ……っ」

　デラパインは左手の砲ほう口こうをミンクに押おしつける。

　安全装置が働いたのか、黄金鎧ゴルデイアスから噴ふん出しゆつしていた蒸気は急速に少なくなっていく。

「ヒャハハハハハ！」

　薄うすく立ち上る蒸気の中から、デラパインの哄こう笑しようが響く。彼の顔は赤く腫はれ、髪かみは乱れ水が滴したたっていた。満まん身しん創そう痍いといったようすだ。しかし、瞳だけは爛らん々らんとした狂気の光を湛たたえていた。

「テメエら動くなよ……一人ずつ嬲なぶり殺しにしてやるからなぁ……」

　デラパインは肩かたで息をしながら叫さけんだ。




　　　　◇◇◇




　あと三メートル──。

　あと三メートルの距きよ離りが、セイムに大きな壁かべとなって立ちはだかっている。

　セイムは、テージを追い抜ぬけないでいた。

　空気の動きを読み、ブイに機体がぶつかる寸前でハンドルを切る。命いのち懸がけのコーナリングだ。

　セイムは、前を飛ぶテージを睨にらみつけ、さらに速度を上げようと、飛行姿勢を正す。

　残りは五周、既すでに半分が過ぎていた。

「負けるわけには……いかないんだ……っ」

　セイムは、必死でエンジンを吹ふかす。

　ボイラーから蒸気が送り出され、翼つばさを激しく上下させる。ビリビリとした痺しびれに似た振しん動どうが腕うでに伝わってきた。

　しかし、マシン性能限界まで羽根を動かしても、テージとの差が縮まらない。それどころか、ジリジリと引き離はなされてさえいる。

　セイムの脳のう裏りにマナの言葉が蘇よみがえる。

『上じよう昇しよう気き流りゆうが吹けば加速できる』

　──風よ。

　ヘルメットの下、セイムは呟つぶやいた。

「風よ、吹いてくれ……」




　　　　◇◇◇




「動いたらこの娘むすめの命はない。動くなよ……？」

　そう言うと黄金鎧ゴルデイアスのマニピュレーターから、デラパインは左手を抜き、蒸気拳銃スチームシヨツトを手にした。銃じゆう口こうをマナに向ける。

「生きてることを……後こう悔かいさせてやる……」

　デラパインは引き金を引いた。

　マナは右肩かたに鋭するどい痛みを感じた。いや、痛いというよりもそれは熱さに似た感覚だった。右手の先が痺れる。

　キールは足に、ジャックスは腕に、そしてレイヴァは身体からだに何発もの弾だん丸がんを受けた。

「ぎひひひひひひひ……」

　デラパインの偏へん執しゆう狂きよう的てきな笑い声が響ひびく。

　ぐったりとしたミンクを見て、マナは歯は軋ぎしりをした。

（何か方法はないの……？）

　すぐにでも背中のホルスターの蒸気拳銃スチームシヨツトを抜けるように、指先に神経を集中させながら、視線だけで辺りを見回す。

（あれは……）

　ファンの姿が見えた。彼は黄金鎧ゴルデイアスの背後に忍しのび寄っていた。

　マナの前方に片足で立っていたレイヴァがファンの動きに気づき、ゆっくりと動いた。彼は手を背中側に回した。

　マナは二人がそれぞれ何をしようとしているのか気がついた。

　彼女は、じっと、時を待つ。

　デラパインは、火傷やけどした頰ほおを引きつらせながら嗤わらい、再び引き金を引こうとした。

　そのとき──。

　盛せい大だいな音を立てて、黄おう金ごんの装そう甲こう板ばんが落ちた。ファンはその能力を使ってエンジンルームのボンネットを開けたのだ。蒸気機関が剝むき出しになる。

「ボクに開けられないものは、ないんだ」

「!?　なにごとだ？」

　事態が飲み込めていないデラパインは、声をあげ、座席に座すわったまま周囲を見回した。

　その一いつ瞬しゆん、キールはミンクの身体に、鞭むちを巻き付かせた。

　ほぼ同時に、レイヴァは自分の背中の蒸気ポッドを開き、エナジャイザーを引き抜ぬいた。剝き出しになった黄金鎧ゴルデイアスの蒸気機関に向け、圧あつ縮しゆく蒸気の詰つまった白い缶かんを投げつける。

「やれ……っ！」

　マナは蒸気拳銃スチームシヨツトを素す早ばやく抜き狙ねらいを定める！

「これで終わりよぉ──ッ！」

　引き金を引いた。

　弾だん丸がんはエナジャイザーに吸い込まれた。

　一瞬の静せい寂じやく──。

　直後、耳をつんざくほどの爆ばく音おん。

　破は裂れつしたエナジャイザーは、黄金鎧ゴルデイアスの蒸気機関に大きなダメージを与あたえた。

　ミンクを縛いましめていた手のひらの力がゆるむ。キールは鞭を引き、彼女の身体からだを強く引っ張った。

　ジャックスが、ミンクに飛びつき空中でその身体を庇かばう。

　直後、黄金鎧ゴルデイアスの蒸気機関が爆ばく砕さいした。鐘かねが鳴るような音を立て、黄金鎧ゴルデイアスのパーツが崩くずれ落ちていく。その音は崩ほう壊かいに巻き込まれたデラパインの絶ぜつ叫きようを、かき消した。

　マナはゆっくりと、銃じゆうを下ろした。

「あ……ぐあ……」

　もはや金属の塊かたまりとなった黄金鎧ゴルデイアスの下から、デラパインが呻うめきながら這はい出してきた。あれほどの蒸気爆発に巻き込まれながら、彼はなおも戦意を失っていないようだった。

「……くそ……この俺おれが負ける……なんて」

　床ゆかに爪つめを立て、唇くちびるを嚙かみながら這い進み、床に転がっていた蒸気拳銃スチームシヨツトに手を伸のばそうとする。

　だが、それは足を引き摺ずりながら近づいたキールによって奪うばわれた。

「……往おう生じよう際ぎわ悪いわよ。観念しなさい」

　彼女はデラパインの額に、トレスパスのロゴカードを貼はった。

　デラパインは、ずるずると這ったが力尽つき、べちゃりとコンソールにもたれるように突つっ伏ぷした。

「……久しぶりに勝ったね」

　気が抜ぬけたように、ファンは床にへたり込んだ。

　今度こそ全すべてが終わった。マナはそう思った──。

　しかし、違ちがった。

　デラパインは、火傷やけどを負った顔を上げ、喚わめく。

「俺は負けない……負けない！　決して負けないんだよ！」

　彼の額からロゴカードが落ちる。ヒヒヒヒヒという背筋の寒くなるような嗤わらい声が聞こえた。

「……前を見てみろ」

　デラパインの視線を追う。その先はガラス張りとなっており、ガラスに重なるように主しゆ砲ほう砲ほう撃げき用ようのサイトが表示されていた。

「スタジアム……っ！」

　ジャックスがうめくように言った。ヴァイスの進行方向にスタジアムがあった。徐じよ々じよに大きくなっていく。衝しよう突とつコースにあることは間違いなかった。

「オートパイロットになってんだよ……巻き添ぞえにしてやる……みな死ねばいい」

　その台詞せりふを、デラパインは血と一いつ緒しよに吐はき出した。彼はコンソールに倒たおれ込みざまにオートパイロットを設定したのだ。

　ジャックスは、デラパインに詰つめ寄って、襟えり首くびをつかみ上げた。

「オートパイロットを解除しろ！　今、すぐ！」

「すると、思うか？　あははは……っ！」

　デラパインは楽しげに嗤わらい、気を失った。

　スタジアムの姿は、刻一刻と大きくなっていく。もはや残された猶ゆう予よは少ない。

　マナは痛む足を引きずりながら、コンソールに倒れ込んだ。

　もたれるようにしながら、思いつくままに操作する。だが、なんら反応はなかった。

「……解除、できない」




　　　　◇◇◇




　セイムは、テージの黒い背中を見つめ絶望的な気分になっていた。

　上じよう昇しよう気き流りゆうは、吹ふかなかったのだ。

　もはや最後の直線を残すのみとなった。

　結局、三メートルの差を縮めることができなかった。

　強い向かい風を感じながら、セイムは最後のブイを曲がった。スタンド前の直線へと突とつ入にゆうする。

　観客席スタンドの興奮は最さい高こう潮ちように達し、歓かん声せいが波のようにセイムを揺ゆさぶった。

　残るはゴール前、八〇〇メートルの直線を残すだけとなった。

　テージがこの直線でミスすることは絶対にない。

　この三メートルの差は、もはや絶望的な差なのだ。

　奇き跡せきは、起こらないのか──？




　　　　◇◇◇




「もう、ダメよ……」

　青くなっているキールを、ジャックスが支えている。いや、もはやジャックスも立ってはいられないはずだ。お互たがいが支え合っているのだろう。

「…………くそっ」

　ジャックスも諦あきらめに似た表情を浮うかべている。

「もう？　終わりですの？」

　ファンに肩かたを抱だかれて座すわり込んでいるミンクも、迫せまり来るファルラッサスタジアムを見つめ、震ふるえていた。

　激げき突とつは時間の問題だ。

　もしぶつかればスタジアムに詰つめかけている数万の人に被ひ害がいが及およぶだろう。

（でも、もう……諦めるしか……ないの？　ここで、全員……死ぬしかないの？）

　マナは強く血が滲にじむほどに、唇くちびるを嚙かんだ。

（そんなのは嫌いやだ……！　まだなにか方法が……）

　スタジアムはすぐそばまで迫り、スタジアム前の広場にある噴ふん水すいの像の姿や、浮ふ遊ゆうするスタジアムの下から、レース場になっているケティア湖こ畔はんまでもが確かく認にんできる──。

「そうだ……！」

　マナは悲鳴をあげる足に力を込め、歩き出した。必死に足を踏ふみ出しながら、呟つぶやくように尋たずねた

「ねぇ……キール……。時間がない、為なすすべもない、このままじゃみんな死んじゃう……こういうの、なんて言うか……知ってる？」

「……絶体絶命のピンチでしょ？」

「違ちがうよ……」

　不敵な笑えみを浮うかべ、マナは全員を見み渡わたした。

「カッコイイとこ見せる……チャンス！　諦あきらめてる場合じゃないでしょ？」

　懸けん命めいに足に力を込め、駆かけ出しながら、続けた。

「……みんな、来て！　まだ、方法がある！」

　靴くつの中に血がたまって音を立てている。だが、マナは足を引きずり、弾だん丸がんを受けた肩かたを庇かばいながら走る。

　司令室を飛び出し、艦かん体たいの内部予想図を思い出しながら、狭せまい通路を駆け抜ぬける。艦内に足音が響ひびき渡る。

「マナ、どこ行く気!?」

　同じく満まん身しん創そう痍いながら、必死にマナの後を追うキールが、痛みを堪こらえながら尋ねた。

「エンジンルームを目指してるの」

「エンジン……!?　まさか！」

　ジャックスは驚おどろきの声をあげた。

「そのまさか！　このフネを落とす！」

　通路を曲がると、その先に巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴがあった。通路の周囲には太いパイプが幾いく本ほんも走っている。

「ファン！　開けて！」

　こけつまろびつ走ってきたファンは、錠じように飛びつくとものの数秒で開けた。彼は不安そうにマナを見上げ、聞いた。

「ヴァイスと一いつ緒しよに墜つい落らくする気なの？」

「観客に怪け我が人にんは出さない！　でもみんなも死なせはしない！」

「どうやってです!?」

　ミンクが問う。

　マナは、自分の頭がやけにクリアなことに驚きながら、

「ヴァイスの全高はいくつ？　そして、スタジアムの浮ふ上じよう位置は……？」

「────!!」

　全員が息を吞のんだ。

「アクロバットショウの始まり……っ！」

　マナは扉に体当たりをするように開け、中に飛び込んだ。巨きよ大だいなボイラーが左右に数基並んだ広い部屋──エンジンルームである。このボイラーによってヴァイスはプロペラを回している。パイプが縦じゆう横おう無む尽じんに走り、シリンダーの上下する金属音が耳をつんざいた。

　そして、もう一つ耳みみ障ざわりな金属音が聞こえた。エンジンルームには護衛用の蒸気傀儡スチームノイドが待ちかまえていたのだ。

　この戦せん艦かんを失速させるためには、メインローターを止めなくてはいけない。その制せい御ぎよ室しつは、蒸気傀儡スチームノイドの群の向こうにあった。

「コイツらは俺おれたちがなんとかする。マナはこの船を落とせ」

　ジャックスはマナの前に飛び出しながらそう言うと、吸きゆう血けつ鬼きの胸むなぐらをつかんだ。

「レイヴァ」

　顔を突つき合わせ、ジャックスはレイヴァの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめる。

「……マナを頼たのむ」

　吸血鬼は黙だまって頷うなずいた。

　それを見て満足げに笑うと、ジャックスは「うぉぉぉっ！」と雄お叫たけびをあげた。蒸気傀儡スチームノイドに斬きりかかっていく。キール、ミンク、ファンの三人も、蒸気傀儡スチームノイドを引きつける。

　翼つばさをはためかせて、レイヴァはマナと共に蒸気傀儡スチームノイドの頭上を素す早ばやく飛び越こえた。その飛行により、金属義体メタルボデイの脚きやく部ぶの切断面からは蒸気が凄すさまじい勢いで漏もれ続け──やがて途と切ぎれた。動力となる蒸気が切れたのだ。

　だが、辛かろうじて、マナとレイヴァはエンジンルームの最深部、『メインローター』と書かれたハッチの前に、墜つい落らくするようにして辿たどり着くことができた。

「ありがと。レイヴァ」

　着地するや否いなや、マナはハッチに飛びついた。幸い鍵かぎは掛かかっていなかった。大きなハンドルを回し、扉とびらを開く──。

「え──!?」

　それは、あまりにも不用意な行動だった。せっぱ詰つまっていたマナは、ここが敵戦せん艦かん内であることを忘れていた。

　ハッチを開いた途と端たん、風を切る音が聞こえた。扉と連動したトラップが作動したのだ。

　無数の矢が彼女に向かって飛んでくる。レイヴァは後ろからマナを抱だきすくめ、その腕うでで庇かばったが、矢の一本がマナの脇わき腹ばらに突つき立つ。

「はぁ……ッ」

　マナはレイヴァの腕から、滑すべり落ち、床ゆかに倒たおれ込んだ。それとほぼときを同じくして、レイヴァの身体からだも床に落ちた。

　金属義体メタルボデイを巡めぐる蒸気が完全に費ついえたのだ。

　ハッチの奥おくには、メインローターに続く一ひと抱かかえもあるパイプと、蒸気を管理する巨きよ大だいなバルブがあった。

　あれを閉とじれば──。

「ぐ……ハァ……ッ」

　マナは懸けん命めいに前に手を伸のばし、床を這はおうとした。這ってでもバルブに辿たどり着き、メインローターを止めなければ！

　しかし、マナの身体は動こうとしなかった。

「目の前まで……来たのに……っ！」

　視線を巡らし、レイヴァを見る。彼も身動きがとれないようだ。動力である蒸気は全すべて失われ、金属義体メタルボデイはレイヴァの重荷にしかならない。しかも、生身のレイヴァの生命力も底をついている。死んだように、その瞳ひとみを閉じていた。

　万ばん策さく尽つきた、マナはそう思った。

　しかし──。

　もう一つだけ、

　たった一つだけ、

　残された可能性に、マナは気がついた。

　途と切ぎれそうになる意識を懸命につなぎ止めながら、口を開いた。

「レイ……ヴァ……。レイヴァ……っ！」

　吸きゆう血けつ鬼きは薄うすくまぶたを開いた。

　唇くちびるをわななかせながら、マナは言葉を紡つむいだ。

　多くの人々と、愛すべき仲間を救うための唯ゆい一いつ残された方法──。




「あたしの、血を吸って」




　レイヴァは、目を見開いた。紫むらさき色いろの瞳は、悲しみとも懐なつかしさともつかない光を宿していた。

　彼の眼まな差ざしを、マナは真まっ直すぐに、ひたすら真っ直ぐに見つめる。

「そうしたら、回復するんでしょ？　その身体からだ……。バルブ締しめて……お願いッ」

　レイヴァはマナの身体にそっと腕うでを伸ばし、引き寄せた。彼の腕の中に抱だかれる。冷たい吐と息いきが首筋に掛かかった。

「血を吸った後……私がバルブを締める保証はない……それでも良いのか？」

　レイヴァの腕の中、マナは頷うなずいた。

「信じてるよ。レイヴァ」

「…………」

「今さらって言われるかもしれないけど……。あたしは、レイヴァのこと、ずっと仲間だと思ってたよ……」

　吸血鬼──レイヴァ。

　世界を滅ほろぼそうとしたと言われる、伝説の怪物ガルムの王。

　しかしマナは、吸血鬼であっても心を通わせることができると──信じ合うことができると思っていた。

　仲間となって共に戦い、時に泣いて、時に笑って、笑って、笑い合っていける……そう思っていた。レイヴァを誤解から傷つけてしまったけれど、その気持ちに偽いつわりはなかった。

「傷つけて、ごめん。この間は……信じてあげられなくて、ごめんね……」

　セイムの胸で、涸かれるほど泣いたと思っていたのに、再び涙なみだがこぼれてきた。

（でも、これで最後だから……）

「今まで、ありがと……っ」

　涙を流しながら、マナは懸けん命めいに笑え顔がおを作った。

　レイヴァは、黙だまってマナを抱き締めている。

　蒸気を失い、ただの鉄てつ塊かいと化しているはずの彼の身体は、ほのかに温かかった。マナの体温が下がり始めていたからそう感じたのだが、マナにとってそれはとても心ここ地ち良く──また同時にひどく悲しい温かさであった。

　セイムに抱き寄せられたことを、思い出したのだ。

『死』が、急に現実味を帯びて迫せまってくる。いろいろな想おもいが、マナの胸を埋うめ尽つくしていった──。




　このままレイヴァに血を吸われて、死んでしまったら、きっと、キールは怒おこるだろうなぁ……

　ミンクは、ものすごく泣いてしまうかもしれない。慰なぐさめてあげられないのが、残念……

　ファンは、あたしが死んでしまったことを知ったら、気絶しちゃうかも……
















　ジャックスは、きっと本当のお兄さんがそうするように、死んでしまったあたしの髪かみを、撫なでてくれるね……「頑がん張ばったな、マナ」って、褒ほめてくれるよね、きっと……

　みんなと……もう逢あえないなんて……つらいな……

　それから……セイムさんは……

　最さい期ごに、最期にもう一度だけ、

　セイムさんに逢いたかったな……ぁ

　好きですって……言いたかったな……




「さよなら……みんな……さよなら……」

　その想いは、気づかないうちにマナの口をついて語られていた。ただ静かに耳を傾かたむけていたレイヴァは、震ふるえる指先を伸のばしマナの涙を、そっと拭ぬぐった。

　そのとき、観客の歓かん声せいがエンジンルームにまで届いた。もはや激げき突とつ寸前なのだろう。我に返ったマナは、懇こん願がんするように言った。

「……早くっ！　あたしの血を……っ！」

　レイヴァはゆっくりとマナの首筋に、唇くちびるを近づけた。顔のすぐ横で、彼は口を開く。数すう瞬しゆん後ごには、鋭するどい牙きばが首筋に突つき立てられるであろう。

　マナは覚かく悟ごを決め、目を閉じた。

　しかし──耳元でレイヴァの声がした。

「お前の言いなりは、うんざりだ」

「え……？」

　レイヴァは、マナをさらに強くかき抱いだくと、大声をあげた。その声は周囲の空気を震ふるわせ鳴めい動どうさせる。彼の身体からだから目ま映ばゆい閃せん光こうが走った。それは過去、結界の張られた牢ろう獄ごくを破ったときと同じ光であった。

　しかし、今は人々を救うために、その力は使われていた。悪あく魔まの力か、神の力か……それはわからないが、人知を超こえたなにかが、生命力のほとんどを失ったレイヴァに、最後の力を与あたえる。力の起こした風が、二人の身体を中心に渦うず巻まいた。身体がふわりと浮うく。

　マナとレイヴァは突とつ風ぷうに流されるように、キャットウォークの上を漂ただよい、バルブまで移動した。

「レイヴァ──どうして!?」

「これが終わるまでは、仲間なのだろう？　マナ」

　吸きゆう血けつ鬼きは初めてマナの名を呼んだ。

「……うんっ！」

　マナは大きく息を吐はくと、バルブを握にぎった。蒸気のため熱せられたバルブは、マナの手のひらを焼いた。だが、残された全すべての力を込こめて、バルブを回した。

　マナの手の隣となりに、金属の手が添そえられた。レイヴァだ。彼は、マナに小さく笑いかけた。とても、とても優やさしい微笑ほほえみ。

「このくだらない船を落とすぞ」

　レイヴァは、笑いながら言った。マナは小さく頷うなずき、さらに力を込めた。バルブが回る。蒸気の流れが遮さえぎられる。

「落ちろ──っ!!」

　マナの絶ぜつ叫きようが、響ひびく。




　　　　◇◇◇




　蒸気飛空戦艦ゲート・グンマートヴァイスは、スタジアムに激げき突とつ直前で、高度を落とした。

　地面ぎりぎりまで落ちながらも、前進する。

　船底が噴ふん水すいの像を破は壊かいした。煉れん瓦が張りの広場を破壊し、小さくバウンドする。

　宙に浮くスタジアムの下へ、ヴァイスは滑すべり込んだ。

　プロペラの先せん端たんがスタジアムの下辺を削けずった。だが、ヴァイスの巨きよ体たいは、観客席スタンドと地面の隙すき間まを潜くぐり抜ぬけていく。

　船首がケティア湖へ着水──。




　　　　◇◇◇




　ゴール直前──。

　一いつ瞬しゆん、セイムは向かい風が止やむのを感じた。

　視界の端はしに、巨大な船の姿を見た気がした。

　いや、気のせいではなかった。戦せん艦かんがスタジアムの下を潜り抜け、ケティア湖に侵しん入にゆうしてくる。戦艦の上部には無数のプロペラ。

　突とつ如じよ、風が暴れ出した。

　風が渦うず巻まき、レーサーたちを包む。

　セイムの機体は、強きよう烈れつな上じよう昇しよう気き流りゆうを得た。

「奇き跡せきか──？」

　セイムは、前を飛ぶテージを睨にらみつけた。特とく殊しゆな翼つばさは、急激な加速を生む。背中がグンと押されたような衝しよう撃げきが走る。

　白い翼は空を駆かけた。

　その姿は、伝説の怪物ガルムトレスパスのようであった。

　テージの姿が大きくなる。

　二人の飛行器ウインギイが並んだ。

　そのままゴールへ滑り込む──。




　　　　◇◇◇




　マナは艦体全体を揺ゆるがすような歓かん声せいで我に返った。

　気がついた彼女は、レイヴァに抱だきかかえられていた。どうやって外に出たのか、レイヴァは力によって宙を舞まい、ヴァイスの上部、プロペラの林に立っていた。

　プロペラはまだゆっくりと回転しており、蒸気に濡ぬれた彼女の髪かみを弄もてあそんだ。

　観客はゴール後の歓声と、突とつ然ぜん現れたヴァイスへの驚おどろきの声をあげている。

「…………誰だれが優勝したの？」

　レイヴァは何も答えなかった。

　そのとき、スタンドに鎖くさりに繫つながれた爬は虫ちゆう類るい型がたの大型怪物ガルムが引き出された。それはゴールの判定に使用される、パディムニスという怪物ガルムだ。この怪物ガルムはゴールシーンを記き憶おくし、再生してくれるのである。

　マナはそこで初めて判定にもつれ込んだことを知った。

　審しん判ぱん員いんがパディムニスの頭の上に立ち、怪物ガルムの頭を大きなハンマーで殴なぐる。鳴き声と共に、パディムニスはその目から光線を発射。中空に向け、ゴールシーンを投とう影えいし始めた。

　観客は静まり返った。

　マナも胸の前で手を組み、固かた唾ずを飲んで見守る。

　テージの黒い翼つばさがゴールラインに届く直前、白い翼、セイムの飛行器ウインギイが追いつく。

　そして、ゴールの瞬しゆん間かん──。

　セイムの身体からだが前に出た。

　勝った──！

　観客は大歓声をあげた。




　　　　◇◇◇




　議会室の外の廊ろう下かに立っていたガリオロにも、ヴァイスが着水したことが伝えられる。彼はくるくると踊おどりながら歩いていた。手足をばたつかせてステップを踏ふむ。

　彼はふいに止まると、微笑ほほえみながら呟つぶやいた。

「やったな」

　小さくガッツポーズ。握にぎり締しめた拳こぶしが喜びに震ふるえた。




　　　　◇◇◇




「やったぁ……」

　マナは気が抜ぬけたように、その場にへたり込みそうになった。全身が脈打つように痛い。気を失いそうだった。だが、彼女の身体からだはレイヴァに支えられた。

　そのまま身体が持ち上げられる。レイヴァの冷たい紫色の瞳ひとみが、マナの目の前にあった。鋭するどい牙きばが口の端はしで輝かがやいている。

「レイヴァ……？　……そっか……このミッションが終わるまでって約束だったもんね。これでアンタは自由だ……」

　力なくマナは微笑んだ。

　レイヴァはマナの首筋を爪つめでなぞり、牙を剝むいた。

　ヴァイスの上部に這はい上がってきたジャックスは、そのようすを見て、駆かけつけようとした。キールも傷ついた足を庇かばいながらやってきた。ミンクとファンが、お互たがいを支え合って昇のぼってくる。

「これはどういうことだ？」

　肩かたで息をしているジャックスが、怒いかりに似た表情で尋たずねた。

「ヴァイス攻こう略りやくを手伝ってくれたら、血を吸わせるって約束したの」

　マナはトレスパスのメンバーの顔を、一人一人見つめながら、レイヴァとの契けい約やくのことを話した。

「なんで……」

　ファンは呆ぼう然ぜんとマナを見つめた。

　ミンクは言葉を失い、かぶりを振ふっている。

「そういう大切なこと、どうして相談してくれないの!?」

　キールが目に涙なみだを溜ためながら聞いた。

「みんなに心配させたくなくて」

　マナが答えると、キールは「バカっ」と叫さけんだ。

「マナだけの問題ではございませんわ」

　ミンクがキールの後を継つぎ、涙を堪こらえて口を開いた。

「そうだよ。今までもみんなで解決してきたでしょ」

　ファンが力強く言った。

「そういうときのために、俺おれたちがいるんじゃないか！」

　ジャックスが声を張りあげる。

　マナを抱かかえているレイヴァの腕うでが、彼らの言葉に反応したのかピクリと動いた。

「黙だまれ……貴様ら……」

　レイヴァは、そういうとマナに顔を近づけた。冷たい吐と息いきを、首筋に感じる。

　しかし、レイヴァは首筋ではなく、なぜか彼女の肩かたの傷口に唇くちびるを寄せた。

　マナは鋭するどい痛みに顔をしかめる。だが苦痛は、すぐに消えた。傷はみるみる癒いえ、傷きず跡あとすら消えてしまう。

「どうして……？」

　マナは肩に心ここ地ち良よい力を感じながら尋たずねた。

　レイヴァはマナを優やさしく下ろすと、背を向ける。

「この身体からだを修理して貰もらわねばならん。めんてなんすとかいうヤツもな」

「それって……？」

　マナの言葉に、ため息混じりに彼は答える。

「仕方がないから……、これからも生かしておいてやろう」

「レイヴァ……っ！」

　嬉うれしくて、マナの胸に込み上げるものがあった。

「まかせといてよ」

「お前の仲間になったつもりは、ないからな」

「いいもん。私は仲間だって思ってるから」

「勝手にしろ」

　上空では、ジョーガイルチームの優勝を祝い、飛行器ウインギイが編隊飛行していた。七色の煙けむりで空中に文字を書く。

『おめでとう！』

　どこまでも高く、青い空を、マナはいつまでも見つめ続けていた。







　エピローグ







　ヴァイスの乱入があったのだから、チャンピオンシップレースは無効になるのではないかと、市民から苦情があり、問題は議長団ラウンダーズで協議するほど大きなものとなった。

　結果は、レースは有効。セイムの優勝が認められた。払はらい戻もどしの手間や、再さい開かい催さいの費用を考えた結果だと言われたが、マナにとってはそんなことはどうでも良いことだった。




　二週間後──。

　マナは、ヴァイスの引上げ作業が続くファルラッサスタジアムにいた。

　まだ、体調は万ばん全ぜんではない。日に一度、クラーメというアメーバ状の怪物ガルムを傷口に這はわせて、身体からだの修復をするという治ち療りようを受けている。染しみるわ、気持ち悪いわ……マナはこの治療法が大だい嫌きらいだった。でも、死んでしまうよりはずっとマシであるし、それになにより、

（セイムさんにこんなに早く会いに来ることができたんだから、あのネバネバクラーメにも感謝しなきゃね）

　今日、スタジアムを訪おとずれたのは他ほかでもない、セイムに会うためなのである。

　用件はただ一つ──。

「セイムさん、あなたが好きです」

　この言葉を、彼に伝えたかった。

（確かに、釣つり合わないかもしれないけど）

　心臓の高鳴りを感じながら、セイムがいるビルボーズのピットデッキを目指して歩く。

（好きなものは、好きなんだから……ね）

　一歩、また一歩。足を踏ふみ出す度たびに、胸がしめつけられるような、苦しさがあった。

　ビルボーズのピットデッキの前に立つ。

　気持ちを落ちつかせるために、大きく深呼吸をした後、ドアノブに手を掛かけた。

「セイムさん！」

　マナは思い切って扉とびらを開く。

「って、ええっ！」

　そのとき、彼女の目に飛び込んできた光景は、衝しよう撃げき的てきだった。

　セイムとテージが抱だき合ってキスをしていたのだ！

　セイムは硬こう直ちよくしているマナに微笑ほほえみかけた。

「やあ、マナちゃん。紹しよう介かいするよ。僕の婚こん約やく者しや、テージだよ」

　仕立ての良さそうな女性服を着たテージは、可か憐れんな少女のように頰ほおを染めていた。その姿は紛まぎれもなく女性のものだった。

「はあ!?　こ、婚約者？」

　マナは事態が理解できず、間の抜ぬけたような返事をしてしまった。

　セイムは照れながら説明してくれた。

　二人は幼おさな馴な染じみで相思相愛の仲であり、セイムはテージに幾いく度どもプロポーズをしていた。しかし、テージは、それを受けることができなかった。

　テージの義父で、レースチームのオーナーでもあるボウディル・ビルボーズは、商売敵がたきであるセイムを嫌きらっていたからだ。

　ボウディルにとって、テージは血が繫つながらない遠とお縁えんの子供なのだそうだ。しかし、彼は男手一つで、立派にテージを育て上げた。その恩があるから、彼女は義父の反対を押おし切ってまで結婚に踏ふみ切ることができなかったのである。

　そこでセイムは、父ボウディルと賭かけをした。セイムがチャンピオンシップでテージに勝って優勝できたら結婚を認めると──。

「君のおかげだよ。マナちゃん！」

　セイムは満面の笑えみを浮うかべ、マナに握あく手しゆを求めてきた。部屋の隅すみでテージの父、ボウディルがぶすっとした表情で立っている。その義父をなだめるように、テージはマナよりも女らしい微び笑しようを振ふりまいていた。

「へへへへへ……どういたしまして」

　マナは泣き笑いのような表情を浮かべ、握手に応じる。しかし、セイムの手を振りほどくと、へへへへと笑いながら後あと退ずさりをした。

「おし、お幸せにっ……」

　ドアを後ろ手に閉める。

（そんなオチってありかよ──っ！）

　魂たましいの叫さけびをあげていたマナの前に、レイヴァが立っていた。金属義体メタルボデイは、まだ片足がついていないが、代わりの義足をつけてある。元々バランスの良い機体なので、これでも問題なく移動できた。生身の身体からだも、生気があまり戻もどっておらず、完全回復にはしばらくかかるようだった。

　彼は、なんだか軽い口調でマナに喋しやべりかけた。

「惚ほれていると言ったのか？」

　ブンブンと音が出そうなほど、マナは首を横に振る。テージが女であることを知っているような口振りだったので、歩きながら尋たずねると、レイヴァは匂においでわかると言い出した。

「先に言ってよ！」

　意気消しよう沈ちんするマナを見て、レイヴァは楽しげに笑った。

「まあ、良かったではないか。お前のような乱暴な女は所しよ詮せん相手にはされん」

　マナは立ち止まった。涙なみだの浮かんでいた目に、炎ほのおの色が浮かんだ。

「ぬあんですって？　いくら仲間でも、そういう発言は許さないよ？」

「ふん……私は仲間になどなった覚えはない……」

「なによー！　まだそんなこと言ってんの!?」

　つかみかかろうとしたが、マントを翻ひるがえしレイヴァは飛んで逃にげた。

　彼は小さな声で、「悲しみよりは、怒いかりの方が良かろう」と呟つぶやいた。彼なりの慰なぐさめだったようだ。

　しかし、そんなことがマナに通じるはずがなかった。キレた彼女は手当たり次し第だいにレイヴァに向かってものを投げ、届かないとわかると蒸気拳銃スチームシヨツトやら空気砲エアバズーカやらを乱射する。

　エンダイブの卵を回収に来た軍のエンハンサーたちが、どこの怪物ガルムが脱だつ走そうしたのかと慌あわてるほどの暴れっぷりであった。

「やめんか。傷が開くぞ」

「うるさ──いッ！」

　マナの絶ぜつ叫きようがファルラッサスタジアムに響ひびき渡わたった。




「どうやら、フラれたみたいね。良かったじゃない」

　そのようすを眺ながめていたキールが、ジャックスの肩かたを叩たたく。

「どどど、どういう意味だよ？」

　ジャックスは照れたように頰ほおを染めながら、そっぽを向いた。

　ミンクは心底悲しそうな顔をして、

「はわぁ……可哀かわい相そうなマナ。あとで残念会をしてあげなくちゃ」

「そおっとしておいてあげた方がいいよ……きっと」

　大暴れするマナを、ファンは顔を強こわばらせながら見つめていた。

「ところで、ホントにマナにはナイショにするのか？」

　ジャックスの問いに、キールは即そく座ざに答える。

「当たり前よ。使い込みした罰ばつなんだから」

「ちょっと可哀相な気もしますわね」

　ミンクの言葉を、ファンが継ついだ。

「かなりの金額になるからね」

　彼らの手には、セイムの単勝に賭かけられた勝ち飛行器投票券ウインチケツトが、それぞれ一枚ずつあった。千倍のオッズがついている。

　トレスパスの面々は、声をあわせて言った。

「やっぱり、仲間は信じないとねっ」







　あとがき







　はじめまして。風見周といいます。

　周と書いて『めぐる』と読みます。普通、読めませんよね。大丈夫。作者本人も読めません（おい）。でも、覚えておいてくださると、とても嬉うれしいです。




　ところで。

　唐とう突とつですが、私はいまだにとても不安だったりします。

　私の書いた『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』は本当に、本になるのか？　ひょっとして、大がかりなドッキリじゃないのか？　「小説家になるという長年の夢が叶っちゃうのねぇ。にへらぁ」と頰の筋肉ゆるみまくっている風見の姿を、どこかから隠かくし撮どりして、全国放送しちゃってるんじゃないか？　『大！　成！　功！』とか字じ幕まく出ちゃってるんじゃないか？──そんな不安が、私の脳のう裏りを渦うず巻まいているのです。

　本作は、『第十三回　ファンタジア長編小説大賞』に応募したものなのですが、応募前に読んでもらったた友人の評価は惨さん憺たんたるものでした。

「郵送料が無駄になる」「この話はどうだろう？」「ちょうど良かった、鼻水がとまらなくてさぁ」「受賞したかったら、このお守りを買いなさい」「ついでに、壺も買いませんか？」「ご一緒にポテトはいかがですか？」など、褒ほめ言葉と考えるには、どうにも遠とお回まわしな表現で友人達は私の作品を評してくれたのです。

　素直に『トレスパス！』を褒ほめてくれたのは一いち部ぶ有ゆう識しき者しやの方々（私と近所の犬）だけという有あり様さまに、応募を取りやめようかとすら思いました。

　しかし、本作に登場するキャラクターであるマナやレイヴァたちのことや、彼らの生きる世界、ストーリーなどを、私はとても気に入っていました。応募せずにお蔵くら入いりさせることに強いためらいがあったのです。

　そこで、唯一、私の作品を褒めてくれた有識者のＹ氏（近所の犬）に「この作品は、面白いよね？　送ってもいいよね？」と尋ねてみました。すると彼（犬）は、とても真剣な顔で一声「にゃあ」と鳴いたのです。

　彼（犬）の言葉にウソはないと感じた私は、Ｙ氏（犬）を信じて、原稿を応募することを決意しました。

　郵便局の夜間受付窓口に立った私には、もう迷まよいなど微み塵じんもなく、もはや大賞を受賞した気分だったと言えばウソになります。特に、速達郵便代金を払う瞬間は、大いに迷いました。

　しかし、私は、清水の舞台からコードレス・バンジーをするような気分で、代金を支払ったのです。迷いを断ち切った瞬間の風見の心境は、クーベルタンのオリンピックの精神──『大会は、参加するごとに息があがる』に、近かったような気もします。ちょっと違うかもしれません。




　そして、一年と数か月後──。

　受賞などとっくの昔に諦あきらめ、応募の事実すら忘れた頃──そう、あれはＹ氏（近所の犬）の産んだ子犬がスクスクと成長し始め「お前メスだったのかよ！」と驚きよう愕がくした頃に、一本の電話が掛かってきました。

「あなたの応募した『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』が佳作を受賞しました」

　とっさに、「あ、お守りならいりません！　壺もポテトも買いません！」と言って、電話を切ろうかと考えました。が、よくよく聞いてみると、セールスの電話ではないらしい。どうやら、本当に私は受賞をしてしまったらしい……。ほ、本当ッスか……？

　私の不安な日々は、そこから始まったのです。夜も寝られず、ご飯も喉を通らない生活に、五キロも太ってしまいました。




　その後、担当編集者さんとお会いし、修正を開始しました。

　ここで、風見は持ち前の計画性の良さを十分に発揮し、修正のための締切をぶっちぎるという大失態をやらかしてしまいました。しかし、心優しい担当編集者さまは、満面の笑みを浮かべながらドロップキックを一発かますだけで許してくださいました。寛大です。

　また、授賞式に出席した際、思いっきり遅刻するという、驚きよう天てん動どう地ちのダメ人間ぶりをご披ひ露ろうすることとなったのですが、愛と正義の担当編集者さまは、爽さわやかな笑顔を作りながらバックドロップを一発かますだけで許してくださいました。とても寛大です。

　そんな微笑ましいエピソード満載の日々のおかげで、不安は少しずつ薄れていったのですが──でも、やっぱり、心のどこかでは『この作品は、本になるのか？』と心配していたりもします。




　このあとがきが、あなたの目に触ふれているということは、恐らく『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』は、刊かん行こうされたということなのでしょうね。良かった。

　ついでに、おときたたかおさんの超ちよう絶ぜつ美び麗れいなイラストと、褒めちぎって頂いただいちゃってる素敵な解説に、オマケで小説がついてくる（おい）、超お買い得なこの本をお買いあげくださり──そして本編の方も読んでくださったなら、とてもとても嬉しいです。

　アホなことをたくさん前ぜん述じゆつしていますが、私が『トレスパス！』を愛しているのは事実です。できれば、あなたにもこの作品を好きになってほしいなと思っております。

　お読み頂くことができたら、ご意見やご感想、作者や作品への応援、質問、愛の告白、そして風見の不安を取り除いてあげるために『ちゃんと本出てたぞ。ドッキリじゃなかったぞ』なんてご報告のお手紙を頂けると、庭を駆かけまわって喜びます。




　それでは、真面目に謝しや辞じに参まいりましょう。

『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』を選んでくださった、編集部のみなさんと、選考委員の先生方。

　素晴らしいイラストを描いてくださった、おときたたかおさん。

　一緒に物語を作り上げてくださった担当編集者さんのお二方（キックやバックドロップはもちろんウソです）。

　多くのアドバイスや手助けをしてくれた友人たち。

　この本を作るために、いろいろなご協力を頂いた全ての方々。

　そして、今、多くの書しよ籍せきの中からこの本を手にとってくださった、あなたに、感謝の気持ちを捧げたいです。

　ありがとうございました。




　私は、友情や勇気、努力、愛、信頼、希望なんていう、ちょっと口にするのは恥はずかしい心を抱き締めて、困難に向かって全力疾走する人たちが好きです。そして、そんな人たちには、必ず最後に奇跡が起き、困難は乗り越えられると信じています。

　それから、読んでいる間は夢中になってページをめくって、読どく了りようしてしばらくしたら内容を忘れてしまうような──けれど、なんだか明日は頑がん張ばろうかなって気持ちになれる物語が好きです。

　マナやレイヴァたちトレスパスのメンバーは、そんなストーリーを紡つむいでいってくれると思っています。

　またお会いできることを祈っております。





二〇〇二年四月　風見　周









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　本ほん書しよを手にとって、うわっ、分ぶ厚あつい！──とお思いのあなた、私もそう思います。でも、ご安心を。本編をお読みになった方ならお分かりになると思いますが、決して長さを感じさせる作品ではありません。それどころか、まだ物もの足たりないぐらいじゃないでしょうか？　もっと、マナたちの活躍を読みたい！　そう思っていただければ幸さいわいです。

　この『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』という作品は、第十三回ファンタジア長編小説大賞で佳作を受賞しました。といっても、応募作がそのまま本になったわけではありません。これまでにファンタジア大賞のいろんな受賞作を読んでくれている熱心な読者の中には、「なんで、こんなに面白い作品で大賞が取れないんだ？　ファンタジア大賞の選考基準てよっぽど高いのか？」といった疑問を持たれた方もいるでしょう。それは、半分正解で半分間違いです。もちろん、選せん考こう基き準じゆんはかなり高いと自負していますが、大賞を取れなかった作品にはそれなりの欠点もあるのです。でも、お金を出して買っていただく作品が欠点だらけでは、お客様に申し訳ありません。そこで、ファンタジア大賞でなんらかの賞を取った作品を本にするときは、極きよく力りよく欠けつ点てんを少なくするよう、受賞作家の方々には何度も書き直しをしていただきます。ですから、本になる原稿は応募時の原稿の何倍も面白いものに仕上がっているのです。

　さて、前置きが長くなりました。『トレスパス』の改稿の話です。打ち合わせの際さい、風かざ見み氏には編集部の様々な要望を伝え、書き直しをお願いしました。風見氏はたいへん意欲的で、さっそく改かい稿こうを上げてきました。と・こ・ろ・が、これがなんと大長編に変身していたのです。担当編集者は頭を抱かかえました。たしかに、こちらの要求は満たしている。その上、たいへん面白く仕上がっている。とはいえ、このまま文庫本で出すにはあまりに長すぎます。そこで、涙を吞のんで風見氏に伝えました。

「一〇〇ページ分減らしてください」

　この無理な注文に風見氏は一いつ生しよう懸けん命めい応こたえようとしてくれました。改稿しては突き返され、また改稿しては突き返されの繰り返しにも文句ひとつ言わず、努力してくれました。しかしというかやはりというか、一〇〇ページ減というのはあまりに難しすぎました。これ以上短くするには、ストーリーを根こん底ていから変えなければ無理だ、という限界で編集者も覚かく悟ごを決めました。

「ここまでにしましょう」

　こうして、この分厚い本が出来上がったというわけです。

　というわけで、応募時の原稿とは随分様変わりをした『トレスパス』ですが、もちろん本来持っていたこの作品の魅み力りよくが失われたわけではありません。〈侵入屋〉という斬新なアイデア。サイボーグ吸血鬼という着ちやく眼がん点てんのよさ。オリジナリティにあふれた蒸じよう気き文ぶん明めい社しや会かいの描写。活き活きとしたキャラクターたち。そして、なにより読者に楽しんでもらおうというサービス精神に溢あふれたストーリー。どれもがこの作品の魅力です。

　ここで、作者の風見氏個人のプロフィールにも少し触れておきましょう。実を言いますと風見氏は小説家としてはこれがデビュー作となりますが、以前から（といってもここ一年ほどのことですが）ライターとして様々なお仕事をなさっているのです。ドラマＣＤのシナリオや、ラジオ番組の構成、某大作ゲームのシナリオなど、その活躍は多た岐きにわたっていて、現在も超ちよう多た忙ぼうの身です。まだ、この業界では駆かけ出だしといっていいくらいなのに、これだけの仕事を任まかせてもらえるのは、それだけ風見氏に実力があるからです（ただ、別のペンネームでお仕事をされているので、「風かざ見み周めぐる」という名前はまだ知られていません）。しかし、これだけ面白い小説を書く作家が、他の仕事にばかり時間を取られるのはなんとも悔くやしいではありませんか。そこで、みなさんにお願いです。本書をお読みになった方は、今すぐファンレターを出してください。そして、風見氏にもっと小説を書いてもらえるように説得してほしいのです。かくいう担当編集者も、早く『トレスパス』の続きが読みたいのです。みなさんの応援が「小説家・風見周」を目覚めさせるのです！
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